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平成 28年度日野病院組合日野病院事業年報発刊によせて 

病院長 孝田雅彦 

平成 28年度は日野病院にとってターニングポイントといえる年になりました。

櫃田豊病院長 小村裕美子看護局長、佐々木健二医療技術局長からそれぞれ孝

田雅彦、池田清香、生田伸二へと変わりました。上層部が 3人も同じ年度に変わ

るのは珍しいことかと思います。前 3 名の皆さんの日野病院に対する貢献につ

いては編集後記に事務局長が詳細に述べておりますので割愛いたしますが、経

営的にも人材的にも苦しかった日野病院をここまで発展させて来られたのはこ

の 3 名の方々の業績であることに間違いはありません。特に櫃田先生には私を

日野病院に副病院長として迎え入れていただき深く感謝いたします。この 3 名

の皆さんが築いてこられた日野病院を受け継ぐことの責任の重さを改めて痛感

しております。 

 さて、平成 28年度の年報は前半櫃田病院長、後半は私が病院長の時期のもの

となります。この一年を振り返りますと、前年に比べて入院患者数は 4 月から

ほぼ一年間増加しており、年々減少していた外来患者もやや持ち直しています。

収益的にも黒字となり、職員一同が頑張ってきた結果と感謝しています。また、

日野病院の取り組みが新聞等に多く取り上げられました。中山間の小さな病院

ではありますが、地域に根ざした地道な活動をしてきた成果が認められたもの

とうれしく思います。まだまだ多くの問題を抱えています。職員各々が自分の立

場、役割の上でこの年報を分析し、問題点を洗い出し、知恵を出し合って解決し

たいと思います。来年、再来年の年報でもさらに良い結果を報告できるようにし

たいものです。 
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日野病院の基本理念   平成８年３月策定

１ 地域住民のニーズにあった良質な医療、保健、 

福祉のサービスを行い、山間地中核病院として

信頼される病院を目指す。

２  自治体病院の職員としての自覚と使命感を

もって、より良い患者サービスに努める。
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主な出来事
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平成 28年 

4月 1日 新規採用職員オリエンテーション 

4月 15日 生田哲二副病院長兼事務局長が日野病院職員表彰（院長表彰）を受

賞 

妹尾小百合主任看護師、平石美紀看護助手が日野病院職員表彰（局

長表彰）を受賞 

5月 17日 看護の日イベント（日野町公民館で開催） 

7月 1日 孝田雅彦先生が副病院長に就任 

7月 16日 ねう祭りに参加 

7月 22日 納涼祭の開催 

8月 25日 平成 27年度日野病院組合事業会計決算認定 

病院 3 事業：収益的収支で 13,161 千円の赤字、資金収支で 47,922

千万円の赤字 

介護老人保健事業：収益的収支で 33,863 千円の赤字、資金収支で

33,857千円の赤字 

9月 30日 櫃田  豊病院長が辞職（博愛病院病院長に就任） 

10月 1日 孝田雅彦副病院長が日野病院長に昇任 

12月 15日 クリスマスイベント 

12月 28日 仕事納め 

平成 29年 

1月 4日   仕事始め 

2月 1日   一部診療科に外来時間予約制導入 
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組織図
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居 宅 介 護 支 援 事 業 所

在宅介護支援事業 診療所事業

診 療 局 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 黒 坂 診 療 所

事 務 局

医 療 技 術 局 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 二 部 診 療 所

日野病院組合組織図（平成29年3月現在）

組合管理者 日野病院組合議会

組合副管理者

病院事業

看 護 局
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外 来

内科系 ３ 階 病 棟

透 析 室

外 来

外科系 ２ 階 病 棟

手 術 室

管理職会議

医 療 技 術 局 運 営 会 議

地 域 連 携 推 進 委 員 会

物 流 委 員 会

輸 血 委 員 会

日野病院組織図（平成29年3月現在）
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診 療 局 会 議

副病院長

病 院 業 務 検 討 委 員 会

看 護 業 務 検 討 委 員 会

各委員会

サ ー ビ ス 推 進 委 員 会
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倫理委員会

経 営 企 画 委 員 会

医 療 安 全 管 理 委 員 会

院 内 感 染 対 策 委 員 会

労 働 安 全 衛 生 委 員 会

診療局 医療技術局 看護局 事務局

接 遇 向 上 委 員 会

教 育 ・ 研 修 委 員 会

総務課 施 設 係

人事委員会
診 療 記 録 管 理 委 員 会

災 害 対 策 委 員 会

個 人 情 報 保 護 対 策 委 員 会

臨 床 工 学 室

病 歴 係

内 科 薬 剤 管 理 室 経 営 戦 略 係

外 科 放 射 線 室

整 形 外 科 臨 床 検 査 室 庶 務 係

医事課

地 域 連 携 推 進 室

リハビリテーション室

眼 科 栄 養 管 理 室 医 事 係
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施設の状況
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施設規模等

（１）病  床  数 ９９床（一般 ７４床・亜急性期 ２５床）

（２）病  室  数 ５１部屋（１人部屋３５、４人部屋１６）

（３）敷 地 面 積 １１，０４５．２７㎡

（４）延べ床面積 ８，２４７．１６㎡

（５）建  設  費 ３１億１，２０９万９千円

＜主な内訳＞ 建築費 ２３億６，２５０万円

用地費及び補償費 １億８，２５４万７千円

医療機器及び備品購入費 ４億２，１９５万６千円

＜財源内訳＞ 補助金 ５億２，７９１万１千円

病院事業債 ２５億６，６１０万円

一般財源 １，８０８万８千円

主な医療機器

気管支ファイバースコープ 十二指腸ファイバースコープ 

大腸ファイバースコープ フルデジタルカラー超音波装置

ＭＲＩ装置（１．５テスラ） マルチスライスＣＴシステム

レーザーメス 手術用顕微鏡

長時間心電図分析装置 生化学自動分析装置

血液ガス測定装置 脳波計

人工腎臓装置 人工呼吸器

マンモグラフィー装置 上部消化管ファイバースコープ

骨塩定量測定装置 Ｘ線骨密度測定装置

生体情報モニター 手術室ビデオシステム

手動式除細動器 超音波骨折治療器

上部消化管汎用ビデオスコープ 血圧脈波検査装置

多目的自動血球分析装置 睡眠時無呼吸検査機器

超音波白内障手術装置 特殊入浴装置

高周波手術装置
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施設基準

一般病棟入院基本料 10：1（99 床） 
入院時食事療養費 1 
薬剤管理指導料

麻酔管理料

一般病棟療養環境加算

ペースメーカー移植術・ペースメーカー交換術（電池交換を含む）

検体検査管理加算（Ⅰ）（Ⅱ）

呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

脳血管リハビリテーション料（Ⅱ）

一般病棟看護必要度加算

急性期看護補助体制加算

小児科外来診療料

人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

診療録管理体制加算

無菌製剤処理料

救急医療管理加算

重症者等療養環境特別加算

医科点数表第 2 章題 10 部手術の通則 5 及び 6 に掲げる手術 
地域連携診療計画退院時指導料（1） 
ニコチン依存管理料

在宅療養支援病院

在宅時医学総合管理料特定施設入居時等医学管理料

在宅末期医療総合診療料

外来化学療法加算 2 
感染防止対策加算 2 
夜間休日救急搬送医学管理料

救急搬送患者地域連携受入加算

がん性疼痛緩和指導管理料

時間内歩行試験
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ＣＴ撮影及びＭＲ撮影（16 列以上のマルチスライスＣＴ） 
ＣＴ撮影及びＭＲ撮影（1.5 テスラ以上 3.0 テスラ未満） 
地域包括ケア入院医療管理料１

地域包括ケア入院医療管理料病床の看護職員配置加算に係る届出

地域包括ケア入院医療管理料病床の救急・在宅支援病床初期加算に係る届出

様式 10 の 6・90 日を超えて入院する患者の算定：有 

指定等 

生活保護法指定医療機関 

労災保険指定医療機関 

救急告示病院

結核指定医療機関

原爆被爆者一般疾病医療機関 

病院群輪番制病院 

身体障害者福祉法指定医療機関

へき地医療拠点病院

初期被ばく医療機関
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日野病院組合議会開催状況
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平成28年度日野病院組合議会開催状況

会議名 開催年月日 議案

全員協議会 H28.6.23 ・ 平成２７年度日野病院組合事業の決算概況について

・ 日野病院組合規約の変更手続きについて

・ 日野病院新公立病院改革プラン策定にかかる今後の予定について

・ 孝田副病院長就任について

定例会 H28.8.25 第１３号 平成２７年度　日野病院組合事業会計決算の認定について

第１４号 平成２８年度　日野病院組合病院事業会計補正予算（第１号）

・ 日野病院組合規約の改正スケジュールについて

・ 日野病院新公立病院改革プラン策定について

定例会 H28.11.24 第１５号 平成２８年度　日野病院組合在宅介護支援事業会計補正予算（第１号）

第１６号 平成２８年度　日野病院組合介護老人保健施設事業会計決算の認定について

・ 日野病院組合規約の改正について

・ 直近の経営状況について（９月末）

定例会 H29.2.22 第　１号 日野病院組合職員の給与に関する条例の一部改正について

第　２号 平成２８年度　日野病院組合病院事業会計補正予算（第２号）

第　３号 平成２８年度　日野病院組合在宅介護支援事業会計補正予算（第２号）

第　４号 平成２８年度　日野病院組合診療所事業会計補正予算（第１号）

第　５号 平成２９年度　日野病院組合病院事業会計予算

第　６号 平成２９年度　日野病院組合在宅介護支援事業会計予算

第　７号 平成２９年度　日野病院組合診療所事業会計予算

第　８号 日野病院組合監査委員の選任について

・ 平成２８年度日野病院組合病院事業等の決算見込みについて

・ 平成２９年度日野病院組合病院事業等の概況について

・ 日野病院ロゴマークとパンフレットの作成について

・ 人工透析の土曜日実施について（４月～）

・ 時間予約の開始について（２月～）

・ 日野病院組合職員の異動及び採用について

（資料配布）

　　日野病院組合規約

　　平成２７年度日野病院年報

　　日野病院新改革プラン及び日野病院中長期計画（Ｈ２９～Ｈ３３）

内  容
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職員の状況
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部署別職員数（平成２９年３月３１日現在）

（１） 病院事業

・診療局 常勤医師７名（うち嘱託医師１名）

（内科４名、外科１名、整形外科１名、眼科１名）

・看護局 ７７名・地域連携推進室１名（ＭＳＷ） （人）

区 分

看 護 師 准看護師 看護助手 合  計 ク
ラ
ー
ク

正

職

嘱

託

臨

時

正

職

嘱

託

臨

時

正

職

嘱

託

臨

時

正

職

嘱

託

臨

時

看護局長 1 1 

副看護局長 1 1 

外 来 4 1 1 2 4 1 3 4 

２階病棟 15 2 2 1 1 2 18 4 1 1 

３階病棟 20 1 3 1 1 5 24 5 2 1 

手 術 室 1 2 1 4 

透 析 室 2 2 

合 計 44 2 7 3 4 3 7 54 10 6 6 

・医療技術局２８名

臨床検査室３名（臨床検査技師３名）

薬剤管理室３名（薬剤師２名、嘱託事務 1 名） 
放射線室３名（診療放射線技師３名）

リハビリテーション室１５名

（理学療法士９名、作業療法士２名、言語聴覚士３名、マッサー

ジ師１名）

栄養管理室３名（管理栄養士３名）

臨床工学室１名（臨床工学技士１名）

・事務局１４名

事務局長 １名

総 務 課 ６名（うち嘱託職員２名）

医 事 課 ６名（うち嘱託職員２名）

（２）在宅介護支援事業所

・所長 １名（病院と兼務）

・次長 １名（病院と兼務）

・看護師  ４名

・理学療法士 ３名
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・介護支援専門員 ５名（うち１名は看護師と兼務）

・事務職員 ２名（うち１名は病院と兼務、嘱託職員１名）

・

・

（３）診療所事業

・医師 ３名（病院と兼務）

・看護師 １名（病院と兼務）

・事務職員 １名（病院と兼務）

年度別職員数推移（平成２９年３月３１日現在） 

病院事業 （人） 

区  分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

診療局 9 8 8 8 8 7 

看護局 77 76 76 77 77 77 

薬剤 4 4 4 3 3 3 

栄養 2 3 3 2 2 3 

医療技術局 検査 3 3 3 3 3 3 

放射線 3 3 3 3 3 3 

リハビリ 14 14 11 12 12 15 

臨床工学 1 1 1 1 

事務局 17 16 14 14 14 13 

合  計 129 127 123 123 123 125 

在宅介護支援事業所 （人） 

区  分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

医師（病院と兼務） 0 1 1 1 1 1 

看護職（病院と兼務含） 4 4 4 5 6 5 

ﾘﾊﾋﾞﾘ（病院と兼務含） 5 5 3 3 3 3 

事務職（病院と兼務含） 4 4 4 4 4 7 

合  計 13 14 12 13 14 16 

職員の表彰等 
受賞年月日 職員名等 職名等 表 彰 名

平成 29 年 4 月 14 日 濱田 辰美 看護師長 平成 28 年度職員表彰 

平成 29 年 4 月 14 日 サンクリーン（株） 清掃委託業者 平成 28 年度病院長特別表彰 
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経営状況
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 〈収益的収支〉 （単位：千円）

計（ハ） 黒坂 二部

医業収益 入院収益 889,380 0 889,380 768,553 120,827

外来収益 332,844 2,204 2,008 196 335,048 326,473 8,575

室料差額収益 29,399 0 29,399 21,468 7,931

保健予防活動収益 25,365 339 322 17 25,704 25,157 547

その他医業収益 22,684 0 22,684 15,421 7,263

事業間負担金(在宅/診療所） 21,881 0 21,881 18,908 2,973

事業間負担金（あやめ） 0 0 7,652 △ 7,652

計 1,321,553 2,543 2,330 213 1,324,096 1,183,632 140,464

介護サービス収益 介護サービス収益 72,323 0 72,323 63,077 9,246

その他介護サービス収益 58 0 58 185 △ 127

計 0 72,381 0 0 0 72,381 63,262 9,119

医業外収益 預金利息 9 0 9 589 △ 580

国県等補助金 34,024 546 0 34,570 36,165 △ 1,595

負担金交付金 299,192 16,060 16,754 9,638 7,116 332,006 328,546 3,460

負担金交付金（本部費） 421 0 421 434 △ 13

長期前受金戻入（現金を伴わない）（Ａ） 31,592 0 31,592 31,298 294

その他医業外収益 6,008 0 6,008 5,786 222

計 371,246 16,606 16,754 9,638 7,116 404,606 402,818 1,788

1,692,799 88,987 19,297 11,968 7,329 1,801,083 1,649,712 151,371

医業費用 給与費 831,238 58,490 0 889,728 868,197 21,531

退職給付引当金（通常） 51,107 0 51,107 59,416 △ 8,309

退職給付引当金（現金を伴わない）（Ｂ） 19,094 0 19,094 19,094 0

退職給付引当金（あやめ分） 0 0 5,386 △ 5,386

賞与引当金繰入額 50,567 5,053 0 55,620 50,109 5,511

賞与引当金繰入額（あやめ分） 0 0 2,266 △ 2,266

材料費 245,651 50 126 119 7 245,827 240,095 5,732

経費 94,687 2,688 738 529 209 98,113 90,927 7,186

委託費 139,681 200 14 11 3 139,895 134,514 5,381

減価償却費（Ｃ） 138,342 423 305 191 114 139,070 132,359 6,711

資産減耗費（現金を伴わない）（Ｄ） 455 0 455 3,285 △ 2,830

研究研修費 4,632 367 0 4,999 4,386 613

本部費 421 0 421 434 △ 13

事業間負担金 0 11,231 10,650 7,050 3,600 21,881 18,908 2,973

計 1,575,875 78,502 11,833 7,900 3,933 1,666,210 1,629,376 36,834

医業外費用 企業債償還金（利子）・支払利息 26,728 12 12 26,740 28,568 △ 1,828

その他医業外費用 11,600 0 11,600 4,929 6,671

その他医業外費用（不納欠損分）（Ｅ） 0 0 0 0

事業間負担金（調整分） 0 0 0 0

計 38,328 0 12 12 0 38,340 33,497 4,843

特別損失 特別損失 0 0 0 0

1,614,203 78,502 11,845 7,912 3,933 1,704,550 1,662,873 41,677

78,596 10,485 7,452 4,056 3,396 96,533 △ 13,161 109,694

90,899 92,907 102,439 286,245 189,712 96,533

 〈資本的収支〉

計（ハ） 黒坂 二部

企業債 企業債 12,800 0 12,800 58,700 △ 45,900

負担金 負担金 0 0 0 0

補助金 補助金 5,000 452 0 5,452 3,402 2,050

固定資産売却代金 固定資産売却代金 0 0 0 0

借入金 借入金 0 0 0 0

貸付金償還 貸付金償還 1,800 0 1,800 1,800 0

19,600 452 0 0 0 20,052 63,902 △ 43,850

建設改良費 固定資産購入費 22,430 952 0 23,382 65,562 △ 42,180

企業債償還金 企業債償還金（元金） 148,649 0 148,649 153,541 △ 4,892

貸付金 奨学金貸付金 3,000 0 3,000 3,000 0

借入金償還 借入金償還 0 0 0 0

174,079 952 0 0 0 175,031 222,103 △ 47,072

△ 154,479 △ 500 0 0 0 △ 154,979 △ 158,201 3,222

（単年度資金収支）

現金を伴わない収益 (A) 31,592 0 0 0 0 31,592 31,298 294

現金を伴わない費用 (B)+(C）+(D) 157,891 423 305 191 114 158,619 154,738 3,881

50,416 10,408 7,757 4,247 3,510 68,581 △ 47,922 116,503

55,231 498,378 460,570 37,808

総残高 増減 （内現金分） （内現金分増減）

11人 68,052 278,422 2,149 221,140 △ 16,945

退職給付引当金残高
前年度引当金残高 退職給付引当金 退職給付金

引当金残高

276,273 70,201

資本的収支

単年度資金収支

資金不足負担金発生までの額
現金預金等残高（引当金除）（A) 未払金等残高（B) 資金不足負担金発生までの額（（A）-（B)）

553,609

（イ）+（ロ）+（ハ） 27年度決算 増減

資本的収入計

資本的支出計

収益合計

費用合計

収益的収支（決算額）

年度末累積剰余金・累積欠損金

区　　　　　分 病院事業（イ）
在宅介護支
援事業　（ロ）

診療所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年度日野病院組合決算（事業別内訳）

区　　　　　分 病院事業（イ）
在宅介護支
援事業　（ロ）

診療所事業
（イ）+（ロ）+（ハ） 27年度決算 増減
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平成２８年度病院事業等の決算について 

１、総括的事項 

病院事業は、高齢化率の高い中山間地における中核病院として、CT（平成２２年

度更新）・MRI（平成２５年度更新）などの診療機器や、無菌手術の可能な手術室を備

え、一般病床９９床（内地域包括ケア病床２５床）の入院業務と２２診療科の外来診療

に加え訪問診察を行った。また、在宅介護支援事業及び診療所事業を行い「出かけ

る医療・近づいていく医療と福祉」の推進を図った。 

２、「出かける医療・近づいていく医療と福祉」 

構成３町の交通手段は限られ、高齢者の通院を阻む要素になっている。 

通院の利便性を図るため、公共交通機関のない地域に患者送迎車（ワゴン車）を走

らせ、自宅から日野病院や診療所の間で運行させた。 

また、訪問診察（週３日）に加え、在宅支援事業（訪問看護と訪問リハビリ）と診療所

事業の充実を図り、可能な限り在宅での生活（療養）を支援している。（訪問診察と在

宅支援事業は構成３町だけでなく県境を越え岡山県にも出かけている。） 

（ア）訪問診察 

訪問診察の延べ患者数は、平成２８年度で６４４人（平成２７年度は６７８人）とな

り、在宅での生活（療養）を推進している。 

平成１６年度に購入した携帯型のレントゲン撮影装置、超音波断層装置及び

心電計の導入により、訪問診療の充実を図っている。 

（イ）在宅介護支援事業 

訪問看護、訪問リハビリ（理学療法士３名）を行った。（平成２９年度からは、作

業療法士（兼務）と言語聴覚士（常勤）によるリハビリを予定している。） 

平成２８年度で訪問した延べ患者数は、訪問看護 ２，１８９名（４５５名増）、訪

問リハビリ ３，６８０名（２３２名増）、居宅支援件数 １，８４６件（２１１件増）となっ

ている。 

（ウ）診療所事業 

無医地区の黒坂（日野町）と二部（伯耆町）に診療所を開所し診療を行った。 

黒坂診療所は毎週火・木曜日、二部診療所は毎週水曜日に開所した。平成２

８年度延べ患者数は５５３名となった。（平成２７年度延べ患者数は５８１名） 

病院事業等は、在宅での療養の推進を図りながら現在の病院機能を維持して

いくことが必要と考えている。今後は、平成２８年度に策定した新日野病院改

革プランと中長期計画（Ｈ２９～Ｈ３３）により、機能や経営形態について検

討し、周辺人口の減少による患者数の減少に対応していく必要がある。 
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平成２８年度病院事業等の決算概要説明

日野病院組合が行っている、病院事業・在宅介護支援事業・診療所事業の決

算概要について説明します。 

１、 医業収支・各種統計について 

平成２８年度の決算の中から、収入については構成町からの負担金・補助金

等、支出については起債償還額等を除いた医業収支については･･･ 

医業収支･･･診療報酬等を収入とし、医業にかかる給与費・経費等を支出とし

た収支 

収益について、外来収益は患者数が減少したものの一人あたりの単価が増

加したため増収となった。また入院収益も患者数が大幅な増となり増収とな

った。在宅事業の介護サービス収益は、訪問看護・訪問リハビリ・居宅支援

とも増加したため増収となったが、診療所事業は患者数の減少により減収と

なった。 

全体では１４６，６１０千円の増収となった。 

費用について、入院患者数の増加により材料費・経費・委託費とも増加し

た。給与費もリハビリ職員の増加により増加となった。全体で３３，８６１

千円の増となった。 

以上から、平成２７年度と比較し１１２，７４９千円の収支の増となった。 

（医業収入） 

病院事業について、外来収益は患者数が３７，００５人となり、小児科の減

少により平成２７年度と比較し２８７人減少したが、一人あたりの診療単価が 

８，９９５円で３０５円増加したため、収益は８，７６１千円の増収となった。 

入院収益は、患者数が２９，２２２人で平成２７年度と比較し３，１００人

増加した。一人あたりの診療単価も３０，４３５円となり、平成２７年度と比

較し１，０１３円増加したため、１２０，８２７千円の大幅な増収となった。 

在宅介護支援事業については、訪問看護利用者が４５５人の増、訪問リハビ

リ利用者が２３２人の増に加え、居宅支援件数も２２９件増加したため、全体

で９，２４６千円の増収となった。 

診療所事業については、患者数が黒坂診療所が２２人の減少、二部診療所が

６人の減少となったため、１８６千円の減収となった。 
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その他の医業収益については、室料差額が入院患者の増により７，９３１千

円の増収、保健予防活動収益も２０８千円の増収となったが、その他医業収益

については、あやめからの人件費負担金等が減少したため１７７千円の減収と

なった。 

（医業費用） 

職員給与費については、あやめ職員の負担分と退職給付引当金の率の見直し

により１３，６９５千円の減少となったが、リハビリ職員数の増加等により、

２４，７７６千円増加したため１１，０８１千円の増となった。 

また、入院患者の増加により、材料費が５，７３２千円、経費が７，１８６

千円、委託費が５，３８１千円のそれぞれ増となった。 

２、在宅介護支援事業について 

訪問看護収益については、延べ利用者数が４５５人増加し３，６００千円の

増収、訪問リハビリ事業も利用者数が２３２人増加したため、２，２７７千円

の増収となった。また、居宅支援収益も２１１件増加したため、３，３６９千

円の増収となった。全体では９，２４６千円の増収となった。 

３、診療所事業について 

黒坂診療所は火曜日と木曜日の週２日の診療、二部診療所については水曜日

のみの週１日の診療を行った。患者数は黒坂診療所が２２人の減少、二部診療

所は６人の減少となり、１８６千円の減収となった。 

４、単年度資金収支について 

平成２８年度の単年度資金収支（現金）は、６８，５８１千円増加した。こ

の額が運転資金（留保資金）として増額されることになる。

現金で引当てをしている退職給付費引当金残高は１６，９４５千円の減少と

なったため、病院全体としては５１，６３６千円の資金の増となった。

（退職給付費引当金については後記）

５、負担金（追加分）発生の状況について 

平成２０年度に構成町の負担金（追加分）について発生の条件を、単年度資

金収支の減による補てん（赤字補てん）から、運転資金（留保資金）不足の補

てんへ変更した。このことにより、留保資金が病院の運営をしていく上での運

転資金を下回った（資金不足を生じた）場合に限り、その額を負担金（追加分）

として受けることになった。したがって、平成２７年度のように単年度資金収
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支（留保資金）が減少しても、運転資金を下回らない限り構成町からの負担金

（追加分）は発生しない。 

平成２８年度末時点で、資金不足発生までの額は４９８，３７８千円となり、

当分の間負担金（追加分）は発生することはない状況である。

６、退職手当引当金の実施について 

平成１９年度から実施している退職給与引当てについて、平成２８年度から

率の見直しを行い、給料総額の１４０/１０００（平成２７年度までは１６５/

１０００）とし、現金による引当てを５１，１０７千円実施した。 

また、平成２６年度から地方公営企業法の改正により、経過措置として毎年

１９，０９４千円の引当てを実施している。（今年度３年目。現金を伴わない

引当てで１５年間実施） 

１１名の退職者（医師４名・看護師２名・医療技術員３名・事務員２名）に

対し総額６８，０５２千円の退職給与金の支払いを行い、残高は２７８，４２

２千円となった。（内現金残高２２１，１４０千円） 

７、病院事業等に対する地方交付税措置について 

普通交付税について、１床あたりに対する措置額が４８千円増加したため４，

７５２千円の増となったが、起債償還に対する措置額が２，２１１千円の減と

なった。全体では１９６，０７２千円の措置額となり、２，４２５千円の増と

なった。 

特別交付税については、平成１９年度から不採算地区病院の対象となってい

るが、平成２８年度からは稼働病床数に対する措置（平成２７年度までは許可

病床数）となった。加えて実繰出金の８０％との比較（どちらか少ない額）に

よる措置となった。 

また、平成２０年度からはへき地医療に対する措置も対象となっているが、

平成２４年度決算において累積剰余金が発生したため、基礎年金拠出金に対す

る措置はなくなった。 

全体では、派遣医師に対する措置額と訪問看護事業に対する措置額が増加し

たため、措置額は９８千円増加し１４８，４２３千円となった。 

交付税措置額は全体で３４４，４９５千円となり、２，５２３千円の増とな

った。（内３３２，００６千円を負担金として収入） 

８、累積剰余金の処分について 

平成１８年度に約６億円あった累積欠損金が、平成１９年度以降の黒字決算

の継続により、平成２４年度決算終了時点で累積剰余金に転じている。 
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累積剰余金は、平成２８年度決算終了時点で２８６，２４５千円となった。

剰余金の処分方法については、条例の定めによるか議会の議決を要すること

とされているが、平成２８年度決算において発生した累積剰余金については、

未処分利益剰余金として扱う。
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（単位：千円）

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引 備 考

病     院 315,063 315,215 308,719 328,039 327,934 322,007 324,083 332,844 8,761 年間外来患者数 ３７，００５人（１人あたり ８，９９５円）

在     宅 47,758 49,602 51,221 56,579 57,758 61,762 63,077 72,323 9,246 訪問看護 ２１，４６７千円・訪問リハビリ ２６，５２８千円・居宅介護 ２４，３２８千円

診 療 所 6,062 5,276 4,685 4,504 3,025 2,672 2,390 2,204 △ 186 黒坂（２，００８千円）・二部（１９６千円）

843,754 784,437 795,516 755,900 761,575 751,512 768,553 889,380 120,827 年間入院患者数 ２９，２２２人（１人あたり　３０，４３５円）

27,847 25,313 25,643 24,878 24,068 21,849 21,468 29,399 7,931 稼働率（特別室　３１．４％・個室Ａ　６７．７％・個室Ｂ　８４．３％）

30,900 24,545 23,926 23,754 22,432 23,471 25,157 25,365 208 ドック・各種検診

17,163 18,283 18,269 17,805 14,777 15,490 23,258 23,081 △ 177 文書料等

1,288,547 1,222,671 1,227,979 1,211,459 1,211,569 1,198,763 1,227,986 1,374,596 146,610

（費用）

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引 備 考

814,170 838,471 845,625 868,956 870,328 885,780 920,572 945,348 24,776 給与（365,053）・手当（208,121）・賃金（195,461）・法定福利費（121,093）・賞与引当（55,620）

123,765 102,250 55,900 106,607 54,627 47,754 83,896 70,201 △ 13,695 通常分 ５１，１０７千円（給与費＊140/1000）・経過措置分（3年目） １９，０９４千円

270,647 228,200 232,206 218,570 239,860 221,120 240,095 245,827 5,732 医薬品費・薬品費・診療材料費等

76,716 77,119 83,386 91,180 92,598 89,507 90,927 98,113 7,186 消耗品・光熱水費・修繕費（外壁補修工事5,292千円含む） 等

109,140 108,711 115,214 123,093 116,711 128,682 134,514 139,895 5,381 給食・寝具・検査委託 等

105,455 102,247 109,899 112,702 123,498 136,281 135,644 139,525 3,881 減価償却費（１３９，０７０千円）・資産減耗費（４５５千円）

5,150 5,981 6,590 5,934 5,900 5,564 4,820 5,420 600 研究研修費（４，９９９千円）・本部費（４２１千円）

1,505,043 1,462,979 1,448,820 1,527,042 1,503,522 1,514,688 1,610,468 1,644,329 33,861

（収支）

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引 備 考

△ 216,496 △ 240,308 △ 220,841 △ 315,583 △ 291,953 △ 315,925 △ 382,482 △ 269,733 112,749 医業収益計（Ａ）―医業費用計（Ｂ）

△ 33,703 △ 23,812 19,467 △ 94,742 23,630 △ 23,972 △ 66,557 112,749

＊医業収支以外の主なもの （単位：千円）

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引 備 考

313,784 332,612 344,362 344,922 326,036 328,130 328,546 332,006 3,460 交付税措置額（不採算地区病院・へき地医療 含む） 

38,620 38,967 38,234 38,083 37,770 36,948 36,164 34,570 △ 1,594 建設費にかかる支払利子の1/２・輪番制補助金　等

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引 備 考

135,149 147,996 163,786 176,691 200,240 170,865 182,109 175,389 △ 6,720 元金 １４８，６４９千円・利子 ２６，７４０千円

そ  の  他

計（Ａ）―（Ｂ）

室料差額

そ  の  他

計（Ａ）

減価償却費等

退職給与金等

平成２８年度   医業収支（病院・在宅・診療所事業）年度比較表

負  担  金

内訳

（収益）

材  料  費

経       費

委  託  費

計（Ｂ）

給  与  費

入院収益

内訳

内訳

（前年度との比較）

補  助  金

起債償還等

外
来
収
益

保健予防

（収入）

（支出）
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（外来患者数の推移） （単位：人）

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引

4,342 4,073 3,806 3,582 3,569 3,503 3,515 3,401 △ 114

4,050 3,855 3,780 3,815 3,697 3,531 3,268 3,374 106

4,288 4,216 3,889 3,717 3,367 3,556 3,579 3,589 10

4,536 4,334 3,807 3,789 3,818 3,759 3,735 3,611 △ 124

4,299 4,376 4,214 3,861 3,461 3,418 3,425 3,787 362

4,399 3,974 3,792 3,324 3,376 3,587 3,339 3,639 300

4,612 3,932 3,984 3,761 3,842 3,998 3,641 3,385 △ 256

5,274 4,904 4,850 4,388 4,261 3,893 4,230 4,238 8

4,414 4,297 4,252 4,011 4,021 4,158 4,019 4,099 80

4,157 3,511 3,542 3,565 3,500 3,616 3,262 3,383 121

3,935 3,415 3,540 3,375 3,339 3,177 3,258 3,188 △ 70

4,449 3,967 3,870 3,535 3,616 3,619 3,784 3,733 △ 51

52,755 48,854 47,326 44,723 43,867 43,815 43,055 43,427 372

（入院患者数の推移） （単位：人）

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引

2,158 2,233 1,960 2,131 1,953 1,975 2,106 2,283 177

2,041 2,132 2,056 2,225 2,158 1,743 2,045 2,173 128

2,304 1,872 2,129 1,977 1,856 1,843 1,848 2,190 342

2,559 2,134 2,062 2,085 2,318 1,943 2,052 2,079 27

2,450 2,062 2,006 2,153 2,234 2,016 2,211 2,302 91

2,161 2,284 2,172 2,140 2,425 2,108 2,128 2,374 246

2,266 2,252 2,363 2,323 2,362 2,179 2,246 2,534 288

2,128 2,035 2,436 2,323 2,093 2,024 2,037 2,638 601

2,571 2,379 2,246 2,220 2,079 2,312 2,290 2,751 461

2,568 2,583 2,304 2,057 2,220 2,517 2,310 2,736 426

2,452 2,373 2,487 2,070 1,864 2,207 2,198 2,521 323

2,603 2,423 2,410 1,964 2,127 2,506 2,651 2,641 △ 10

28,261 26,762 26,631 25,668 25,689 25,373 26,122 29,222 3,100

３月

計
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（収益の推移） （単位：千円）

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引

96,799 97,222 93,129 93,388 96,962 91,271 99,776 100,843 1,067

92,480 94,933 93,323 101,644 103,053 86,802 91,863 101,567 9,704

107,721 94,857 99,813 94,693 88,846 92,220 94,782 107,412 12,630

111,804 100,710 95,533 103,445 109,755 96,417 100,636 98,586 △ 2,050

103,986 96,379 103,533 106,746 107,556 101,608 100,678 115,825 15,147

103,118 104,669 98,115 103,541 99,282 99,268 100,243 110,947 10,704

103,635 99,669 104,143 101,154 107,655 101,007 102,983 113,851 10,868

108,052 97,871 108,031 104,203 97,611 95,528 105,504 124,226 18,722

115,017 109,497 107,397 93,570 98,976 108,759 104,295 129,163 24,868

113,249 109,363 104,209 96,464 98,197 111,663 96,994 123,340 26,346

108,316 106,083 112,044 114,722 93,144 102,095 102,418 120,084 17,666

124,049 111,418 108,709 97,889 110,532 112,125 120,162 128,752 8,590

1,288,226 1,222,671 1,227,979 1,211,459 1,211,569 1,198,763 1,220,334 1,374,596 154,262

（費用の推移） （単位：千円）

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引

78,617 81,334 81,080 82,630 87,539 83,018 87,325 86,772 △ 553

86,941 89,124 87,717 97,260 100,489 97,984 94,727 98,041 3,314

161,942 158,360 159,770 162,381 160,669 120,883 120,422 126,735 6,313

93,921 89,738 87,686 94,179 101,757 96,335 106,386 100,785 △ 5,601

89,883 87,267 90,964 96,462 101,467 94,625 97,931 102,318 4,387

113,308 114,517 113,095 112,177 108,969 111,747 113,391 108,052 △ 5,339

94,328 88,825 94,450 97,820 96,935 94,366 103,860 100,436 △ 3,424

93,135 88,133 92,950 93,123 92,535 92,386 102,096 105,714 3,618

172,614 166,105 168,168 167,413 167,309 177,691 185,095 190,511 5,416

92,276 96,127 98,122 98,571 99,331 100,914 102,762 112,935 10,173

97,735 95,935 95,861 96,524 95,939 98,935 101,254 110,330 9,076

101,117 103,017 113,158 109,193 112,458 161,769 173,314 191,974 18,660

1,275,817 1,258,482 1,283,021 1,307,733 1,325,397 1,330,653 1,388,563 1,434,603 46,040
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（収支の推移） （単位：千円）

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引

18,182 15,888 12,049 10,758 9,423 8,253 12,451 14,071 1,620

5,539 5,809 5,606 4,384 2,564 △ 11,182 △ 2,864 3,526 6,390

△ 54,221 △ 63,503 △ 59,957 △ 67,688 △ 71,823 △ 28,663 △ 25,640 △ 19,323 6,317

17,883 10,972 7,847 9,266 7,998 82 △ 5,750 △ 2,199 3,551

14,103 9,112 12,569 10,284 6,089 6,983 2,747 13,507 10,760

△ 10,190 △ 9,848 △ 14,980 △ 8,636 △ 9,687 △ 12,479 △ 13,148 2,895 16,043

9,307 10,844 9,693 3,334 10,720 6,641 △ 877 13,415 14,292

14,917 9,738 15,081 11,080 5,076 3,142 3,408 18,512 15,104

△ 57,597 △ 56,608 △ 60,771 △ 73,843 △ 68,333 △ 68,932 △ 80,800 △ 61,348 19,452

20,973 13,236 6,087 △ 2,107 △ 1,134 10,749 △ 5,768 10,405 16,173

10,581 10,148 16,183 18,198 △ 2,795 3,160 1,164 9,754 8,590

22,932 8,401 △ 4,449 △ 11,304 △ 1,926 △ 49,644 △ 53,152 △ 63,222 △ 10,070

12,409 △ 35,811 △ 55,042 △ 96,274 △ 113,828 △ 131,890 △ 168,229 △ 60,007 108,222

７月
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計
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決算統計 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ２８

医業収益 （Ａ） 20表（ 2） 1,411,715 1,359,287 1,392,512 1,378,182 1,392,110 1,344,711 1,376,398 1,457,009

医業外収益 （Ｂ） 20表（15） 234,784 247,427 220,851 220,877 212,060 252,109 249,368 315,967

医業費用 （Ｃ） 20表（26） 1,445,214 1,442,771 1,427,809 1,505,721 1,481,548 1,481,150 1,574,822 1,607,501

医業外費用 （Ｄ） 20表（40） 106,675 55,582 56,267 54,778 55,060 62,861 64,105 68,942

職員給与費 （Ｅ） 20表（27） 809,819 855,347 813,925 853,402 788,720 802,275 828,922 877,403

材料費 （Ｆ） 20表（28） 257,591 213,502 221,220 208,079 228,454 204,652 222,190 227,631

うち薬品費 （Ｇ） 21表（22） 147,332 120,517 112,711 113,224 120,188 108,111 118,835 151,381

年延入院
患者数

（Ｈ） 27表（ 6） 28,261 26,762 26,631 25,668 25,689 25,373 26,122 29,222

うち
一般患者数

（Ｉ） 27表（ 1） 28,261 26,762 26,631 25,668 25,689 25,373 26,122 29,222

うち
療養患者数

（Ｊ） 27表（ 2） 0 0 0 0 0 0 0 0

年延病床数 （Ｋ） 27表（12） 36,135 36,135 36,234 36,135 36,135 36,135 36,234 36,135

うち
一般病床数

（Ｌ） 27表（ 7） 36,135 36,135 36,234 36,135 36,135 36,135 36,234 36,135

うち
療養病床数

（Ｍ） 27表（ 8） 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
（Ａ）+（Ｂ）
（Ｃ）+（Ｄ） 106.1 107.2 108.7 102.5 104.4 103.4 99.2 105.8

（Ａ）
（Ｃ） 97.7 94.2 97.5 91.5 94.0 90.8 87.4 90.6

（Ｅ）
（Ａ） 57.4 62.9 58.5 61.9 56.7 59.7 60.2 60.2

（Ｆ）
（Ａ） 18.2 15.7 15.9 15.1 16.4 15.2 16.1 15.6

（Ｇ）
（Ａ） 10.4 8.9 8.1 8.2 8.6 8.0 8.6 10.4

（Ｈ）
（Ｋ） 78.2 74.1 73.5 71.0 71.1 70.2 72.1 80.9

（Ｉ）
（Ｌ） 78.2 74.1 73.5 71.0 71.1 70.2 72.1 80.9

（Ｊ）
（Ｍ） - - - - - - - -

うち薬品費対
医業収益比率

病床利用率

うち一般病床

うち療養病床

項目

経常収支比率

医業収支比率

職員給与費対
医業収益比率

項目

材料費対
医業収益比率

決算統計数値の推移
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（単位：人） 収益 （単位：千円）

 患者数 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 差引 稼動 平均 病院 訪問 診療所

 ４月 4,522 4,629 4,342 4,073 3,806 3,582 3,569 3,503 3,515 3,401 △ 114 20 170.1 24,987 5,476 168

 ５月 4,780 4,718 4,050 3,855 3,780 3,815 3,697 3,531 3,268 3,374 106 19 177.6 25,959 5,730 135

 ６月 4,405 4,730 4,288 4,216 3,889 3,717 3,367 3,556 3,579 3,589 10 22 163.1 27,784 6,503 186

 ７月 4,655 5,179 4,536 4,334 3,807 3,789 3,818 3,759 3,735 3,611 △ 124 20 180.6 27,478 6,101 188

 ８月 4,924 4,400 4,299 4,376 4,214 3,861 3,461 3,418 3,425 3,787 362 21 180.3 28,826 6,690 214

 ９月 4,330 4,418 4,399 3,974 3,792 3,324 3,376 3,587 3,339 3,639 300 20 182.0 28,951 6,283 184

１０月 4,980 4,735 4,612 3,932 3,984 3,761 3,842 3,998 3,641 3,385 △ 256 20 169.3 25,512 6,333 208

１１月 5,339 4,616 5,274 4,904 4,850 4,388 4,261 3,893 4,230 4,238 8 20 211.9 28,041 5,986 200

１２月 4,663 4,944 4,414 4,297 4,252 4,011 4,021 4,158 4,019 4,099 80 19 215.7 28,031 5,815 203

 １月 4,011 4,082 4,157 3,511 3,542 3,565 3,500 3,616 3,262 3,383 121 19 178.1 26,521 5,920 152

 ２月 3,926 4,058 3,935 3,415 3,540 3,375 3,339 3,177 3,258 3,188 △ 70 20 159.4 27,817 5,750 168

 ３月 4,447 4,289 4,449 3,967 3,870 3,535 3,616 3,619 3,784 3,733 △ 51 22 169.7 32,937 5,736 198

計 54,982 54,798 52,755 48,854 47,326 44,723 43,867 43,815 43,055 43,427 372 242 179.5 332,844 72,323 2,204

（内訳） （単位：人） （単位：千円）

診療科 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 差引 稼動 平均 収益 診療単価 備考

内 科 18,602 18,405 18,328 16,242 14,928 14,738 14,732 14,905 15,372 16,015 643 242 66.2 191,144 11,935 月～金

循 環 器 内 科 727 616 810 922 770 0 0 0 0 0 0 0 0 0

消 化 器 内 科 712 818 955 851 868 804 683 576 645 743 98 50 14.9 7,344 9,884 水

脳 神 経 内 科 1,307 1,300 1,261 900 1,010 1,043 750 778 767 657 △ 110 47 14.0 3,667 5,581 木

外 科 3,302 3,497 3,078 2,751 2,580 2,410 2,095 2,063 1,755 1,737 △ 18 242 7.2 13,857 7,978 月～金

整 形 外 科 12,683 12,019 11,640 11,251 11,302 9,736 9,841 10,137 9,630 10,025 395 235 42.7 66,857 6,669 月～金

心臓血管外科 463 456 386 367 326 300 288 270 244 271 27 34 8.0 1,752 6,465 第1～3火

眼 科 5,654 5,488 5,006 4,832 4,255 4,053 3,956 3,742 3,599 3,251 △ 348 235 13.8 18,141 5,580 月～金

耳 鼻 咽 喉 科 845 922 727 698 760 731 723 694 730 610 △ 120 44 13.9 2,092 3,430 木

泌 尿 器 科 1,391 1,350 1,304 1,438 1,495 1,598 1,420 1,350 1,302 1,442 140 82 17.6 20,933 14,517 月・木

皮 膚 科 430 476 522 565 451 411 519 747 836 855 19 50 17.1 2,436 2,849 火

女 性 診 療 科 445 174 167 78 68 147 191 168 192 220 28 48 4.6 628 2,855 火

小 児 科 1,955 2,069 2,142 1,702 2,161 1,702 1,746 1,604 1,363 402 △ 961 50 8.0 792 1,970 火

心 療 内 科 756 653 716 799 766 806 753 743 764 777 13 48 16.2 3,201 4,120 金

アレルギー科 62 93 88 107 153 134 132 74 93 0 △ 93 0 0 0

居 宅 管 理 1,415 1,394 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

訪問看護・リハ 2,967 3,043 4,051 3,912 4,182 5,108 5,309 5,345 5,182 5,869 687 294 20.0 72,323 12,323 随時

黒 坂 診 療 所 1,042 1,814 1,442 1,311 1,157 905 649 550 534 512 △ 22 93 5.5 2,008 3,922 火・木

二 部 診 療 所 224 211 132 128 94 97 80 69 47 41 △ 6 47 0.9 196 4,780 水

計 54,982 54,798 52,755 48,854 47,326 44,723 43,867 43,815 43,055 43,427 372 - - 407,371 9,381

（内訳） （単位：人・％）

町村別患者数 日南町 新庄村 新見市

実患者数　* 834 67 143
割　 合（％） 17.9 1.4 3.1

（H27実患者数） 845 62 168
割　 合（％） 17.8 1.3 3.5

4,7352,087 1,033 261 3,381 131 148

258

その他（県外） 合計

100.0
2,057 1,020
44.2 21.9 5.5 71.6 3.5

3,335 162 114 4,655
2.4

平成２８年度  外来患者（在宅・診療所含）分析

日野町 江府町 伯耆町 構成町（小計） その他（県内）

100.044.1 21.8 5.5 71.4 2.8 3.1
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（単位：人）

患者数 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 差引 稼動 平均
稼働率
（％）

入院収益

 ４月 2,314 2,149 2,158 2,233 1,960 2,131 1,953 1,975 2,106 2,283 177 30 76.1 76.9 65,805

 ５月 2,671 2,406 2,041 2,132 2,056 2,225 2,158 1,743 2,045 2,173 128 31 70.1 70.8 64,196

 ６月 2,454 2,340 2,304 1,872 2,129 1,977 1,856 1,843 1,848 2,190 342 30 73.0 73.7 66,141

 ７月 2,338 2,359 2,559 2,134 2,062 2,085 2,318 1,943 2,052 2,079 27 31 67.1 67.7 60,364

 ８月 2,352 2,387 2,450 2,062 2,006 2,153 2,234 2,016 2,211 2,302 91 31 74.3 75.0 72,610

 ９月 2,303 2,053 2,161 2,284 2,172 2,140 2,425 2,108 2,128 2,374 246 30 79.1 79.9 70,292

１０月 2,122 2,230 2,266 2,252 2,363 2,323 2,362 2,179 2,246 2,534 288 31 81.7 82.6 75,922

１１月 2,126 2,014 2,128 2,035 2,436 2,323 2,093 2,024 2,037 2,638 601 30 87.9 88.8 83,378

１２月 2,325 2,393 2,571 2,379 2,246 2,220 2,079 2,312 2,290 2,751 461 31 88.7 89.6 83,882

 １月 2,355 2,235 2,568 2,583 2,304 2,057 2,220 2,517 2,310 2,736 426 31 88.3 89.1 83,712

 ２月 2,197 2,136 2,452 2,373 2,487 2,070 1,864 2,207 2,198 2,521 323 28 90.0 90.9 78,369

 ３月 2,500 2,225 2,603 2,423 2,410 1,964 2,127 2,506 2,651 2,641 △ 10 31 85.2 86.1 84,709

計 28,057 26,927 28,261 26,762 26,631 25,668 25,689 25,373 26,122 29,222 3,100 365 80.1 80.9 889,380

（内訳） （単位：人） （単位：千円）

診療科 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 差引 稼動 平均
収益

（千円）
単価
（円）

内 科 17,330 17,481 16,977 16,256 16,204 15,601 14,726 14,746 14,771 17,569 2,798 365 48.1 494,511 28,147

外 科 2,929 3,316 2,048 2,563 2,236 1,748 2,578 2,800 3,819 4,251 432 365 11.6 132,600 31,193

整 形 外 科 5,904 4,411 7,655 6,464 6,895 7,060 7,293 6,772 6,523 6,523 0 365 17.9 225,897 34,631

眼 科 1,842 1,706 1,566 1,467 1,291 1,236 1,089 1,036 1,009 879 △ 130 365 2.4 36,372 41,379

小 児 科 52 13 15 12 5 23 3 19 0 0 0 365 0.0 0

計 28,057 26,927 28,261 26,762 26,631 25,668 25,689 25,373 26,122 29,222 3,100 365 80.1 889,380 30,435

平均患者数 76.7 73.8 77.4 73.3 72.8 70.3 70.4 69.5 71.4 80.1

稼   働   率 77.4 74.5 78.2 74.1 73.5 71.0 71.1 70.2 72.1 80.9 平成１８年８月以後（一般病床９９床）

（内訳） （単位：人・％）

町村別患者数
構成町
（小計）

日南町 新庄村 新見市
その他
（県内）

構成町以外
（小計）

合計

実患者数* 533 86 9 27 16 151 684

割合（％） 77.9 12.6 1.3 3.9 2.3 22.1 100.0

（H27実患者数） 508 97 4 22 14 146 654

割合（％） 77.7 14.8 0.6 3.4 2.1 22.3 100.0

平成１８年８月以前（一般病床１０１床・療養病床１６床）
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298 156

平成２８年度  入  院  患  者  分  析 （ 請 求 ベ ー ス ）
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（材料費） （単位：円）

項目 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 差引 備  考

材料費支払額 89,540,906 95,918,540 76,435,837 86,308,220 73,179,304 78,846,418 79,355,322 508,904 患者数の増による診療材料使用量の増

医薬品 136,892,072 133,721,710 140,162,749 150,355,182 145,178,958 158,611,129 163,531,450 4,920,321 患者数の増による購入量の増

その他 1,767,120 2,566,067 1,970,739 3,197,513 2,761,716 2,637,966 2,939,012 301,046 医療消耗備品 2,744,538円・給食材料費 194,474円

支払金額 228,200,098 232,206,317 218,569,325 239,860,915 221,119,978 240,095,513 245,825,784 5,730,271

（経費） （単位：円）

項目 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 差引 備  考

厚生福利費 670,366 744,578 790,200 790,400 810,200 978,600 2,175,660 1,197,060 職員健診料の見直しによる増

交際費 811,446 927,299 861,357 992,351 972,721 925,894 954,143 28,249

旅費交通費 389,880 325,388 280,979 499,629 218,394 182,806 226,946 44,140

職員被服費 5,173,872 5,025,339 4,990,706 4,250,847 3,939,846 4,811,075 4,719,422 △ 91,653 男女診察衣賃借数の減

消耗品費 7,092,064 7,387,402 8,113,263 6,701,959 6,208,080 6,859,300 7,658,656 799,356

消耗備品費 789,292 911,770 1,712,987 3,853,741 1,020,549 985,015 645,254 △ 339,761

光熱水費 35,847,290 40,775,295 42,348,156 43,604,226 43,516,710 38,198,635 36,558,577 △ 1,640,058 電気・灯油・LPガス単価の減による

燃料費 1,320,510 1,287,172 1,456,189 1,830,876 1,845,388 1,526,209 1,376,431 △ 149,778 価格低下による増

食糧費 13,101 14,229 7,607 8,400 6,376 7,669 10,098 2,429

印刷製本費 1,812,009 1,347,466 993,876 1,044,013 879,066 910,656 1,017,630 106,974

修繕費 9,451,337 8,864,999 10,552,487 7,673,246 8,189,876 10,403,384 15,619,403 5,216,019 病院建物外壁補修（5,292,000円）の増

保険料 2,101,396 2,647,171 2,657,751 2,732,345 2,644,795 2,706,995 2,733,125 26,130 自動車保険料の増

賃借料 5,955,473 8,723,975 12,045,553 13,079,493 13,337,839 16,937,867 18,665,158 1,727,291 人工呼吸器等レンタルの増

通信運搬費 2,375,904 2,250,760 2,433,211 2,902,407 2,979,794 2,959,204 3,026,087 66,883

諸会費 940,610 933,890 829,010 850,250 833,340 914,830 1,056,770 141,940

貸倒引当金繰入額 762,000 0 0 0

雑費 2,374,996 1,218,373 1,106,727 1,783,891 1,342,136 1,617,730 1,669,454 51,724 マットレス洗濯の増

支払金額 77,119,546 83,385,106 91,180,059 92,598,074 89,507,110 90,925,869 98,112,814 7,186,945

  材  料  費 ・ 経  費 ・ 委  託  費  比  較  表
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（委託費） （単位：円）

項目 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 差引 備  考

検査委託費（支払実績） 7,504,215 6,714,305 8,607,126 8,491,663 9,181,942 9,940,725 12,059,221 2,118,496 患者数増加による検査件数の増（単価については毎年交渉）

寝具単価 3,653,176 3,696,285 3,605,784 3,604,713 3,675,025 3,749,599 3,991,550 241,951 患者数増加による使用数の増

病衣単価 1,076,869 1,066,571 990,118 1,057,921 1,226,070 1,148,040 1,378,674 230,634 患者数増加による利用数の増

給食（委託費） 32,760,000 32,760,000 32,760,000 32,760,000 33,696,000 33,696,000 33,696,000 0 ⑰月額 3,266,550円・⑱～月額 2,730,000円・㉖～月額2,600,000円

給食（材料費） 13,271,972 13,899,443 13,568,305 13,583,626 14,623,103 13,930,785 15,863,466 1,932,681 入院患者数の増による食事件数の増

全自動分析装置 399,000 399,000 399,000 399,000 0 1,188,000 1,188,000 0 ⑰～年額 400,000円・㉗～月額99,000円（税込）

MR保守料 7,350,000 6,833,400 6,833,400 2,847,250 3,418,200 8,203,680 8,203,680 0 ⑰月額 638,750円・⑱～月額 612,500円・㉖～月額683,640円（税込）

CT・ＤＲテレビ他保守料 4,603,200 6,066,900 9,752,400 9,728,775 9,849,600 10,422,000 7,144,200 △ 3,277,800
ＣＴ・Ｘ線管球保守料（6,285,600円）・検像システム保守料（270,000円）
多目的Ｘ線テレビ装置保守料（156,600円）・Ｘ線一般撮影保守料（432,000円）

富士FCRシステム保守 1,050,000 707,280 810,180 810,180 1,261,170 1,867,676 1,681,560 △ 186,116 月額 140,130円

消防用設備点検 414,750 414,750 414,750 414,750 426,600 426,600 426,600 0
⑰ 年額472,500円・⑱⑲年額438,900円・⑳～年額税抜395,000円（複数年契約による
減）

空気調和設備保守 2,520,000 2,520,000 2,520,000 2,520,000 2,592,000 2,592,000 2,592,000 0 年４回実施　1回当たり ⑰～682,500円・⑳～600,000円（税抜）複数年契約により減

透析浸透水処理定期点検他 2,100,000 473,760 2,731,470 170,573 2,720,736 701,288 2,775,856 2,074,568 ２年に１回（メンテナンス時の交換部品により金額変動）

日立人工透析排水維持管理 420,000 420,000 420,000 420,000 432,000 432,000 432,000 0 16年度から保守（年４回実施） ⑰～100,000円（税抜）

高圧蒸気滅菌装置性能検査 231,000 238,000 249,900 0 0 0 0 0

三菱昇降機保守 1,965,600 1,965,600 1,965,600 1,965,600 2,021,760 2,021,760 2,021,760 0 ⑰～月額 156,000円（税抜）

自動ドア保守 808,500 808,500 808,500 808,500 810,000 810,000 810,000 0 ⑰年額 878,850円・⑱～年額 808,500円・㉖～年額　750,000円（税抜）

カーテン保守 472,500 472,500 426,300 397,946 8,640 401,112 401,112 0 ㉖～月額税込33,426円（Ｈ26カーテン更新）

電気保安協会業務 659,683 677,670 677,670 677,670 697,031 697,031 697,031 0 基本料　645,400円（税抜）

清掃、洗濯委託料 12,549,600 12,549,600 12,549,600 12,549,600 12,694,320 12,694,320 12,694,320 0
⑰～月額 1,047,480円・⑲～月額 1,045,800円（長期契約による減）
㉖～月額979,500円（税抜）

35



特別清掃 1,835,400 1,959,300 1,709,400 1,614,900 1,695,600 1,733,400 1,519,560 △ 213,840 浴室ライン清掃・貯水槽清掃の減

医療廃棄物処理 3,351,600 3,211,950 3,382,050 2,969,400 3,015,360 3,533,220 4,113,720 580,500 排出量の増

医療ガス設備保守 1,000,020 963,900 958,440 939,960 939,600 967,680 939,600 △ 28,080 ボンベ検査実施件数の増

玄関マット 200,844 200,844 200,844 200,844 206,472 205,932 205,932 0 月額　17,161円（税込）

コピーカウンター料金 797,012 795,211 764,429 690,034 701,175 481,823 474,111 △ 7,712 使用量で金額変動（⑲は病院機能評価受審のため増）

コピー機リース料 512,820 0 0 0 0 0 0 0 Ｈ21～ 新規契約によりカウンター料金へ

生ゴミ処理機保守 33,600 42,000 100,800 100,800 103,680 103,680 103,680 0 ⑰～年額 226,800円・22年度器械入替（月額8,400円×4ヶ月）・㉔～月額8,000円

除雪 421,590 456,890 550,000 550,000 550,000 550,000 550,000 0

特殊建築物定期調査 189,000 0 2,184,000 0 216,000 0 230,040 230,040 法定点検（２年に１度実施）

ｱｸｱﾋﾟｭｰﾘｽｸﾗﾌﾞﾕﾆｯﾄ定期点検 84,210 0 0 0 0 0 0 0

電子カルテ等システム他保守 3,495,219 3,307,689 2,990,295 2,683,380 4,197,570 4,390,035 4,264,140 △ 125,895

人工呼吸器定期点検 1,472,100 1,472,100 1,472,100 730,080 0 0 0 臨床工学士による点検が可能となったため減

病院警備委託料 0 0 0 1,713,600 6,053,688 6,053,688 6,053,688 0

遠隔画像診断支援業務 1,795,750 5,070,447 5,233,722 5,378,622 5,892,750 6,225,930 7,848,630 1,622,700 患者数増加による検査件数の増

その他 1,183,874 3,297,766 3,456,997 5,188,926 5,045,905 5,345,916 5,535,351 189,435
全身麻酔器等定期点検委託料（1,790,154円）
公立病院改革プラン作成委託料（400,000円）他

支払金額 108,711,004 115,214,411 123,093,180 116,710,333 128,682,077 134,513,920 139,895,482 5,381,562
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（単位：千円）

24年度 25年度 26年度 27年度 ２８年度 差引 備 考

医師 38,329 38,252 38,593 38,800 33,812 △ 4,988 小児科医師の減

看護師 149,061 140,728 150,303 166,220 163,957 △ 2,263

准看護師 37,284 32,610 25,162 25,476 25,452 △ 24

医療技術員 70,467 69,312 69,200 70,404 85,411 15,007 リハビリ職員の増

事務員 35,708 37,735 42,516 43,697 46,784 3,087 介護支援専門員（ケアマネ）の
増

労務員 12,227 12,439 12,711 12,844 9,637 △ 3,207

小計 343,076 331,076 338,485 357,441 365,053 7,612

嘱託医師 9,180 9,180 8,901 8,901 8,901 0

非常勤医師 101,371 116,298 108,054 111,221 119,454 8,233

看護師 2,665 8,130 6,404 9,023 6,131 △ 2,892

准看護師 16,142 17,968 23,113 22,572 19,279 △ 3,293

医療技術員 2,420 3,070 5,269 4,194 4,830 636

事務員 29,061 25,368 18,514 18,568 19,566 998

労務員 19,607 21,406 20,868 19,397 17,300 △ 2,097

小計 180,446 201,420 191,123 193,876 195,461 1,585

扶養手当 6,860 6,952 6,819 5,949 6,683 734

地域手当 6,390 6,394 6,512 6,916 6,316 △ 600

管理職手当 4,823 4,834 4,844 7,090 7,426 336

住居手当 3,630 3,259 4,269 4,980 4,411 △ 569

通勤手当 9,378 8,777 9,432 10,993 11,199 206

初任給調整手当 22,344 21,761 21,218 21,248 22,019 771

医療業務手当 6,360 6,360 6,360 6,900 7,140 240

放射線取扱手当 252 252 252 252 252 0

時間外勤務手当 14,162 16,992 15,820 11,783 23,212 11,429 患者数の増による増

日当直手当 6,199 5,056 4,636 4,608 4,578 △ 30

管理職特別手当 2,029 2,229 2,290 2,560 2,272 △ 288

夜間看護手当 10,098 9,316 9,751 9,899 9,778 △ 121

夜間勤務手当 3,507 3,282 3,478 3,471 3,417 △ 54

在宅待機手当 184 209 292 293 292 △ 1

児童（子供）手当 3,065 3,070 3,170 2,950 3,330 380

期末手当 79,842 76,996 53,821 57,141 58,554 1,413 職員増による増

勤勉手当 40,429 38,973 30,902 34,561 37,242 2,681 制度改正による増

賞与引当金繰入額 0 0 51,010 52,375 55,620 3,245

小計 219,552 214,712 234,876 243,969 263,741 19,772

共済負担金 91,653 94,788 93,642 100,469 102,791 2,322

基礎年金拠出金 4,567 0 0 0 0 0

共済追加費用 19,621 17,150 16,023 13,193 7,191 △ 6,002

社会保険料 7,959 8,747 9,188 9,139 8,758 △ 381

公務災害負担金 817 727 635 779 864 85

労災保険料 1,265 1,708 1,808 1,706 1,489 △ 217

小計 125,882 123,120 121,296 125,286 121,093 △ 4,193

868,956 870,328 885,780 920,572 945,348 24,776

手

当

法
定
福
利
費

計

 人  件  費  比  較  表

項     目

給

料

賃

金
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年間延人数 （単位：人）

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 差引 備    考

正職員 医師 84 84 84 84 75 △ 9 小児科医師の減

看護師 523 504 506 575 570 △ 5
准看護師 123 108 84 84 84 0
医療技術員 288 290 294 288 348 60 リハビリ・栄養管理士の

増

事務員 132 138 156 156 168 12
労務員 48 48 48 48 36 △ 12

1,198 1,172 1,172 1,235 1,281 46
嘱託職員 医師 12 12 12 12 12 0

非常勤医師 452 532 465 536 580 44
看護師 24 44 36 48 30 △ 18
准看護師 87 96 119 115 84 △ 31
医療技術員 10 12 18 12 21 9
事務員 170 146 120 120 125 5
労務員 112 122 131 112 93 △ 19

867 964 901 955 945 △ 10
2,065 2,136 2,073 2,190 2,226 36

１月あたり人数 （単位：人）

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 差引 備    考

正職員 医師 7.0 7.0 7.0 7.0 6.3 △ 0.8
看護師 43.6 42.0 42.2 47.9 47.5 △ 0.4
准看護師 10.3 9.0 7.0 7.0 7.0 0.0
医療技術員 24.0 24.2 24.5 24.0 29.0 5.0
事務員 11.0 11.5 13.0 13.0 14.0 1.0
労務員 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 △ 1.0

99.8 97.7 97.7 102.9 106.8 3.8
嘱託職員 医師 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 0.0

非常勤医師 37.7 44.3 38.8 44.7 48.3 3.7
看護師 2.0 3.7 3.0 4.0 2.5 △ 1.5
准看護師 7.3 8.0 9.9 9.6 7.0 △ 2.6
医療技術員 0.8 1.0 1.5 1.0 1.8 0.8
事務員 14.2 12.2 10.0 10.0 10.4 0.4
労務員 9.3 10.2 10.9 9.3 7.8 △ 1.6

72.3 80.3 75.1 79.6 78.8 △ 0.8
172.1 178.0 172.8 182.5 185.5 3.0

人  件  費  比  較  表 （ 職 員 数 ）

項目

小計

小計

計

計

項目

小計

小計
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（単位：千円）

年       度 Ｈ１４末 Ｈ１５末 Ｈ１６末 Ｈ１７末 Ｈ１８末 Ｈ１９末 Ｈ２０末 Ｈ２１末 Ｈ２２末 Ｈ２３末 Ｈ２４末 Ｈ２５末 Ｈ２６末 Ｈ２７末 Ｈ２８末

病 院 事 業 等 決 算 額 △ 105,964 △ 134,595 △ 179,759 △ 101,930 △ 77,335 23,845 27,904 94,614 108,361 129,287 38,560 42,306 7,392 △ 13,161 96,533

端 数 調 整 及 び
資本剰余金取り崩し額 0 0 0 0 0 0 0 0 207,581 0 0 0 122,605 0 0

累 積 剰 余 金
（△の場合は欠損金） △ 105,964 △ 240,559 △ 420,318 △ 522,248 △ 599,583 △ 575,738 △ 547,834 △ 453,220 △ 137,278 △ 7,991 30,569 72,876 202,873 189,712 286,245

負 担 金 発 生 まで の額 132,549 248,640 357,694 462,928 501,614 497,528 492,066 460,570 498,378

退職給付費引当金残高 26,866 41,630 120,453 163,166 199,624 250,403 236,560 263,736 276,273 278,422

単年度資金収支による追加負担金

累積剰余金及び負担金発生までの額の推移

単年度の支出による

△ 105,964

△ 240,559

△ 420,318

△ 522,248

△ 599,583 △ 575,738

△ 547,834

△ 453,220

△ 137,278

△ 7,991
30,569

72,876

202,873 189,712

286,245

132,549

248,640

357,694

462,928 501,614 497,528 492,066 460,570
498,378

26,866
41,630

120,453
163,166

199,624
250,403

236,560
263,736 276,273

278,422

△ 700,000

△ 600,000

△ 500,000

△ 400,000

△ 300,000

△ 200,000

△ 100,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

Ｈ１４末 Ｈ１５末 Ｈ１６末 Ｈ１７末 Ｈ１８末 Ｈ１９末 Ｈ２０末 Ｈ２１末 Ｈ２２末 Ｈ２３末 Ｈ２４末 Ｈ２５末 Ｈ２６末 Ｈ２７末 Ｈ２８末

累積剰余金

（△の場合は欠損金）

負担金発生までの額

退職給付費引当金残高
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施設・設備等整備状況
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施設

契約年月日 契約先

5,292,000 円 （内消費税　392,000円） 平成28年9月16日 戸田建設（株）

設備

契約年月日 契約の相手方

583,200 円 （内消費税　43,200円） 平成28年6月2日 村中医療器（株）

129,600 円 （内消費税　9,600円） 平成28年6月2日 村中医療器（株）

507,600 円 （内消費税　37,600円） 平成28年6月2日 村中医療器（株）

267,840 円 （内消費税　19,840円） 平成28年6月2日 村中医療器（株）

108,000 円 （内消費税　8,000円） 平成28年6月6日 宮野医療器（株）

223,560 円 （内消費税　16,560円） 平成28年7月20日
ティ－エスアルフレッサ
（株）

372,600 円 （内消費税　27,600円） 平成28年7月20日 村中医療器（株）

842,400 円 （内消費税　62,400円） 平成28年8月18日
東芝メディカルシステム
ズ（株）

4,232,195 円
（内消費税　3,596円）
※車両本体は非課税

平成28年9月12日 根雨自動車整備（株）

723,600 円 （内消費税　53,600円） 平成28年11月7日
東芝メディカルシステム
ズ（株）

952,044 円 （内消費税　66,824円） 平成28年12月15日 （有）真木自動車リース

764,640 円 （内消費税　56,640円） 平成29年1月10日 村中医療器（株）

234,360 円 （内消費税　17,360円） 平成29年1月19日 村中医療器（株）

2,754,000 円 （内消費税　204,000円） 平成29年1月23日 小西医療器（株）

7,452,000 円 （内消費税　552,000円） 平成29年1月23日 小西医療器（株）

939,600 円 （内消費税　69,600円） 平成29年1月23日 村中医療器（株）

745,200 円 （内消費税　55,200円） 平成29年2月10日 村中医療器（株）

729,000 円 （内消費税　54,000円） 平成29年2月10日 村中医療器（株）

669,600 円 （内消費税　49,600円） 平成29年2月10日 村中医療器（株）

130,000 円 （非課税） 平成29年2月14日 村中医療器（株）

151,200 円 （内消費税　11,200円） 平成29年3月14日 小西医療器（株）

契約金額

輸液ポンプ 4台

手持型体外式超音波診断用プローブ

平行棒

低圧持続吸引器

内視鏡用送水ポンプ

公用車

工事内容

日野病院外壁タイル補修工事

手持型体外式超音波診断用プローブ

輸液ポンプ 5台

施設・設備等整備状況

スプレッダ

ベッドサイドモニター（送信機）

契約金額

椅子型体重計

人工呼吸器用Ｏ２センサー

エアマット 2台

購入物品名

エアマット 5台

マイチルト車椅子

滅菌パックシーラー

訪問看護用公用車

眼科用レーザー光凝固装置

シリンジポンプ 4台

全自動グリコヘモグロビン分析装置

経腸栄養ポンプ 4台
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委員会活動状況
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番号 会議・委員会 ワーキング
0 管理者会議

幹事会
1 病院運営会議

人事委員会
倫理委員会

2 管理職会議
病院機能評価受審委員会

3 情報システム管理委員会
電子カルテ検討委員会
医療連携ネットワーク委員会

4 診療局会議
5 医療技術局運営会議

リハビリ運営委員会
放射線室運営委員会
検査室運営委員会
薬剤管理室運営委員会
臨床工学室運営委員会

6 病院業務検討委員会
病院機能検討委員会
医師負担軽減対策委員会
医療機器購入検討委員会

7 看護業務検討委員会
外来業務委員会
病棟運営委員会
手術室運営委員会
透析室運営委員会

8 地域連携推進委員会
9 輸血委員会
10 物流委員会

薬事審議委員会
ＳＰＤ委員会
委託業者連絡委員会

11 経営企画委員会
保険診療委員会
クリニカルパス委員会
褥瘡・ＮＳＴ委員会
がん研究及び対策委員会
生活習慣病対策委員会
ドック検診委員会
栄養管理委員会

12 医療安全管理委員会
医薬品安全管理委員会
医療機器安全管理委員会
医療ガス安全管理委員会
診療記録開示検討委員会

13 院内感染対策委員会
ＩＣＴ委員会

14 労働安全衛生委員会
15 診療記録管理委員会
16 サービス推進委員会
17 接遇向上委員会
18 教育・研修委員会

図書委員会
ＢＬＳ委員会

19 災害対策委員会
20 個人情報保護対策委員会

日野病院委員会（ワーキング）  構成表
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1．病院運営会議

開催状況

会議名 開催年月日
出席者
人   数

第123回 H28.4.22 5名 平成２８年度各委員会及びワーキングの委員編成について
平成２７年度部門別目標の評価及び平成２８年度部門別目標の提出について
平成２７年度年報作成に係る委員会活動報告・学会発表・業績等入力について
地域連携連絡会の開催について
看護の日イベントの実施について
業務改善提案書について
マニュアルの作成・変更について
施設基準の変更について
５月１日付辞令交付について
患者さまの声について
その他 ・眼科の術前検査について

・熊本地震にかかる救護班の派遣について
・平成２７年度決算（中締め）について
・外来待合棟の利用について
・鵜の池マラソンの開催について
・日野病院職員ソフトテニス大会の開催について
・孝田副病院長の就任について

第124回 H28.5.20 5名 平成２７年度病院事業等の決算状況について
平成２７年度決算分析における各種統計数値の確認について
外来診察の変更予定について（７月～）
業務改善提案書について
マニュアルの作成・変更について
施設基準の変更について
６月１日付辞令交付について
患者さまの声について
その他 ・日野病院組合議会臨時会の開催について

・鵜の池マラソンの開催について
・救急救命士の救急救命活動に関する連絡会の開催について
・病後児保育整備事業の実施について
・事前に準備する医薬品の死亡時における取扱いについて
・平成２６年度公営企業会計決算の状況（資料編）配布及び県内自治体
　病院（６病院）の決算状況について

第125回 H28.6.24 5名 日野病院組合議会全員協議会（6/23）及び定例会（8/25）の開催について
新公立病院改革プラン策定スケジュールについて
外来診察の変更について（７月～）
新規採用職員の評価について
業務改善提案書について
マニュアルの作成・変更について
施設基準の変更について
７月１日付辞令交付について
患者さまの声について
その他 ・外来待合棟使用中止について

・孝田副病院長歓迎会について
・平成２８年度夏季休暇について
・地域連携連絡会に開催について（7/21）

第126回 H28.7.22 7名 日野病院組合議会定例会の開催について（8/25）
職員募集について（薬剤師・看護師）
外来待合棟の利用について
新公立病院改革プラン策定について（伊関友伸氏講演会　8/1）
業務改善提案書について
マニュアルの作成・変更について

内容

44



施設基準の変更について
８月１日付辞令交付について
患者さまの声について
その他 ・孝田副病院長ラジオ出演について

・４階患者用浴室の利用につついて（男子休憩室）
・ＭＲの待合場所の徹底について
・院内事故調査委員会の変更について

第127回 H28.8.26 6名 日野病院組合議会の開催について（8/25）
基本理念・基本方針の見直しについて
日野病院新公立病院改革プラン素案及び策定委員（第１回会）の開催について
常勤医師及び外来診察の変更について（１０月～）
職員説明会の開催について（9/15）
業務改善提案書について
マニュアルの作成・変更について
施設基準の変更について
９月１日付辞令交付について
患者さまの声について
その他 ・普通交付税の確定について

・算定病床数の変更について（許可病床数から稼働病床数へ）
第128回 H28.9.23 7名 外来診察の変更について（１０月～）

委員会委員の変更について（１０月～）
日野病院災害対策訓練の実施について
インフルエンザ予防接種について
業務改善提案書について
マニュアルの作成・変更について
施設基準の変更について
９月３０日（退任式）・１０月１日（就任式）辞令交付について
患者さまの声について
その他 ・櫃田病院長送別会について

・日野町から櫃田病院長へ感謝状贈呈について
・外壁修繕工事について

第129回 H28.10.21 7名 日野病院組合議会定例会の開催について（11/24予定）
日野病院新公立病院改革プラン策定委員会（第２回）開催について
要望書（人工透析ベッドの増床・無料送迎の確保）について
日野病院組合人事評価の実施について
平成２７年度年報について
インフルエンザ予防接種実施及び罹患時の対応について
時間予約の実施について
エコー検査（火曜日）について（病態検査学講座から派遣）
日野病院ホームページの充実について
病後児保育事業について
業務改善提案書について
マニュアルの作成・変更について
施設基準の変更について
１１月１日付辞令交付について
患者さまの声について
その他 ・孝田病院長の講演について（11/18）

・金持開運ウォーキングの開催について（11/5）
第130回 H28.11.25 7名 平成２９年度当初予算要求について

日野病院職員表彰の推薦について
日野病院組合議会定例会（11/24開催）の結果について
業務改善提案書について（外来患者の減少対策について）
職員募集について
病院機能評価の認定更新について
日野病院パンフレット（病院案内）作成について
日野病院ロゴマークの募集について
マニュアルの作成・変更について
施設基準の変更について
１２月１日付辞令交付について
患者さまの声について
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その他 ・透析患者実態調査の結果について
・日野病院職員互助会忘年会の開催について（12/10）
・日野病院クリスマスイベントの開催について（12/15）
・平成２９年４月からの循環器内科開始について
・地方交付税における稼働病床数の考え方について
・病後児保育の契約について

第131回 H28.12.16 6名 奨学生の募集について
日野病院職員表彰の推薦について
地方交付税（負担金）の確定について
業務改善提案書について
マニュアルの作成・変更について
施設基準の変更について
仕事納め式及び仕事始め式（辞令交付）の開催について
患者さまの声について
その他 ・給与改定（人事院勧告）の実施について

・時間予約制の開始について（２月～）
・ロゴマークの募集について
・男子休憩室（４階）について（１月～）

第132回 H29.1.27 5名 日野病院組合議会定例会の開催について（2/22予定）
平成２８年度決算見込み及び平成２９年度当初予算の状況について
平成２９年度医療機器の購入予定について（当初及び補正対応）
日野病院中長期計画（Ｈ２９～Ｈ３３）について
平成２９年度医師異動について（自治医科大学医師等）
医師及び外来診察の変更について（４月～）
人事評価による勤勉手当の加算及び減額について
時間予約の開始について（２月～）
時間予約の開始に伴う番号表示の変更について
業務改善提案書について
マニュアルの作成・変更について
施設基準の変更について
２月１日付辞令交付について
患者さまの声について
その他 ・救急患者の受け入れについて

・インフルエンザの予防投与について
・看護局及び医療技術局の異動について（４月１日）

第133回 H29.2.17 6名 日野病院組合議会定例会の開催について（2/22）
日野病院職員表彰・感謝状について
外来担当医師及び外来診察体制の変更について（４月～）
日野病院中長期計画（Ｈ２９～Ｈ３３）について
業務改善提案書について
マニュアルの作成・変更について
施設基準の変更について
３月１日付辞令交付及び４月１日付人事異動について
患者さまの声について
その他 ・保育所嘱託医について

・インフルエンザ流行による救急患者受入・病棟入院の解除について
・病院運営会議引継会の実施について
・病院機能評価受審について

第134回 H29.3.24 8名 ３月３１日（退職）及び４月１日付け辞令交付について
新入職員オリエンテーションの実施について（4/3）
外来診察及び医師の変更について（４月～）
平成２８年度委員会委員の変更について（４月のみ）及び平成２９年度各委員会
及びワーキングの編成について
平成２８年度部門目標の評価及び平成２９年度部門目標の提出について
業務改善提案書について
マニュアルの作成・変更について
施設基準の変更について
患者さまの声について
その他 ・日野病院職員互助会歓迎会（兼職員表彰）の開催について（4/14）

・車イス（介助用）の贈呈について（山陰合同銀行から）
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２．管理職会議

開催状況

会議名開催年月日
出席者
人   数

第1回 H28.4.27 12名 (1) 3月末経営概況及び各種統計について
(2) 3月末各種統計について
(3) 各種委員会の議事録について
(4) 5月1日付け辞令交付について
(5) 今後の実習生の受入予定について
(6) 平成28年度年報作成に係る委員会活動報告及び業績の入力について
(7) 平成28年度各委員会及びワーキングの編成について
(8) 平成27年度部門別目標の評価及び平成28年度部門別目標の提出について
(9) 施設基準の変更について
(10) 患者さまの声について
(11) 平成27年度決算見込みについて
(12) 熊本地震に対する医療チームの派遣及び義援金について
(13) 看護の日イベントについて
(14) 鵜の池マラソン大会役員派遣について
(15) せせらぎカップソフトテニス大会の開催について

第2回 H28.5.25 13名 (1) 4月末経営概況及び各種統計について
(2) 4月末各種統計について
(3) 各種委員会の議事録について
(4) 6月1日付け辞令交付について
(5) 今後の実習生の受入予定について
(6) 平成27年度病院事業等の決算概要について
(7) 平成27年度決算分析における各種統計数値の確認について
(8) 外来診察の変更予定について
(9) 施設基準の変更について
(10) 患者さまの声について
(11) 透析業務について
(12) 救急救命士との連絡会の開催について
(13) 鵜の池マラソン大会役員派遣について

第3回 H28.6.29 14名 (1) 5月末経営概況及び各種統計について
(2) 5月末各種統計について
(3) 各種委員会の議事録について
(4) 7月1日付け辞令交付について
(5) 今後の実習生の受入予定について
(6) 外来診察の変更予定について
(7) 新公立病院改革プランについて
(8) 施設基準の変更について
(9) 患者さまの声について
(10) 職員の夏季休暇について
(11) 外来待合棟の工事について
(12) 地域連携連絡会の開催について
(13) ソフトバンク携帯電話に係る電波増強工事完了のお知らせ

第4回 H28.7.27 13名 (1) 6月末経営概況及び各種統計について
(2) 6月末各種統計について
(3) 各種委員会の議事録について
(4) 8月1日付け辞令交付について
(5) 今後の実習生の受入予定について
(6) 日野病院組合議会定例会の開催について
(7) 新公立病院改革プランについて
(8) 職員採用状況について
(9) 患者さまの声について
(10) 孝田 雅彦副病院長ラジオ出演の案内

内容
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第5回 H28.8.31 14名 (1) 7月末経営概況及び各種統計について
(2) 7月末各種統計について
(3) 各種委員会の議事録について
(4) 9月1日付け辞令交付について
(5) 今後の実習生の受入予定について
(6) 職員説明会の開催について
(7) 新公立病院改革プランについて
(8) 外来診察の変更について
(9) 施設基準の変更について
(10) 患者さまの声について

第6回 H28.9.28 13名 (1) 8月末経営概況及び各種統計について
(2) 8月末各種統計について
(3) 各種委員会の議事録について
(4) 10月1日付け辞令交付について
(5) 今後の実習生の受入予定について
(6) 委員会構成表について（10月から）
(7) インフルエンザ予防接種について
(8) 外来診察の変更について
(9) 患者さまの声について
(10) 奥日野きのこコンフィバーガーの開催について

第7回 H28.10.26 14名 (1) 9月末経営概況及び各種統計について
(2) 9月末各種統計について
(3) 各種委員会の議事録について
(4) 11月1日付け辞令交付について
(5) 今後の実習生の受入予定について
(6) 人事評価の実施について
(7) 平成28年度インフルエンザ予防接種及び罹患時の対応について
(8) 日野病院新公立病院改革プラン策定委員会（第２回）開催について
(9) 要望書（人工透析ベッドの増床、無料送迎の実施）について
(10) ホームページの充実について
(11) 時間予約の実施について
(12) 患者さまの声について
(13) 衛星放送対応について
(14) 金持開運ウォーキングの開催について
(15) 鳥取県ドクターヘリ搬送先医療機関の協力依頼について
(16) おしどり学園について

第8回 H28.11.30 13名 (1) 10月末経営概況及び各種統計について
(2) 10月末各種統計について
(3) 各種委員会の議事録について
(4) 12月1日付け辞令交付について
(5) 今後の実習生の受入予定について
(6) 職員の募集状況について
(7) 平成29年度予算要求について
(8) 日野病院組合議会定例会（11/24）の結果について
(9) 病院機能評価の認定更新について
(10) 日野病院パンフレット（病院案内）作成について
(11) 病院ロゴマークの募集について
(12) 業務改善提案書について
(13) 患者さまの声について
(14) 地方交付税における稼働病床数の考え方について
(15) 日野町病後児保育開始に伴う確認事項について
(16) 日野病院組合互助会忘年会の開催について
(17) 日野病院クリスマスイベントの開催について

第9回 H28.12.26 13名 (1) 11月末経営概況及び各種統計について
(2) 11月末各種統計について
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(3) 各種委員会の議事録について
(4) 1月1日付け辞令交付について
(5) 今後の実習生の受入予定について
(6) 仕事納め式及び仕事始め式について
(7) 看護師育成奨学生募集について
(8) 日野病院中長期計画の作成について
(9) 業務改善提案書について
(10) 患者さまの声について
(11) 時間予約制開始に伴う検討事項について
(12) 男性職員休憩室について
(13) 人工透析の土曜日開始について

第10回 H29.1.31 13名 (1) 12月末経営概況及び各種統計について
(2) 12月末各種統計について
(3) 各種委員会の議事録について
(4) 2月1日付け辞令交付について
(5) 今後の実習生の受入予定について
(6) 日野病院組合議会定例会の開催について
(7) 決算見込み及び当初予算について
(8) 時間予約の開始について
(9) 平成29年度医療機器の購入予定について
(10) 医師及び外来診察の変更について
(11) 患者さまの声について
(12) 歯科診察の流れについて
(13) インフルエンザ予防投与について
(14) 業務上問題がある場合の解決方法について

第11回 H29.2.23 13名 (1) 1月末経営概況及び各種統計について
(2) 1月末各種統計について
(3) 各種委員会の議事録について
(4) 3月1日及び4月1日付け辞令交付について
(5) 今後の実習生の受入予定について
(6) 決算見込み及び当初予算について
(7) 平成29年度予算編成の考え方及び事業計画について
(8) 医師及び外来診察の変更について
(9) 日野病院中長期計画について
(10) 患者さまの声について
(11) インフルエンザによる面会制限について

第12回 H29.3.29 13名 (1) 2月末経営概況及び各種統計について
(2) 2月末各種統計について
(3) 各種委員会の議事録について
(4) 3月31日及び4月1日付け辞令交付について
(5) 職員表彰について
(6) 今後の実習生の受入予定について
(7) 新規採用職員オリエンテーションの実施について
(8) 医師及び外来診察の変更について（4月から）
(9) 委員会構成表の変更について（4月のみ）
(10) 平成28年度部門別目標評価及び平成29年度部門別目標の提出について
(11) 施設基準の変更について
(12) 患者さまの声について
(13) 山陰合同銀行から車いすの贈呈について
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（１）病院機能評価受審委員会

開催状況

会議名開催年月日出席者
人   数

第1回 H29.2.28 13名 (1) 機能評価受審について

第2回 H29.3.13 11名 (1) 各部署の問題点について

(2) 次回機能評価受審（更新）時期について

(3) 各項目に係る担当者（部署）の変更について（前回受審時から）

内容
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３．情報システム管理委員会

（１）電子カルテ検討委員会

開催状況

会議名 開催年月日 出席者
人   数

内容

第1回 H28.5.12 12名 ・委員会活動目標
・心電図システム導入について
・その他

第2回 H28.8.18 10名 ・電子カルテの依頼、要望聴取。
・承認、報告、協議

第3回 H28.11.10 10名 ・電子カルテの依頼、要望聴取。
・承認、報告、協議
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４．診療局会議

開催状況

会議名 開催年月日
出席者
人   数

内容

第1回 H28.5.17 7名 人工透析の現状と今後について

病診連携において内科医師の指名のない紹介状について→今後熊野医師が振り分け

診療科別平均在院日数について

第2回 H28.6.21 8名 診療科別平均在院日数について

地域連携連絡会→７月２１日(木)於：全日空

患者別地域連携担当者を電子カルテ参照画面に入力しているので活用を

Ｘ線ＣＴ用造影剤のジェネリック医薬品への変更について

第3回 H28.8.16 11名 診療時間予約について(管理者宛に要望の声があったとの事）

電子カルテ内の画像を見るときに出てくるエラーメッセージについて

電子カルテ調整のため使用禁止:８月１９日２２：４５～２４：００まで

診療科別平均在院日数について

入院時・退院調整カンファレンスにケアマネの同席は？

第4回 H28.9.20 10名 診療科別平均在院日数について

予約日に来院されなかった患者の対応について

平成２８年度インフルエンザ予防接種（１０/２４～開始）

→小児科は１１月と１２月の土曜日に予約を募って接種

あやめ入所用の書類について

第5回 H28.11.14 8名 日野病院ＨＰ変更の件

医局購入の本→購入希望があれば買い換える

予防投与→タミフルからイナビルに変更します

診療科別平均在院日数について

第6回 H29.1.17 11名 診療科別平均在院日数について

濃厚流動食について

２月～の時間予約について→受付は全科一律７：３０から受付可能

第7回 H29.2.14 10名 診療科別平均在院日数について

４月～外来診察日程について

心電図→眼科以外は記載しなくてよし（電子カルテがあるため）

３月から研修生の受け入れあり(労災病院より）

第8回 H29.3.14 8名 平成２９年３月１３日付追加文書について

→説明・同意書は患者用と保存用の２部印刷できるように

特殊抗菌薬届出用紙について

病院機能評価の件→医師のインシデントレポート提出件数が少ない

酸素投与や検査の指示について

第9回 H29.4.11 8名 診療科別平均在院日数について

火曜日のエコー検査について

５月から研修医の受け入れあり
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５．医療技術局運営会議
開催状況

会議名 開催年月日
出席者
人   数

内容

第1回 H28.4.28 5名 各部署からの報告・管理職会議の報告、平成27年度各WGのまとめ

第2回 H28.5.26 6名 各部署からの報告・管理職会議の報告、平成27年度部門別各種統計調査

第3回 H28.6.30 7名 各部署からの報告・管理職会議の報告、新公立病院改革プランについて

第4回 H28.7.28 5名 各部署からの報告・管理職会議の報告、新病院改革プラン策定について

第5回 H28.8.27 5名 各部署からの報告・管理職会議の報告、職員説明会の開催について

第6回 H28.9.29 4名

第7回 H28.10.28 5名 各部署からの報告・管理職会議の報告、人事評価について

第8回 H28.12.1 5名 各部署からの報告・管理職会議の報告、29年度予算要求について

第9回 H28.12.27 6名 各部署からの報告・管理職会議の報告,中長期計画について

第10回 H29.2.2 4名 各部署からの報告・管理職会議の報告、高額医療機器の購入について

第11回 H29.2.23 4名

第12回 H29.3.30 7名

活動報告

・医療技術局内の予算要求について各部門から意見を聞き充実を図った

（１）検査室運営委員会
開催状況
会議名 開催年月日 出席者

人   数
第1回 H28.5.27 6名

第2回 H28.11.18 7名

第3回 H29.3.23 7名

活動報告

・新規採用検査項目の検討
・精度管理調査参加
・技師会主催研修会参加
・生理検査システム導入時の運用について検討

・日本医師会精度管理調査結果について
・平成28年度部門目標反省並びに平成29年度目標について
・ホルタ―心電図検査オーダー時の注意点について

各部署からの報告・管理職会議の報告、外来診察の変更、
インフルエンザ予防接種について

各部署からの報告・管理職会議の報告、委員会及びワーキングの編成
人事移動について

各部署からの報告・管理職会議の報告、職員の辞職及び採用・移動について

内容

・平成２８年度部門目標
・臨床検査室収支の推移
・時間外に採取された検体の取扱いについて
・生理検査システム運用について

・メーカーサーベ（協和メデックス）結果報告
・検査済み検体の保存期間について
・クオンティフェロンからＴ－ＳＰＯＴ変更について
・オーダーラベル新設項目について
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６．病院業務検討委員会

（１）医療機器購入検討委員会

開催状況

会議名 開催年月日 出席者
人   数

第1回 H29.1.16 15名

内容

平成28年度購入予定機器等の選定について
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７．看護業務検討委員会

開催状況

会議名開催年月日
出席者
人   数

内容

第1回 H28.4.12 12名 ・平成28年度　看護局運営方針　：スローガン「あなたらしく～　あたらしく～　邁進する看護」

　看護局各委員会活動について
　平成28年度　目標管理について
・診療報酬改定の見解について
・昇任挨拶（副看護局長・主任看護師）
・各委員会からの報告
　教育研修委員会：3/19就職ガイダンス参加報告
　　　　　　　　　　　　看護局教育研修計画

     5/12「看護の日」イベントについて
　セイフティーナース会：「転倒・転落発生時の頭部打撲時の観察項目」経過表に入れる

・病院業務委員会報告：手術室業務委員会報告
・米子北高3年生4名（6/13～7/8）専攻科１年生７名（7/11～7/29）実習について
・ストレスチェック実施者研修会参加者2名：6/4
・第47回日本看護学会-慢性期看護-学術集会　協力　　　・日本看護協会総会参加

第2回 H28.5.24 9名 ・「看護の日」実施報告
・T-HOC開校式報告　　　・訪問看護職員養成講習１名参加
・鳥取看護大学（基盤看護学：9/5～9/16　4名）
・5/19米子北高　臨地実習要綱説明会
・看護必要度研修会参加　7/24　４名参加
・施設基準対応認知症研修会　7/8.9　:７名　10/13.14：5名
・看護補助者の活用推進のための看護管理者研修　8/24　2名
・各委員会からの報告

第3回 H28.6.14 11名 ・ホームページリニューアルについて
・フットケアチーム発足
・会計監査報告
・6/22　鳥取県西部自治体病院看護部門懇談会　当番病院：日野病院
・各委員会からの報告

第4回 H28.7.13 9名 ・日本褥創学会　認定士に合格
・「認知症マニュアル」作成について
・各委員会からの報告

第5回 H28.8.9 10名 ・「認知症マニュアル」の薬剤に関することは薬局へ依頼
・採用試験　9/14実施
・看護業務基準（2016版）参照：看護師、准看護師の違いを明記
・ファーストレベル研修受講終了
・各委員会からの報告

第6回 9月15日 10名 ・鳥取看護大学２年生　４名の臨地実習実施
・オータムセミナーの協力依頼
・看護補助者を含む看護局組織図の変更について
・看護補助者の法的責任項目は師長会で作成
・看護研究倫理チェックリストを活用する（要検討）
・クラークマニュアル作成について
・各委員会からの報告

第7回 H28.10.11 11名 ・臨時勤務異動実施
・12/16　平成２８年度看護職員実習指導者養成フォローアップ研修会参加
・各委員会からの報告

第8回 H28.11.8 10名 ・鳥取中部地震への支援報告
・鳥取看護大学より次年度における実習生の増員依頼　4名⇒6名
・各委員会からの報告

第9回 H28.12.13 10名 ・臨時勤務異動実施
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・クリスマスイベントの協力依頼
・クラーク採用試験実施
・各委員会からの報告

第10回 H29.1.17 11名 ・平成28年度　病院機能評価受審予備講習会参加について
・西部自治体病院看護研究発表会報告
・保存必要書類の整理について
・サンクリーン委託業務仕様書作成について
・就職ガイダンス参加について
・「看護の日」イベント内容検討
・紫陽花（子育てママチーム会）ＨＰに載せる

第11回 H29.2.14 9名 ・4/1付け人事異動（昇任）について
・「まちの保健室」ボランティア登録について
・「災害支援ナース」の登録拡大　⇒　次年度の看護協会の教育計画参照
・3Ｆ業務改善報告
・配茶について
・訪問診察のみの患者急変対応について
・患者さんの自費購入物品について
・各委員会からの報告

第12回 H29.3.14 13名 ・報告・連絡事項
　　平成29年度　病院機能評価受審について
　　サンクリーン業務仕様書作成について
　　鳥取看護大学教育会議報告
　　勤務管理について
　　就職ガイダンス（鳥取）参加報告
・各委員会からの報告
・平成28年度　看護局活動の成果報告会

活動報告

平成27年度　看護局運営方針　：スローガン「あなたらしく～　あたらしく～　邁進する看護」
・「看護の日」イベント：5/12（於：黒坂公民館）
・看護局教育・研修プログラムの企画運営
・鳥大研修会参加
  （感染対策コース・褥創ケアコース・下肢救済コース・救急・災害コース・がん看護・緩和ケアコース）
・西部自治体病院看護部門懇談会（6月・9月・1月）　6/22：当番病院
・ストレスチェック実施者研修会　参加者2名：6/4
・鳥取県実践が活きる看護診断研究会（12/3）示説 1題発表
・全国自治体病院学会：於・富山（10/20.21）参加
・日本看護学会-慢性期看護-学術集会　2演題　示説発表:米子（11/10.11）
・第13回鳥取県西部自治体病院看護研究発表会（12/10）口演2題発表：於・日野病院
・看護体験実習（日野中2名：6/21～6/23）（日野高1名：6/6～6/10）
・看護専攻科臨地実習（米子北高３年生4名：6/13～7/1）
・看護専攻科臨地実習（米子北高看護専攻科１年生：6名（7/4～7/29・10/17～11/4）
・鳥取看護大学２年生　基盤看護実習：４名（9/5～9/16）
・サマーセミナー：2名参加
・T-HOCひのセミナー：9/9・10
・オータムセミナー（鳥取大学保健学科12名：10/18～10/20）
・鳥取中部地震への支援ナース２名参加
・就職ガイダンス（3/11.18）奨学生5名におたより等を２回郵送
・ファーストレベル1名合格
・訪問看護師養成講習１名終了
・日本褥創学会　１名　認定士合格
・鳥取県肝炎医療従事者研修会　１名参加
・看護補助者の活用推進のための看護管理者研修　2名参加
・平成28年度看護局成果報告会（3/14）
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・平成28年度看護局履修報告会（3/24）

（１）外来業務委員会
開催状況

会議名開催年月日出席者
人   数

内容

第1回 H28.5.24 5名 各部署現状報告
ドック・健診に関して協力依頼
4月から放射線CDコスト算定について報告

第2回 H28.9.27 6名 各部署現状報告
10月からのインフルエンザ予防接種開始報告
院外からのMRI予約手順変更について報告

第3回 H28.12.22 5名 各部署現状報告
H29.2からの時間予約について検討
来年度の患者様満足度調査について

活動報告

＊時間予約の導入
＊院外からのMRI予約手順の改訂

（２）手術室運営委員会

開催状況

会議名開催年月日出席者
人   数

内容

第1回 H28.5.19 7名 手術室使用状況報告、高圧蒸気滅菌器修理報告、洗浄インジケータ―変更報告
学会及び研修会日程報告

第2回 H28.7.21 5名 手術室使用状況報告、定数外物品在庫管理について

第3回 H28.9.15 4名 手術室使用状況報告、エアコンの故障について、手術室電流監視装置について
患者満足度調査の協力依頼、外来扱い患者手術時入室前に化粧を落とすことを確認

第4回 H28.11.17 4名 手術室使用状況報告、高圧蒸気滅菌器修理報告、ガス滅菌器点検報告
次年度予算計上について、年末年始の中材業務について

第5回 H29.4.27 4名 手術室使用状況報告、高圧蒸気滅菌器修理報告、ガス滅菌作業環境測定結果報告
環境モニタリング結果報告、WD電磁弁修理報告、麻酔器・モニター・シリンジポンプデ
モ予定について

活動報告

・勤務体制の見直し（委託業務）
・定数外物品管理表の作成

（３）透析室運営委員会

開催状況

会議名開催年月日出席者
人   数

内容

57



第1回 H28.5.13 6名 透析室の現況・診療報酬改定に伴う対応

第2回 H28.10.13 6名 透析室の現況・下肢末梢動脈疾患重症化予防加算について

第3回 H28.12.9 5名 透析室の現況・下肢末梢動脈疾患重症化予防加算の具体的な取り組みについて・看
護師、看護助手業務改善・事務請求の見直し

活動報告

＊下肢末梢動脈疾患重症化予防新設⇒月100点加算・施設基準の届け出・フットケアの取り組み・ＡＢＩ測定等
＊診療報酬改定に伴う変更⇒ダイアライザーの選定
＊業務改善⇒看護助手リリーフを祝祭日の月以外に金曜もお願いしたい
　　　　　　　　　午後患者が6名となれば、看護師リリーフを検討して頂く
＊事務⇒コスト面で加算が取れる事例もあるので請求をお願いする
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８．地域連携推進委員会

開催状況

会議名 開催年月日
出席者
人数

内容

第1回 H28.6.23 8名 １．退院援助シートの見直し
２．MRICTの他機関からの利用増
３．退院支援加算
４．外科外来入院時カンファレンス日程調整

第2回 H28.8.9 6名 １．入院時カンファレンス
２．退院支援加算１に用いる書類について
３．MRICT利用促進に向けて
４．委員会開催日について

第3回 H28.9.14 7名 １．入院時カンファレンス
２．MRI予約方法の見直し

第4回 H28.10.14 9名 １．入院時カンファレンス
２．MRI予約方法の見直し

第5回 H28.11.9 8名 １．いっけんたろう（クラウド型情報共有システム）について
２．MRIFAX予約運用状況

第6回 H29.4.12 6名 １．いっけんたろう（クラウド型情報共有システム）について
２．MRIFAX予約運用状況
３．入院時カンファレンス、退院支援加算１、
４．介護支援連携指導、退院後訪問　実施状況

活動報告

・平成28年7月21日 「地域連携連絡会」（日野町・江府町・伯耆町の診療所、福祉施設、行政の参加）
・平成28年7月28日 「PEG－J勉強会」の開催（あやめ・おしどり・江美の郷・あいごの参加）
・平成28年10月20日 「全国自治体病院学会」学会発表：山口浩一
・平成29年1月26日 「鳥取県西部地区医療連携シンポジウム」への参加
・見える事例検討会への参加：妹尾小百合、野津瑞穂、山本直子、山口浩一（隔月開催）
・日野町地域ケア会議への参加（隔月開催）
・日野郡クラウド型医療介護情報共有システム協議会の実施（隔月開催）
・おしどりネット協議会への参加（毎月開催）
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９．輸血委員会

開催状況

会議名 開催年月日
出席者
人   数

第1回 H28.6.27 6名

第2回 Ｈ28.8.29 7名

第3回 H28.10.31 4名

第4回 H28.12.26 4名

第5回 H29.3.24 5名

活動報告

・血液製剤使用状況と適正使用についての検討
・輸血合同会議、研修会参加
・日赤輸血情報を基に変更点、注意点について、周知徹底を図る

・血液製剤使用状況（Ｈ28．10月．11月）
・Ｈ28．10月照射赤血球濃厚液（2単位廃棄）理由書について
・日赤輸血情報（照射洗浄血小板製剤が供給開始に伴う、適正使用について）

内容

・血液製剤使用状況（Ｈ28．4月．5月分）
・平成28年度部門目標について
・技師会主催輸血研修会参加報告
・輸血後感染症検査実施報告並び問題点

・鳥取県合同輸血委員会参加報告
・チューブシーラデモ機について
・オーソ輸血新聞について

・血液製剤使用状況（Ｈ28．6月．7月．8月．9月分）
・輸血時の白血球除去フィルター廃止について
・チューブシーラーデモ機購入検討について

・血液製剤使用状況（Ｈ28．12月．Ｈ29．1月．2月）
・日赤輸血情報（赤血球型検査法の変更について）
・平成28年度部門別目標の反省並びに平成29年度部門別目標について
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１０．物流委員会

（１）ＳＰＤ委員会
開催状況

会議名開催年月日
出席者
人   数

第1回 H28.5.16 5名

第2回 H28.6.13 8名

新規採用3件（ステラワン　ボウイーディックテストパック、コーデットバイクリル他）
新規提案3件（アクアセルフォーム、ジェルコセーフティＩ．Ｖカテーテル他）

第3回 H28.7.25 7名

新規採用1件（内視鏡用細胞診ブラシ）
新規提案4件（交換用胃瘻カテーテル、アクアセルフォーム他）

第4回 H28.8.8 7名

仕様変更1件（圧力モニタリング用チューブ）
金額変更1件（キャノンコダックフィルム）
新規採用4件（内視鏡用細胞診ブラシ、マイジェクターSS－10M2713他）

第5回 H28.9.12 6名

新規採用6件（ＭＲＩ用ディスポシリンジ、交換用胃瘻カテーテル他）

第6回 H28.10.17 6名
仕様変更5件（中濃度エコライト酸素マスク、クリップアプライヤーML－10他）
金額変更7件（アテントR　スーパーフィットテープ　S、スーパーフィットテープ　M他）
新規採用3件（ネスコチャーシルクブレード、シェアプラグＡＤ輸液セット他）

第7回 H28.11.14 6名 定数変更2件（チェストドレーン排液バック、チェストドレーンバックチューブ）

仕様変更3件（ライフリーリハビリパンツ、アテント業務用商品、ＡＲＳディスポマスク）
金額変更1件（検査用コップ）
新規採用1件（交換用胃瘻カテーテル）

第8回 H28.12.12 6名

新規採用1件（内視鏡用細胞診ブラシ）

第9回 H29.1.16 6名

新規採用1件（医療廃棄バック）

第10回 H29.2.13 4名

定数変更 1件（舌ブラシ）

診療材料使用状況報告
仕様変更1件（エルヴェールエコドライシングル）

定数変更2件（つるりんこパワフル、弾力包帯）
診療材料使用状況報告

診療材料使用状況報告

仕様変更1件（シールドマスク）

診療材料使用状況報告

定数変更2件（マイジェクター０．５ｍＬインスリン用、セプラフィルム）
仕様変更4件（サニコットデズイン、ハイドロジェルコートフォーリーカテーテル他）

診療材料使用状況報告
定数変更4件（マイジェクター０．５ｍＬインスリン用、ディオアクティブＥＴ他）

診療材料使用状況報告

診療材料使用状況報告
定数変更 1件（舌ブラシ）
仕様変更1件（シールドマスク）

診療材料使用状況報告
定数変更6件（エンゼルウェイ基本セット、CO不織布ガーゼ他）

内容

診療材料使用状況報告
仕様変更2件（ＰＣＶグローブマルチプル粉付、遺体処置用品）
新規採用4件（ＲＴ１３４シングルユースＲＴ回路、MRI用延長チューブ他）

仕様変更1件（ファストクリックス）
診療材料使用状況報告
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金額変更1件（鋼製小物固定シート）
新規採用2件（コンフォートマスク、けんたくんボトル）

第11回 H29.3.13 5名
金額変更1件（ﾃﾞｨｽﾎﾟﾊﾞｲﾎﾟｰﾗｹｰﾌﾞﾙ）

第12回 H29.4.10 5名

新規採用1件（プロヴォックスVegaエクストラモイストHVE）

（２）委託業者連絡委員会

開催状況

会議名開催年月日
出席者
人   数

第1回 H28.5.10 7名 各部署、サンクリーンからの連絡事項確認・検討

第2回 H28.6.14 6名 各部署、サンクリーンからの連絡事項確認・検討

第3回 H28.7.12 6名 各部署、サンクリーンからの連絡事項確認・検討

第4回 H28.8.9 6名 各部署、サンクリーンからの連絡事項確認・検討

第5回 H28.9.13 6名 各部署、サンクリーンからの連絡事項確認・検討

第6回 H28.10.11 5名 各部署、サンクリーンからの連絡事項確認・検討

第7回 H28.11.8 5名 各部署、サンクリーンからの連絡事項確認・検討

第8回 H28.12.13 5名 各部署、サンクリーンからの連絡事項確認・検討

第9回 H29.1.10 6名 各部署、サンクリーンからの連絡事項確認・検討

第10回 H28.2.9 3名 各部署、サンクリーンからの連絡事項確認・検討

第11回 H29.3.7 6名 各部署、サンクリーンからの連絡事項確認・検討

第12回 H29.4.11 6名 各部署、サンクリーンからの連絡事項確認・検討

診療材料使用状況報告
定数変更5件（グロージョンカテーテル、ネオパール、ライフリースーパーフィットテープ他
仕様変更4件（フィルターエレメントフランジ付、記録紙他）

内容

仕様変更2件（ハイクラスタイ、Ｌ２５ニードルガイド）

定数変更2件（いろう交換ｶﾃｰﾃﾙ、ｵｰﾙｼﾘｺﾝﾌｫｰﾘｰｶﾃｰﾃﾙｷｯﾄ）
診療材料使用状況報告
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１１．経営企画委員会

（１）褥瘡ＮＳＴ委員会

開催状況

会議名開催年月日
出席者
人   数

第1回 H28.5.18 6名

第2回 H28.6.15 11名

第3回 H28.7.20 9名

第4回 H28.8.17 7名

第5回 H28.9.21 6名

第6回 H28.10.20 6名

第7回 H28.11.17 5名

第8回 H28.12.15 7名

第9回 H29.1.18 7名

第10回 H29.2.15 5名

第11回 H29.3.15 7名

第12回 H29.4.19 8名

内容

4月28日褥瘡回診1人・・6人参加
今年度の活動日時内容、学会参加予定等について

5月26日褥瘡回診なし
6月1日ＮＳＴミーテイング・・12人参加
6月9日褥瘡回診1人・・8人参加
ＮＳＴミーテイングの流れについて検討

6月30日褥瘡回診2人・・10人参加
7月6日ＮＳＴミーテイング12人情報共有・・8人参加
7月14人褥瘡回診2人・・8人参加
7月20日ＮＳＴミーテイング10人・・9人参加
褥瘡に関する看護診断立案者の急な退院時の評価について検討

11月24日褥瘡回診2人・・５にん参加
12月1日ＮＳＴミーテイング15人・・7人参加
12月15日ＮＳＴミーテイング11人・・7人参加
褥瘡被覆材の変更

1月4日ＮＳＴミーテイング13人・・4人参加

1月26日褥瘡回診2人・・5人参加
2月1日ＮＳＴミーテイング11人・・5人参加
2月8日褥瘡回診2人・・4人参加
2月15日ＮＳＴミーテイング15人・・5人参加

2月23日褥瘡回診2人・・7人参加
3月1日ＮＳＴミーテイング16人・・5人参加
ＮＳＴ回診（褥瘡回診時に実施）
3月15日ＮＳＴミーテイング15人・・7人参加
日本静脈経腸栄養学会参加報告

4月5日ＮＳＴミーテイング17人・・7人参加
4月13日褥瘡回診1人・・6人参加
4月19日ＮＳＴミーテイング13人・・8人参加
次年度に向けて開催日時、褥瘡業務時間の確保など検討

7月27日褥瘡回診1人・・7人参加
8月3日ＮＳＴミーテイング10人・・8人参加
褥瘡評価の実施（おしどり荘）
栄養療法推進協議会教育セミナーの報告

9月7日ＮＳＴミーテイング16人・・6人参加
褥瘡学会参加報告
9月21日ＮＳＴミーテイング5人・・6人参加

10月6日ＮＳＴミーテイング15人・・
10月12日褥瘡回診1人・・4人参加
10月19日褥瘡回診4人・・6人参加
10月20日ＮＳＴミーテイング14人・・6人参加

10月26日褥瘡回診2人・・
11月2日褥瘡回診2人・・3人参加
11月17日ＮＳＴミーテイング24人・・5人参加
環日本海ＮＳＴセミナー報告
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（２）栄養管理委員会

開催状況

会議名開催年月日
出席者
人   数

第1回 H28.5.18 12名 ・平成28年度栄養管理委員会の構成メンバー確認

・栄養管理委員会要綱確認

・呼吸器疾患食、緩和食の食種追加について

・栄養食事指導の対象及び指導内容の拡充、栄養指導点数増加について

・夏場のお茶について

・第19回日野郡栄養士地域連携会議報告

・患者さんからの退院時の声

第2回 H28.8.12 15名 ・患者食事基準一覧表の一部改正について

・食中毒警報報告について

・第20回日野郡栄養士地域連携会議報告

・患者さんからの退院時の声

第3回 H28.11.25 13名 ・鳥取県病院協会栄養管理部会の報告

・配膳の検討依頼について

・電子カルテの食事指示について

・寒天化栄養の送り変更について

・患者さんからの退院時の声

第4回 H29.3.22 13名 ・とろみ状高栄養流動食の検討報告について

・配膳の検討依頼の結果報告

・電子カルテの食事指示について

・朝の飲み物の変更について

・患者さんからの退院時の声

（３）がん研究及び対策委員会

開催状況

会議名開催年月日
出席者
人   数

・平成２８年度委員会活動目標の決定

・協議「スケールの統一、がんに関する診療報酬について」

・協議「終末期患者への希望聴取とそれに向けた支援について」

・協議「終末期患者への希望聴取とそれに向けた支援について」

・症例検討「３階病棟患者」

・症例検討「訪問看護ステーション」

・研究発表「訪問リハビリ　田中武志」

7名

5名

8名

4名

10名

7名

H28.6.29

H28.7.29

H28.8.22

H28.9.26

H28.10.24

H28.2.20

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

内容

内容
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１２．医療安全管理委員会

開催状況

会議名 開催年月日
出席者
人   数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容

第1回 H28.5.18 6人 H28.4月ヒヤリハット集計結果報告（資料参照）　　　　　各ワーキングからの報告
H27年度ヒヤリハット集計結果（資料参照）及び改善策・対策等のまとめ
H27年度委員会目標達成度について（資料参照）　　　必須研修会について
H28年度委員会目標案提示・承認　　病棟師長から環境整備について報告

第2回 H28.6.15 8人 H28.5月ヒヤリハット集計結果報告（資料参照）　　　　レベル２の事例報告
H28年度委員会目標について　　　　研修会と啓蒙ポスターの担当決め
「医療事故調査支援センター」に報告する手順作成について

第3回 H28.7.20 11人 H28.6月ヒヤリハット集計結果報告（資料参照）
各ワーキングからの報告
レベル２の事例紹介
「院内事故調査委員会」がワーキングになっているが親委員会にと意見あり、
今後病院運営会議で決定予定

第4回 H28.8.24 8人 H28.7月ヒヤリハット集計結果報告（資料参照）
8月17日・18日必須研修会実施済の報告（資料参照）
医療機器管理ワーキングからの報告
「院内事故調査委員会」は次年度から本委員会になることの決定
「アクシデント発生時報告の流れ」フロー図は今年度変更せず

第5回 H28.9.21 9人 H28.8月ヒヤリハット集計結果報告（資料参照）
共有事例2件と対策　　　医療機器管理ワーキングから報告
環境ラウンドについて
日本医療マネジメント学会鳥取支部学術集会について

第6回 H28.10.19 8人 H28.9月ヒヤリハット集計結果報告（資料参照）
レベル３a事例共有と対策　　　　ワーキングからの報告

第7回 H28.11.16 8人 H28.10月 ヒヤリハット集計結果報告（資料参照）
転倒・転落事例の報告と先月報告済レベル３a事例その後の経過報告
11月必須研修会の内容及び担当者について
医療機器管理ワーキングからシリンジポンプデモ器の報告

第8回 H28.12.21 7人 H28.11月ヒヤリハット集計結果報告（資料参照）
レベル３a事例共有
医療機器管理ワーキングからシリンジポンプ4台購入予定の報告
12月必須研修会内容「MRI装置の安全講習」と担当者について

第9回 H29.1.18 8人 H28.12月ヒヤリハット集計結果報告（資料参照）
レベル３a事例共有3件と対策、その後の経過報告
1月必須研修会について
2月必須研修担当者、内容について
病棟内環境ラウンド予定について
MRI安全講習会振り返り用紙集計結果
医療機器管理ワーキングからの報告

第10回 H29.2.15 7人 H29.1月ヒヤリハット集計結果報告（資料参照）
レベル２事例報告と対策
環境ラウンド結果報告
必須研修会（１/３０）の振り返り用紙集計結果報告
医療機器管理ワーキングからAEDバッテリー消耗の為代替器で対応中の報告
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第11回 H29.3.15 7人 H29.2月ヒヤリハット集計結果報告（資料参照）
レベル１事例報告と対策
インシデント報告減少の為３/５～３/１１をインシデント報告推進週間に
必須研修会（３/１）の振り返り集計結果報告
医療機器管理ワーキングから報告
『たぐりん』紹介　　医師にインシデント入力の啓蒙

第12回 H29.4.19 9人 H29.3月ヒヤリハット集計結果報告（資料参照）
レベル３a事例共有
H28年度ヒヤリハット集計結果（資料参照）と改善策のまとめ（別紙参照）
『ジーコードホルダー』の紹介

活動報告

・毎月の委員会開催で前月分のヒヤリハット集計報告、事例紹介、その他検討
・環境ラウンド２回/年　、指摘箇所の改善策等
・啓蒙ポスター発行２回/年
・院内医療安全必須研修会４回/年開催と研修会後振り返り用紙のまとめ
・日本マネジメント学会鳥取支部学術集会参加（２名）
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１３．院内感染対策委員会

開催状況

会議名 開催年月日
出席者
人   数

第1回 H28.5.11 13名

第2回 H28.6.8 11名

第3回 H28.7.13 11名

第4回 H28.8.10 9名

第5回 H28.9.14 10名

第6回 H28.10.12 8名

第7回 H28.11.9 11名

第8回 H29.1.11 12名

第9回 H29.3.8 10名

第10回 H29.4.12 7名

活動報告

・山陰インフェクションコントロールセミナー　参加（5/28・10/1）
・感染制御総合カンファレンス　参加（8/6）
・鳥取感染対策セミナー　参加（11/11）
・鳥取県院内感染対策講習会（11/12：長尾加）
・西部圏域感染制御地域支援ネットワーク会議　参加（2/20）
・環境感染学会　発表（2/24～25）　住田・山形・長尾加
・マニュアルの改訂・周知

（１）ＩＣＴ委員会
開催状況

会議名 開催年月日 出席者
人   数

第1回 H28.5.30 11名

第2回 H28.9.30 4名

活動報告

・院内ラウンド　４２回
・感染情報レポート　随時
・院内研修会
・合同カンファレンス　参加
・鳥取県院内感染サーベイランス　参加

針刺し事例、研修会、リンクナース・マニュアル変更

内容

感染状況・インフルエンザ・平成２７年度各種データ・平成２７年度反省・平
成２８年度目標など

感染状況・抗菌薬使用状況・県院内感染サーベイランス・感染防止対策加
算など

感染状況・抗菌薬使用状況・合同カンファレンス・ＪＡＮＩＳ・ワクチン接種な
ど

感染状況・サーベイランス・県院内感染サーベイランスなど

感染状況・サーベイランス・合同カンファレンス・県院内感染サーベイランス
など

感染状況・サーベイランス・針刺し事故・マニュアル変更など

感染状況・サーベイランス・養和病院ラウンド・来年度予算・機能評価など

感染状況・サーベイランス・針刺し事故・クロストリジウム・インフルエンザな
ど

感染状況・サーベイランス・インフルエンザ・麻疹・機能評価など

感染状況・サーベイランス・合同カンファレンス・福祉保健局など

内容

要綱について・院内ラウンド・カンファレンス・研修会・リンクナースより
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１４．労働安全衛生委員会

開催状況

会議名開催年月日
出席者
人   数

内容

第1回 H28.5.30 9名 春の職員健診受診状況について報告

第2回 H28.6.27 8名 職員健診フローについて見直し

ストレスチェック実施者養成研修修了の報告

第3回 H28.7.25 8名 職員健診要再検査未受診者への所属長からの通知依頼

職員健診フロー（案）について

第4回 H28.8.22 8名 ストレスチェック準備について

第5回 H29.9.26 5名 ストレスチェックについて

職員インフルエンザ接種について

第6回 H28.10.24 4名 特定従事者健診について

職員インフルエンザ接種について

第7回 H28.11.28 6名 職員インフルエンザ接種の状況について

職員健診時問診票について

第8回 H28.12.21 7名 院内ラウンドについて

第9回 H29.1.23 7名 職員の有給休暇消化について

第10回 H29.2.27 7名 春の職員健診について

第11回 H29.3.27 6名 春の職員健診日程について

第12回 H29.4.28 6名 院内ラウンドについて

68



１５．診療記録管理委員会

開催状況

会議名 開催年月日 出席
者

人   数第1回 H28.5.19 9名

第2回 H28.11.18 9名 院内統一略語病名について

第3回 H29.3.16 9名 院内統一略語病名について

活動報告

内容

今年度委員会目標の設定

・院内統一略語病名を作成に取り組むも策定に至らず。
・引き続き取り組みを継続する。
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１６．サービス推進委員会

開催状況

会議名開催年月日出席者
人   数

内容

第1回 H28.5.12 16名 ・委員会の開催方法について
・イベント関係・広報関係・地域貢献関係のメンバー構成の確認について
・平成28年度の目標の提出期限について

第2回 H28.6.2 10名 ・日野町広報5月号(看護師募集）・ホームページ・ブログの更新について
・せせらぎ56号発行の報告
・地域貢献関係の今年度のテーマや担当者について
・各イベント担当の決定について
・納涼会（7/22開催予定）について
・各ワーキング部門目標の確認について
・こいのぼりの片づけ・七夕飾りつけ予定について

第3回 H28.7.7 13名 ・日野町広報誌6月号（職員募集と地域医療学講座学生の成果発表）について
・ホームページ・ブログの更新について
・看護宅配便について（5/15及び6/30の掲示、7/11の予定（江府町）
・7/22納涼会計画のお知らせ

第4回 H28.8.4 11名 ・7/15 広報委員会せせらぎ57号の議題について
・日野町広報誌7月号（納涼会のお知らせ）について
・看護宅配便について（8/18開催） 

第5回 H28.9.1 6名 ・日野町広報誌8月号（職員募集）について
・ホームページ・ブログの更新について
・宅配便ワーキング報告について（8/18）
・看護宅配便について（9/12江府町）
・イベント・ボーリング大会（10/29）参加申し込みについて

第6回 H28.10.6 10名 ・日野町広報誌9月号（病院長及び医師の交代）について
・せせらぎ57号発行の報告
・ホームページ・ブログの更新について
・町の保健活動に係る予算措置について（宅配便と絡められないか）
・クリスマス会予定（12/15）について

第7回 H28.11.10 6名 ・日野町広報誌１0月号（インフルエンザ予防接種）について
・ホームページ・ブログの更新について
・看護宅配便について（11/14江府町）
・イベント・ボーリング大会について（10/29）
・クリスマスの飾りつけについて（11/28実施、クリスマス会は12/15に実施予定）

第8回 H28.12.1 3名 ・日野町広報誌11月号（クリスマス会のおしらせ）について
・ホームページ・ブログの更新について
・クリスマス飾りつけ終了の報告
・クリスマス会の担当の確認について

第9回 H29.1.5 4名 ・日野町広報誌12月号（院長先生のコラム）について
・ホームページ・ブログ更新について
・クリスマス会の反省について
・看護の日のイベントの意見交換等について

第10回 H29.2.2 4名 ・日野町広報誌1月号（院長コラム(第2回））について
・ホームページ・ブログ更新について
・せせらぎ58号発行の報告
・看護宅配便について（1月は大雪の為中止、2/9日野町予定）
・正月飾りの片づけについて（1/31）

第11回 H29.3.9 5名 ・日野町広報誌2月号（院長コラム(第3回））について
・ホームページ・ブログ更新について
・ ひな人形飾りつけ（2/28、片づけ4/4）について

第12回 H29.4.6 10名 ・日野町広報誌2月号（院長コラム(第4回））について
・ホームページ・ブログ更新について
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・看護宅配便について（4/13日野町予定、5/13江府町予定）
・看護の日イベントについて
・平成28年ワーキングの部門目標評価提出について
・5月飾りについて

活動報告

・看護の日（5/12）
・納涼会（7/22）
・クリスマス会（12/15）

（１）広報関係

開催状況

会議名開催年月日出席者
人   数

内容

第1回 H28.7.15 4名 せせらぎ57号について

第2回 H28.11.11 3名 せせらぎ58号について

第3回 H29.3.10 4名 せせらぎ59号について

活動報告

・Ｈ28.9月　せせらぎ57号発行
・Ｈ28.10月　せせらぎ臨時号発行
・Ｈ29.1月　せせらぎ58号発行
・Ｈ29.3月　せせらぎ臨時号発行
・Ｈ29.5月　せせらぎ59号発行
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１７．接遇向上委員会

開催状況

会議名 開催年月日 出席者
人   数

第1回 H28.5.10 5名 新委員顔合わせ
平成２８年度部門別目標(委員会）の話し合いと年間計画の立案

第2回 H28.6.7 5名 職員対象の接遇研修会は１０月に開催予定
７月にセルフチェック予定(職員対象）

第3回 H28.7.5 6名 セルフチェック開催（7/11-7/20）
職員対象の研修テーマ決め

第4回 H28.8.2 4名 セルフチェック後の振り返りと反省

第5回 H28.10.4 6名 接遇研修10/19-10/20開催

第6回 H28.11.1 3名 接遇研修の振り返りと反省
次年度の方向性

第7回 H29.2.7 4名 次年度の方向性について

活動報告

内容

・接遇研修会
・アンケート(年２回）
・セルフチェック(年２回）
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１８．教育研修委員会

開催状況

会議名 開催年月日
出席者
人   数

第1回 H28.5.12 14名

第2回 H28.6.9 14名

第3回 H28.7.14 14名

第4回 H28.8.18 13名

第5回 H28.9.8 14名

第6回 H28.10.13 13名

第7回 H28.11.10 14名

第8回 H28.12.8 14名

第9回 H29.1.12 11名

第10回 H29.2.16 12名

第11回 H29.3.9 13名

第12回 H29.4.13 12名 平成28年度の活動振り返り

平成28年度年間研修スケジュールの決定および医療倫理研修会報告

医療安全研修会報告および孝田先生研修会の内容・日程決定

孝田先生の研修会報告および感染対策研修会・H27年度決算説明会への協力

接遇研修会への協力について

接遇研修会への欠席者へのレポートについて

医療安全研修会の延期について

内容

教育研修委員会の要綱および業務内容の確認

平成28年度年間研修スケジュール案の決定および医療倫理研修会の内容・日
程の決定

医療安全研修会へのレポートについて

人権学習研修会の方法について検討

人権学習研修会の日程検討
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１９．災害対策委員会

開催状況

会議名 開催年月日
出席者
人  数

第1回 H28.5.26 8名

第2回 H28.9.29 9名

第3回 H28.10.27 8名

第4回 H28.11.24 7名

第5回 H29.4.27 7名

全館停電に伴うセルフチェック項目について

平成２８年度目標の反省について
停電時検討事項における改善等について

内容

平成２８年度目標について
予定全館停電時の施設設備点検について

全館停電に伴う確認作業について
メール配信システム移行に伴う変更について

全館停電に伴う確認作業について
鳥取県中部地震時における対応について
災害支援ナース派遣時の身分保障について

74



開催年月日 研修会名 講師等 参加人数

H28.4.1

平成27年度新規採用職員オリエンテーション
①組織について
②公務員の心得について
③接遇について
④感染対策について
⑤医療安全対策について
⑥服務・勤務条件について

事務局長  生田 哲二
総務課長  頭本 保人
看護師  朝野 純子
臨床検査室長  長尾 孝夫
看護師長  竹永 真由美
総務課係長  小川 勝

4名

H28.6.16 医の倫理・コンプライアンス研修会
株式会社 ケイズ
圓山 真弘氏

45名

H28.6.22 BLS講習会 病院ＢＬＳチームスタッフ 10名

H28.7.21 BLS講習会 病院ＢＬＳチームスタッフ 10名

H28.8.17
      8.18

医療安全研修会
（安全対策）

田辺製薬株式会社
大江 和人氏

76名

H28.8.19 BLS講習会 病院ＢＬＳチームスタッフ 10名

H28.8.24
職員研修会
（最近の肝疾患診療について）

日野病院 副病院長
孝田 雅彦

59名

H28.9.9 感染対策研修会
日野病院 看護師
木村 理絵

32名

H28.9.16

平成28年度職員説明会
①決算状況について
②基本理念等について
③公務員の心得
④個人情報取扱規程について 他

事務局長 生田 哲二
総務課長 頭本 保人
医事課長 川上 靖

65名

H28.10.19
      10.20

接遇研修会
（患者さんとのコミュニケーションの大切さ）

株式会社セイエル顧客支援室
課長   清原 康典氏

63名

H28.12.21
医療安全研修会
（ＭＲＩ装置安全研修会）

ＧＥヘルスケアジャパン
河野 貴光氏

34名

H29.1.27 感染対策研修会
日野病院 看護師
木村 理絵

32名

H29.1.30
医療安全研修会
（災害時の医療機器を考える）

日野病院　臨床工学技士
河角 昌希

49名

H29.3.15
医療安全研修会
（お薬手帳120％活用法）

日野病院　薬剤管理室長
山本 直子

61名

H29.3.15
      3.16
      3.17

人権学習研修会
（声のかたち）

DVD研修 110名

H29.3.25 BLS講習会
江府消防署員
病院ＢＬＳチームスタッフ

6名

平成２８年度 院内研修会実施状況
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２、統 計
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患者統計
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Ⅰ．外来患者数統計

　１.地域別統計
（人）

総数 日野町 日南町 江府町 伯耆町 他県内 新見市 真庭市 新庄村 他県外

4,665 2,051 841 1,012 259 168 155 10 68 101

100.0 44.0 18.0 21.7 5.6 3.6 3.3 0.2 1.5 2.2

　２.年齢階層別統計
（人）

2,041 4 34 40 64 53 69 129 160 221 200 233 178 178 235 150 93

2,624 1 42 56 66 56 81 114 124 221 186 274 211 325 362 298 207

4,665 5 76 96 130 109 150 243 284 442 386 507 389 503 597 448 300

100.0 0.1 1.6 2.1 2.8 2.3 3.2 5.2 6.1 9.5 8.3 10.9 8.3 10.8 12.8 9.6 6.4

Ⅱ．入院患者数統計

　１.地域別統計
（人）

総数 日野町 日南町 江府町 伯耆町 他県内 新見市 真庭市 新庄村 他県外

687 303 87 171 59 17 28 7 9 6

100.0 44.1 12.7 24.9 8.6 2.5 4.1 1.0 1.3 0.9

２.診療科別・年齢階層別・入退院暦数
（人）

計 885 100.0 80.1 － 1 － 2 8 17 28 37 56 65 130 170 199 172

男 389 44.0 77.6 － 1 － 1 5 14 15 12 34 34 64 84 72 53

女 496 56.0 82.1 － － － 1 3 3 13 25 22 31 66 86 127 119

計 100.0 － 0.1 － 0.2 0.9 1.9 3.2 4.2 6.3 7.3 14.7 19.2 22.4 19.4

男 100.0 － 0.3 － 0.3 1.3 3.6 3.8 3.1 8.7 8.7 16.4 21.5 18.5 13.6

女 100.0 － － － 0.2 0.6 0.6 2.6 5.0 4.4 6.2 13.3 17.3 25.6 24.0

計 500 56.5 82.9 － － － 1 － 4 11 7 31 29 71 99 123 124

男 235 60.4 80.6 － － － － － 2 6 5 23 18 40 52 49 40

女 265 53.4 85.0 － － － 1 － 2 5 2 8 11 31 47 74 84

計 122 13.8 75.0 － － － 1 2 5 6 18 6 15 10 19 25 15

男 65 16.7 74.7 － － － 1 1 4 4 3 5 10 6 12 10 9

女 57 11.5 75.4 － － － － 1 1 2 15 1 5 4 7 15 6

計 205 23.2 76.7 － 1 － － 6 8 10 9 15 13 34 39 42 28

男 68 17.5 70.7 － 1 － － 4 8 4 2 4 4 12 16 9 4

女 137 27.6 79.7 － － － － 2 － 6 7 11 9 22 23 33 24

計 58 6.6 78.2 － － － － － － 1 3 4 8 15 13 9 5

男 21 5.4 75.9 － － － － － － 1 2 2 2 6 4 4 －

女 37 7.5 79.5 － － － － － － － 1 2 6 9 9 5 5

構成比(%)

※　実患者数（同一人が何度通院・入院しても1人）による

患者数（人）

※　実患者数（同一人が何度通院・入院しても1人）による

計

構成比(%)

区　　　分

総数

構成比
（％）

女

30-39
歳

40-49
歳

区　　　分

患者数（人）

構成比(%)

20-29
歳

1-4歳 90歳-

男

80-84
歳

区　　分 5-9歳
10-14

歳
15-19

歳
総数 0歳

65-69
歳

50-59
歳

60-64
歳

65-69歳10-14歳 75-79歳 80-84歳50-59歳 60-64歳

85-89
歳

70-74
歳

75-79
歳

平均年
齢

30-39歳総数
構成比
(%)

内科

0-9歳 85-89歳 90歳-

外科

整形外
科

眼科

15-19歳 20-29歳 70-74歳40-49歳
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３.診療科別・在院期間別・入退院暦数
（人）

計 885 100.0 29,746 33.5 203 178 151 82 165 60 24 18 3 1

男 389 44.0 12,322 31.6 97 91 60 31 60 29 10 10 1 －

女 496 56.0 17,424 35.1 106 87 91 51 105 31 14 8 2 1

計 100.0 22.9 20.1 17.0 9.2 18.6 6.8 2.7 2.0 0.3 0.1

男 100.0 24.9 23.3 15.4 7.9 15.4 7.4 2.6 2.6 0.3 －

女 100.0 21.4 17.5 18.3 10.3 21.2 6.2 2.8 1.6 0.4 0.2

計 500 56.5 18,502 36.9 128 99 86 43 79 29 19 15 2 1

男 235 60.4 8,447 35.9 62 48 35 23 32 18 7 9 1 －

女 265 53.4 10,055 37.8 66 51 51 20 46 11 12 6 1 1

計 122 13.8 3,881 31.8 35 29 11 10 20 12 1 3 1 －

男 65 16.7 1,761 27.1 15 20 8 3 11 6 1 1 － －

女 57 11.5 2,120 37.2 20 9 3 7 9 6 － 2 1 －

計 205 23.2 6,479 31.5 38 33 19 27 66 19 4 － － －

男 68 17.5 1,834 26.6 18 15 6 5 17 5 2 － － －

女 137 27.6 4,645 33.9 19 18 13 22 49 14 2 － － －

計 58 6.6 884 15.2 3 17 35 2 1 － － － － －

男 21 5.4 280 13.3 2 8 11 － － － － － － －

女 37 7.5 604 16.3 1 9 24 2 1 － － － － －

４.診療科別・退院月別・入退院暦数
（人）

計 885 100.0 68 53 82 65 70 71 68 74 92 70 76 96 103 －

男 389 44.0 32 24 38 27 33 25 33 31 44 31 31 40 50 －

女 496 56.0 36 29 44 38 37 46 35 43 48 39 45 56 53 －

計 100.0 7.7 6.0 9.3 7.3 7.9 8.0 7.7 8.4 10.4 7.9 8.6 10.8 11.6 －

男 100.0 8.2 6.2 9.8 6.9 8.5 6.4 8.5 8.0 11.3 8.0 8.0 10.3 12.9 －

女 100.0 7.3 5.8 8.9 7.7 7.5 9.3 7.1 8.7 9.7 7.9 9.1 11.3 10.7 －

計 500 56.5 31 32 47 33 41 35 40 47 48 43 47 57 88 －

男 235 60.4 17 20 23 15 18 14 19 21 25 18 20 25 41 －

女 265 53.4 14 12 24 18 23 21 21 26 23 25 27 31 47 －

計 122 13.8 15 5 7 12 12 11 8 12 10 6 10 14 14 －

男 65 16.7 11 2 4 4 8 5 7 4 6 3 6 5 8 －

女 57 11.5 4 3 3 8 4 6 1 8 4 3 4 9 6 －

計 205 23.2 19 14 19 13 16 18 16 10 26 21 14 20 1 －

男 68 17.5 4 2 8 3 6 3 6 5 10 10 4 7 1 －

女 137 27.6 15 12 11 10 10 15 10 5 16 10 10 13 － －

計 58 6.6 3 2 9 7 1 7 4 5 8 1 5 6 － －

男 21 5.4 － － 3 5 1 3 1 1 3 － 1 3 － －

女 37 7.5 3 2 6 2 － 4 3 4 5 1 4 3 － －

総数

構成比
（％）

死亡 剖検10月 11月

眼科

内科

外科

整形外
科

9月

16-22日 23-31日

総数
構成比
(%)

延べ在
院日数

整形外
科

眼科

4月 5月

1-8日

構成比
（％）

6月

内科

外科

総数

62-91日32-61日

12月 1月

1-2年3-6ヶ月 2年-9-15日総数
構成比
(%)

7月 2月 3月

平均在
院日数

8月

6ヶ月-1
年
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疾病統計（入院患者）
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疾病大分類別・診療科別・病名数

計 885 100.0 500 122 205 58
男 389 44.0 235 65 68 21
女 496 56.0 265 57 137 37
計 100.0 56.5 13.8 23.2 6.6
男 100.0 60.4 16.7 17.5 5.4
女 100.0 53.4 11.5 27.6 7.5
計 25 2.8 23 2 － －
男 8 2.1 7 1 － －
女 17 3.4 16 1 － －
計 70 7.9 31 39 － －
男 34 8.7 16 18 － －
女 36 7.3 15 21 － －
計 4 0.5 3 1 － －
男 － － － － － －
女 4 0.8 3 1 － －
計 40 4.5 37 2 1 －
男 22 5.7 20 2 － －
女 18 3.6 17 － 1 －
計 12 1.4 10 2 － －
男 6 1.5 5 1 － －
女 6 1.2 5 1 － －
計 24 2.7 14 1 9 －
男 7 1.8 4 － 3 －
女 17 3.4 10 1 6 －
計 56 6.3 － － － 56
男 20 5.1 － － － 20
女 36 7.3 － － － 36
計 3 0.3 3 － － －
男 － － － － － －
女 3 0.6 3 － － －
計 76 8.6 68 8 － －
男 30 7.7 27 3 － －
女 46 9.3 41 5 － －
計 135 15.3 134 1 － －
男 70 18.0 69 1 － －
女 65 13.1 65 － － －
計 86 9.7 52 34 － －
男 49 12.6 27 22 － －
女 37 7.5 25 12 － －
計 20 2.3 6 11 2 1
男 8 2.1 3 4 1 －
女 12 2.4 3 7 1 1
計 48 5.4 4 － 44 －
男 21 5.4 2 － 19 －
女 27 5.4 2 － 25 －
計 34 3.8 34 － － －
男 11 2.8 11 － － －
女 23 4.6 23 － － －
計 － － － － － －
男 － － － － － －
女 － － － － － －
計 － － － － － －
男 － － － － － －
女 － － － － － －
計 － － － － － －
男 － － － － － －
女 － － － － － －
計 61 6.9 51 7 3 －
男 28 7.2 20 5 3 －
女 33 6.7 31 2 － －
計 154 17.4 14 12 127 1
男 52 13.4 11 6 34 1
女 102 20.6 3 6 93 －
計 － － － － － －
男 － － － － － －
女 － － － － － －
計 37 4.2 16 2 19 －
男 23 5.9 13 2 8 －
女 14 2.8 3 － 11 －
計 － － － － － －
男 － － － － － －
女 － － － － － －

眼科総数 構成比(%)

総数

Ⅰ 感染症及び寄生虫症

内科 外科 整形外

構成比（％）

Ⅱ 新生物

Ⅲ
血液及び造血器の疾患並び
に免疫機構の障害

Ⅳ 内分泌、栄養及び代謝疾患

Ⅴ 精神及び行動の障害

Ⅵ 神経系の疾患

Ⅶ 眼及び付属器の疾患

Ⅷ 耳及び乳様突起の疾患

Ⅸ 循環器系の疾患

Ⅹ 呼吸器系の疾患

ⅩⅠ 消化器系の疾患

ⅩⅡ 皮膚及び皮下組織の疾患

ⅩⅢ
筋骨格系及び結合組織の疾
患

ⅩⅣ 腎尿路生殖器系の疾患

ⅩⅤ
妊娠、分娩及び産じょく＜
褥＞

ⅩⅥ 周産期に発生した病態

ⅩⅦ
先天奇形、変形及び染色体
異常

ⅩⅧ
症状、徴候及び異常臨床所
見・異常検査所見で他に分
類されないもの

ⅩⅨ
損傷、中毒及びその他の外
因の影響

ⅩⅩ 傷病及び死亡の外因

ⅩⅩⅠ
健康状態に影響を及ぼす要
因及び保健サービスの利用

ⅩⅩⅡ 特殊目的用コード
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ＩＣＤ１０コード別・診療科別・病名数

計 885 100.0 500 122 205 58
男 389 44.0 235 65 68 21
女 496 56.0 265 57 137 37
計 100.0 56.5 13.8 23.2 6.6
男 100.0 60.4 16.7 17.5 5.4
女 100.0 53.4 11.5 27.6 7.5
計 11 1.2 9 2 － －
男 3 0.8 2 1 － －
女 8 1.6 7 1 － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 3 0.3 3 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 6 0.7 6 － － －
男 2 0.5 2 － － －
女 4 0.8 4 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 3 0.3 － 3 － －
男 3 0.8 － 3 － －
女 － － － － － －
計 3 0.3 － 3 － －
男 3 0.8 － 3 － －
女 － － － － － －
計 7 0.8 1 6 － －
男 3 0.8 1 2 － －
女 4 0.8 － 4 － －
計 7 0.8 － 7 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 6 1.2 － 6 － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 2 0.2 － 2 － －
男 2 0.5 － 2 － －
女 － － － － － －
計 5 0.6 3 2 － －
男 4 1.0 2 2 － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 2 0.2 1 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －

A09
感染症と推定される下痢及び胃腸
炎

内科 外科 整形外 眼科総数 構成比(%)

総数

構成比（％）

A481 レジオネラ症＜在郷軍人病＞

B029 帯状疱疹、合併症を伴わないもの

B182 慢性Ｃ型ウイルス肝炎

A162
肺結核、細菌学的又は組織学的確
認の記載がないもの

A310 肺非結核性抗酸菌感染症

A419 敗血症、詳細不明

C169 胃、部位不明【胃の悪性新生物】

C182 上行結腸【結腸の悪性新生物】

C184 横行結腸【結腸の悪性新生物】

B810 アニサキス症

C151 胸部食道【食道の悪性新生物】

C159
食道、部位不明【食道の悪性新生
物】

C220
肝癌【肝及び肝内胆管の悪性新生
物】

C23 胆のう＜嚢＞の悪性新生物

C240
肝外胆管【その他及び部位不明の
胆道の悪性新生物】

C187 Ｓ状結腸【結腸の悪性新生物】

C189
結腸、部位不明【結腸の悪性新生
物】

C20 直腸の悪性新生物

C259 膵、部位不明【膵の悪性新生物】

C341
上葉、気管支又は肺【気管支及び
肺の悪性新生物】
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ＩＣＤ１０コード別・診療科別・病名数

内科 外科 整形外 眼科総数 構成比(%)

計 16 1.8 8 8 － －
男 6 1.5 6 － － －
女 10 2.0 2 8 － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － 1 － －
計 2 0.2 2 － － －
男 － － － － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 3 0.3 3 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 2 0.2 1 1 － －
男 1 0.3 1 － － －
女 1 0.2 － 1 － －
計 2 0.2 2 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － 1 － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － 1 － －
計 2 0.2 2 － － －
男 － － － － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 8 0.9 8 － － －
男 6 1.5 6 － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 10 1.1 9 1 － －
男 8 2.1 7 1 － －
女 2 0.4 2 － － －
計 2 0.2 2 － － －
男 － － － － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 2 0.2 2 － － －
男 2 0.5 2 － － －
女 － － － － － －

C509
乳房、部位不明【乳房の悪性新生
物】

C539
子宮頸（部）、部位不明【子宮頸
（部）の悪性新生物】

C56 卵巣の悪性新生物

C349
気管支又は肺、部位不明【気管支
及び肺の悪性新生物】

C779
リンパ節、部位不明【リンパ節の
続発性及び部位不明の悪性新生
物】

C780 肺の続発性悪性新生物

C80 部位の明示されない悪性新生物

C61 前立腺の悪性新生物

C679
膀胱、部位不明【膀胱の悪性新生
物】

C770
頭部、顔面及び頸部リンパ節【リ
ンパ節の続発性及び部位不明の悪
性新生物】

D391
卵巣【女性生殖器の性状不詳又は
不明の新生物】

D469
骨髄異形成症候群、詳細不明【骨
髄異形成症候群】

D509 鉄欠乏性貧血、詳細不明

C859 非ホジキンリンパ腫、型不明

D371
胃【口腔及び消化器の性状不詳又
は不明の新生物】

D377
その他の消化器【口腔及び消化器
の性状不詳又は不明の新生物】

E14 詳細不明の糖尿病

E142
腎合併症を伴うもの【詳細不明の
糖尿病】

E145
末梢循環合併症を伴うもの【詳細
不明の糖尿病】

D619 無形成性貧血、詳細不明

D649 貧血、詳細不明

E11
インスリン非依存性糖尿病＜ＮＩ
ＤＤＭ＞

E162 低血糖症、詳細不明
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ＩＣＤ１０コード別・診療科別・病名数

内科 外科 整形外 眼科総数 構成比(%)

計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 16 1.8 16 － － －
男 5 1.3 5 － － －
女 11 2.2 11 － － －
計 5 0.6 4 1 － －
男 2 0.5 2 － － －
女 3 0.6 2 1 － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 4 0.5 4 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 3 0.6 3 － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 2 0.2 1 1 － －
男 1 0.3 1 － － －
女 1 0.2 － 1 － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 2 0.2 2 － － －
男 2 0.5 2 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 4 0.5 2 － 2 －
男 － － － － － －
女 4 0.8 2 － 2 －
計 3 0.3 3 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 2 0.2 － － 2 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 1 0.2 － － 1 －
計 4 0.5 － － 4 －
男 2 0.5 － － 2 －
女 2 0.4 － － 2 －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 3 0.3 3 － － －
男 － － － － － －
女 3 0.6 3 － － －
計 4 0.5 － － － 4
男 1 0.3 － － － 1
女 3 0.6 － － － 3
計 52 5.9 － － － 52
男 19 4.9 － － － 19
女 33 6.7 － － － 33
計 2 0.2 2 － － －
男 － － － － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －

F03 詳細不明の認知症

F100
急性中毒【アルコール使用＜飲酒
＞による精神及び行動の障害】

F102
依存症候群【アルコール使用＜飲
酒＞による精神及び行動の障害】

E639 栄養欠乏症、詳細不明

E86 体液量減少（症）

G309 アルツハイマー病、詳細不明

G408 その他のてんかん

G450 椎骨脳底動脈症候群

F411 全般性不安障害

F509 摂食障害、詳細不明

G20 パーキンソン病

G562 尺骨神経の病変

G570 坐骨神経の病変

G908 自律神経系のその他の障害

G459 一過性脳虚血発作、詳細不明

G473 睡眠時無呼吸

G560 手根管症候群

H810 メニエール病

H814 中枢性めまい＜眩暈（症）＞

I00
心臓併発症の記載のないリウマチ
熱

G931
無酸素性脳損傷、他に分類されな
いもの

H110 翼状片

H259 老人性白内障、詳細不明
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ＩＣＤ１０コード別・診療科別・病名数

内科 外科 整形外 眼科総数 構成比(%)

計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 2 0.2 2 － － －
男 － － － － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 5 0.6 5 － － －
男 2 0.5 2 － － －
女 3 0.6 3 － － －
計 37 4.2 36 1 － －
男 10 2.6 10 － － －
女 27 5.4 26 1 － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 3 0.3 3 － － －
男 3 0.8 3 － － －
女 － － － － － －
計 11 1.2 11 － － －
男 6 1.5 6 － － －
女 5 1.0 5 － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － 1 － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － 1 － －
計 2 0.2 － 2 － －
男 － － － － － －
女 2 0.4 － 2 － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 2 0.2 2 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 2 0.2 2 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －

I319 心膜の疾患、詳細不明

I460 蘇生に成功した心停止

I469 心停止、詳細不明

I214 急性心内膜下心筋梗塞

I219 急性心筋梗塞、詳細不明

I313 心膜滲出液（非炎症性）

I500 うっ血性心不全

I509 心不全、詳細不明

I614 小脳の脳内出血

I472 心室（性）頻拍（症）

I48 心房細動及び粗動

I499 不整脈、詳細不明

I709
全身性及び詳細不明のアテローム
＜じゅく＜粥＞状＞硬化（症）

I749
詳細不明の動脈の塞栓症及び血栓
症

I831 炎症を伴う下肢の静脈瘤

I638 その他の脳梗塞

I639 脳梗塞、詳細不明

I702
（四）肢の動脈のアテローム＜
じゅく＜粥＞状＞硬化（症）

J13 肺炎レンサ球菌による肺炎

J180 気管支肺炎、詳細不明

I951 起立性低血圧（症）

J101
その他の呼吸器症状を伴うインフ
ルエンザ、インフルエンザウイル
スが分離されたもの

J111
その他の呼吸器症状を伴うインフ
ルエンザ、インフルエンザウイル
スが分離されないもの
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ＩＣＤ１０コード別・診療科別・病名数

内科 外科 整形外 眼科総数 構成比(%)

計 50 5.6 50 － － －
男 27 6.9 27 － － －
女 23 4.6 23 － － －
計 6 0.7 6 － － －
男 3 0.8 3 － － －
女 3 0.6 3 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 2 0.2 2 － － －
男 － － － － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 8 0.9 8 － － －
男 7 1.8 7 － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 4 0.5 4 － － －
男 4 1.0 4 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 3 0.3 3 － － －
男 － － － － － －
女 3 0.6 3 － － －
計 37 4.2 36 1 － －
男 15 3.9 14 1 － －
女 22 4.4 22 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 2 0.2 2 － － －
男 2 0.5 2 － － －
女 － － － － － －
計 2 0.2 2 － － －
男 2 0.5 2 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 2 0.2 2 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 3 0.3 3 － － －
男 3 0.8 3 － － －
女 － － － － － －
計 3 0.3 3 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －

J189 肺炎、詳細不明

J42 詳細不明の慢性気管支炎

J441
急性増悪を伴う慢性閉塞性肺疾
患、詳細不明

J449 慢性閉塞性肺疾患、詳細不明

J209 急性気管支炎、詳細不明

J219 急性細気管支炎、詳細不明

J40
気管支炎、急性又は慢性と明示さ
れないもの

J80
成人呼吸窮＜促＞迫症候群＜ＡＲ
ＤＳ＞

J841
肺線維症を伴うその他の間質性肺
疾患

J849 間質性肺疾患、詳細不明

J459 喘息、詳細不明

J46 喘息発作重積状態

J690 食物及び吐物による肺臓炎

J961 慢性呼吸不全

J980
気管支の疾患、他に分類されない
もの

J988 その他の明示された呼吸器障害

J869 瘻（孔）を伴わない膿胸（症）

J90 胸水、他に分類されないもの

J939 気胸、詳細不明

K259
急性又は慢性の別不明、出血又は
穿孔を伴わないもの【胃潰瘍】

K121 その他の型の口内炎

K210 食道炎を伴う胃食道逆流症

K254
慢性又は詳細不明、出血を伴うも
の【胃潰瘍】
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ＩＣＤ１０コード別・診療科別・病名数

内科 外科 整形外 眼科総数 構成比(%)

計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 6 0.7 － 6 － －
男 6 1.5 － 6 － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 2 0.2 2 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 4 0.5 － 4 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 3 0.6 － 3 － －
計 2 0.2 2 － － －
男 － － － － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 6 0.7 2 4 － －
男 3 0.8 － 3 － －
女 3 0.6 2 1 － －
計 3 0.3 2 1 － －
男 － － － － － －
女 3 0.6 2 1 － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 3 0.3 3 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 2 0.2 1 1 － －
男 － － － － － －
女 2 0.4 1 1 － －
計 11 1.2 11 － － －
男 9 2.3 9 － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 3 0.3 1 2 － －
男 1 0.3 1 － － －
女 2 0.4 － 2 － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 4 0.5 4 － － －
男 2 0.5 2 － － －
女 2 0.4 2 － － －

K296 その他の胃炎

K318
胃及び十二指腸のその他の明示さ
れた疾患

K449
横隔膜ヘルニア、閉塞又はえ＜壊
＞疽を伴わないもの

K550 腸の急性血行障害

K559 腸の血行障害、詳細不明

K359 急性虫垂炎、詳細不明

K37 詳細不明の虫垂炎

K409
一側性又は患側不明のそけい＜鼡
径＞ヘルニア、閉塞又はえ＜壊＞
疽を伴わないもの

K573
穿孔又は膿瘍を伴わない大腸の憩
室性疾患

K579 腸の憩室性疾患、部位不明

K589 下痢を伴わない過敏性腸症候群

K562 軸捻（転）

K566 その他及び詳細不明の腸閉塞

K567 イレウス、詳細不明

K626 肛門及び直腸の潰瘍

K635 大腸＜結腸＞のポリープ

K650 急性腹膜炎

K590 便秘

K610 肛門膿瘍

K623 直腸脱

K659 腹膜炎、詳細不明

K703 アルコール性肝硬変

K729 肝不全、詳細不明
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ＩＣＤ１０コード別・診療科別・病名数

内科 外科 整形外 眼科総数 構成比(%)

計 3 0.3 3 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 2 0.2 － 2 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 1 0.2 － 1 － －
計 3 0.3 － 3 － －
男 3 0.8 － 3 － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 2 0.2 2 － － －
男 2 0.5 2 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － 1 － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 4 0.5 3 1 － －
男 2 0.5 2 － － －
女 2 0.4 1 1 － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 2 0.2 － 2 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 1 0.2 － 1 － －
計 2 0.2 2 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 2 0.2 2 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － 1 － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 7 0.8 3 2 1 1
男 4 1.0 2 2 － －
女 3 0.6 1 － 1 1
計 2 0.2 － 2 － －
男 － － － － － －
女 2 0.4 － 2 － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － 1 － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 6 0.7 2 4 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 5 1.0 2 3 － －
計 1 0.1 － － 1 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 － － － － － －
計 2 0.2 － － 2 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 1 0.2 － － 1 －
計 3 0.3 － － 3 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 2 0.4 － － 2 －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －

K746 その他及び詳細不明の肝硬変

K801
その他の胆のう＜嚢＞炎を伴う胆
のう＜嚢＞結石

K802
胆のう＜嚢＞炎を伴わない胆のう
＜嚢＞結石

K828
胆のう＜嚢＞のその他の明示され
た疾患

K830 胆管炎

K85 急性膵炎

K805
胆管炎又は胆のう＜嚢＞炎を伴わ
ない胆管結石

K810 急性胆のう＜嚢＞炎

K819 胆のう＜嚢＞炎、詳細不明

L022
体幹の皮膚膿瘍、せつ＜フルンケ
ル＞及びよう＜カルブンケル＞

L023
殿部の皮膚膿瘍、せつ＜フルンケ
ル＞及びよう＜カルブンケル＞

L039 蜂巣炎＜蜂窩織炎＞、詳細不明

K913 術後腸閉塞

K921 メレナ

K922 胃腸出血、詳細不明

L89 じょく＜褥＞瘡性潰瘍

L984
皮膚の慢性潰瘍、他に分類されな
いもの

M0690
関節リウマチ、詳細不明（慢性関
節リウマチ）

L120 水疱性類天疱瘡

L309 皮膚炎、詳細不明

L509 じんま＜蕁麻＞疹、詳細不明

M1126
その他の軟骨石灰化症（膝関節偽
痛風）

M1128
その他の軟骨石灰化症（頚椎偽痛
風）
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ＩＣＤ１０コード別・診療科別・病名数

内科 外科 整形外 眼科総数 構成比(%)

計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 14 1.6 － － 14 －
男 3 0.8 － － 3 －
女 11 2.2 － － 11 －
計 1 0.1 － － 1 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 － － － － － －
計 2 0.2 1 － 1 －
男 － － － － － －
女 2 0.4 1 － 1 －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 1 0.1 － － 1 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 － － － － － －
計 2 0.2 － － 2 －
男 2 0.5 － － 2 －
女 － － － － － －
計 2 0.2 － － 2 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 1 0.2 － － 1 －
計 7 0.8 － － 7 －
男 4 1.0 － － 4 －
女 3 0.6 － － 3 －
計 3 0.3 － － 3 －
男 2 0.5 － － 2 －
女 1 0.2 － － 1 －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 － － 1 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － － 1 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － － 1 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 － － － － － －
計 6 0.7 6 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 5 1.0 5 － － －
計 6 0.7 6 － － －
男 2 0.5 2 － － －
女 4 0.8 4 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －

M169 股関節症、詳細不明

M179 膝関節症、詳細不明

M2441
関節の反復性脱臼及び亜脱臼（習
慣性肩脱臼）

M1311
単(発性)関節炎、他に分類されな
いもの（肩関節炎）

M4786 その他の脊椎症（腰椎症）

M4788 その他の脊椎症（仙腸関節症）

M4806
脊柱管狭窄（症）（腰部脊柱管狭
窄症）

M4659
その他の感染性脊椎障害（化膿性
脊椎炎）

M4698
炎症性脊椎障害、詳細不明（仙腸
関節炎）

M4712
ミエロパチ＜シ＞ー＜脊髄障害＞
を伴うその他の脊椎症（頚髄症）

M678
滑膜及び腱のその他の明示された
障害

M7928
神経痛及び神経炎、詳細不明（頚
部神経痛）

M8418
骨折の骨癒合不全[偽関節]（腰椎
偽関節）

M5456 下背部痛（腰痛症）

M6259
筋の消耗及び萎縮、他に分類され
ないもの（筋萎縮症）

M6543
橈骨茎状突起腱鞘炎[ドゥ ケルバ
ン病]（ドゥ・ケルバン腱鞘炎）

N12
尿細管間質性腎炎、急性又は慢性
と明示されないもの

N142
詳細不明の薬物、薬剤又は生物学
的製剤により誘発された腎症＜ネ
フロパシー＞

N179 急性腎不全、詳細不明

M8705
骨の特発性無菌＜腐＞性え＜壊＞
死（特発性大腿骨頭壊死）

M8785
その他の骨え＜壊＞死（大腿骨頭
壊死）

N10 急性尿細管間質性腎炎

N188 その他の慢性腎不全
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ＩＣＤ１０コード別・診療科別・病名数

内科 外科 整形外 眼科総数 構成比(%)

計 3 0.3 3 － － －
男 2 0.5 2 － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 13 1.5 13 － － －
男 2 0.5 2 － － －
女 11 2.2 11 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 2 0.2 2 － － －
男 2 0.5 2 － － －
女 － － － － － －
計 2 0.2 1 － 1 －
男 2 0.5 1 － 1 －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 3 0.3 3 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 4 0.5 2 2 － －
男 4 1.0 2 2 － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 2 0.2 1 － 1 －
男 2 0.5 1 － 1 －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 3 0.3 3 － － －
男 2 0.5 2 － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 12 1.4 12 － － －
男 3 0.8 3 － － －
女 9 1.8 9 － － －
計 6 0.7 6 － － －
男 2 0.5 2 － － －
女 4 0.8 4 － － －
計 2 0.2 1 － 1 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － 1 － －
計 7 0.8 6 1 － －
男 3 0.8 3 － － －
女 4 0.8 3 1 － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －

N288
腎及び尿管のその他の明示された
障害

N319
神経因性膀胱(機能障害)、詳細不
明

N390 尿路感染症、部位不明

N189 慢性腎不全、詳細不明

N19 詳細不明の腎不全

R103
下腹部のその他の部位に限局した
疼痛

R104 その他及び詳細不明の腹痛

R11 悪心及び嘔吐

R05 咳

R060 呼吸困難

R090 窒息

R31 詳細不明の血尿

R33 尿閉

R402 昏睡、詳細不明

R18 腹水

R221
限局性腫脹、腫瘤及び塊【皮膚及
び皮下組織の限局性腫脹、腫瘤及
び塊】

R268
歩行及び移動のその他及び詳細不
明の異常

R53 倦怠(感)及び疲労

R54 老衰

R55 失神及び虚脱

R42 めまい＜眩暈＞感及びよろめき感

R509 発熱、詳細不明

R51 頭痛
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ＩＣＤ１０コード別・診療科別・病名数

内科 外科 整形外 眼科総数 構成比(%)

計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 3 0.3 3 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 2 0.2 2 － － －
男 － － － － － －
女 2 0.4 2 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 2 0.2 － 2 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 1 0.2 － 1 － －
計 2 0.2 － 2 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 1 0.2 － 1 － －
計 1 0.1 － － 1 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － － － 1
男 1 0.3 － － － 1
女 － － － － － －
計 4 0.5 2 2 － －
男 4 1.0 2 2 － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － － 1 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － － 1 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 － － － － － －
計 5 0.6 － － 5 －
男 2 0.5 － － 2 －
女 3 0.6 － － 3 －
計 1 0.1 － － 1 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 － － － － － －
計 4 0.5 － 2 2 －
男 3 0.8 － 2 1 －
女 1 0.2 － － 1 －
計 30 3.4 1 － 29 －
男 11 2.8 － － 11 －
女 19 3.8 1 － 18 －
計 2 0.2 － － 2 －
男 － － － － － －
女 2 0.4 － － 2 －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 7 0.8 － 1 6 －
男 － － － － － －
女 7 1.4 － 1 6 －
計 3 0.3 － － 3 －
男 3 0.8 － － 3 －
女 － － － － － －

R630 食欲不振

R633 栄養補給の困難及び不適当な管理

R634 異常体重減少

R568
その他及び詳細不明のけいれん＜
痙攣＞

R58 出血、他に分類されないもの

R601 全身性浮腫

S011 眼瞼及び眼球周囲部の開放創

S051 眼球及び眼窩組織の挫傷

S065 外傷性硬膜下出血

R730 ブドウ糖負荷試験異常

S000 頭皮の表在損傷

S010 頭皮の開放創

S2200 胸椎骨折（胸椎横突起骨折）

S2220 胸骨骨折（胸骨骨折）

S2230 肋骨骨折（肋骨骨折）

S068 その他の頭蓋内損傷

S1210 第２頸椎骨折（ハングマン骨折）

S134 頸椎の捻挫及びストレイン

S3250 恥骨骨折（恥骨骨折）

S4200 鎖骨骨折（鎖骨骨幹部骨折

S3200 腰椎骨折（腰椎脱臼骨折）

S3210 仙骨骨折（仙骨亀裂骨折）

S3240 寛骨臼骨折（寛骨臼骨折）
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ＩＣＤ１０コード別・診療科別・病名数

内科 外科 整形外 眼科総数 構成比(%)

計 3 0.3 － － 3 －
男 － － － － － －
女 3 0.6 － － 3 －
計 2 0.2 － － 2 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 1 0.2 － － 1 －
計 1 0.1 － － 1 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － － 1 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 7 0.8 － － 7 －
男 － － － － － －
女 7 1.4 － － 7 －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 2 0.2 － － 2 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 1 0.2 － － 1 －
計 5 0.6 － － 5 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 4 0.8 － － 4 －
計 17 1.9 － － 17 －
男 3 0.8 － － 3 －
女 14 2.8 － － 14 －
計 2 0.2 － － 2 －
男 － － － － － －
女 2 0.4 － － 2 －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 2 0.2 － － 2 －
男 － － － － － －
女 2 0.4 － － 2 －
計 5 0.6 － － 5 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 4 0.8 － － 4 －
計 5 0.6 － － 5 －
男 － － － － － －
女 5 1.0 － － 5 －
計 2 0.2 － － 2 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 1 0.2 － － 1 －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 2 0.2 － － 2 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 1 0.2 － － 1 －
計 2 0.2 － － 2 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 1 0.2 － － 1 －

S4220
上腕骨近位端骨折（上腕骨骨頭骨
折）

S5220 尺骨骨幹部骨折（尺骨亀裂骨折）

S5250 橈骨遠位端骨折（バートン骨折）

S531 肘の脱臼、詳細不明

S4230 上腕骨骨幹部骨折（上腕骨骨折）

S499 肩及び上腕の詳細不明の損傷

S519 前腕の開放創、部位不明

S7200
大腿骨頸部骨折（大腿骨頭部内側
骨折）

S7210
転子貫通骨折（大腿骨転子部骨
折）

S7290
大腿骨骨折、部位不明（大腿骨骨
折）

S534 肘の捻挫及びストレイン

S6230
その他の中手骨骨折（中手骨骨
折）

S701 大腿の挫傷

S8200 膝蓋骨骨折（膝関節骨折）

S8210
脛骨近位端骨折（脛骨膝関節内骨
折）

S8260 外果骨折（デュピトラン骨折）

S730 股関節脱臼

S800 膝の挫傷

S810 膝の開放創

S9220
その他の足根骨の骨折（足立方骨
骨折）

S8280
下腿のその他の部位の骨折（果部
骨折）

S832 半月裂傷＜断裂＞、新鮮損傷

S9200 踵骨骨折（踵骨開放骨折）
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ＩＣＤ１０コード別・診療科別・病名数

内科 外科 整形外 眼科総数 構成比(%)

計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 2 0.2 － 2 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 1 0.2 － 1 － －
計 3 0.3 － － 3 －
男 － － － － － －
女 3 0.6 － － 3 －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 4 0.5 4 － － －
男 4 1.0 4 － － －
女 － － － － － －
計 2 0.2 2 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 － 1 － －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － 1 － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 4 0.5 － 1 3 －
男 1 0.3 － － 1 －
女 3 0.6 － 1 2 －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －
計 1 0.1 － 1 － －
男 1 0.3 － 1 － －
女 － － － － － －
計 1 0.1 1 － － －
男 1 0.3 1 － － －
女 － － － － － －
計 5 0.6 － － 5 －
男 3 0.8 － － 3 －
女 2 0.4 － － 2 －
計 26 2.9 12 1 13 －
男 16 4.1 10 1 5 －
女 10 2.0 2 － 8 －
計 3 0.3 3 － － －
男 2 0.5 2 － － －
女 1 0.2 1 － － －
計 1 0.1 － － 1 －
男 － － － － － －
女 1 0.2 － － 1 －

S9230 中足骨骨折（中足骨亀裂骨折）

T009 多発性表在損傷、詳細不明

T136 下肢の外傷性切断、部位不明

T179 気道内異物、部位不明

T630
ヘビ毒【有毒動物との接触による
毒作用】

T0210
胸部＜郭＞の骨折、下背部及び骨
盤部の骨折を伴うもの（胸腰椎圧
迫骨折）

T08-0
脊椎骨折、部位不明（脊椎圧迫骨
折）

T090 体幹の表在損傷、部位不明

T840
体内関節プロステーシスの機械的
合併症

T909
頭部の詳細不明の損傷の続発・後
遺症

T911 脊椎骨折の続発・後遺症

T678
熱及び光線のその他の作用【熱及
び光線の作用】

T814
処置に続発する感染症、他に分類
されないもの

T827
その他の心臓及び血管の人工器
具、挿入物及び移植片による感染
症及び炎症性反応

Z501 その他の理学療法

Z931 胃瘻造設状態

Z988 その他の明示された術後状態

Z080
悪性新生物の術後の経過観察＜
フォローアップ＞検査

Z090
その他の病態の術後の経過観察＜
フォローアップ＞検査

Z470
骨折プレート及びその他の内固定
器具の除去に関する経過観察＜
フォローアップ＞ケア
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ＩＣＤ１０コード別・年齢階層別・病名数

計 885 100.0 80.1 － 1 － 2 8 17 28 37 56 65 130 170 199 172
男 389 44.0 77.6 － 1 － 1 5 14 15 12 34 34 64 84 72 53
女 496 56.0 82.0 － － － 1 3 3 13 25 22 31 66 86 127 119
計 100.0 － 0.1 － 0.2 0.9 1.9 3.2 4.2 6.3 7.3 14.7 19.2 22.5 19.4
男 100.0 － 0.3 － 0.3 1.3 3.6 3.9 3.1 8.7 8.7 16.5 21.6 18.5 13.6
女 100.0 － － － 0.2 0.6 0.6 2.6 5.0 4.4 6.3 13.3 17.3 25.6 24.0
計 11 1.2 67.3 － － － 1 1 － 3 － － － － 1 4 1
男 3 0.8 76.7 － － － － － － 1 － － － － － 2 －
女 8 1.6 63.8 － － － 1 1 － 2 － － － － 1 2 1
計 1 0.1 85.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 85.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 1 0.1 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 3 0.3 77.7 － － － － － － － 1 － － 1 － － 1
男 1 0.3 90.0 － － － － － － － － － － － － － 1
女 2 0.4 71.5 － － － － － － － 1 － － 1 － － －
計 1 0.1 93.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 93.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 1 0.1 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 6 0.7 77.0 － － － － － － － － － 1 4 1 － －
男 2 0.5 74.5 － － － － － － － － － 1 1 － － －
女 4 0.8 78.3 － － － － － － － － － － 3 1 － －
計 1 0.1 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 3 0.3 76.3 － － － － － － － － － 2 － 1 － －
男 3 0.8 76.3 － － － － － － － － － 2 － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 3 0.3 83.0 － － － － － － － － － － － 3 － －
男 3 0.8 83.0 － － － － － － － － － － － 3 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 7 0.8 88.3 － － － － － － － － － － － 2 2 3
男 3 0.8 94.0 － － － － － － － － － － － － － 3
女 4 0.8 84.0 － － － － － － － － － － － 2 2 －
計 7 0.8 61.0 － － － － － － － 7 － － － － － －
男 1 0.3 60.0 － － － － － － － 1 － － － － － －
女 6 1.2 61.2 － － － － － － － 6 － － － － － －
計 1 0.1 75.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
男 1 0.3 75.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 80.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 80.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 1 0.1 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 2 0.2 73.5 － － － － － － － － 1 － 1 － － －
男 2 0.5 73.5 － － － － － － － － 1 － 1 － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 5 0.6 72.8 － － － － － － － － 3 － 1 1 － －
男 4 1.0 71.3 － － － － － － － － 3 － － 1 － －
女 1 0.2 79.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
計 1 0.1 92.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 92.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 1 0.1 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 2 0.2 68.5 － － － － － － － － 1 1 － － － －
男 1 0.3 70.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
女 1 0.2 67.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
計 1 0.1 90.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 1 0.3 90.0 － － － － － － － － － － － － － 1
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 16 1.8 69.9 － － － － － － － 9 2 － － 2 － 3
男 6 1.5 77.7 － － － － － － － 1 2 － － － － 3
女 10 2.0 65.2 － － － － － － － 8 － － － 2 － －
計 1 0.1 85.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 85.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 2 0.2 67.5 － － － － － － － － 2 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 67.5 － － － － － － － － 2 － － － － －
計 1 0.1 99.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 99.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 1 0.1 81.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 81.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 3 0.3 83.3 － － － － － － － － － － 1 － 2 －
男 1 0.3 78.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
女 2 0.4 86.0 － － － － － － － － － － － － 2 －
計 1 0.1 73.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
男 1 0.3 73.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 73.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
男 1 0.3 73.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 73.5 － － － － － － － 1 － － － － 1 －
男 1 0.3 85.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
女 1 0.2 62.0 － － － － － － － 1 － － － － － －
計 2 0.2 87.0 － － － － － － － － － － － － 2 －
男 1 0.3 86.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
女 1 0.2 88.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 1 0.1 74.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
男 1 0.3 74.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 103.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 1 0.3 103.0 － － － － － － － － － － － － － 1
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －

A09
感染症と推定される下痢及び胃腸
炎

平均年齢 0-9歳総数 構成比(%)

総数

構成比（％）

A419 敗血症、詳細不明

A481 レジオネラ症＜在郷軍人病＞

B029 帯状疱疹、合併症を伴わないもの

85-89
歳

90歳-

A162
肺結核、細菌学的又は組織学的確
認の記載がないもの

A310 肺非結核性抗酸菌感染症

50-59
歳

60-64
歳

65-69
歳

70-74
歳

75-79
歳

80-84
歳

10-14
歳

15-19
歳

20-29
歳

30-39
歳

40-49
歳

C159
食道、部位不明【食道の悪性新生
物】

C169 胃、部位不明【胃の悪性新生物】

C182 上行結腸【結腸の悪性新生物】

B182 慢性Ｃ型ウイルス肝炎

B810 アニサキス症

C151 胸部食道【食道の悪性新生物】

C20 直腸の悪性新生物

C220
肝癌【肝及び肝内胆管の悪性新生
物】

C23 胆のう＜嚢＞の悪性新生物

C184 横行結腸【結腸の悪性新生物】

C187 Ｓ状結腸【結腸の悪性新生物】

C189
結腸、部位不明【結腸の悪性新生
物】

C349
気管支又は肺、部位不明【気管支
及び肺の悪性新生物】

C509
乳房、部位不明【乳房の悪性新生
物】

C539
子宮頸（部）、部位不明【子宮頸
（部）の悪性新生物】

C240
肝外胆管【その他及び部位不明の
胆道の悪性新生物】

C259 膵、部位不明【膵の悪性新生物】

C341
上葉、気管支又は肺【気管支及び
肺の悪性新生物】

C770
頭部、顔面及び頸部リンパ節【リ
ンパ節の続発性及び部位不明の悪
性新生物】

C779
リンパ節、部位不明【リンパ節の
続発性及び部位不明の悪性新生
物】

C780 肺の続発性悪性新生物

C56 卵巣の悪性新生物

C61 前立腺の悪性新生物

C679
膀胱、部位不明【膀胱の悪性新生
物】

C80 部位の明示されない悪性新生物

C859 非ホジキンリンパ腫、型不明

D371
胃【口腔及び消化器の性状不詳又
は不明の新生物】
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ＩＣＤ１０コード別・年齢階層別・病名数

平均年齢 0-9歳総数 構成比(%)
85-89
歳

90歳-
50-59
歳

60-64
歳

65-69
歳

70-74
歳

75-79
歳

80-84
歳

10-14
歳

15-19
歳

20-29
歳

30-39
歳

40-49
歳

計 1 0.1 67.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 67.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
計 1 0.1 72.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 72.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
計 1 0.1 80.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 80.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 1 0.1 87.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 87.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 2 0.2 92.5 － － － － － － － － － － － － － 2
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 92.5 － － － － － － － － － － － － － 2
計 8 0.9 71.6 － － － － － － 1 － 4 － － 3 － －
男 6 1.5 75.5 － － － － － － － － 3 － － 3 － －
女 2 0.4 60.0 － － － － － － 1 － 1 － － － － －
計 10 1.1 69.7 － － － － － 1 － － 3 2 3 1 － －
男 8 2.1 72.8 － － － － － － － － 3 1 3 1 － －
女 2 0.4 57.5 － － － － － 1 － － － 1 － － － －
計 2 0.2 78.0 － － － － － － － － － － 2 － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 78.0 － － － － － － － － － － 2 － － －
計 1 0.1 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 2 0.2 76.5 － － － － － － － － － 1 － 1 － －
男 2 0.5 76.5 － － － － － － － － － 1 － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 79.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
男 1 0.3 79.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 16 1.8 84.6 － － － － － － 1 － － 1 1 2 6 5
男 5 1.3 76.6 － － － － － － 1 － － 1 1 － 1 1
女 11 2.2 88.2 － － － － － － － － － － － 2 5 4
計 5 0.6 81.4 － － － － － － － － － － 2 1 2 －
男 2 0.5 78.5 － － － － － － － － － － 1 1 － －
女 3 0.6 83.3 － － － － － － － － － － 1 － 2 －
計 1 0.1 44.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 44.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 67.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 67.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 4 0.5 78.8 － － － － － － － 1 － － － 2 1 －
男 1 0.3 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 3 0.6 77.3 － － － － － － － 1 － － － 1 1 －
計 1 0.1 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 80.5 － － － － － － － － － 1 － － 1 －
男 1 0.3 74.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
女 1 0.2 87.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 1 0.1 86.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 86.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 2 0.2 71.0 － － － － － － － － － 2 － － － －
男 2 0.5 71.0 － － － － － － － － － 2 － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 77.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 77.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
計 4 0.5 88.0 － － － － － － － － － － － 1 2 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 4 0.8 88.0 － － － － － － － － － － － 1 2 1
計 3 0.3 69.3 － － － － － － － 1 － 2 － － － －
男 1 0.3 63.0 － － － － － － － 1 － － － － － －
女 2 0.4 72.5 － － － － － － － － － 2 － － － －
計 2 0.2 85.0 － － － － － － － － － － － 1 1 －
男 1 0.3 81.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 1 0.2 89.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 4 0.5 74.5 － － － － － － － － 1 1 1 1 － －
男 2 0.5 69.0 － － － － － － － － 1 1 － － － －
女 2 0.4 80.0 － － － － － － － － － － 1 1 － －
計 1 0.1 81.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 81.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 1 0.1 67.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 67.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
計 3 0.3 83.7 － － － － － － 1 － － － － － － 2
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 3 0.6 83.7 － － － － － － 1 － － － － － － 2
計 4 0.5 72.8 － － － － － － － － － 3 1 － － －
男 1 0.3 70.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
女 3 0.6 73.7 － － － － － － － － － 2 1 － － －
計 52 5.9 78.4 － － － － － － 1 3 4 5 14 11 9 5
男 19 4.9 75.8 － － － － － － 1 2 2 1 6 3 4 －
女 33 6.7 80.0 － － － － － － － 1 2 4 8 8 5 5
計 2 0.2 73.0 － － － － － － － － － 2 － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 73.0 － － － － － － － － － 2 － － － －
計 1 0.1 80.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 80.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 1 0.1 86.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 86.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 1 0.1 98.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 1 0.3 98.0 － － － － － － － － － － － － － 1
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －

D377
その他の消化器【口腔及び消化器
の性状不詳又は不明の新生物】

D391
卵巣【女性生殖器の性状不詳又は
不明の新生物】

D469
骨髄異形成症候群、詳細不明【骨
髄異形成症候群】

E11
インスリン非依存性糖尿病＜ＮＩ
ＤＤＭ＞

E14 詳細不明の糖尿病

E142
腎合併症を伴うもの【詳細不明の
糖尿病】

D509 鉄欠乏性貧血、詳細不明

D619 無形成性貧血、詳細不明

D649 貧血、詳細不明

E86 体液量減少（症）

F03 詳細不明の認知症

F100
急性中毒【アルコール使用＜飲酒
＞による精神及び行動の障害】

E145
末梢循環合併症を伴うもの【詳細
不明の糖尿病】

E162 低血糖症、詳細不明

E639 栄養欠乏症、詳細不明

G20 パーキンソン病

G309 アルツハイマー病、詳細不明

G408 その他のてんかん

F102
依存症候群【アルコール使用＜飲
酒＞による精神及び行動の障害】

F411 全般性不安障害

F509 摂食障害、詳細不明

G560 手根管症候群

G562 尺骨神経の病変

G570 坐骨神経の病変

G450 椎骨脳底動脈症候群

G459 一過性脳虚血発作、詳細不明

G473 睡眠時無呼吸

H259 老人性白内障、詳細不明

H810 メニエール病

H814 中枢性めまい＜眩暈（症）＞

G908 自律神経系のその他の障害

G931
無酸素性脳損傷、他に分類されな
いもの

H110 翼状片

I00
心臓併発症の記載のないリウマチ
熱

I214 急性心内膜下心筋梗塞
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ＩＣＤ１０コード別・年齢階層別・病名数

平均年齢 0-9歳総数 構成比(%)
85-89
歳

90歳-
50-59
歳

60-64
歳

65-69
歳

70-74
歳

75-79
歳

80-84
歳

10-14
歳

15-19
歳

20-29
歳

30-39
歳

40-49
歳

計 1 0.1 91.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 91.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 2 0.2 76.5 － － － － － － － － － － 2 － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 76.5 － － － － － － － － － － 2 － － －
計 1 0.1 77.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 77.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
計 1 0.1 88.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 88.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 1 0.1 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 80.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 80.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 93.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 1 0.3 93.0 － － － － － － － － － － － － － 1
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 80.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 80.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 5 0.6 82.4 － － － － － 1 － － － － － － 1 3
男 2 0.5 65.5 － － － － － 1 － － － － － － － 1
女 3 0.6 93.7 － － － － － － － － － － － － 1 2
計 37 4.2 90.0 － － － － － － － － 1 － － 7 11 18
男 10 2.6 87.8 － － － － － － － － － － － 5 1 4
女 27 5.4 90.8 － － － － － － － － 1 － － 2 10 14
計 1 0.1 102.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 102.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 3 0.3 81.7 － － － － － － － － － － 2 － 1 －
男 3 0.8 81.7 － － － － － － － － － － 2 － 1 －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 11 1.2 81.5 － － － － － － 1 － － 1 1 1 5 2
男 6 1.5 77.0 － － － － － － 1 － － 1 1 1 1 1
女 5 1.0 87.0 － － － － － － － － － － － － 4 1
計 1 0.1 89.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 1 0.3 89.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 97.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 97.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 1 0.1 92.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 92.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 2 0.2 90.0 － － － － － － － － － － － － 1 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 90.0 － － － － － － － － － － － － 1 1
計 1 0.1 85.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 1 0.3 85.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 75.0 － － － － － － － － － 1 1 － － －
男 1 0.3 72.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
女 1 0.2 78.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
計 2 0.2 81.5 － － － － － － － － － － 1 1 － －
男 1 0.3 84.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 1 0.2 79.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
計 1 0.1 89.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 89.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 1 0.1 86.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 1 0.3 86.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 50 5.6 87.7 － － － － － － － － － 1 6 9 17 17
男 27 6.9 85.7 － － － － － － － － － 1 5 5 10 6
女 23 4.6 90.1 － － － － － － － － － － 1 4 7 11
計 6 0.7 90.2 － － － － － － － － － － 1 － 2 3
男 3 0.8 87.3 － － － － － － － － － － 1 － 1 1
女 3 0.6 93.0 － － － － － － － － － － － － 1 2
計 1 0.1 95.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 95.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 2 0.2 91.0 － － － － － － － － － － － － 1 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 91.0 － － － － － － － － － － － － 1 1
計 1 0.1 86.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 86.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 8 0.9 79.5 － － － － － － 1 － － － 3 1 3 －
男 7 1.8 82.4 － － － － － － － － － － 3 1 3 －
女 1 0.2 59.0 － － － － － － 1 － － － － － － －
計 4 0.5 85.5 － － － － － － － － － － 1 － 2 1
男 4 1.0 85.5 － － － － － － － － － － 1 － 2 1
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 89.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 89.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 3 0.3 83.0 － － － － － － － － － － 1 1 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 3 0.6 83.0 － － － － － － － － － － 1 1 1 －
計 37 4.2 84.5 － － － － － － － － 1 7 2 8 8 11
男 15 3.9 77.3 － － － － － － － － 1 5 2 6 1 －
女 22 4.4 89.4 － － － － － － － － － 2 － 2 7 11
計 1 0.1 91.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 91.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 2 0.2 80.0 － － － － － － － － 1 － － － － 1
男 2 0.5 80.0 － － － － － － － － 1 － － － － 1
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 85.0 － － － － － － － － － － － 1 1 －
男 2 0.5 85.0 － － － － － － － － － － － 1 1 －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －

I313 心膜滲出液（非炎症性）

I319 心膜の疾患、詳細不明

I460 蘇生に成功した心停止

I219 急性心筋梗塞、詳細不明

I499 不整脈、詳細不明

I500 うっ血性心不全

I509 心不全、詳細不明

I469 心停止、詳細不明

I472 心室（性）頻拍（症）

I48 心房細動及び粗動

I702
（四）肢の動脈のアテローム＜
じゅく＜粥＞状＞硬化（症）

I709
全身性及び詳細不明のアテローム
＜じゅく＜粥＞状＞硬化（症）

I749
詳細不明の動脈の塞栓症及び血栓
症

I614 小脳の脳内出血

I638 その他の脳梗塞

I639 脳梗塞、詳細不明

J111
その他の呼吸器症状を伴うインフ
ルエンザ、インフルエンザウイル
スが分離されないもの

J13 肺炎レンサ球菌による肺炎

J180 気管支肺炎、詳細不明

I831 炎症を伴う下肢の静脈瘤

I951 起立性低血圧（症）

J101
その他の呼吸器症状を伴うインフ
ルエンザ、インフルエンザウイル
スが分離されたもの

J40
気管支炎、急性又は慢性と明示さ
れないもの

J42 詳細不明の慢性気管支炎

J441
急性増悪を伴う慢性閉塞性肺疾
患、詳細不明

J189 肺炎、詳細不明

J209 急性気管支炎、詳細不明

J219 急性細気管支炎、詳細不明

J690 食物及び吐物による肺臓炎

J80
成人呼吸窮＜促＞迫症候群＜ＡＲ
ＤＳ＞

J841
肺線維症を伴うその他の間質性肺
疾患

J449 慢性閉塞性肺疾患、詳細不明

J459 喘息、詳細不明

J46 喘息発作重積状態

J849 間質性肺疾患、詳細不明
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ＩＣＤ１０コード別・年齢階層別・病名数

平均年齢 0-9歳総数 構成比(%)
85-89
歳

90歳-
50-59
歳

60-64
歳

65-69
歳

70-74
歳

75-79
歳

80-84
歳

10-14
歳

15-19
歳

20-29
歳

30-39
歳

40-49
歳

計 1 0.1 90.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 1 0.3 90.0 － － － － － － － － － － － － － 1
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 87.5 － － － － － － － － － － － － 1 1
男 1 0.3 90.0 － － － － － － － － － － － － － 1
女 1 0.2 85.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 3 0.3 78.0 － － － － － － － － 1 － － 1 1 －
男 3 0.8 78.0 － － － － － － － － 1 － － 1 1 －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 3 0.3 79.0 － － － － － － － － 1 － － 2 － －
男 1 0.3 69.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
女 2 0.4 84.0 － － － － － － － － － － － 2 － －
計 1 0.1 88.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 1 0.3 88.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 99.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 99.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 1 0.1 73.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
男 1 0.3 73.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 81.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 81.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 1 0.1 84.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 84.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 79.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
男 1 0.3 79.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 76.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 76.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
計 1 0.1 77.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
男 1 0.3 77.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 45.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 45.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 23.0 － － － 1 － － － － － － － － － －
男 1 0.3 23.0 － － － 1 － － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 6 0.7 74.5 － － － － － － － 1 2 － 1 － 2 －
男 6 1.5 74.5 － － － － － － － 1 2 － 1 － 2 －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 1 0.1 89.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 89.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 2 0.2 77.0 － － － － － － － － － － 2 － － －
男 1 0.3 78.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
女 1 0.2 76.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
計 4 0.5 75.8 － － － － － － － 1 － － 2 － 1 －
男 1 0.3 61.0 － － － － － － － 1 － － － － － －
女 3 0.6 80.7 － － － － － － － － － － 2 － 1 －
計 2 0.2 86.0 － － － － － － － － － － － 1 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 86.0 － － － － － － － － － － － 1 1 －
計 6 0.7 83.5 － － － － － － － － － 1 － 2 2 1
男 3 0.8 85.3 － － － － － － － － － － － 1 2 －
女 3 0.6 81.7 － － － － － － － － － 1 － 1 － 1
計 3 0.3 71.0 － － － － － － 1 － － － 1 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 3 0.6 71.0 － － － － － － 1 － － － 1 1 － －
計 1 0.1 56.0 － － － － － － 1 － － － － － － －
男 1 0.3 56.0 － － － － － － 1 － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 68.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 68.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 3 0.3 86.7 － － － － － － － － － － － 1 1 1
男 1 0.3 90.0 － － － － － － － － － － － － － 1
女 2 0.4 85.0 － － － － － － － － － － － 1 1 －
計 1 0.1 45.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 45.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 94.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 94.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 2 0.2 83.5 － － － － － － － － － － － 2 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 83.5 － － － － － － － － － － － 2 － －
計 11 1.2 70.1 － － － － － － 3 1 1 － 4 1 1 －
男 9 2.3 67.9 － － － － － － 3 1 1 － 3 － 1 －
女 2 0.4 80.0 － － － － － － － － － － 1 1 － －
計 1 0.1 43.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 43.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 3 0.3 82.3 － － － － － － 1 － － － － 1 － 1
男 1 0.3 105.0 － － － － － － － － － － － － － 1
女 2 0.4 71.0 － － － － － － 1 － － － － 1 － －
計 1 0.1 91.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 1 0.3 91.0 － － － － － － － － － － － － － 1
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 4 0.5 74.5 － － － － － － － － 1 － 3 － － －
男 2 0.5 71.0 － － － － － － － － 1 － 1 － － －
女 2 0.4 78.0 － － － － － － － － － － 2 － － －
計 3 0.3 83.3 － － － － － － － － － － 1 1 － 1
男 1 0.3 75.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
女 2 0.4 87.5 － － － － － － － － － － － 1 － 1
計 2 0.2 62.0 － － － － － － 1 － － 1 － － － －
男 1 0.3 52.0 － － － － － － 1 － － － － － － －
女 1 0.2 72.0 － － － － － － － － － 1 － － － －

J939 気胸、詳細不明

J961 慢性呼吸不全

J980
気管支の疾患、他に分類されない
もの

J869 瘻（孔）を伴わない膿胸（症）

J90 胸水、他に分類されないもの

K254
慢性又は詳細不明、出血を伴うも
の【胃潰瘍】

K259
急性又は慢性の別不明、出血又は
穿孔を伴わないもの【胃潰瘍】

K296 その他の胃炎

J988 その他の明示された呼吸器障害

K121 その他の型の口内炎

K210 食道炎を伴う胃食道逆流症

K409
一側性又は患側不明のそけい＜鼡
径＞ヘルニア、閉塞又はえ＜壊＞
疽を伴わないもの

K449
横隔膜ヘルニア、閉塞又はえ＜壊
＞疽を伴わないもの

K550 腸の急性血行障害

K318
胃及び十二指腸のその他の明示さ
れた疾患

K359 急性虫垂炎、詳細不明

K37 詳細不明の虫垂炎

K567 イレウス、詳細不明

K573
穿孔又は膿瘍を伴わない大腸の憩
室性疾患

K579 腸の憩室性疾患、部位不明

K559 腸の血行障害、詳細不明

K562 軸捻（転）

K566 その他及び詳細不明の腸閉塞

K623 直腸脱

K626 肛門及び直腸の潰瘍

K635 大腸＜結腸＞のポリープ

K589 下痢を伴わない過敏性腸症候群

K590 便秘

K610 肛門膿瘍

K729 肝不全、詳細不明

K746 その他及び詳細不明の肝硬変

K801
その他の胆のう＜嚢＞炎を伴う胆
のう＜嚢＞結石

K650 急性腹膜炎

K659 腹膜炎、詳細不明

K703 アルコール性肝硬変
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ＩＣＤ１０コード別・年齢階層別・病名数

平均年齢 0-9歳総数 構成比(%)
85-89
歳

90歳-
50-59
歳

60-64
歳

65-69
歳

70-74
歳

75-79
歳

80-84
歳

10-14
歳

15-19
歳

20-29
歳

30-39
歳

40-49
歳

計 3 0.3 84.3 － － － － － － － － － － － 1 2 －
男 3 0.8 84.3 － － － － － － － － － － － 1 2 －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 71.5 － － － － － － － － 1 － 1 － － －
男 2 0.5 71.5 － － － － － － － － 1 － 1 － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 74.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 74.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
計 1 0.1 78.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
男 1 0.3 78.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 4 0.5 82.8 － － － － － － － － － － － 3 1 －
男 2 0.5 82.0 － － － － － － － － － － － 2 － －
女 2 0.4 83.5 － － － － － － － － － － － 1 1 －
計 1 0.1 87.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 87.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 2 0.2 81.0 － － － － － － － － － － 1 － 1 －
男 1 0.3 85.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
女 1 0.2 77.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
計 2 0.2 85.5 － － － － － － － － － － － 1 1 －
男 1 0.3 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 1 0.2 89.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 2 0.2 86.0 － － － － － － － － － － － 1 － 1
男 1 0.3 91.0 － － － － － － － － － － － － － 1
女 1 0.2 81.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 1 0.1 72.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 72.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
計 1 0.1 74.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
男 1 0.3 74.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 7 0.8 74.7 － － － － － － 1 2 － － 1 1 1 1
男 4 1.0 68.5 － － － － － － 1 2 － － － － － 1
女 3 0.6 83.0 － － － － － － － － － － 1 1 1 －
計 2 0.2 94.5 － － － － － － － － － － － － 1 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 94.5 － － － － － － － － － － － － 1 1
計 1 0.1 88.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 88.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 1 0.1 87.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 1 0.3 87.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 6 0.7 84.2 － － － － － － － － － 1 － 1 4 －
男 1 0.3 86.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
女 5 1.0 83.8 － － － － － － － － － 1 － 1 3 －
計 1 0.1 84.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 84.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 81.5 － － － － － － － － － － 1 1 － －
男 1 0.3 84.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 1 0.2 79.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
計 3 0.3 82.0 － － － － － － － － － － 1 1 1 －
男 1 0.3 76.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
女 2 0.4 85.0 － － － － － － － － － － － 1 1 －
計 1 0.1 90.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 90.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 1 0.1 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 66.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 66.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
計 14 1.6 79.7 － － － － － － － － 1 1 6 4 1 1
男 3 0.8 76.0 － － － － － － － － 1 － 1 1 － －
女 11 2.2 80.7 － － － － － － － － － 1 5 3 1 1
計 1 0.1 39.0 － － － － 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 39.0 － － － － 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 91.5 － － － － － － － － － － － － － 2
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 91.5 － － － － － － － － － － － － － 2
計 1 0.1 56.0 － － － － － － 1 － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 56.0 － － － － － － 1 － － － － － － －
計 1 0.1 74.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
男 1 0.3 74.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 81.0 － － － － － － － － － － 1 1 － －
男 2 0.5 81.0 － － － － － － － － － － 1 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 65.5 － － － － － － 1 － － － 1 － － －
男 1 0.3 79.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
女 1 0.2 52.0 － － － － － － 1 － － － － － － －
計 7 0.8 84.7 － － － － － － － － 1 － 1 － 2 3
男 4 1.0 79.5 － － － － － － － － 1 － 1 － 1 1
女 3 0.6 91.7 － － － － － － － － － － － － 1 2
計 3 0.3 76.3 － － － － － － － － － 1 2 － － －
男 2 0.5 75.5 － － － － － － － － － 1 1 － － －
女 1 0.2 78.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
計 1 0.1 88.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 1 0.3 88.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 59.0 － － － － － － 1 － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 59.0 － － － － － － 1 － － － － － － －
計 1 0.1 35.0 － － － － 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 35.0 － － － － 1 － － － － － － － － －

K819 胆のう＜嚢＞炎、詳細不明

K828
胆のう＜嚢＞のその他の明示され
た疾患

K830 胆管炎

K802
胆のう＜嚢＞炎を伴わない胆のう
＜嚢＞結石

K805
胆管炎又は胆のう＜嚢＞炎を伴わ
ない胆管結石

K810 急性胆のう＜嚢＞炎

K922 胃腸出血、詳細不明

L022
体幹の皮膚膿瘍、せつ＜フルンケ
ル＞及びよう＜カルブンケル＞

L023
殿部の皮膚膿瘍、せつ＜フルンケ
ル＞及びよう＜カルブンケル＞

K85 急性膵炎

K913 術後腸閉塞

K921 メレナ

L509 じんま＜蕁麻＞疹、詳細不明

L89 じょく＜褥＞瘡性潰瘍

L984
皮膚の慢性潰瘍、他に分類されな
いもの

L039 蜂巣炎＜蜂窩織炎＞、詳細不明

L120 水疱性類天疱瘡

L309 皮膚炎、詳細不明

M1311
単(発性)関節炎、他に分類されな
いもの（肩関節炎）

M169 股関節症、詳細不明

M179 膝関節症、詳細不明

M0690
関節リウマチ、詳細不明（慢性関
節リウマチ）

M1126
その他の軟骨石灰化症（膝関節偽
痛風）

M1128
その他の軟骨石灰化症（頚椎偽痛
風）

M4712
ミエロパチ＜シ＞ー＜脊髄障害＞
を伴うその他の脊椎症（頚髄症）

M4786 その他の脊椎症（腰椎症）

M4788 その他の脊椎症（仙腸関節症）

M2441
関節の反復性脱臼及び亜脱臼（習
慣性肩脱臼）

M4659
その他の感染性脊椎障害（化膿性
脊椎炎）

M4698
炎症性脊椎障害、詳細不明（仙腸
関節炎）

M6543
橈骨茎状突起腱鞘炎[ドゥ ケルバ
ン病]（ドゥ・ケルバン腱鞘炎）

M678
滑膜及び腱のその他の明示された
障害

M4806
脊柱管狭窄（症）（腰部脊柱管狭
窄症）

M5456 下背部痛（腰痛症）

M6259
筋の消耗及び萎縮、他に分類され
ないもの（筋萎縮症）
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ＩＣＤ１０コード別・年齢階層別・病名数

平均年齢 0-9歳総数 構成比(%)
85-89
歳

90歳-
50-59
歳

60-64
歳

65-69
歳

70-74
歳

75-79
歳

80-84
歳

10-14
歳

15-19
歳

20-29
歳

30-39
歳

40-49
歳

計 1 0.1 49.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 49.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
計 1 0.1 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 46.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 46.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 46.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 46.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 6 0.7 82.8 － － － － － － － － － 1 2 － 2 1
男 1 0.3 78.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
女 5 1.0 83.8 － － － － － － － － － 1 1 － 2 1
計 6 0.7 78.8 － － － － － － － － － 3 1 1 － 1
男 2 0.5 72.0 － － － － － － － － － 2 － － － －
女 4 0.8 82.3 － － － － － － － － － 1 1 1 － 1
計 1 0.1 81.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 81.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 1 0.1 68.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 68.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 76.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 76.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
計 3 0.3 84.3 － － － － － － － － － － 1 － 1 1
男 2 0.5 88.0 － － － － － － － － － － － － 1 1
女 1 0.2 77.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
計 1 0.1 88.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 1 0.3 88.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 68.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 68.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 84.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 84.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 13 1.5 88.5 － － － － － － － － － 1 1 2 2 7
男 2 0.5 87.5 － － － － － － － － － － － 1 － 1
女 11 2.2 88.7 － － － － － － － － － 1 1 1 2 6
計 1 0.1 86.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 86.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 1 0.1 79.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
男 1 0.3 79.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 91.0 － － － － － － － － － － － － 1 1
男 2 0.5 91.0 － － － － － － － － － － － － 1 1
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 79.5 － － － － － － － － － － 1 1 － －
男 2 0.5 79.5 － － － － － － － － － － 1 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 96.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 96.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 3 0.3 76.3 － － － － － － － － － 1 1 1 － －
男 1 0.3 70.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
女 2 0.4 79.5 － － － － － － － － － － 1 1 － －
計 4 0.5 75.8 － － － － － － 1 － 1 － － － － 2
男 4 1.0 75.8 － － － － － － 1 － 1 － － － － 2
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 39.0 － － － － 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 39.0 － － － － 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 82.5 － － － － － － － － － － － 2 － －
男 2 0.5 82.5 － － － － － － － － － － － 2 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 93.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 1 0.3 93.0 － － － － － － － － － － － － － 1
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 91.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 1 0.3 91.0 － － － － － － － － － － － － － 1
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 3 0.3 88.3 － － － － － － － － － － － 1 － 2
男 2 0.5 86.5 － － － － － － － － － － － 1 － 1
女 1 0.2 92.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 12 1.4 78.1 － － － － － － － － 2 － 5 3 1 1
男 3 0.8 80.0 － － － － － － － － － － 2 － 1 －
女 9 1.8 77.4 － － － － － － － － 2 － 3 3 － 1
計 6 0.7 86.0 － － － － － － － － 1 － － 1 2 2
男 2 0.5 76.0 － － － － － － － － 1 － － 1 － －
女 4 0.8 91.0 － － － － － － － － － － － － 2 2
計 2 0.2 82.5 － － － － － － － － － － 1 － 1 －
男 1 0.3 79.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
女 1 0.2 86.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 1 0.1 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 7 0.8 90.3 － － － － － － － － － － － － 4 3
男 3 0.8 92.7 － － － － － － － － － － － － 2 1
女 4 0.8 88.5 － － － － － － － － － － － － 2 2
計 1 0.1 92.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 92.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 1 0.1 95.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 95.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 1 0.1 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 88.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 88.0 － － － － － － － － － － － － 1 －

M7928
神経痛及び神経炎、詳細不明（頚
部神経痛）

N10 急性尿細管間質性腎炎

N12
尿細管間質性腎炎、急性又は慢性
と明示されないもの

N142
詳細不明の薬物、薬剤又は生物学
的製剤により誘発された腎症＜ネ
フロパシー＞

M8418
骨折の骨癒合不全[偽関節]（腰椎
偽関節）

M8705
骨の特発性無菌＜腐＞性え＜壊＞
死（特発性大腿骨頭壊死）

M8785
その他の骨え＜壊＞死（大腿骨頭
壊死）

N19 詳細不明の腎不全

N288
腎及び尿管のその他の明示された
障害

N319
神経因性膀胱(機能障害)、詳細不
明

N179 急性腎不全、詳細不明

N188 その他の慢性腎不全

N189 慢性腎不全、詳細不明

R090 窒息

R103
下腹部のその他の部位に限局した
疼痛

R104 その他及び詳細不明の腹痛

N390 尿路感染症、部位不明

R05 咳

R060 呼吸困難

R268
歩行及び移動のその他及び詳細不
明の異常

R31 詳細不明の血尿

R33 尿閉

R11 悪心及び嘔吐

R18 腹水

R221
限局性腫脹、腫瘤及び塊【皮膚及
び皮下組織の限局性腫脹、腫瘤及
び塊】

R51 頭痛

R53 倦怠(感)及び疲労

R54 老衰

R402 昏睡、詳細不明

R42 めまい＜眩暈＞感及びよろめき感

R509 発熱、詳細不明

R601 全身性浮腫

R55 失神及び虚脱

R568
その他及び詳細不明のけいれん＜
痙攣＞

R58 出血、他に分類されないもの
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ＩＣＤ１０コード別・年齢階層別・病名数

平均年齢 0-9歳総数 構成比(%)
85-89
歳

90歳-
50-59
歳

60-64
歳

65-69
歳

70-74
歳

75-79
歳

80-84
歳

10-14
歳

15-19
歳

20-29
歳

30-39
歳

40-49
歳

計 3 0.3 92.7 － － － － － － － － － － － － 1 2
男 1 0.3 89.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
女 2 0.4 94.5 － － － － － － － － － － － － － 2
計 2 0.2 96.0 － － － － － － － － － － － － － 2
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 96.0 － － － － － － － － － － － － － 2
計 1 0.1 87.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 87.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 1 0.1 80.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 80.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 2 0.2 88.5 － － － － － － － － － － － － 1 1
男 1 0.3 92.0 － － － － － － － － － － － － － 1
女 1 0.2 85.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 2 0.2 91.0 － － － － － － － － － － － 1 － 1
男 1 0.3 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 1 0.2 99.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 1 0.1 89.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 1 0.3 89.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 4 0.5 76.0 － － － － － － － － 1 － 2 － 1 －
男 4 1.0 76.0 － － － － － － － － 1 － 2 － 1 －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 90.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 1 0.3 90.0 － － － － － － － － － － － － － 1
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 80.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 80.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 45.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 45.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 5 0.6 86.0 － － － － － － － － － － 1 1 2 1
男 2 0.5 79.5 － － － － － － － － － － 1 1 － －
女 3 0.6 90.3 － － － － － － － － － － － － 2 1
計 1 0.1 46.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 46.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 4 0.5 79.0 － － － － － － － 1 － 1 － － 1 1
男 3 0.8 74.3 － － － － － － － 1 － 1 － － 1 －
女 1 0.2 93.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 30 3.4 84.5 － － － － － － － － 1 1 2 7 16 3
男 11 2.8 83.9 － － － － － － － － － － 2 3 5 1
女 19 3.8 84.8 － － － － － － － － 1 1 － 4 11 2
計 2 0.2 84.5 － － － － － － － － － － － 1 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 84.5 － － － － － － － － － － － 1 1 －
計 1 0.1 86.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 86.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 7 0.8 87.0 － － － － － － － － － － 1 3 1 2
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 7 1.4 87.0 － － － － － － － － － － 1 3 1 2
計 3 0.3 55.7 － － － － － 2 － － － － － － 1 －
男 3 0.8 55.7 － － － － － 2 － － － － － － 1 －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 3 0.3 79.7 － － － － － － 1 － － － － － － 2
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 3 0.6 79.7 － － － － － － 1 － － － － － － 2
計 2 0.2 82.5 － － － － － － － － － － － 2 － －
男 1 0.3 82.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 1 0.2 83.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 1 0.1 34.0 － － － － 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 34.0 － － － － 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 41.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 41.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 78.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 78.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
計 7 0.8 73.0 － － － － － － － － 3 2 1 － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 7 1.4 73.0 － － － － － － － － 3 2 1 － 1 －
計 1 0.1 74.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 74.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
計 1 0.1 72.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 72.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
計 1 0.1 71.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 71.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
計 2 0.2 81.5 － － － － － － － － － 1 － － － 1
男 1 0.3 70.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
女 1 0.2 93.0 － － － － － － － － － － － － － 1
計 5 0.6 74.0 － － － － － － － － 2 － 2 1 － －
男 1 0.3 68.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
女 4 0.8 75.5 － － － － － － － － 1 － 2 1 － －
計 17 1.9 89.5 － － － － － － － － － － － 2 7 8
男 3 0.8 91.7 － － － － － － － － － － － － 1 2
女 14 2.8 89.1 － － － － － － － － － － － 2 6 6
計 2 0.2 85.5 － － － － － － － － － － － 1 － 1
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 85.5 － － － － － － － － － － － 1 － 1
計 1 0.1 78.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 78.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
計 1 0.1 87.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 87.0 － － － － － － － － － － － － 1 －

R630 食欲不振

R633 栄養補給の困難及び不適当な管理

S010 頭皮の開放創

S011 眼瞼及び眼球周囲部の開放創

S051 眼球及び眼窩組織の挫傷

R634 異常体重減少

R730 ブドウ糖負荷試験異常

S000 頭皮の表在損傷

S134 頸椎の捻挫及びストレイン

S2200 胸椎骨折（胸椎横突起骨折）

S2220 胸骨骨折（胸骨骨折）

S065 外傷性硬膜下出血

S068 その他の頭蓋内損傷

S1210 第２頸椎骨折（ハングマン骨折）

S3240 寛骨臼骨折（寛骨臼骨折）

S3250 恥骨骨折（恥骨骨折）

S4200 鎖骨骨折（鎖骨骨幹部骨折

S2230 肋骨骨折（肋骨骨折）

S3200 腰椎骨折（腰椎脱臼骨折）

S3210 仙骨骨折（仙骨亀裂骨折）

S519 前腕の開放創、部位不明

S5220 尺骨骨幹部骨折（尺骨亀裂骨折）

S5250 橈骨遠位端骨折（バートン骨折）

S4220
上腕骨近位端骨折（上腕骨骨頭骨
折）

S4230 上腕骨骨幹部骨折（上腕骨骨折）

S499 肩及び上腕の詳細不明の損傷

S701 大腿の挫傷

S7200
大腿骨頸部骨折（大腿骨頭部内側
骨折）

S7210
転子貫通骨折（大腿骨転子部骨
折）

S531 肘の脱臼、詳細不明

S534 肘の捻挫及びストレイン

S6230
その他の中手骨骨折（中手骨骨
折）

S7290
大腿骨骨折、部位不明（大腿骨骨
折）

S730 股関節脱臼

S800 膝の挫傷
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ＩＣＤ１０コード別・年齢階層別・病名数

平均年齢 0-9歳総数 構成比(%)
85-89
歳

90歳-
50-59
歳

60-64
歳

65-69
歳

70-74
歳

75-79
歳

80-84
歳

10-14
歳

15-19
歳

20-29
歳

30-39
歳

40-49
歳

計 1 0.1 84.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 84.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 2 0.2 77.0 － － － － － － － － － 1 － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 77.0 － － － － － － － － － 1 － 1 － －
計 5 0.6 68.2 － － － － － － 1 2 － － 1 1 － －
男 1 0.3 64.0 － － － － － － － 1 － － － － － －
女 4 0.8 69.3 － － － － － － 1 1 － － 1 1 － －
計 5 0.6 66.0 － － － － 1 － － － 2 － 1 － 1 －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 5 1.0 66.0 － － － － 1 － － － 2 － 1 － 1 －
計 2 0.2 45.0 － － － － 1 － － 1 － － － － － －
男 1 0.3 30.0 － － － － 1 － － － － － － － － －
女 1 0.2 60.0 － － － － － － － 1 － － － － － －
計 1 0.1 67.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 67.0 － － － － － － － － 1 － － － － －
計 2 0.2 71.0 － － － － － － 1 － － － － － 1 －
男 1 0.3 55.0 － － － － － － 1 － － － － － － －
女 1 0.2 87.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 2 0.2 38.5 － 1 － － － － － 1 － － － － － －
男 1 0.3 14.0 － 1 － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 63.0 － － － － － － － 1 － － － － － －
計 1 0.1 62.0 － － － － － － － 1 － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 62.0 － － － － － － － 1 － － － － － －
計 2 0.2 42.5 － － － － － 2 － － － － － － － －
男 1 0.3 45.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
女 1 0.2 40.0 － － － － － 1 － － － － － － － －
計 3 0.3 89.7 － － － － － － － － － － － 1 － 2
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 3 0.6 89.7 － － － － － － － － － － － 1 － 2
計 1 0.1 84.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 84.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 84.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 84.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 4 0.5 84.0 － － － － － － － － － － － 4 － －
男 4 1.0 84.0 － － － － － － － － － － － 4 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 87.5 － － － － － － － － － － － － 2 －
男 1 0.3 88.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
女 1 0.2 87.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
計 1 0.1 79.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 79.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
計 1 0.1 89.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
男 1 0.3 89.0 － － － － － － － － － － － － 1 －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 4 0.5 71.8 － － － － － － 1 1 － － － 1 － 1
男 1 0.3 52.0 － － － － － － 1 － － － － － － －
女 3 0.6 78.3 － － － － － － － 1 － － － 1 － 1
計 1 0.1 84.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 84.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 78.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 78.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
計 1 0.1 90.0 － － － － － － － － － － － － － 1
男 1 0.3 90.0 － － － － － － － － － － － － － 1
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 79.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 79.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
計 1 0.1 70.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
男 1 0.3 70.0 － － － － － － － － － 1 － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 75.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
男 1 0.3 75.0 － － － － － － － － － － 1 － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －
計 5 0.6 55.6 － － － － 1 1 1 1 － － － － 1 －
男 3 0.8 43.3 － － － － 1 1 1 － － － － － － －
女 2 0.4 74.0 － － － － － － － 1 － － － － 1 －
計 26 2.9 79.3 － － － － － － 2 － 2 1 7 3 8 3
男 16 4.1 81.9 － － － － － － 1 － － － 4 3 5 3
女 10 2.0 75.3 － － － － － － 1 － 2 1 3 － 3 －
計 3 0.3 83.7 － － － － － － － － － － － 2 1 －
男 2 0.5 85.0 － － － － － － － － － － － 1 1 －
女 1 0.2 81.0 － － － － － － － － － － － 1 － －
計 1 0.1 60.0 － － － － － － － 1 － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 60.0 － － － － － － － 1 － － － － － －

S810 膝の開放創

S8200 膝蓋骨骨折（膝関節骨折）

S8210
脛骨近位端骨折（脛骨膝関節内骨
折）

S9200 踵骨骨折（踵骨開放骨折）

S9220
その他の足根骨の骨折（足立方骨
骨折）

S9230 中足骨骨折（中足骨亀裂骨折）

S8260 外果骨折（デュピトラン骨折）

S8280
下腿のその他の部位の骨折（果部
骨折）

S832 半月裂傷＜断裂＞、新鮮損傷

T090 体幹の表在損傷、部位不明

T136 下肢の外傷性切断、部位不明

T179 気道内異物、部位不明

T009 多発性表在損傷、詳細不明

T0210
胸部＜郭＞の骨折、下背部及び骨
盤部の骨折を伴うもの（胸腰椎圧
迫骨折）

T08-0
脊椎骨折、部位不明（脊椎圧迫骨
折）

T827
その他の心臓及び血管の人工器
具、挿入物及び移植片による感染
症及び炎症性反応

T840
体内関節プロステーシスの機械的
合併症

T909
頭部の詳細不明の損傷の続発・後
遺症

T630
ヘビ毒【有毒動物との接触による
毒作用】

T678
熱及び光線のその他の作用【熱及
び光線の作用】

T814
処置に続発する感染症、他に分類
されないもの

Z988 その他の明示された術後状態

Z470
骨折プレート及びその他の内固定
器具の除去に関する経過観察＜
フォローアップ＞ケア

Z501 その他の理学療法

Z931 胃瘻造設状態

T911 脊椎骨折の続発・後遺症

Z080
悪性新生物の術後の経過観察＜
フォローアップ＞検査

Z090
その他の病態の術後の経過観察＜
フォローアップ＞検査
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ＩＣＤ１０コード別・在院期間別・病名数

計 885 100.0 29,705 33.6 203 178 151 82 165 60 24 18 3 1
男 389 44.0 12,321 31.7 97 91 60 31 60 29 10 10 1 －
女 496 56.0 17,384 35.0 106 87 91 51 105 31 14 8 2 1
計 100.0 22.9 20.1 17.1 9.3 18.6 6.8 2.7 2.0 0.3 0.1
男 100.0 24.9 23.4 15.4 8.0 15.4 7.5 2.6 2.6 0.3 －
女 100.0 21.4 17.5 18.3 10.3 21.2 6.3 2.8 1.6 0.4 0.2
計 11 1.2 444 40.4 7 3 － － － － － － 1 －
男 3 0.8 26 8.7 1 2 － － － － － － － －
女 8 1.6 418 52.3 6 1 － － － － － － 1 －
計 1 0.1 46 46.0 － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 46 46.0 － － － － 1 － － － － －
計 1 0.1 47 47.0 － － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 47 47.0 － － － － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 3 0.3 74 24.7 － － 2 － 1 － － － － －
男 1 0.3 38 38.0 － － － － 1 － － － － －
女 2 0.4 36 18.0 － － 2 － － － － － － －
計 1 0.1 78 78.0 － － － － － 1 － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 78 78.0 － － － － － 1 － － － －
計 1 0.1 8 8.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 8 8.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 6 0.7 132 22.0 － 1 3 1 1 － － － － －
男 2 0.5 45 22.5 － 1 － 1 － － － － － －
女 4 0.8 87 21.8 － － 3 － 1 － － － － －
計 1 0.1 1 1.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 1 1.0 1 － － － － － － － － －
計 3 0.3 20 6.7 3 － － － － － － － － －
男 3 0.8 20 6.7 3 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 3 0.3 82 27.3 2 － － － － 1 － － － －
男 3 0.8 82 27.3 2 － － － － 1 － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 7 0.8 386 55.1 － － 1 1 2 3 － － － －
男 3 0.8 145 48.3 － － － 1 1 1 － － － －
女 4 0.8 241 60.3 － － 1 － 1 2 － － － －
計 7 0.8 69 9.9 6 － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 50 50.0 － － － － 1 － － － － －
女 6 1.2 19 3.2 6 － － － － － － － － －
計 1 0.1 16 16.0 － － 1 － － － － － － －
男 1 0.3 16 16.0 － － 1 － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 3 3.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 3 3.0 1 － － － － － － － － －
計 1 0.1 2 2.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 2 2.0 1 － － － － － － － － －
計 2 0.2 74 37.0 － － － － 2 － － － － －
男 2 0.5 74 37.0 － － － － 2 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 5 0.6 204 40.8 1 1 － － 1 2 － － － －
男 4 1.0 131 32.8 1 1 － － 1 1 － － － －
女 1 0.2 73 73.0 － － － － － 1 － － － －
計 1 0.1 16 16.0 － － 1 － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 16 16.0 － － 1 － － － － － － －
計 1 0.1 17 17.0 － － 1 － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 17 17.0 － － 1 － － － － － － －
計 2 0.2 69 34.5 － － － － 2 － － － － －
男 1 0.3 37 37.0 － － － － 1 － － － － －
女 1 0.2 32 32.0 － － － － 1 － － － － －
計 1 0.1 21 21.0 － － 1 － － － － － － －
男 1 0.3 21 21.0 － － 1 － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 16 1.8 160 10.0 8 4 3 1 － － － － － －
男 6 1.5 78 13.0 1 4 1 － － － － － － －
女 10 2.0 82 8.2 7 － 2 1 － － － － － －
計 1 0.1 13 13.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 13 13.0 － 1 － － － － － － － －
計 2 0.2 24 12.0 1 － 1 － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 24 12.0 1 － 1 － － － － － － －
計 1 0.1 9 9.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 9 9.0 － 1 － － － － － － － －
計 1 0.1 33 33.0 － － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 33 33.0 － － － － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 3 0.3 39 13.0 1 1 1 － － － － － － －
男 1 0.3 11 11.0 － 1 － － － － － － － －
女 2 0.4 28 14.0 1 － 1 － － － － － － －
計 1 0.1 21 21.0 － － 1 － － － － － － －
男 1 0.3 21 21.0 － － 1 － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 7 7.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 7 7.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －

C770
頭部、顔面及び頸部リンパ節【リ
ンパ節の続発性及び部位不明の悪
性新生物】

C779
リンパ節、部位不明【リンパ節の
続発性及び部位不明の悪性新生
物】

C56 卵巣の悪性新生物

C61 前立腺の悪性新生物

C679
膀胱、部位不明【膀胱の悪性新生
物】

C349
気管支又は肺、部位不明【気管支
及び肺の悪性新生物】

C509
乳房、部位不明【乳房の悪性新生
物】

C539
子宮頸（部）、部位不明【子宮頸
（部）の悪性新生物】

C240
肝外胆管【その他及び部位不明の
胆道の悪性新生物】

C259 膵、部位不明【膵の悪性新生物】

C341
上葉、気管支又は肺【気管支及び
肺の悪性新生物】

C220
肝癌【肝及び肝内胆管の悪性新生
物】

C23 胆のう＜嚢＞の悪性新生物

C184 横行結腸【結腸の悪性新生物】

C187 Ｓ状結腸【結腸の悪性新生物】

C189
結腸、部位不明【結腸の悪性新生
物】

C182 上行結腸【結腸の悪性新生物】

B182 慢性Ｃ型ウイルス肝炎

B810 アニサキス症

C151 胸部食道【食道の悪性新生物】

C20 直腸の悪性新生物

総数
構成比
(%)

総数

構成比（％）

C159
食道、部位不明【食道の悪性新生
物】

C169 胃、部位不明【胃の悪性新生物】

A419 敗血症、詳細不明

A481 レジオネラ症＜在郷軍人病＞

B029 帯状疱疹、合併症を伴わないもの

1-2年 2年-

A162
肺結核、細菌学的又は組織学的確
認の記載がないもの

A310 肺非結核性抗酸菌感染症

16-22日 23-31日 32-61日 62-91日 3-6ヶ月
6ヶ月-1

年

A09
感染症と推定される下痢及び胃腸
炎

延べ在院
日数

平均在院
日数

1-8日 9-15日
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ＩＣＤ１０コード別・在院期間別・病名数

総数
構成比
(%)

1-2年 2年-16-22日 23-31日 32-61日 62-91日 3-6ヶ月
6ヶ月-1

年
延べ在院
日数

平均在院
日数

1-8日 9-15日

計 2 0.2 15 7.5 1 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
女 1 0.2 3 3.0 1 － － － － － － － － －
計 2 0.2 565 282.5 － － 1 － － － － － 1 －
男 1 0.3 543 543.0 － － － － － － － － 1 －
女 1 0.2 22 22.0 － － 1 － － － － － － －
計 1 0.1 230 230.0 － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 230 230.0 － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 7 7.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 7 7.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 24 24.0 － － － 1 － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 24 24.0 － － － 1 － － － － － －
計 1 0.1 9 9.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 9 9.0 － 1 － － － － － － － －
計 1 0.1 65 65.0 － － － － － 1 － － － －
男 1 0.3 65 65.0 － － － － － 1 － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 9 9.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 9 9.0 － 1 － － － － － － － －
計 1 0.1 50 50.0 － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 50 50.0 － － － － 1 － － － － －
計 2 0.2 41 20.5 1 － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 41 20.5 1 － － － 1 － － － － －
計 8 0.9 311 38.9 1 4 1 1 － － － 1 － －
男 6 1.5 101 16.8 － 4 1 1 － － － － － －
女 2 0.4 210 105.0 1 － － － － － － 1 － －
計 10 1.1 423 42.3 1 2 2 2 2 － － 1 － －
男 8 2.1 390 48.8 － 2 2 1 2 － － 1 － －
女 2 0.4 33 16.5 1 － － 1 － － － － － －
計 2 0.2 84 42.0 － － － 1 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 84 42.0 － － － 1 1 － － － － －
計 1 0.1 49 49.0 － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 49 49.0 － － － － 1 － － － － －
計 2 0.2 29 14.5 1 － 1 － － － － － － －
男 2 0.5 29 14.5 1 － 1 － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 94 94.0 － － － － － － 1 － － －
男 1 0.3 94 94.0 － － － － － － 1 － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 16 1.8 463 28.9 2 5 2 － 6 1 － － － －
男 5 1.3 93 18.6 2 1 1 － 1 － － － － －
女 11 2.2 370 33.6 － 4 1 － 5 1 － － － －
計 5 0.6 428 85.6 － － 1 － 2 － 2 － － －
男 2 0.5 67 33.5 － － 1 － 1 － － － － －
女 3 0.6 361 120.3 － － － － 1 － 2 － － －
計 1 0.1 2 2.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 2 2.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 14 14.0 － 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 14 14.0 － 1 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 4 0.5 61 15.3 1 1 1 1 － － － － － －
男 1 0.3 9 9.0 － 1 － － － － － － － －
女 3 0.6 52 17.3 1 － 1 1 － － － － － －
計 1 0.1 216 216.0 － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 216 216.0 － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 399 199.5 － － － － 1 － － 1 － －
男 1 0.3 355 355.0 － － － － － － － 1 － －
女 1 0.2 44 44.0 － － － － 1 － － － － －
計 1 0.1 47 47.0 － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 47 47.0 － － － － 1 － － － － －
計 2 0.2 116 58.0 － － － 1 － 1 － － － －
男 2 0.5 116 58.0 － － － 1 － 1 － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 20 20.0 － － 1 － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 20 20.0 － － 1 － － － － － － －
計 4 0.5 123 30.8 2 － － － 1 1 － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 4 0.8 123 30.8 2 － － － 1 1 － － － －
計 3 0.3 6 2.0 3 － － － － － － － － －
男 1 0.3 2 2.0 1 － － － － － － － － －
女 2 0.4 4 2.0 2 － － － － － － － － －
計 2 0.2 33 16.5 － 1 1 － － － － － － －
男 1 0.3 21 21.0 － － 1 － － － － － － －
女 1 0.2 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
計 4 0.5 20 5.0 4 － － － － － － － － －
男 2 0.5 8 4.0 2 － － － － － － － － －
女 2 0.4 12 6.0 2 － － － － － － － － －
計 1 0.1 38 38.0 － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 38 38.0 － － － － 1 － － － － －

G560 手根管症候群

G562 尺骨神経の病変

G570 坐骨神経の病変

G450 椎骨脳底動脈症候群

G459 一過性脳虚血発作、詳細不明

G473 睡眠時無呼吸

G20 パーキンソン病

G309 アルツハイマー病、詳細不明

G408 その他のてんかん

F102
依存症候群【アルコール使用＜飲
酒＞による精神及び行動の障害】

F411 全般性不安障害

F509 摂食障害、詳細不明

E86 体液量減少（症）

F03 詳細不明の認知症

F100
急性中毒【アルコール使用＜飲酒
＞による精神及び行動の障害】

E145
末梢循環合併症を伴うもの【詳細
不明の糖尿病】

E162 低血糖症、詳細不明

E639 栄養欠乏症、詳細不明

E11
インスリン非依存性糖尿病＜ＮＩ
ＤＤＭ＞

E14 詳細不明の糖尿病

E142
腎合併症を伴うもの【詳細不明の
糖尿病】

D509 鉄欠乏性貧血、詳細不明

D619 無形成性貧血、詳細不明

D649 貧血、詳細不明

D377
その他の消化器【口腔及び消化器
の性状不詳又は不明の新生物】

D391
卵巣【女性生殖器の性状不詳又は
不明の新生物】

D469
骨髄異形成症候群、詳細不明【骨
髄異形成症候群】

C80 部位の明示されない悪性新生物

C859 非ホジキンリンパ腫、型不明

D371
胃【口腔及び消化器の性状不詳又
は不明の新生物】

C780 肺の続発性悪性新生物
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ＩＣＤ１０コード別・在院期間別・病名数

総数
構成比
(%)

1-2年 2年-16-22日 23-31日 32-61日 62-91日 3-6ヶ月
6ヶ月-1

年
延べ在院
日数

平均在院
日数

1-8日 9-15日

計 1 0.1 47 47.0 － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 47 47.0 － － － － 1 － － － － －
計 3 0.3 5 1.7 3 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 3 0.6 5 1.7 3 － － － － － － － － －
計 4 0.5 40 10.0 － 4 － － － － － － － －
男 1 0.3 10 10.0 － 1 － － － － － － － －
女 3 0.6 30 10.0 － 3 － － － － － － － －
計 52 5.9 829 15.9 1 13 35 2 1 － － － － －
男 19 4.9 262 13.8 1 7 11 － － － － － － －
女 33 6.7 567 17.2 － 6 24 2 1 － － － － －
計 2 0.2 40 20.0 － － 1 1 － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 40 20.0 － － 1 1 － － － － － －
計 1 0.1 3 3.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 3 3.0 1 － － － － － － － － －
計 1 0.1 1,044 1,044.0 － － － － － － － － － 1
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 1,044 1,044.0 － － － － － － － － － 1
計 1 0.1 93 93.0 － － － － － － 1 － － －
男 1 0.3 93 93.0 － － － － － － 1 － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 16 16.0 － － 1 － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 16 16.0 － － 1 － － － － － － －
計 2 0.2 6 3.0 2 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 6 3.0 2 － － － － － － － － －
計 1 0.1 5 5.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 5 5.0 1 － － － － － － － － －
計 1 0.1 1 1.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 1 1.0 1 － － － － － － － － －
計 1 0.1 1 1.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 1 1.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 2 2.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 2 2.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 90 90.0 － － － － － 1 － － － －
男 1 0.3 90 90.0 － － － － － 1 － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 8 8.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 8 8.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 5 0.6 102 20.4 － 1 2 2 － － － － － －
男 2 0.5 44 22.0 － － 1 1 － － － － － －
女 3 0.6 58 19.3 － 1 1 1 － － － － － －
計 37 4.2 1,414 38.2 6 1 10 4 8 6 2 － － －
男 10 2.6 387 38.7 2 － 2 1 2 3 － － － －
女 27 5.4 1,027 38.0 4 1 8 3 6 3 2 － － －
計 1 0.1 2 2.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 2 2.0 1 － － － － － － － － －
計 3 0.3 67 22.3 － 1 － 2 － － － － － －
男 3 0.8 67 22.3 － 1 － 2 － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 11 1.2 490 44.5 － 1 2 2 5 － 1 － － －
男 6 1.5 303 50.5 － － 2 1 2 － 1 － － －
女 5 1.0 187 37.4 － 1 － 1 3 － － － － －
計 1 0.1 61 61.0 － － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 61 61.0 － － － － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 3 3.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 3 3.0 1 － － － － － － － － －
計 1 0.1 45 45.0 － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 45 45.0 － － － － 1 － － － － －
計 2 0.2 68 34.0 － － － 1 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 68 34.0 － － － 1 1 － － － － －
計 1 0.1 2 2.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 2 2.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 9 4.5 2 － － － － － － － － －
男 1 0.3 5 5.0 1 － － － － － － － － －
女 1 0.2 4 4.0 1 － － － － － － － － －
計 2 0.2 19 9.5 1 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 11 11.0 － 1 － － － － － － － －
女 1 0.2 8 8.0 1 － － － － － － － － －
計 1 0.1 13 13.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 13 13.0 － 1 － － － － － － － －
計 1 0.1 16 16.0 － － 1 － － － － － － －
男 1 0.3 16 16.0 － － 1 － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 50 5.6 1,819 36.4 4 21 9 3 5 3 3 2 － －
男 27 6.9 891 33.0 1 12 5 1 3 3 1 1 － －
女 23 4.6 928 40.3 3 9 4 2 2 － 2 1 － －

J189 肺炎、詳細不明

J111
その他の呼吸器症状を伴うインフ
ルエンザ、インフルエンザウイル
スが分離されないもの

J13 肺炎レンサ球菌による肺炎

J180 気管支肺炎、詳細不明

I831 炎症を伴う下肢の静脈瘤

I951 起立性低血圧（症）

J101
その他の呼吸器症状を伴うインフ
ルエンザ、インフルエンザウイル
スが分離されたもの

I702
（四）肢の動脈のアテローム＜
じゅく＜粥＞状＞硬化（症）

I709
全身性及び詳細不明のアテローム
＜じゅく＜粥＞状＞硬化（症）

I749
詳細不明の動脈の塞栓症及び血栓
症

I614 小脳の脳内出血

I638 その他の脳梗塞

I639 脳梗塞、詳細不明

I499 不整脈、詳細不明

I500 うっ血性心不全

I509 心不全、詳細不明

I469 心停止、詳細不明

I472 心室（性）頻拍（症）

I48 心房細動及び粗動

I313 心膜滲出液（非炎症性）

I319 心膜の疾患、詳細不明

I460 蘇生に成功した心停止

I00
心臓併発症の記載のないリウマチ
熱

I214 急性心内膜下心筋梗塞

I219 急性心筋梗塞、詳細不明

H259 老人性白内障、詳細不明

H810 メニエール病

H814 中枢性めまい＜眩暈（症）＞

G908 自律神経系のその他の障害

G931
無酸素性脳損傷、他に分類されな
いもの

H110 翼状片
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ＩＣＤ１０コード別・在院期間別・病名数

総数
構成比
(%)

1-2年 2年-16-22日 23-31日 32-61日 62-91日 3-6ヶ月
6ヶ月-1

年
延べ在院
日数

平均在院
日数

1-8日 9-15日

計 6 0.7 130 21.7 3 1 － － 2 － － － － －
男 3 0.8 18 6.0 3 － － － － － － － － －
女 3 0.6 112 37.3 － 1 － － 2 － － － － －
計 1 0.1 13 13.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 13 13.0 － 1 － － － － － － － －
計 2 0.2 20 10.0 1 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 20 10.0 1 1 － － － － － － － －
計 1 0.1 41 41.0 － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 41 41.0 － － － － 1 － － － － －
計 8 0.9 485 60.6 － 1 2 1 1 1 2 － － －
男 7 1.8 467 66.7 － 1 1 1 1 1 2 － － －
女 1 0.2 18 18.0 － － 1 － － － － － － －
計 4 0.5 122 30.5 1 1 － － 1 1 － － － －
男 4 1.0 122 30.5 1 1 － － 1 1 － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 8 8.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 8 8.0 1 － － － － － － － － －
計 3 0.3 46 15.3 － 2 1 － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 3 0.6 46 15.3 － 2 1 － － － － － － －
計 37 4.2 1,734 46.9 3 4 7 7 9 3 1 3 － －
男 15 3.9 758 50.5 3 1 2 4 2 1 － 2 － －
女 22 4.4 976 44.4 － 3 5 3 7 2 1 1 － －
計 1 0.1 3 3.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 3 3.0 1 － － － － － － － － －
計 2 0.2 41 20.5 － 1 － 1 － － － － － －
男 2 0.5 41 20.5 － 1 － 1 － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 79 39.5 － 1 － － － 1 － － － －
男 2 0.5 79 39.5 － 1 － － － 1 － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 8 8.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 8 8.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 58 29.0 1 － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 4 4.0 1 － － － － － － － － －
女 1 0.2 54 54.0 － － － － 1 － － － － －
計 3 0.3 63 21.0 1 － － 1 1 － － － － －
男 3 0.8 63 21.0 1 － － 1 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 3 0.3 85 28.3 － 1 － － 2 － － － － －
男 1 0.3 32 32.0 － － － － 1 － － － － －
女 2 0.4 53 26.5 － 1 － － 1 － － － － －
計 1 0.1 83 83.0 － － － － － 1 － － － －
男 1 0.3 83 83.0 － － － － － 1 － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 9 9.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 9 9.0 － 1 － － － － － － － －
計 1 0.1 22 22.0 － － 1 － － － － － － －
男 1 0.3 22 22.0 － － 1 － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 18 18.0 － － 1 － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 18 18.0 － － 1 － － － － － － －
計 1 0.1 54 54.0 － － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 54 54.0 － － － － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 19 19.0 － － 1 － － － － － － －
男 1 0.3 19 19.0 － － 1 － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
計 1 0.1 11 11.0 － 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 11 11.0 － 1 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 2 2.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 2 2.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 4 4.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 4 4.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 6 0.7 66 11.0 － 6 － － － － － － － －
男 6 1.5 66 11.0 － 6 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 20 20.0 － － 1 － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 20 20.0 － － 1 － － － － － － －
計 1 0.1 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
計 2 0.2 24 12.0 － 2 － － － － － － － －
男 1 0.3 14 14.0 － 1 － － － － － － － －
女 1 0.2 10 10.0 － 1 － － － － － － － －
計 4 0.5 85 21.3 － 2 － 1 1 － － － － －
男 1 0.3 10 10.0 － 1 － － － － － － － －
女 3 0.6 75 25.0 － 1 － 1 1 － － － － －

K559 腸の血行障害、詳細不明

K562 軸捻（転）

K409
一側性又は患側不明のそけい＜鼡
径＞ヘルニア、閉塞又はえ＜壊＞
疽を伴わないもの

K449
横隔膜ヘルニア、閉塞又はえ＜壊
＞疽を伴わないもの

K550 腸の急性血行障害

K318
胃及び十二指腸のその他の明示さ
れた疾患

K359 急性虫垂炎、詳細不明

K37 詳細不明の虫垂炎

K254
慢性又は詳細不明、出血を伴うも
の【胃潰瘍】

K259
急性又は慢性の別不明、出血又は
穿孔を伴わないもの【胃潰瘍】

K296 その他の胃炎

J988 その他の明示された呼吸器障害

K121 その他の型の口内炎

K210 食道炎を伴う胃食道逆流症

J939 気胸、詳細不明

J961 慢性呼吸不全

J980
気管支の疾患、他に分類されない
もの

J849 間質性肺疾患、詳細不明

J869 瘻（孔）を伴わない膿胸（症）

J90 胸水、他に分類されないもの

J690 食物及び吐物による肺臓炎

J80
成人呼吸窮＜促＞迫症候群＜ＡＲ
ＤＳ＞

J841
肺線維症を伴うその他の間質性肺
疾患

J449 慢性閉塞性肺疾患、詳細不明

J459 喘息、詳細不明

J46 喘息発作重積状態

J40
気管支炎、急性又は慢性と明示さ
れないもの

J42 詳細不明の慢性気管支炎

J441
急性増悪を伴う慢性閉塞性肺疾
患、詳細不明

J209 急性気管支炎、詳細不明

J219 急性細気管支炎、詳細不明
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ＩＣＤ１０コード別・在院期間別・病名数

総数
構成比
(%)

1-2年 2年-16-22日 23-31日 32-61日 62-91日 3-6ヶ月
6ヶ月-1

年
延べ在院
日数

平均在院
日数

1-8日 9-15日

計 2 0.2 16 8.0 1 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 16 8.0 1 1 － － － － － － － －
計 6 0.7 70 11.7 2 1 3 － － － － － － －
男 3 0.8 27 9.0 1 1 1 － － － － － － －
女 3 0.6 43 14.3 1 － 2 － － － － － － －
計 3 0.3 14 4.7 3 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 3 0.6 14 4.7 3 － － － － － － － － －
計 1 0.1 4 4.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 4 4.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 3 0.3 84 28.0 1 － － － 2 － － － － －
男 1 0.3 34 34.0 － － － － 1 － － － － －
女 2 0.4 50 25.0 1 － － － 1 － － － － －
計 1 0.1 11 11.0 － 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 11 11.0 － 1 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 47 47.0 － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 47 47.0 － － － － 1 － － － － －
計 2 0.2 222 111.0 － 1 － － － － － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 222 111.0 － 1 － － － － － 1 － －
計 11 1.2 28 2.5 11 － － － － － － － － －
男 9 2.3 22 2.4 9 － － － － － － － － －
女 2 0.4 6 3.0 2 － － － － － － － － －
計 1 0.1 25 25.0 － － － 1 － － － － － －
男 1 0.3 25 25.0 － － － 1 － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 3 0.3 233 77.7 － 1 1 － － － － 1 － －
男 1 0.3 22 22.0 － － 1 － － － － － － －
女 2 0.4 211 105.5 － 1 － － － － － 1 － －
計 1 0.1 22 22.0 － － 1 － － － － － － －
男 1 0.3 22 22.0 － － 1 － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 4 0.5 28 7.0 2 2 － － － － － － － －
男 2 0.5 14 7.0 1 1 － － － － － － － －
女 2 0.4 14 7.0 1 1 － － － － － － － －
計 3 0.3 131 43.7 1 － － 1 － － 1 － － －
男 1 0.3 103 103.0 － － － － － － 1 － － －
女 2 0.4 28 14.0 1 － － 1 － － － － － －
計 2 0.2 39 19.5 － 1 － 1 － － － － － －
男 1 0.3 11 11.0 － 1 － － － － － － － －
女 1 0.2 28 28.0 － － － 1 － － － － － －
計 3 0.3 42 14.0 － 2 1 － － － － － － －
男 3 0.8 42 14.0 － 2 1 － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 16 16.0 － － 1 － － － － － － －
男 1 0.3 16 16.0 － － 1 － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 8 4.0 2 － － － － － － － － －
男 2 0.5 8 4.0 2 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 23 23.0 － － － 1 － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 23 23.0 － － － 1 － － － － － －
計 1 0.1 25 25.0 － － － 1 － － － － － －
男 1 0.3 25 25.0 － － － 1 － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 4 0.5 67 16.8 － 3 － 1 － － － － － －
男 2 0.5 38 19.0 － 1 － 1 － － － － － －
女 2 0.4 29 14.5 － 2 － － － － － － － －
計 1 0.1 173 173.0 － － － － － － 1 － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 173 173.0 － － － － － － 1 － － －
計 2 0.2 99 49.5 － 1 － － － 1 － － － －
男 1 0.3 87 87.0 － － － － － 1 － － － －
女 1 0.2 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
計 2 0.2 18 9.0 1 － 1 － － － － － － －
男 1 0.3 2 2.0 1 － － － － － － － － －
女 1 0.2 16 16.0 － － 1 － － － － － － －
計 2 0.2 104 52.0 － － 1 － － 1 － － － －
男 1 0.3 83 83.0 － － － － － 1 － － － －
女 1 0.2 21 21.0 － － 1 － － － － － － －
計 1 0.1 29 29.0 － － － 1 － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 29 29.0 － － － 1 － － － － － －
計 1 0.1 20 20.0 － － 1 － － － － － － －
男 1 0.3 20 20.0 － － 1 － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 7 0.8 85 12.1 2 3 2 － － － － － － －
男 4 1.0 60 15.0 － 2 2 － － － － － － －
女 3 0.6 25 8.3 2 1 － － － － － － － －
計 2 0.2 122 61.0 － － － － 1 1 － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 122 61.0 － － － － 1 1 － － － －
計 1 0.1 23 23.0 － － － 1 － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 23 23.0 － － － 1 － － － － － －

L039 蜂巣炎＜蜂窩織炎＞、詳細不明

L120 水疱性類天疱瘡

L309 皮膚炎、詳細不明

K922 胃腸出血、詳細不明

L022
体幹の皮膚膿瘍、せつ＜フルンケ
ル＞及びよう＜カルブンケル＞

L023
殿部の皮膚膿瘍、せつ＜フルンケ
ル＞及びよう＜カルブンケル＞

K85 急性膵炎

K913 術後腸閉塞

K921 メレナ

K819 胆のう＜嚢＞炎、詳細不明

K828
胆のう＜嚢＞のその他の明示され
た疾患

K830 胆管炎

K802
胆のう＜嚢＞炎を伴わない胆のう
＜嚢＞結石

K805
胆管炎又は胆のう＜嚢＞炎を伴わ
ない胆管結石

K810 急性胆のう＜嚢＞炎

K729 肝不全、詳細不明

K746 その他及び詳細不明の肝硬変

K801
その他の胆のう＜嚢＞炎を伴う胆
のう＜嚢＞結石

K650 急性腹膜炎

K659 腹膜炎、詳細不明

K703 アルコール性肝硬変

K623 直腸脱

K626 肛門及び直腸の潰瘍

K635 大腸＜結腸＞のポリープ

K589 下痢を伴わない過敏性腸症候群

K590 便秘

K610 肛門膿瘍

K567 イレウス、詳細不明

K573
穿孔又は膿瘍を伴わない大腸の憩
室性疾患

K579 腸の憩室性疾患、部位不明

K566 その他及び詳細不明の腸閉塞
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ＩＣＤ１０コード別・在院期間別・病名数

総数
構成比
(%)

1-2年 2年-16-22日 23-31日 32-61日 62-91日 3-6ヶ月
6ヶ月-1

年
延べ在院
日数

平均在院
日数

1-8日 9-15日

計 1 0.1 1 1.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 1 1.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 6 0.7 721 120.2 － － － － 2 3 － － 1 －
男 1 0.3 66 66.0 － － － － － 1 － － － －
女 5 1.0 655 131.0 － － － － 2 2 － － 1 －
計 1 0.1 122 122.0 － － － － － － 1 － － －
男 1 0.3 122 122.0 － － － － － － 1 － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 117 58.5 － － － － 2 － － － － －
男 1 0.3 58 58.0 － － － － 1 － － － － －
女 1 0.2 59 59.0 － － － － 1 － － － － －
計 3 0.3 47 15.7 1 1 － 1 － － － － － －
男 1 0.3 7 7.0 1 － － － － － － － － －
女 2 0.4 40 20.0 － 1 － 1 － － － － － －
計 1 0.1 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
計 1 0.1 250 250.0 － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 250 250.0 － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 42 42.0 － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 42 42.0 － － － － 1 － － － － －
計 14 1.6 454 32.4 2 － － 3 9 － － － － －
男 3 0.8 98 32.7 1 － － － 2 － － － － －
女 11 2.2 356 32.4 1 － － 3 7 － － － － －
計 1 0.1 10 10.0 － 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 10 10.0 － 1 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 119 59.5 － － － － 1 1 － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 119 59.5 － － － － 1 1 － － － －
計 1 0.1 44 44.0 － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 44 44.0 － － － － 1 － － － － －
計 1 0.1 45 45.0 － － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 45 45.0 － － － － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 18 9.0 1 1 － － － － － － － －
男 2 0.5 18 9.0 1 1 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 40 20.0 － － 2 － － － － － － －
男 1 0.3 19 19.0 － － 1 － － － － － － －
女 1 0.2 21 21.0 － － 1 － － － － － － －
計 7 0.8 168 24.0 1 1 1 3 1 － － － － －
男 4 1.0 90 22.5 1 1 － 1 1 － － － － －
女 3 0.6 78 26.0 － － 1 2 － － － － － －
計 3 0.3 38 12.7 － 3 － － － － － － － －
男 2 0.5 26 13.0 － 2 － － － － － － － －
女 1 0.2 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
計 1 0.1 58 58.0 － － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 58 58.0 － － － － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 2 2.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 2 2.0 1 － － － － － － － － －
計 1 0.1 2 2.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 2 2.0 1 － － － － － － － － －
計 1 0.1 16 16.0 － － 1 － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 16 16.0 － － 1 － － － － － － －
計 1 0.1 44 44.0 － － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 44 44.0 － － － － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 40 40.0 － － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 40 40.0 － － － － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 77 77.0 － － － － － 1 － － － －
男 1 0.3 77 77.0 － － － － － 1 － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 6 0.7 117 19.5 － 2 3 － 1 － － － － －
男 1 0.3 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
女 5 1.0 105 21.0 － 1 3 － 1 － － － － －
計 6 0.7 278 46.3 1 2 － 1 1 － 1 － － －
男 2 0.5 57 28.5 1 － － － 1 － － － － －
女 4 0.8 221 55.3 － 2 － 1 － － 1 － － －
計 1 0.1 51 51.0 － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 51 51.0 － － － － 1 － － － － －
計 1 0.1 17 17.0 － － 1 － － － － － － －
男 1 0.3 17 17.0 － － 1 － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 20 20.0 － － 1 － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 20 20.0 － － 1 － － － － － － －
計 3 0.3 150 50.0 － 1 1 － － － 1 － － －
男 2 0.5 35 17.5 － 1 1 － － － － － － －
女 1 0.2 115 115.0 － － － － － － 1 － － －
計 1 0.1 237 237.0 － － － － － － － 1 － －
男 1 0.3 237 237.0 － － － － － － － 1 － －
女 － － － － － － － － － － － － － －

N19 詳細不明の腎不全

N179 急性腎不全、詳細不明

N188 その他の慢性腎不全

N189 慢性腎不全、詳細不明

N10 急性尿細管間質性腎炎

N12
尿細管間質性腎炎、急性又は慢性
と明示されないもの

N142
詳細不明の薬物、薬剤又は生物学
的製剤により誘発された腎症＜ネ
フロパシー＞

M8418
骨折の骨癒合不全[偽関節]（腰椎
偽関節）

M8705
骨の特発性無菌＜腐＞性え＜壊＞
死（特発性大腿骨頭壊死）

M8785
その他の骨え＜壊＞死（大腿骨頭
壊死）

M6543
橈骨茎状突起腱鞘炎[ドゥ ケルバ
ン病]（ドゥ・ケルバン腱鞘炎）

M678
滑膜及び腱のその他の明示された
障害

M7928
神経痛及び神経炎、詳細不明（頚
部神経痛）

M4806
脊柱管狭窄（症）（腰部脊柱管狭
窄症）

M5456 下背部痛（腰痛症）

M6259
筋の消耗及び萎縮、他に分類され
ないもの（筋萎縮症）

M4712
ミエロパチ＜シ＞ー＜脊髄障害＞
を伴うその他の脊椎症（頚髄症）

M4786 その他の脊椎症（腰椎症）

M4788 その他の脊椎症（仙腸関節症）

M2441
関節の反復性脱臼及び亜脱臼（習
慣性肩脱臼）

M4659
その他の感染性脊椎障害（化膿性
脊椎炎）

M4698
炎症性脊椎障害、詳細不明（仙腸
関節炎）

M1311
単(発性)関節炎、他に分類されな
いもの（肩関節炎）

M169 股関節症、詳細不明

M179 膝関節症、詳細不明

M0690
関節リウマチ、詳細不明（慢性関
節リウマチ）

M1126
その他の軟骨石灰化症（膝関節偽
痛風）

M1128
その他の軟骨石灰化症（頚椎偽痛
風）

L509 じんま＜蕁麻＞疹、詳細不明

L89 じょく＜褥＞瘡性潰瘍

L984
皮膚の慢性潰瘍、他に分類されな
いもの
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ＩＣＤ１０コード別・在院期間別・病名数

総数
構成比
(%)

1-2年 2年-16-22日 23-31日 32-61日 62-91日 3-6ヶ月
6ヶ月-1

年
延べ在院
日数

平均在院
日数

1-8日 9-15日

計 1 0.1 2 2.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 2 2.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 2 2.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 2 2.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 13 1.5 394 30.3 1 4 2 2 3 － 1 － － －
男 2 0.5 86 43.0 － － － 1 1 － － － － －
女 11 2.2 308 28.0 1 4 2 1 2 － 1 － － －
計 1 0.1 14 14.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 14 14.0 － 1 － － － － － － － －
計 1 0.1 16 16.0 － － 1 － － － － － － －
男 1 0.3 16 16.0 － － 1 － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 8 4.0 2 － － － － － － － － －
男 2 0.5 8 4.0 2 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 27 13.5 1 － － 1 － － － － － －
男 2 0.5 27 13.5 1 － － 1 － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 6 6.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 6 6.0 1 － － － － － － － － －
計 3 0.3 27 9.0 2 － 1 － － － － － － －
男 1 0.3 2 2.0 1 － － － － － － － － －
女 2 0.4 25 12.5 1 － 1 － － － － － － －
計 4 0.5 80 20.0 1 1 1 － 1 － － － － －
男 4 1.0 80 20.0 1 1 1 － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 2 2.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 2 2.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 31 15.5 － 1 1 － － － － － － －
男 2 0.5 31 15.5 － 1 1 － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 15 15.0 － 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 15 15.0 － 1 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 56 56.0 － － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 56 56.0 － － － － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 3 0.3 18 6.0 2 1 － － － － － － － －
男 2 0.5 8 4.0 2 － － － － － － － － －
女 1 0.2 10 10.0 － 1 － － － － － － － －
計 12 1.4 55 4.6 10 2 － － － － － － － －
男 3 0.8 11 3.7 3 － － － － － － － － －
女 9 1.8 44 4.9 7 2 － － － － － － － －
計 6 0.7 139 23.2 1 1 1 2 1 － － － － －
男 2 0.5 28 14.0 1 － － 1 － － － － － －
女 4 0.8 111 27.8 － 1 1 1 1 － － － － －
計 2 0.2 15 7.5 2 － － － － － － － － －
男 1 0.3 8 8.0 1 － － － － － － － － －
女 1 0.2 7 7.0 1 － － － － － － － － －
計 1 0.1 14 14.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 14 14.0 － 1 － － － － － － － －
計 7 0.8 469 67.0 2 － 1 1 1 1 － 1 － －
男 3 0.8 114 38.0 － － 1 1 － 1 － － － －
女 4 0.8 355 88.8 2 － － － 1 － － 1 － －
計 1 0.1 8 8.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 8 8.0 1 － － － － － － － － －
計 1 0.1 32 32.0 － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 32 32.0 － － － － 1 － － － － －
計 1 0.1 5 5.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 5 5.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 20 20.0 － － 1 － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 20 20.0 － － 1 － － － － － － －
計 3 0.3 54 18.0 － 2 － 1 － － － － － －
男 1 0.3 14 14.0 － 1 － － － － － － － －
女 2 0.4 40 20.0 － 1 － 1 － － － － － －
計 2 0.2 252 126.0 － － － － － 1 1 － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 252 126.0 － － － － － 1 1 － － －
計 1 0.1 2 2.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 2 2.0 1 － － － － － － － － －
計 1 0.1 315 315.0 － － － － － － － 1 － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 315 315.0 － － － － － － － 1 － －
計 2 0.2 20 10.0 1 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 14 14.0 － 1 － － － － － － － －
女 1 0.2 6 6.0 1 － － － － － － － － －
計 2 0.2 24 12.0 － 2 － － － － － － － －
男 1 0.3 14 14.0 － 1 － － － － － － － －
女 1 0.2 10 10.0 － 1 － － － － － － － －
計 1 0.1 3 3.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 3 3.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －

S010 頭皮の開放創

S011 眼瞼及び眼球周囲部の開放創

R634 異常体重減少

R730 ブドウ糖負荷試験異常

S000 頭皮の表在損傷

R601 全身性浮腫

R630 食欲不振

R633 栄養補給の困難及び不適当な管理

R55 失神及び虚脱

R568
その他及び詳細不明のけいれん＜
痙攣＞

R58 出血、他に分類されないもの

R51 頭痛

R53 倦怠(感)及び疲労

R54 老衰

R402 昏睡、詳細不明

R42 めまい＜眩暈＞感及びよろめき感

R509 発熱、詳細不明

R268
歩行及び移動のその他及び詳細不
明の異常

R31 詳細不明の血尿

R33 尿閉

R11 悪心及び嘔吐

R18 腹水

R221
限局性腫脹、腫瘤及び塊【皮膚及
び皮下組織の限局性腫脹、腫瘤及
び塊】

R090 窒息

R103
下腹部のその他の部位に限局した
疼痛

R104 その他及び詳細不明の腹痛

N390 尿路感染症、部位不明

R05 咳

R060 呼吸困難

N288
腎及び尿管のその他の明示された
障害

N319
神経因性膀胱(機能障害)、詳細不
明
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ＩＣＤ１０コード別・在院期間別・病名数

総数
構成比
(%)

1-2年 2年-16-22日 23-31日 32-61日 62-91日 3-6ヶ月
6ヶ月-1

年
延べ在院
日数

平均在院
日数

1-8日 9-15日

計 1 0.1 8 8.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 8 8.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 4 0.5 90 22.5 2 － － － 2 － － － － －
男 4 1.0 90 22.5 2 － － － 2 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 1 1.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 1 1.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 95 95.0 － － － － － － 1 － － －
男 1 0.3 95 95.0 － － － － － － 1 － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 2 2.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 2 2.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 5 0.6 152 30.4 － 1 － 1 3 － － － － －
男 2 0.5 47 23.5 － 1 － － 1 － － － － －
女 3 0.6 105 35.0 － － － 1 2 － － － － －
計 1 0.1 3 3.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 3 3.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 4 0.5 100 25.0 1 1 1 － － 1 － － － －
男 3 0.8 84 28.0 1 1 － － － 1 － － － －
女 1 0.2 16 16.0 － － 1 － － － － － － －
計 30 3.4 876 29.2 4 4 3 6 11 2 － － － －
男 11 2.8 245 22.3 1 3 2 2 3 － － － － －
女 19 3.8 631 33.2 3 1 1 4 8 2 － － － －
計 2 0.2 71 35.5 － － － － 2 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 71 35.5 － － － － 2 － － － － －
計 1 0.1 91 91.0 － － － － － 1 － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 91 91.0 － － － － － 1 － － － －
計 7 0.8 307 43.9 － 1 2 － 2 2 － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 7 1.4 307 43.9 － 1 2 － 2 2 － － － －
計 3 0.3 39 13.0 － 2 1 － － － － － － －
男 3 0.8 39 13.0 － 2 1 － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 3 0.3 69 23.0 1 1 － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 3 0.6 69 23.0 1 1 － － 1 － － － － －
計 2 0.2 68 34.0 － － － － 2 － － － － －
男 1 0.3 34 34.0 － － － － 1 － － － － －
女 1 0.2 34 34.0 － － － － 1 － － － － －
計 1 0.1 3 3.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 3 3.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 9 9.0 － 1 － － － － － － － －
男 1 0.3 9 9.0 － 1 － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 5 5.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 5 5.0 1 － － － － － － － － －
計 7 0.8 117 16.7 3 2 1 － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 7 1.4 117 16.7 3 2 1 － 1 － － － － －
計 1 0.1 43 43.0 － － － － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 43 43.0 － － － － 1 － － － － －
計 1 0.1 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
計 1 0.1 4 4.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 4 4.0 1 － － － － － － － － －
計 2 0.2 77 38.5 － － － 1 1 － － － － －
男 1 0.3 50 50.0 － － － － 1 － － － － －
女 1 0.2 27 27.0 － － － 1 － － － － － －
計 5 0.6 371 74.2 － － － － 3 1 1 － － －
男 1 0.3 79 79.0 － － － － － 1 － － － －
女 4 0.8 292 73.0 － － － － 3 － 1 － － －
計 17 1.9 860 50.6 2 － 1 1 8 4 1 － － －
男 3 0.8 166 55.3 － － － － 2 1 － － － －
女 14 2.8 694 49.6 2 － 1 1 6 3 1 － － －
計 2 0.2 57 28.5 － － － 2 － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 57 28.5 － － － 2 － － － － － －
計 1 0.1 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
計 1 0.1 17 17.0 － － 1 － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 17 17.0 － － 1 － － － － － － －
計 1 0.1 13 13.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 13 13.0 － 1 － － － － － － － －
計 2 0.2 70 35.0 － － 1 － 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 2 0.4 70 35.0 － － 1 － 1 － － － － －
計 5 0.6 276 55.2 － － － 1 2 2 － － － －
男 1 0.3 87 87.0 － － － － － 1 － － － －
女 4 0.8 189 47.3 － － － 1 2 1 － － － －

S810 膝の開放創

S8200 膝蓋骨骨折（膝関節骨折）

S8210
脛骨近位端骨折（脛骨膝関節内骨
折）

S7290
大腿骨骨折、部位不明（大腿骨骨
折）

S730 股関節脱臼

S800 膝の挫傷

S701 大腿の挫傷

S7200
大腿骨頸部骨折（大腿骨頭部内側
骨折）

S7210
転子貫通骨折（大腿骨転子部骨
折）

S531 肘の脱臼、詳細不明

S534 肘の捻挫及びストレイン

S6230
その他の中手骨骨折（中手骨骨
折）

S519 前腕の開放創、部位不明

S5220 尺骨骨幹部骨折（尺骨亀裂骨折）

S5250 橈骨遠位端骨折（バートン骨折）

S4220
上腕骨近位端骨折（上腕骨骨頭骨
折）

S4230 上腕骨骨幹部骨折（上腕骨骨折）

S499 肩及び上腕の詳細不明の損傷

S3240 寛骨臼骨折（寛骨臼骨折）

S3250 恥骨骨折（恥骨骨折）

S4200 鎖骨骨折（鎖骨骨幹部骨折

S2230 肋骨骨折（肋骨骨折）

S3200 腰椎骨折（腰椎脱臼骨折）

S3210 仙骨骨折（仙骨亀裂骨折）

S134 頸椎の捻挫及びストレイン

S2200 胸椎骨折（胸椎横突起骨折）

S2220 胸骨骨折（胸骨骨折）

S065 外傷性硬膜下出血

S068 その他の頭蓋内損傷

S1210 第２頸椎骨折（ハングマン骨折）

S051 眼球及び眼窩組織の挫傷
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ＩＣＤ１０コード別・在院期間別・病名数

総数
構成比
(%)

1-2年 2年-16-22日 23-31日 32-61日 62-91日 3-6ヶ月
6ヶ月-1

年
延べ在院
日数

平均在院
日数

1-8日 9-15日

計 5 0.6 153 30.6 － － 1 3 1 － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 5 1.0 153 30.6 － － 1 3 1 － － － － －
計 2 0.2 77 38.5 1 － － － － 1 － － － －
男 1 0.3 4 4.0 1 － － － － － － － － －
女 1 0.2 73 73.0 － － － － － 1 － － － －
計 1 0.1 10 10.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 10 10.0 － 1 － － － － － － － －
計 2 0.2 140 70.0 － － － － － 2 － － － －
男 1 0.3 64 64.0 － － － － － 1 － － － －
女 1 0.2 76 76.0 － － － － － 1 － － － －
計 2 0.2 34 17.0 1 － － 1 － － － － － －
男 1 0.3 8 8.0 1 － － － － － － － － －
女 1 0.2 26 26.0 － － － 1 － － － － － －
計 1 0.1 10 10.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 10 10.0 － 1 － － － － － － － －
計 2 0.2 11 5.5 2 － － － － － － － － －
男 1 0.3 5 5.0 1 － － － － － － － － －
女 1 0.2 6 6.0 1 － － － － － － － － －
計 3 0.3 147 49.0 － 1 － － － 2 － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 3 0.6 147 49.0 － 1 － － － 2 － － － －
計 1 0.1 60 60.0 － － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 60 60.0 － － － － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 4 4.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 4 4.0 1 － － － － － － － － －
計 4 0.5 37 9.3 3 － 1 － － － － － － －
男 4 1.0 37 9.3 3 － 1 － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 2 0.2 23 11.5 － 2 － － － － － － － －
男 1 0.3 12 12.0 － 1 － － － － － － － －
女 1 0.2 11 11.0 － 1 － － － － － － － －
計 1 0.1 8 8.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 8 8.0 1 － － － － － － － － －
計 1 0.1 28 28.0 － － － 1 － － － － － －
男 1 0.3 28 28.0 － － － 1 － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 4 0.5 116 29.0 1 1 － 1 － 1 － － － －
男 1 0.3 3 3.0 1 － － － － － － － － －
女 3 0.6 113 37.7 － 1 － 1 － 1 － － － －
計 1 0.1 47 47.0 － － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 47 47.0 － － － － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 6 6.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 6 6.0 1 － － － － － － － － －
計 1 0.1 36 36.0 － － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 36 36.0 － － － － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 8 8.0 1 － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 8 8.0 1 － － － － － － － － －
計 1 0.1 46 46.0 － － － － 1 － － － － －
男 1 0.3 46 46.0 － － － － 1 － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 1 0.1 2 2.0 1 － － － － － － － － －
男 1 0.3 2 2.0 1 － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －
計 5 0.6 34 6.8 4 1 － － － － － － － －
男 3 0.8 16 5.3 3 － － － － － － － － －
女 2 0.4 18 9.0 1 1 － － － － － － － －
計 26 2.9 1,394 53.6 － 4 4 3 10 3 － 2 － －
男 16 4.1 716 44.8 － 4 2 2 5 2 － 1 － －
女 10 2.0 678 67.8 － － 2 1 5 1 － 1 － －
計 3 0.3 182 60.7 1 － 1 － － － 1 － － －
男 2 0.5 180 90.0 － － 1 － － － 1 － － －
女 1 0.2 2 2.0 1 － － － － － － － － －
計 1 0.1 9 9.0 － 1 － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 1 0.2 9 9.0 － 1 － － － － － － － －

Z988 その他の明示された術後状態

Z470
骨折プレート及びその他の内固定
器具の除去に関する経過観察＜
フォローアップ＞ケア

Z501 その他の理学療法

Z931 胃瘻造設状態

T911 脊椎骨折の続発・後遺症

Z080
悪性新生物の術後の経過観察＜
フォローアップ＞検査

Z090
その他の病態の術後の経過観察＜
フォローアップ＞検査

T827
その他の心臓及び血管の人工器
具、挿入物及び移植片による感染
症及び炎症性反応

T840
体内関節プロステーシスの機械的
合併症

T909
頭部の詳細不明の損傷の続発・後
遺症

T630
ヘビ毒【有毒動物との接触による
毒作用】

T678
熱及び光線のその他の作用【熱及
び光線の作用】

T814
処置に続発する感染症、他に分類
されないもの

T090 体幹の表在損傷、部位不明

T136 下肢の外傷性切断、部位不明

T179 気道内異物、部位不明

T009 多発性表在損傷、詳細不明

T0210
胸部＜郭＞の骨折、下背部及び骨
盤部の骨折を伴うもの（胸腰椎圧
迫骨折）

T08-0
脊椎骨折、部位不明（脊椎圧迫骨
折）

S9200 踵骨骨折（踵骨開放骨折）

S9220
その他の足根骨の骨折（足立方骨
骨折）

S9230 中足骨骨折（中足骨亀裂骨折）

S8260 外果骨折（デュピトラン骨折）

S8280
下腿のその他の部位の骨折（果部
骨折）

S832 半月裂傷＜断裂＞、新鮮損傷
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疾病中分類別・上位疾病別・病名数

番号 順位 コード 分類名 件数 構成比(%)
延べ在院

日数
平均在院

日数
平均年齢

1 1 102 インフルエンザ及び肺炎 56 6.3 1,876 33.5 87.0

2 2 079 水晶体の障害 52 5.9 829 15.9 78.4

3 3 096 その他の型の心疾患 50 5.6 1,629 32.6 87.9

4 4 200 腹部、下背部、腰椎及び骨盤部の損傷 40 4.5 1,345 33.6 85.0

5 5 116 腸のその他の疾患 38 4.3 629 16.6 76.1

6 6 106 外的因子による肺疾患 37 4.2 1,734 46.9 84.5

7 7 023 消化器の悪性新生物 34 3.8 958 28.2 76.0

8 8 223
特定の処置及び保健ケアのための保健サービス
の利用者

31 3.5 1,428 46.1 75.5

9 9 204 股関節部及び大腿の損傷 27 3.1 1,377 51.0 85.3

10 10 191 全身症状及び徴候 26 2.9 1,010 38.8 88.8

11 11 047 糖尿病 21 2.4 867 41.3 71.8

12 12 105 慢性下気道疾患 19 2.1 722 38.0 83.4

13 13 024 呼吸器及び胸腔内臓器の悪性新生物 17 1.9 181 10.6 71.1

14 13 097 脳血管疾患 17 1.9 602 35.4 82.7

15 13 205 膝及び下腿の損傷 17 1.9 616 36.2 67.8

16 16 053 代謝障害 16 1.8 463 28.9 84.6

17 17 119 胆のう＜嚢＞、胆管及び膵の障害 15 1.7 393 26.2 78.2

18 17 131 関節症 15 1.7 496 33.1 78.8

19 17 135 脊椎障害 15 1.7 434 28.9 79.9

20 17 189
認識、知覚、情緒状態及び行動に関する症状及
び徴候

15 1.7 73 4.9 80.1
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部門別統計
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１、病院事業関係 （単位：件） （単位：人）

手 術 件 数 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引
人 工 透 析
状 況

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引

外 科 75 65 64 47 52 59 7 実 日 数 258 259 246 205 209 228 19

整 形 外 科 155 110 145 102 102 95 △ 7 実 患 者 数 157 178 133 145 148 164 16

眼 科 151 139 122 122 111 99 △ 12 延べ患者数 1,734 1,938 1,552 1,714 1,804 1,995 191

泌 尿 器 科 0 0 0 0 0 0 0 （単位：件）

計 381 314 331 271 265 253 △ 12 放 射 線
室 状 況

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引

（単位：件） 一 般 撮 影 5,563 5,729 5,811 5,821 6,197 6,650 453

内 視 鏡
検 査

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引
ポ ー タ ブ ル
撮 影 845 803 730 707 831 900 69

胃 カ メ ラ 655 695 674 606 641 713 72 外 科 用
イメージ撮影 72 45 71 55 48 51 3

胃 透 視 23 16 7 1 0 0 0 骨 塩 定 量 321 578 465 540 565 578 13

大 腸
フ ァ イ バ ー 77 132 131 106 93 120 27 マ ン モ 撮 影 36 29 23 15 9 13 4

嚥 下 カ メ ラ 0 0 0 0 15 6 △ 9 訪 問 撮 影 52 83 77 74 64 38 △ 26

気 管 支 鏡 12 18 13 12 4 5 1 Ｃ Ｔ 検 査 1,657 1,732 1,626 1,554 1,555 1,858 303

胃 ろ う
造 設 術 18 12 14 13 14 22 8 Ｍ Ｒ Ｉ 検 査 640 838 644 640 563 802 239

膀 胱 鏡 36 54 55 29 20 33 13 計 9,186 9,837 9,447 9,406 9,832 10,890 1,058

ステント交換 26 28 25 22 18 25 7 遠 隔 読 影 1,530 1,698 1,740 1,854 1,992 2,478 486

（単位：件） （単位：件）

超 音 波
診 断 検 査

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引
検 診 実 施
状 況

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引

腹 部 エ コ ー 642 589 543 497 634 898 264 人 間 ド ッ ク 86 116 119 114 106 115 9

心 甲 乳
エ コ ー 237 246 259 281 244 104 △ 140 人 間 ド ッ ク

（ Ｍ Ｒ Ｉ 含 ） 22 17 22 20 27 22 △ 5

（単位：件）
共 済 組 合
ド ッ ク 71 76 66 55 66 75 9

薬 局
状 況

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引 脳 ド ッ ク 88 74 58 64 66 61 △ 5

服 薬 指 導
（ 人 数 ） 571 378 388 373 324 359 35 生活習慣病

検 診 136 128 133 122 119 123 4

服 薬 指 導
（ 件 数 ） 1,074 643 660 556 518 596 78 子 宮 が ん 5 36 30 29 33 30 △ 3

訪 問 服 薬
指 導 97 94 81 23 0 0 0 乳 が ん

マ ン モ 3 5 3 3 0 4 4

処方箋枚数 10,010 11,141 11,006 11,340 9,826 9,189 △ 637 骨 塩 12 31 42 35 31 41 10

薬 剤 数 27,567 30,693 32,249 34,405 30,420 28,446 △ 1,974 原 爆 検 診 7 8 6 10 4 3 △ 1

注射箋枚数 14,976 14,190 14,387 12,966 13,495 13,618 123 予 防 接 種 1,722 1,542 1,609 1,778 1,993 1,767 △ 226

製 剤 数 877 862 774 829 697 526 △ 171 特 定 検 診 9 9 13 12 13 9 △ 4

Ｉ Ｖ Ｈ 本 数 1,902 1,831 1,696 745 2,193 2,015 △ 178 事業所健診 34 29 37 26 19 33 14

疑 義 照 会 587 632 597 551 558 774 216 計 2,195 2,071 2,138 2,268 2,477 2,283 △ 194

日野病院部門別各種統計調べ（№１）
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（単位：件） （単位：件）

栄 養 管 理 室
状 況

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引
理 学 療 法
状 況

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引

入 院 時
食 事 療 養 66,148 64,536 64,526 67,609 64,485 73,387 8,902 運 動 器 Ⅰ 8,689 9,463 9,440 9,572 4,415 10,139 5,724

特別食加算 32,364 34,346 33,564 38,906 35,680 29,805 △ 5,875
運 動 器 Ⅰ
（ 維 持 期 ） 0 0 0 756 666 315 △ 351

食 堂 加 算 22,514 21,917 21,716 22,927 21,953 24,760 2,807 呼 吸 器 Ⅰ 1,529 1,960 952 1,253 1,638 3,261 1,623

入 院 時
延 べ 食 数 66,148 64,536 64,526 67,609 64,485 73,387 8,902 脳 血 管 Ⅱ 11,023 12,877 8,765 6,325 1,720 4,234 2,514

外 来 透 析
食 数 881 806 884 887 888 975 87 脳 血 管 Ⅱ

（ 維 持 期 ） 0 0 0 203 325 95 △ 230

栄 養 指 導 532 548 532 516 526 524 △ 2 徒手的処置 1,230 853 527 733 560 460 △ 100

訪 問
栄 養 指 導 3 4 1 0 2 2 0 器具的処置 1,388 744 378 182 98 73 △ 25

そ の 他
イベント等指導 25 120 195 240 238 236 △ 2 退院時指導 284 228 250 255 247 312 65

退院前指導 96 91 92 90 100 119 19

（単位：件）
地 域 包 括
ケ ア 病 床 分 0 0 0 6,801 13,181 13,365 184

検 査 室
状 況

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引 （単位：件）

生化学セット 7,936 8,715 8,940 8,700 9,122 10,388 1,266 作 業 療 法
状 況

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引

Ｃ Ｂ Ｃ 7,694 7,844 8,353 7,878 8,233 9,232 999 運 動 器 Ⅰ 1,275 881 1,081 1,161 1,994 2,803 809

凝 固 検 査 2,259 2,421 2,789 2,762 2,838 3,088 250 運 動 器 Ⅰ
（ 維 持 期 ） 0 0 0 127 120 18 △ 102

尿 検 査 5,785 5,346 5,249 5,064 5,236 4,758 △ 478 呼 吸 器 Ⅰ 0 0 0 77 200 1,226 1,026

心 電 図 1,740 1,727 1,726 1,668 1,685 1,673 △ 12 脳 血 管 Ⅱ
（ 脳 ） 2,647 2,666 2,145 1,953 820 1,752 932

呼 吸 機 能 435 562 479 382 422 447 25 地 域 包 括
ケ ア 病 床 分 0 0 0 803 1,471 2,774 1,303

誘発筋電図 98 118 132 109 102 108 6 （単位：件）

眼 底 カ メ ラ 277 292 273 257 271 279 8 言 語 聴 覚
療 法 状 況

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引

脳 波 15 19 23 24 12 12 0 脳 血 管 Ⅱ
（ 脳 ） 3,657 4,048 1,733 3,099 2,806 2,876 70

血 圧 脈 波 62 58 23 120 116 268 152 摂 食 機 能
療 法 737 785 514 667 1,496 2,611 1,115

計 26,301 27,102 27,987 26,964 28,037 30,253 2,216 地 域 包 括
ケ ア 病 床 分 0 0 0 442 1,189 108 △ 1,081

２、在宅介護支援事業関係 （単位：人） （単位：人）

訪問看護 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引
訪　　問
リハビリ

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引

実利用者数 373 455 395 451 513 593 80 実利用者数 515 586 670 680 647 696 49

延 べ
利 用 者 数 1,822 2,062 1,785 1,815 1,734 2,189 455 延べ利用者数 2,360 3,046 3,524 3,530 3,448 3,680 232

（単位：件） （単位：件）

居宅支援
（介　護）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引
居宅支援
（予　防）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 差引

件 数 775 741 776 936 1,117 1,242 125 件 数 288 344 389 524 499 603 104

日野病院部門別各種統計調べ（№２）
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

337 296 416 310 461 495 387 489 617 561 629 625
5,623

入　　院
274 252 381 270 415 425 329 440 546 478 518 512

4,840

外　　来
63 44 35 40 46 70 58 49 71 83 75 113

747

新　　規
65 52 50 31 75 60 85 68 87 67 151 114

905

継　　続
272 244 366 279 386 435 302 421 530 494 478 511

4,718

経済的・社会的問題の解決調整
19 41 55 42 22 18 28 66 85 52 104 57

589

診療関係の援助
242 179 244 218 336 398 283 383 485 454 510 509

4,241

人間関係の援助
175 61 117 53 51 57 89 90 132 148 165 170

1,308

心理情緒的問題の援助
44 57 106 55 23 52 81 72 118 111 133 116

968

社会復帰・退院援助
166 177 264 190 256 264 254 332 402 382 443 417

3,547

関係（者）機関との連携・協力
183 162 233 176 211 286 264 341 399 398 504 461

3,618

医　　師 226 193 287 248 299 327 275 363 430 418 447 460
3,973

看　護　師 174 152 220 183 312 314 247 290 382 327 323 336
3,260

職　　員 144 123 177 151 216 222 180 218 275 199 225 239
2,369

本　　人 188 146 233 170 181 168 173 240 280 335 280 249
2,643

家　　族 175 145 243 174 183 190 206 274 305 327 361 320
2,903

関係機関 183 162 233 176 211 286 264 341 399 398 504 461
3,618

そ　の　他 0 1 5 4 4 0 2 7 15 1 7 6
52

面　　接 196 166 264 216 238 253 223 323 304 363 354 278
3,178

協　　議 109 90 130 85 225 209 162 223 286 219 198 196
2,132

訪　　問 79 20 30 4 14 12 6 16 13 10 11 19
234

電　　話 163 142 122 90 149 118 191 244 388 383 483 572
3,045

文　　書 128 106 136 106 81 189 138 171 267 158 149 169
1,798

医　　師 46 29 29 26 56 26 62 53 65 47 51 78
568

看　護　師 43 17 18 15 54 34 57 32 52 44 28 52
446

職　　員 37 14 13 4 19 10 26 26 22 16 14 23
224

本　　人 30 29 31 13 36 16 29 35 34 34 31 29
347

家　　族 27 23 29 14 20 13 41 35 33 29 36 43
343

関係機関 29 24 23 18 29 40 52 51 57 52 67 23
465

そ　の　他 0 0 1 4 0 0 2 0 0 1 2 2
12

25 13 14 15 9 13 3 18 20 12 15
157

3 1 0 0 1 1
6

1 1 2 8 6 14 10 13 27 21 31
134

1 1 1 0
3

1 1

退院時共同指導（1200点）

在宅患者緊急時カンファレンス(200点)

メディカルソーシャルワーカー業務統計（平成28年度）

面
接
等
対
象
者

援
助
方
法

新
規
紹
介
経
路

介護支援連携指導（400点）

退院後訪問（５８０点）

退院支援加算（600点）

援助　　　件数

入・外

新・継

援
助
内
容
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誌上発表 

１．原著論文 

Contrast-enhanced sonography with Sonazoid as a new diagnostic tool for splenic hamartoma: 

a single case report 

Sugihara T,Koda M,Kato J,Sakamoto T,Horie Y,Murawaki Y 

J Med Ultrason 43(1):113-118，2016 

A report of three cases of exophytic gastrointestinal stromal tumor detected by 

transabdominal ultrasound 

  Sugihara T,Koda M,Tanimura T,Yoshida M,Murawaki Y 

  J Med Ultrason  43(1):107-111，2016 

Left Renal Cortical Thickness Measured by Ultrasound Can Predict Early Progression of 

Chronic Kidney Disease 

Takata T, Koda M, Sugihara T, Sugihara S, Okamoto T, Miyoshi K, Hodotsuka M, Fujise Y, 

Matono T, Okano J, Hosho K, Iyama T, Fukui T, Fukuda S, Munemura C, Isomoto H 

Nephron Nov 19 132(1):25-32，2016 

Preventive Effect of Geraniol on Diethylnitrosamine-Induced Hepatocarcinogenesis in Rats 

  Sawada S, Okano J, Imamoto R, Yasunaka Y, Abe R, Koda M, Murawaki Y, Isomoto H 

  Yonago Acta medica 59:37-43，2016 

当院における緊急大腸内視鏡検査を施行した高齢者下部消化管出血症例の検討 

池淵 雄一郎、八島 一夫、河口 剛一郎、孝田 雅彦、村脇 義和 

日本高齢消化器病学会会誌 18(No.2):77-81，2016 

後期高齢者の C型慢性肝炎に対するダクラタスビル・アスナプレビル併用療法の使用経験 

杉原 誉明、孝田 雅彦、的野 智光、法正 恵子、岡野 淳一、池田 房雄 

日本高齢消化器病学会会誌 18(No.2):53-57，2016 

A Series of microRNA in the Chromosome 14q32.2 Maternally Imprinted Region Related to 

Progression of Non-Alcoholic FattyLiver Disease in a Mouse Model 

Okamoto K, Koda M, Okamoto T, Miyoshi K, Kishina M, Kato J, Tokunaga S, Sugihara T, 

Hara Y, Hino K, Murawaki Y 

PLoS One 11(5):e0154676，2016 
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下大静脈腫瘍栓（IVC-TT)を伴う進行肝細胞癌に対する治療法の選択と有効性：後ろ向き検討 

杉原 誉明、孝田 雅彦、岡本 敏明、三好 謙一、的野 智光、法正 恵子、岡野 淳一、 

磯本  一、矢田 晋作、大内 泰文、谷村 隆志、村脇 義和、河野 通盛、飴谷 資樹 

肝臓 57(5);205-212，2016 

経頸静脈的肝生検（TJLB)の有用性に関する後ろ向き検討 

杉原 誉明、孝田 雅彦、岡本 敏明、三好 謙一、的野 智光、法正 恵子、岡野 淳一、 

磯本  一、矢田 晋作、大内 泰文 

肝臓 57(6);280-286，2016 

肝性胸水を伴った肝硬変症例の横隔膜交通症に対する横隔膜縫縮術の有用性 

三好 謙一、孝田 雅彦、磯本  一、松居 真司、谷口 雄司 

日本門脈圧亢進症学会 22:234-239，2016 

リンパ球刺激試験（DLST)2 回目測定の有用性 

  杉原 誉明、孝田 雅彦、岡本 敏明、三好 謙一、的野 智光、法正 恵子、岡野 淳一、 

磯本  一、堤  玲子、江原 由布子 

肝臓 57(11):571-576，2016 

Antifibrotic effects of ambrisentan, an endothelin-A receptor antagonist, in a 

non-alcoholic steatohepatitis mouse model. 

Okamoto T, Koda M, Miyoshi K, Onoyama T, Kishina M, Matono T, Sugihara T, Hosho K, Okano 

J, Isomoto H, Murawaki Y. 

World J Hepatol. 8:933-41，2016 

Falsely Elevated Serum Vitamin B12 Levels Were Associated with the Severity and Prognosis 

of Chronic Viral Liver Disease 

Takaaki Sugihara, Masahiko Koda, Toshiaki Okamoto, Kenichi Miyoshi, Tomomitsu Matono, 

Kenji Oyama, Keiko Hosho, Jun-ichi Okano, Hajime Isomoto , Yoshikazu Murawaki 

Yonago Acta Med  60(1);31-39，2017 

Serum Procalcitonin in Patients with Acute Liver Failure 

Takaaki Sugihara, Masahiko Koda, Toshiaki Okamoto, Kenichi Miyoshi, Tomomitsu Matono, 

Kenji Oyama, Keiko Hosho, Jun-ichi Okano , Hajime Isomoto 

Yonago Acta Med  60(1);:40–46，2017 

118



２．総説論文 

血清線維化マーカーとスコア診断 

  孝田 雅彦 

肝胆膵 73 (6) :99 3-1000，2016 

３．その他 

ご近所のお医者さん  網膜色素変性の白内障 

玉井 嗣彦 

毎日新聞鳥取版 第 48012号（平成 28年 4月 19日発行）p27,2016 

年度変わりに 

櫃田 豊 

日野病院組合だより せせらぎ 第 56号（平成 28年 5月発行）p2,2016 

高齢社会における話題 －認知症患者の眼治療－ 

玉井 嗣彦 

日野病院組合だより せせらぎ 第 56号（平成 28年 5月発行）p3,2016 

ご近所のお医者さん  主治医意見書 

櫃田 豊 

毎日新聞鳥取版 第 48026号（平成 28年 5月 3日発行）p23,2016 

ご近所のお医者さん  眼科領域の遺伝子治療 

玉井 嗣彦 

毎日新聞鳥取版 第 48047号（平成 28年 5月 24日発行）p27,2016 

ご近所のお医者さん  退院支援・調整 

櫃田 豊 

毎日新聞鳥取版 第 48061 号（平成 28年 6月 7日発行）p23,2016 

ご近所のお医者さん ロービジョンケア対策 

玉井 嗣彦 

毎日新聞鳥取版 第 48082号（平成 28年 6月 28日発行）p23,2016 

ご近所のお医者さん  退院困難な患者さん 

櫃田 豊 

毎日新聞鳥取版 第 48110号（平成 28年 7月 26日発行）p27,2016 
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ご近所のお医者さん  眼科在宅医療の実際 

玉井 嗣彦 

毎日新聞鳥取版 第 48145号（平成 28年 8月 30日発行）p25,2016 

日野病院を去るに当って 

櫃田 豊 

日野病院組合だより せせらぎ 第 57号（平成 28年 9月発行）p2,2016 

先制医療を考える 

玉井 嗣彦 

日野病院組合だより せせらぎ 第 57号（平成 28年 9月発行）p3,2016 

血栓を溶かす効用のある「納豆」は網膜血管閉塞症の改善に有効と判明、 

眼科医が治療に活用、臨床例が続出 

玉井 嗣彦 

健康月刊誌「はつらつ元気」 第 14巻（第 9号）（平成 28年 9月 2日発行）p78-79,2016 

眼底出血が消えた！視力も大幅アップ!!「納豆食」の臨床報告 

玉井 嗣彦 

健康月刊誌「はつらつ元気」 第 14巻（第 9号）（平成 28年 9月 2日発行）p80-81,2016 

ご近所のお医者さん  退院困難と老年症候群 

櫃田 豊 

毎日新聞鳥取版 第 48159号（平成 28年 9月 13日発行）p27,2016 

ご近所のお医者さん 成人眼科検診の重要性 

玉井 嗣彦 

毎日新聞鳥取版 第 48194号（平成 28年 10月 18日発行）p27,2016 

「百寿会」よ、永遠なれ！ 

玉井 嗣彦 

米子ロータリークラブ月報 №733号（平成 28年 10月発行）p3,2016 

ご近所のお医者さん 幸せの条件を考える 

玉井 嗣彦 

毎日新聞鳥取版 第 48236号（平成 28年 11月 29日発行）p27,2016 
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先制医療への展望 

玉井 嗣彦 

鳥取大学医学部眼科同門会だより 第 32号（平成 28年 12月発行）p42-43,2016 

眼科在宅医療を巡る話題 

玉井 嗣彦 

豊瞳（高知大学医学部眼科学教室同門会誌） 第 19号（平成 28年 12月発行）p43-45,2016 

日野病院病院長コラム 第 1回 「がん」は治せるの？ 

孝田 雅彦 

広報ひの 12 月号（平成 28 年 12 月発行）p21,2016 

病院だより －日野病院の現状と目指す将来像－ 

孝田 雅彦 

鳥取県医師会報 第 739号（平成 29年 1月発行）p48-50,2017 

年頭のご挨拶 －明けましておめでとうございます－ 

孝田 雅彦 

日野病院組合だより せせらぎ 第 58号（平成 29年 1月発行）p2,2017 

新春所感 －日野病院での白内障手術－ 

玉井 嗣彦 

日野病院組合だより せせらぎ 第 58号（平成 29年 1月発行）p3,2017 

日野病院病院長コラム 第 2回 知らない間に脂肪肝炎、肝硬変 

孝田 雅彦 

広報ひの 1月号（平成 29年 1月発行）p11,2017 

特集 医療は誰のもの －地域医療構想を考える－ 

総力で在宅復帰促す 

日野病院 

山陰中央新報 第 26903号（平成 29年 1月 14日発行）p20,2017 

特集 医療は誰のもの －地域医療構想を考える－ 

知恵絞る在宅復帰の道 

日野病院 

山陰中央新報 第 20910号（平成 29年 1月 21日発行）p18,2017 
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ご近所のお医者さん  さらばスギ花粉症 

玉井 嗣彦 

毎日新聞鳥取版 第 48291号（平成 29年 1月 24日発行）p27,2017 

特集 医療は誰のもの －地域医療構想を考える－ 

在宅視野に看護模索 

日野病院 

山陰中央新報 第 26917号（平成 29年 1月 28日発行）p20,2017 

日野病院病院長コラム 第 3回 便に血が！ 

孝田 雅彦 

広報ひの 2月号（平成 29年 2月発行）p14,2017 

特集 医療は誰のもの －地域医療構想を考える－ 

退院後も続くサポート 

日野病院 

山陰中央新報 第 26924号（平成 29年 2月 4日発行）p18,2017 

特集 医療は誰のもの －地域医療構想を考える－ 

退院調整ナースの支え 

日野病院 

山陰中央新報 第 26931号（平成 29年 2月 11日発行）p18,2017 

特集 医療は誰のもの －地域医療構想を考える－ 

「在宅」支える相談員 

日野病院 

山陰中央新報 第 26937号（平成 29年 2月 18日発行）p20,2017 

特集 医療は誰のもの －地域医療構想を考える－ 

在宅の鍵握る患者情報 

日野病院 

山陰中央新報 第 26944号（平成 29年 2月 25日発行）p22,2017 

ご近所のお医者さん  眼精疲労、今や国民病 

玉井 嗣彦 

毎日新聞鳥取版 第 48326号（平成 29年 2月 28日発行）p27,2017 
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日野病院組合日野病院 病院長就任挨拶 

孝田 雅彦 

鳥取県西部医師会報 第 186号（平成 29年 3月発行）p18-19,2017 

日野病院病院長コラム 第 4回 横断歩道が青信号の間に渡れない ――― サルコペニア 

孝田 雅彦 

広報ひの 3月号（平成 29年 3月発行）p13,2017 
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学会等発表 

１．国際学会 

APDW 2016（平成 28年 11月 3日 Kobe） 

The efficacy of the sequential therapy with nucleotide analog and interferon-α 

Houshou K,Koda M,Sugihara T,Isomoto H,Miyaishi H,Nagahara T,Kono M,Hori  

T,Suoh T,Murawaki Y. 

２．国内学会 

第 21回日本緩和医療学会学術大会（平成 28年 6月 16-17日 京都） 

年齢・性別からみた末期がん患者におけるオピオイド処方の実態

山本 直子、櫃田 豊、大谷 眞二

第 19回日本高齢消化器病学会総会（平成 28年 7月 23日  東京） 

高齢者肝がんの年代的変遷

大山 賢治、孝田 雅彦、松木 由佳子、山根 昌史、永原  蘭、岡本 敏明、三好 謙一、

的野 智光、杉原 誉明、法正 恵子、岡野 淳一、磯本  一

日本超音波医学会第 52回中国地方会学術集会（平成 28年 9月 3日  出雲） 

血管内病変における Superb Micro−vascular Imaging の有用性 
的野 智光、生西 朗子、永原   蘭、松木 由佳子、山根 昌史、岡本 敏明、三好 謙一、

杉原 誉明、孝田 雅彦、磯本   一

ラジオ波焼灼術後動脈性出血に対し焼灼により止血を得られた 1 例 
永原   蘭、的野 智光、松木 由佳子、山根 昌史、岡本 敏明、三好 謙一、杉原 誉明、

孝田 雅彦、磯本   一

胆嚢管嵌頓結石による急性胆管炎に三次元超音波を施行した 1 例 
生西 朗子、的野 智光、永原   蘭、松木 由佳子、山根 昌史、岡本 敏明、三好 謙一、

杉原 誉明、孝田 雅彦、磯本   一、廣岡 保明

第 55回全国自治体病院学会（平成 28年 10月 20-21日 富山） 

クラウド型医療介護情報共有システム運用方法の検討

～正確かつ迅速な情報共有を実現するためには？～

山口 浩一、田中 武志、井上 和興 
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JDDW2016 第 20 回日本肝臓学会大会（平成 28年 11月 3-4日  神戸） 

3D 超音波装置を使用したラジオ波焼灼術の治療効果予測 
的野 智光、孝田 雅彦、永原   蘭、松木 由佳子、山根 昌史、岡本 敏明、三好 謙一、

杉原 誉明、大山 賢治、法正 恵子、岡野 淳一、磯本   一

肝細胞癌 BCLC stage 別における血中サイトケラチン 18 分解産物(M30，M65)の臨床的 
的野 智光、孝田 雅彦、永原   蘭、松木 由佳子、山根 昌史、岡本 敏明、三好 謙一、

杉原 誉明、大山 賢治、法正 恵子、岡野 淳一、磯本   一

DEAL-IQ を用いた MRI 肝脂肪定量と組織学的脂肪量の比較 
岡本 敏明、孝田 雅彦、永原  蘭、三好 謙一、的野 智光、杉原 誉明、法正 恵子、

岡野 淳一、磯本  一

当院における慢性肝疾患患者の門脈血栓症に対する治療成績

三好 謙一、孝田 雅彦、永原  蘭、岡本 敏明、的野 智光、杉原 誉明、大山 賢治、

法正 恵子、岡野 淳一、磯本  一

当科のセロタイプ 1 型 C 型慢性肝疾患に対するハーボニー配合錠使用の現況 
岡野 淳一、孝田 雅彦、永原  蘭、岡本 敏明、三好 謙一、的野 智光、大山 賢治、

杉原 誉明、法正 恵子、磯本  一

第 47回日本看護学会-慢性期看護-学術集会（平成 28年 11月 10-11日  米子） 

病棟看護師が行う退院支援の実態調査から見えた課題

長住 早紀、木村 多亜子

病院と介護施設との連携における必要な情報に関する比較

生田 磨美、木村 多亜子、中條 雅美 

第 106回日本消化器病学会中国支部例会（平成 28年 11月 12-13日  岡山） 

経皮的血管形成術により食道静脈瘤により食道静脈瘤およびうっ血肝が著明に改善した

Budd-Chiari 症候群の 1 例 
永原  蘭、的野 智光、松木 由佳子、山根 昌史、岡本 敏明、三好 謙一、杉原 誉明、

大山 賢治、法正 恵子、岡野 淳一、孝田 雅彦、磯本  一

肝細胞癌破裂後に長期生存が得られている 1 例 
山根 昌史、的野 智光、永原  蘭、松木 由佳子、岡本 敏明、三好 謙一、杉原 誉明、

大山 賢治、法正 恵子、岡野 淳一、孝田 雅彦、磯本  一
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第 41回日本肝臓学会東部会（平成 28年 12月 8日  東京） 

成人発症 II 型シトルリン血症による脂肪肝炎・肝硬変・肝細胞癌の経過を観察し得た 1 症例 
法正 恵子、孝田 雅彦、岡野 淳一、的野 智光、三好 謙一、岡本 敏明、杉原 誉明、

大山 賢治、磯本  一、村脇 義和

第 32回日本環境感染学会・学術集会（平成 29年 2月 24-25日  神戸） 

ICT 活動による針刺し防止の取り組み 
住田 亜矢子、長尾 加奈子、山形 睦美、池田 清香

３．研究会 その他 

JRPS 山陰医療研究会 in鳥取市（平成 28年 6月 26日 さわやか会館） 

網膜色素変性を巡る話題（医療講演）

玉井 嗣彦

第 52回日本肝癌研究会（平成 28 年 7月 2日  東京） 

肝原発神経内分泌腫瘍と他臓器原発神経内分泌腫瘍肝転移との画像所見の比較

三好 謙一、孝田 雅彦、永原  蘭、岡本 敏明、的野 智光、杉原 誉明、大山 賢治、

法正 恵子、岡野 淳一、磯本  一

当地の肝細胞癌サーベイランスの実態と問題点

岡野 淳一、孝田 雅彦、永原  蘭、岡本 敏明、三好 謙一、的野 智光、大山 賢治、

杉原 誉明、法正 恵子、磯本  一

疾患啓発ラジオ番組出演（山陰放送）（平成 28年 7月 6日  米子） 

C 型肝炎 
孝田 雅彦

鳥取県東部Ｃ型肝炎学術講演会（平成 28年 7月 8日  鳥取） 

C 型肝炎内服治療の実際と病診連携 
孝田 雅彦

Ｔ-ＨＯＣ講義（平成 28年 7月 12日  米子） 

  在宅医療・看護体験コース集合研修 ナイトセミナー講師

  山間地の訪問看護の実際

  濱田 辰美

事例検討会 講師  濱田 辰美
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Ｔ-ＨＯＣひのセミナー研修（平成 28年 7月 12日  米子） 

地域で「支え、寄り添う医療」における看護とは？

小村 裕美子

肝がん撲滅運動市民公開講座（平成 28年 7月 24日  米子） 

  これからの肝臓病の原因 ～お酒と肥満～

孝田 雅彦

日野病院研修会（平成 28年 8月 24日  日野病院） 

  最新の肝疾患診療

孝田 雅彦

第 17回ＲＦＡ・凍結療法研究会（平成 28年 8月 27日  米子） 

ＭＲＩによるラジオ波焼灼療法の Ablative margin 評価法の検討 
孝田 雅彦、徳永 志保

介護職員初任者研修に係る講義（平成 28年 9月 29-30日  日野町） 

老化の理解：高齢者に多い病気と生活上の留意点

小村 裕美子

日野病院院内研究発表（平成 28 年 10月 5日  日野病院） 

病院と介護施設との連携における必要な情報に関する比較

生田 磨美、木村 多亜子、中條 雅美

コールが頻回な患者のニーズ

  ～訴えの要因を知り患者の安定を得られる関わりを考える～

猪尾 尚子、松本 友恵

外来における看護を継続していくための課題

  ～アンケート調査でみえてきたもの～

田中 美香、長尾 加奈子、朝野 純子、宇田川 佳子、小川 香織、遠藤   綾

ICT 活動による針刺し防止の取り組み 
  住田 亜矢子、池田 清香、山形 睦美、長尾 加奈子

看護師から見た転倒リスク要因の分析について

  ～スタッフのアンケート調査から見えた事～

柳瀬 瑞保、遠藤 京子、住田 亜矢子、篠田 多美子、野津 瑞穂
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おしどり学園健康講座（平成 28 年 11月 18日  日野町） 

「健康寿命を延ばす 3 つの方法」を教えます 
孝田 雅彦

第 9回鳥取県実践が活きる看護診断研究会（平成 28年 12月 3日 米子） 

終末期患者・家族の思いに寄り添った関わり

～プロセスレコードで振り返りを行ってみて～

長住 早紀、近藤 智富美

公開講座（平成 28 年 12月 10日 鳥取） 

高齢者の在宅復帰をあきらめない

～要介護状態になっても住み慣れた地域で暮らすために～

山口 浩一

第 13回鳥取県西部自治体病院看護研究発表会（平成 28年 12月 10日 日野病院） 

外来における看護を継続していくための課題

～アンケート調査で見えてきたもの～

田中 美香、長尾 加奈子、朝野 純子、宇田川 佳子、小川 香織、遠藤  綾

看護師から見た転倒リスク要因の分析 

  ～スタッフのアンケート調査から見えてきた事～

柳瀬 瑞保、遠藤 京子、住田 亜矢子、篠田 多美子、野津 瑞穂

興和創薬社内研修会（平成 29年 1月 18日  興和創薬） 

  ＮＡＳＨ診療の問題点

孝田 雅彦
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４、新聞記事等
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医療は誰のもの

（山陰中央新報） 

― 地域医療構想を考える ―
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医  師  会  報

鳥取県医師会報

鳥取県西部医師会報
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ご近所のお医者さん 

（毎日新聞鳥取版） 
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日野病院病院長コラム

（広報ひの）
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その他の新聞記事
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４、広報誌 せせらぎ
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1

日野病院の基本理念日野病院の基本理念
一　地域住民のニーズにあった良質な医療、保健、福祉のサービスを行い、山間地中核
　　病院として信頼される病院を目指す
二　自治体病院の職員としての自覚と使命感をもって、より良い患者サービスに努める

基本方針基本方針
１．高齢者の疾病に対応する慢性疾患をはじめ、急性期医療にも取り組み、地域包括
　　ケアシステムの一翼を担います
２．住民が安心して地域で暮らすことができるよう、救急医療に対応します
３．安全な医療を提供するため、安全管理対策を推進します
４．小児科医療を通じ子育て支援に協力します
５．多機能に対応できるリハビリテーションを実践します
６．出かける医療、近づいていく医療と福祉に努めます
７．検診ドック事業・各種指導事業を積極的に展開します
８．職員の人材育成に努め、地域に貢献します

平成28年５月発行
題字　櫃 田   豊　病院長

No.56
日野病院組合だより 出かける医療、近づいていく医療と福祉をめざして

認定第JC1 4 8 3号

発行／日野病院組合　編集／日野病院広報委員会　〒689-4504　鳥取県日野郡日野町野田332番地　TEL0859-72-0351
日野病院ホームページ　http://www.hinohp.com/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　FAX0859-72-0089
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2

年
度
変
わ
り
に

日野病院病院長

櫃  田  　豊

　
今
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

真
っ
盛
り
で
す
。
行
楽
地
へ
お
出

掛
け
の
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
は
４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
の
影
響
で
九
州
観
光
の
予

約
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
い
で
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
お
客
さ
ん
が
鳥
取
県
や
島
根
県
に
流
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
想
も
あ
り
ま
す
。
う
れ
し
く
も
あ
り
、
申
し
訳
な

く
も
あ
り
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
平
成
27
年
度
が
終
わ
り
、
新
し
く
平
成
28
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
の
年
度
変
わ
り
に
日
野
病
院
組
合
で
は
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
介
護
老
人
保
健
事
業
か
ら
の
撤
退
で
す
。
日
野
病
院
組
合
の
介
護
老
人

保
健
事
業
は
平
成
18
年
の
あ
や
め
開
設
と
と
も
に
始
ま
り
ま
し
た
。
開
設
者
は

江
府
町
で
し
た
が
、
そ
の
江
府
町
か
ら
指
定
を
受
け
、
日
野
病
院
組
合
が
管

理
・
運
営
を
行
う
形
態
で
し
た
。
開
設
後
、
徐
々
に
医
療
か
ら
介
護
へ
、
介
護

か
ら
医
療
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
が
出
来
上
が
り
、
あ
や
め
は
地
域
包
括
ケ
ア

を
構
築
す
る
重
要
な
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
間
、
あ
や
め
の
職
員
の
確
保
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

特
に
看
護
師
の
確
保
は
大
き
な
問
題
で
し
た
。
あ
や
め
に
は
当
初
日
野
病
院
か

ら
８
名
の
看
護
師
を
派
遣
い
た
し
ま
し
た
。
あ
や
め
の
看
護
師
の
採
用
と
と
も

に
、
漸
次
派
遣
人
数
を
減
ら
す
予
定
で
し
た
が
、
採
用
者
の
数
は
期
待
し
た
程

増
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
５
〜
６
人
の
看
護
師
を
今
後
も
継
続
し
て

派
遣
せ
ざ
る
を
得
な
い
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
退
職
者
の
増
加
な
ど
か
ら
、
近
い
将
来
日
野
病
院
自
体
に
看

護
師
不
足
が
生
じ
る
可
能
性
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
私
は
日
野
病
院
組
合
が
安
定
し
て
あ
や
め
の
管
理
・
運
営
を
続
け
る
こ

と
は
い
ず
れ
困
難
に
な
る
と
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
旨
を
日
野
病
院
組

合
議
会
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
議
会
に
お
い
て
長
期
に
渡
り
、
様
々
な
ご
議
論
、

ご
討
議
を
頂
き
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
、
後
任
の
指
定
管
理
者
の
決
定
後
、
日

野
病
院
組
合
は
３
月
31
日
を
も
っ
て
あ
や
め
の
指
定
管
理
を
終
了
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
介
護
老
人
保
健
事
業
は
日
野
病
院
組
合
の
従
来
か
ら
の
３
事
業
、
す
な
わ
ち

病
院
事
業
、
在
宅
介
護
支
援
事
業
、
診
療
所
事
業
に
加
え
、
４
番
目
の
事
業
と

し
て
浜
副
隆
一
前
病
院
長
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
私
と
し
ま
し
て
は
、
そ
の
よ

う
な
重
要
な
事
業
を
停
止
さ
せ
た
こ
と
に
忸
怩
た
る
思
い
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
管
理
す
る
側
、
さ
れ
る
側
と
い
っ
た
関
係
で
は
な
く
、
お
互
い
に
対

等
な
立
場
で
あ
や
め
と
の
さ
ら
に
良
い
医
療
介
護
連
携
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
江
府
町
を
始
め
関
係
者
の

皆
様
に
は
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
皆
様
に
は
こ
れ
ま

で
通
り
安
心
し
て
日
野
病
院
、
あ
や
め
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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̶認知症と眼治療̶

　高齢社会での課題

　　　　　　　　　　　　　　日野病院名誉病院長　玉　井　嗣　彦

　最近物忘れがひどくなったり、好きだった趣味に興味がなくなったりすることは、ある程度年齢を重ねると

誰にでも生じる症状と考えられます。しかし家族の名前がわからなくなったり、どこに住んでいるかもわから

なくなったりするようになりますと、専門的には記憶障害や見当識障害（時や場所がわからなくなる）を中心

とする脳の障害である「認知症」と診断せざるを得なくなり、人格が変わったり、怒りっぽくなりますともは

や予断を許せません。

　世界は超高齢社会を迎えつつあり、それに伴い「認知症」患者は増加の一途を辿っています。我が国では

65歳以上の約８％に本症患者を認め、2025年には現在の200万～300万人が約700万人に達すると厚生労働省

は試算しています。

　根本的には本症の発症を完全に阻止することは難しいのですが、現在、発症予防や発症した人への進行防止

に世の中でいろんな研究がなされています。まだ何がいいとかはっきりとはわかっていませんが、運動や社会

参加がとてもよいと言われています。

　脳が衰えるのを防ぐためには、脳に対してのいろんな継続的な刺激が必要ですが、その刺激のうちでもっと

も多いのは視覚から、すなわち「目」からの刺激です。視力のいい人とそうでない人とでは脳に入る刺激の量

が断然ちがってきます。認知症を防ぐための運動や社会参加も視力が悪ければ制限されます。

　そこで眼科医としては白内障手術などを含めて、日常一人でも多くの視覚障害者を減らすことに努めていま

すが、軽度の認知症を伴う白内障患者でも術後視力が改善すると、日常生活能力（ADL）や生活の質

（QOL）が著しく向上することを経験しています。

　アルツハイマー病を代表とする神経変性が原因の認知症患者においては、白内障手術によって直接的に認知

機能を改善させたとは考えにくいです。したがって手術治療が抑うつ状態を改善させ、最終的に認知機能を向

上させたと推測されます。

　これらの結果から、加齢に伴って視覚やＡＤＬが重度に障害された患者さんは視覚に関連した抑うつ状態に

なっており、神経変性によるものではない “偽認知症” を発症している可能性も考えられます。

　白内障、緑内障、加齢黄斑変性などの治療によって高齢者のＡＤＬ・ＱＯＬが改善すると、患者のみならず

その介護者のＱＯＬも向上します。したがって高齢社会における認知症患者の眼治療は、社会的、経済的に重

要な役割を担っています。

　64歳以上の眼科受診患者の約20%に抑うつ傾向があり、65歳以上では16.2%が認知症を有するとも言われ

ています。本症の発症予防・改善のためには、該当高齢者に対する眼科定期検診が必須ですが、その対策は未

整備で悩ましいことです。

　その対策は今後の課題として、高齢者の視覚障害により抑うつ状態となった患者さんは、眼科のみならず他

科の受診に積極的になれない実情があります。したがって眼科と他の診療科が連携し、眼科受診を継続するこ

とで加齢性眼症患の治療を行える環境を構築することが重要です。

　なお、本稿は、連載中の毎日新聞「ご近所のお医者さん」記事（2016年２月２日）に加筆したものである。
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　今まで病棟勤務と介護老人保健
施設の勤務を経験しています。訪
問看護は初めてであり、緊張の毎
日です。ご利用者様やそのご家族
が笑顔になっていただけるよう、
パワー全開で頑張りますのでよろ
しくお願い致します。

訪問看護ステーション

　看護師　安達節子

『訪問看護を利用されたサービスの効果・サービスの満足度』については、8割以上の方
から良かったとの回答をいただきました。『訪問看護の今後の利用意思』については、9
割の方から引き続き利用したいとあり、『介護されている方の介護負担』については、8
割以上の方から介護不安がなくなり安心感がもてたとの回答でした。
今後もご利用者さまとご家族さまに、安心感を持って過ごしていただける訪問看護サービ
スを提供できるよう努めてまいります。

【ご意見】容態が急変した場合、家族の者が判断しかねる場合、一刻を争う場合もあると思うので、電話で
　　　　　詳細を聞くよりも早急に来てほしい。
【回　答】ご意見ありがとうございます。
　　　　　ご容態の急変に気づかれたご家族は計り知れない不安があったと思います。
　　　　　時間帯によっては、看護師の緊急訪問に時間を要すこともあります。電話でご利用者の状態を詳
　　　　　しくお聞ききし主治医へ報告相談により医師の診療が必要と判断した場合には、往診や病院受診
　　　　　へつなげる場合もあります。今後も、ご家族の不安のないように対応させて頂くために、簡潔明
　　　　　瞭にお聞きできるように努めてまいりたいと思います。

自由回答より

～抜粋～

アンケート集計結果

・回収率６１％

　たくさんのご回答

　　ありがとうございました！！

～訪問看護ステーション☆利用者アンケートご報告～
H28年１月、訪問看護をご利用いただいている44名の方を対象に、満足度調査を実施いたしました。

＜連絡先＞
☆訪問看護ステーション　0859－72－2706
☆居宅介護支援事業所　　0859－72－2723
　　　　お気軽にご相談下さい！【日野病院組合＊在宅介護支援事業所】

　ご利用者様の想いに寄り添いな
がら、安心して在宅生活を送って
いただけるよう、一生懸命頑張っ
ていきたいと思っています。

　新メンバーを迎え♪フレッシュ
で心地よい風をみな様のもとへお
届けできるよう精進します♪
　この春、開設１６年目を迎える
すまいるを、今後ともよろしくお
願い致します!!

在宅介護支援事業所
　ケアマネージャー

　　　　　　　　　　桑原理沙

　日野病院のリハビリテーション
室から訪問看護ステーションにや
ってまいりました大塚です。ご利
用者様の生活、環境に合ったリハ
ビリを提供していきたいと思って
います。顔には自信がありません
が、笑顔には自信があります。よ
ろしくお願いいたします。

訪問看護ステーション

　理学療法士　大塚美沙

すまい
る♪ニューフェースすまい
る♪ニューフェースすまい
る♪ニューフェース
～ご紹介～～ご紹介～～ご紹介～

居宅介護支援居宅介護支援

訪問看護訪問看護

次 長次 長 施設長施設長

訪問リハビリ訪問リハビリ
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スキムミルクのカルシウム＋きな粉のイソフラボン
＝骨粗しょう症の予防に効果的です♪

　今回は骨粗しょう症と食事についての話をしたいと思います。

　骨粗しょう症とは、骨の中がスカスカになり骨がもろくなる病気です。骨粗しょう症になると、腰
痛・脊椎の変形や骨折をしやすくなり、また寝たきりの原因にもなります。
　骨量は20～30才代前後にピークを迎え、「最大骨量」となりますが、その後40才くらいを過ぎると
加齢と共に骨量が減少していきます。骨粗しょう症を予防するためには、まず若
いうちに最大骨量を増やしておくことが大切です。さらに骨量が減少する世代に
なったら、食生活や生活習慣に注意し、骨量の減少を抑える必要があります。

★日野病院　 栄養管理室★

骨を強くする食事のポイント

【骨を強くする食事】栄養ニュース栄養ニュース☆
NO.11

①カルシウムを積極的に摂りましょう

　　牛乳やスキムミルクなどの乳製品、大豆製品などにカルシウムが多く含まれます。

②ビタミンＤを摂ってカルシウムの吸収を高めましょう。

　　ビタミンＤはカルシウムの吸収を促進する働きがあります。ビタミンＤは日光浴に

　　より、体内で合成することができ、食品では魚介類・きくらげ・椎茸などに多く含

　　まれます。

　　カルシウム源と一緒にビタミンＤを摂ると吸収が高まります。

骨粗しょう症予防のための3原則

①食事　②運動　③外気浴（カーテンをあけてガラス戸越しでも効果あり）

きな粉のマフィン

≪材料≫
きな粉・・・・・・・25ｇ　　　卵・・・・・・・・・2個
小麦粉・・・・・・・100ｇ　　　砂糖・・・・・・・・30ｇ
スキムミルク・・・・25ｇ　　　水・・・・・・・・・50㏄
レーズン・・・・・・30ｇ　　　サラダ油・・・・・・50ｇ
ベーキングパウダー ・・・小さじ1弱　　アルミカップ

≪作り方≫
　①　きな粉、小麦粉、スキムミルク、ベーキングパウダーは合わせてふるっておく。
　②　ボウルに卵、砂糖を入れて混ぜ、水、サラダ油を順に加え、その都度混ぜ合わせる。
　③　②に①の粉類を加えてさっくりと混ぜ合わせてか ら、レーズンを加えて軽く混ぜる。
　④　スプーンでアルミカップに入れ、170℃に温めたオーブンで15～17分程度焼く。竹串をさし
　　　ても生地がつかなければ出来上がり。

おすすめレシピ

きな粉の効能
　「畑のお肉」ともいわれる大豆を原料とするきな粉。きな粉は骨粗鬆症の予防
に大切な栄養素であるマグネシウムやイソフラボンが豊富です。イソフラボンは
閉経後の女性にとって減少してしまった女性ホルモン・エストロゲンと似た働き
をしてくれる嬉しい栄養素です。また、きな粉は大豆を煎ってから粉末にした消化の良い食べ
物でもあります。大豆のタンパク質には、血中コレステロールの低下作用や中性脂肪の低下作
用があると言われています。豊富な食物繊維を含むため、便秘症状の改善も期待できます。
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介護老人保健施設あやめ介護老人保健施設あやめ

あやめ指定管理を終えて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日野病院組合　管理者　景　山　享　弘

　江府町立介護老人老健施設あやめの運営を平成18年から日野病院組合で受託していましたが、諸般の事情

により、３月31日をもって指定管理を終了することになりました。

　開設以来約10年の間、地域の福祉施設として運営をさせていただきました。その間多くの利用者の皆様、

そのご家族の皆様には大変お世話になりありがとうございました。又職員の皆様にはご心配をかけたことに対

しおわび申し上げます。

　４月１日以降の新しい受託者の「社会福祉法人尚仁福祉会」様にお願いすることになります。職員の皆様に

は引き続いて「あやめ」に勤務していただく事を願っていましたが、大半の方が残っていただいた事に感謝い

たします。これで「あやめ」も新しいスタートを切って頂くわけですが、今まで以上に利用者の皆様に喜んで

いただく施設になられる事を祈念してお礼のごあいさつといたします。

老健あやめ　日野病院組合から尚仁福祉会へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老健あやめ　施設長　竹　茂　幸　人

　昨年４月に老健あやめ施設長に就任してあっという間に１年が過ぎました。ある友人からあやめは大変だぞ

大丈夫かと脅され励まされたものでした。なにしろ約70人の入所者の方々は平均年齢88歳、100歳以上が

５人という所帯なので毎日なにかが起こります。しかしながら現場で懸命に介護している職員の姿を見てこれ

なら何とかなるという思いを強くしました。

　減少していた入所者数を回復するため以下の施策を行いました。①入所希望者を断らないこと。②広域の事

業所や病院に出かけて行先の決まっていない方を受け入れること。③体調をくずされた入所者の方に対してあ

やめで対応できるのか、それとも入院治療が必要なのかを早期に判断して、入院退所を減らすこと。ちなみに

平成26年度入院退所57名に対して27年度は24名で設立以来最小値でした（定期処置のための入院は除く）。

施策の甲斐あってか８月には満床を回復し、閉鎖していたユニットを再開しました。12月にはあやめ開設以

来の最高利用率を達成しています。１月にはインフルエンザの施設内発症があり肝を冷やしましたが幸い発症

２名に留まり早期の終結宣言を出すことができました。これ等の実績はあやめ全職員の真摯な働き無しには到

底不可能でありました。

　加えて日野病院櫃田院長、小村看護師長お二人の隔週回診、薬局の無償に近い多大な作業、検査室の方々、

外来病棟の方々すべての皆様にお世話になりました。お礼申し上げます。

　こうやって過ぎていく時間の中で一番心配したのは一体何人の職員が残ってくれるだろうかということでした。

職員のめどがたたなければあっというまにつぶれてしまいます。ありがたいことに最終的に看護師は全員、介

護職はほとんどの方が残って下さることになり胸をなでおろしました。

　４月からは尚仁福祉会老健あやめとなりますがその使命に何の変りもありません。介護の質をさらに向上さ

せるべく職員みな心をいつにして日々精進いたす所存であります。

　皆様ご支援よろしくお願いいたします。
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鳥取大学地域医療総合教育研修センターでの
取り組みについて

新しい「総合診療外来」について
　平成２８年４月から「総合診療内科　外来」は「総合診療科　外来」に変わりました。今までどおり、月曜
～木曜に初診や救急の患者さんの診療に加えて、小児科に関する診療もおこないますので、遠慮なくご利用く
ださい。（なお、火曜日は大学小児科の外来診療がありますので、火曜日はそちらをご利用ください。）

ところで、総合診療内科と総合診療科は何が違うのか不思議に思われる方も多いと思います。日野病院では病

気の種類によって、内科（呼吸器・消化器・神経内科など）、外科、整形外科、耳鼻科、眼科など、専門領域

の医師に診察してもらうことが多いですね。しかし、一人の患者さんがたくさんの診療科にかからなければ管

理ができないというのも少し偏った考え方です。かかりつけ医は一人で、そのドクターが責任をもってあなた

の身体の管理をするというのが「総合診療医」の立場です。もちろん、専門家の意見や指針が必要な場合は意

見を求めますが、ずっとその専門家に通い続ける必要はな

い場合も多いでしょう。総合診療医は、あなたの全体をみ

る医師であり、そのことに責任をもつことが総合診療医の

専門性です。小児科診療を引き受けるのも、その一環と考

えてほしい。専門家をたくさんそろえることがベストでは

ない、あなたをつねに見ている人を一人作ることが大切と

思えるように。そのような「総合診療科外来」を作ってい

ければと思います。そして最後に、総合診療外来には医学

生・看護学生が実習に来る機会が多いですので、あたたか

い目で見守ってやってください。みなさんのご協力をよろ

しくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取大学医学部地域医療学講座

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　谷　口　晋　一

地域医療総合教育研修センター（日野病院内）の活動報告会（2016/3/23)
　センターでの活動報告会を行い、たくさんのエールをいただきました

　このセンターが開設されて２年となり、ここで日野病院、日野町の皆さんと一緒に振り返りながらご意見を

いただく場が必要と考えました。

　３月１４日の夕方、日野病院会議室に住民の方々も交えて活動報告会を行いました。説明の中で、これから

医師・看護師を目指す学生が日野町で数多くのことを吸収しながら羽ばたいて欲しいという願いから医学・看

護と合同で行った学生実習、公民館、ご自宅に学生を泊めていただいた「研究室配属」と「地域体験ツアー」、

顔の見える関係づくりを目指した「見える事例検討会」などを紹介しました。他にも小中学校での「いのちの

授業」、各地区に出張した「ぽかぽか健康講座」など、病院外での活動が目立ちました。

　発表の後で、景山町長、櫃田院長をはじめとする参加者から、数多くの激励のことばをいただき、総合診療

内科（現在は総合診療科）、学生実習に関して貴重なご意見を頂戴しました。後のアンケートで「病院の外で

行っている企画を見に行きたい。できたら参加したい。」というコメントが多かったのがうれしかったです！

　今年は広く病院、役場の皆さんにも参加いただけるよ

う、広報活動をしっかりしていこうと思います。

　今後も「総合診療科」での診療と人材育成をこのセン

ターにおける重要な業務と位置づけ、皆さんのお力を借

りながら日野町を盛り上げていきたいと思います。また、

今年も５月中旬から約３か月、卒業を目前にした医学科

学生６名が実習先として日野病院を選んでくれました！

　よろしくご支援お願いいたします！！

　　　　　　　鳥取大学医学部地域医療学講座

　　　　　　　　　　　講師　浜　田　紀　宏

町内の公民館にて

実習のまとめ会（日野町、病院の皆さんと）
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こ
の
度
発
生
し
た
大
地
震
に
よ
り
、

熊
本
地
方
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
へ
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

何
気
な
く
生
活
し
て
い
た
日
々
が
一

変
す
る
、
い
つ
自
分
の
身
に
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
恐
怖
は
誰
も
が
感
じ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
今
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
、
日
々
考
え
な
が
ら
も
無
力
さ
を

痛
感
し
ま
す
。
た
だ
今
は
、
一
日
も
早

い
復
興
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
患
者
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
（
お
褒
め

や
お
礼
の
言
葉
・
苦
情
・
提
案
等
）
の
中
か
ら
提
案
や
改
善
項
目
に
対

す
る
回
答
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
）

　
患
者
様
の
声
を
受
け
、
様
々
な
点
で
改
善
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
（
院
内
に
は
患
者
様
の
声
を
い
た
だ
く
箱
を
、
外

来
・
２
階
病
棟
・
３
階
病
棟
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
）

　
ま
た
、
日
野
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ご
意
見
箱
」
か
ら
も

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
・
２
階
デ
イ
ル
ー
ム
の
テ
レ
ビ
の
扱
い
方
が
難
し
い
。

・
デ
イ
ル
ー
ム
の
テ
レ
ビ
の
扱
い
方
が
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
、
も
っ
と
分

か
り
や
す
い
テ
レ
ビ
に
変
え
て
く
だ
さ
い
。

　
デ
イ
ル
ー
ム
に
置
い
て
あ
る
テ
レ
ビ
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し
て

い
な
い
た
め
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
介
し
て
テ
レ
ビ
を
映
す
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

ご
意
見
の
と
お
り
、
扱
い
方
が
難
し
く
不
便
を
か
け
て
い
ま
し
た
の
で
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
対
応
の
テ
レ
ビ
を
２
階
と
３
階
の
デ
イ
ル
ー
ム
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
の
使
用
方
法
が
分
か
ら
な
い
時
は
、
遠
慮
な

く
病
院
ス
タ
ッ
フ
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

◎
朝
食
時
に
、
牛
乳
か
ら
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
変
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ヨ

ー
グ
ル
ト
に
紙
ス
プ
ー
ン
が
付
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
食
事
係
の
人
に
尋
ね
た
ら
、「
な
い
」
と
の
返
事
で
し
た
。
仕
方
な
く
箸
を

使
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
通
常
紙
ス
プ
ー
ン
が
付
い
て
い
ま
す
。

患
者
の
た
め
に
善
処
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
入
院
さ
れ
る
と
き
に
準
備
し
て
い
た
だ
く
物
の
中
に
、
ス
プ
ー
ン
を
準

備
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
る
た
め
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
紙
ス
プ
ー
ン

を
付
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
紙
ス
プ
ー
ン
を
付
け
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

　
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
公
衆
電
話
の
と
こ
ろ
に
鳥
取
県
西
部
地
区
の
電
話
帳
が
あ
っ
た
方
が
よ
い

と
思
う
。

　
外
来
と
２
階
・
３
階
デ
イ
ル
ー
ム
の
公
衆
電
話
の
と
こ
ろ
に
電
話
帳
を

置
き
ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
今
後
と
も
、
患
者
様
に
喜
ば
れ
る
病
院
と
な
り
ま
す
よ
う
、
職
員
一
同

が
ん
ば
り
ま
す
。
お
気
付
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。 患

者
様
の

声
（
改
善
点
）

新規採用医師紹介

新規採用職員紹介

看護師

松本真理子

　日
野
病
院
組
合
の
一
員
と
し
て
、
心
の
こ
も
っ
た

看
護
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

内　科

加藤　雅之

　こ
の
度
内
科
に
赴
任
し
ま
し
た
加
藤

雅
之（
か
と
う
ま
さ
ゆ
き
）と
申
し
ま
す
。

　米
子
市
出
身
で
す
が
、
長
い
間
地
元

を
離
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
懐
か
し

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
入
院
・

外
来
患
者
さ
ん
の
診
療
と
と
も
に
、
訪

問
診
療
・
内
視
鏡
検
査
・
腹
部
超
音
波

検
査
も
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
元
気
」
と
「
笑
顔
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

診療放射線技師

原田 大輝

　こ
の
度
、
四
月
一
日
か
ら
日
野
病
院
で
勤
務
さ

せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
浅
学
非
才
の
身

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
常
に
初
心
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
業
務
に
励
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

介護支援専門員

桑原 理沙

　四
月
よ
り
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
入
職
い
た

し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
と
の
出
会
い
を
大
切
に

し
、
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
暮
ら
し
」
を
支
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

診察日

火・金曜日

（午前中）

日野町から感謝状

看護の日イベント
５月12日看護の日に、「顔の見える関係を作ろう」

というテーマで、日野町公民館にて看護の日イベント

を開催しました。原木シイタケ生産農家の廣瀬俊介さんを１日看護局長として任命し、公民館で開かれて

いるおしゃべりカフェのおいしいコーヒーを飲みながらの歓談、手洗い、足のチェック、白衣で写真撮影

などを行いました。手洗いチェックコーナーでは、きれいになるまで何度も手洗いをされる方や、魚の目

について相談される方、またご夫婦で医師と看護師になりきり写真を撮られる方などおられました。たく

さんの方に参加いただき、賑やかに楽しく行うことができました。

　３月31日、日野町役場において、同日付けで日野

病院組合を退職された頭本一朗医師に、日野町より

感謝状が贈呈されました。これは、永年にわたり、

主に町内の保育所、小・中学校の嘱託医として幼児

児童生徒の内科検

診健康管理に貢献

したことによるも

のです。おめでと

うございました。

全国に活動を発信
　公益社団法人全国自治体病院協議会の発行

する協議会雑誌３月号の表紙に、日野病院が

ねうまつりに参加し

た写真が掲載されま

した。以前表紙に掲

載された看護の宅配

便の様子と同様に、

職員が積極的に地域

に出掛けていく姿を

全国に発信すること

ができました。
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地
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に
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、

熊
本
地
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は
甚
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な
被
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を
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し

た
。
被
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に
遭
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皆
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へ
心
よ
り

お
見
舞
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申
し
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げ
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す
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気
な
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生
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し
て
い
た
日
々
が
一

変
す
る
、
い
つ
自
分
の
身
に
起
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か

わ
か
ら
な
い
恐
怖
は
誰
も
が
感
じ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
今
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
、
日
々
考
え
な
が
ら
も
無
力
さ
を

痛
感
し
ま
す
。
た
だ
今
は
、
一
日
も
早

い
復
興
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
患
者
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
（
お
褒
め

や
お
礼
の
言
葉
・
苦
情
・
提
案
等
）
の
中
か
ら
提
案
や
改
善
項
目
に
対

す
る
回
答
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
）

患
者
様
の
声
を
受
け
、
様
々
な
点
で
改
善
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
（
院
内
に
は
患
者
様
の
声
を
い
た
だ
く
箱
を
、
外

来
・
２
階
病
棟
・
３
階
病
棟
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
）

ま
た
、
日
野
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ご
意
見
箱
」
か
ら
も

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
・
２
階
デ
イ
ル
ー
ム
の
テ
レ
ビ
の
扱
い
方
が
難
し
い
。

・
デ
イ
ル
ー
ム
の
テ
レ
ビ
の
扱
い
方
が
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
、
も
っ
と
分

か
り
や
す
い
テ
レ
ビ
に
変
え
て
く
だ
さ
い
。

デ
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ル
ー
ム
に
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あ
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テ
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ビ
は
、
地
上
デ
ジ
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ル
放
送
に
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応
し
て

い
な
い
た
め
、
チ
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ナ
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を
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て
テ
レ
ビ
を
映
す
よ
う
に
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い
ま
し
た
。

ご
意
見
の
と
お
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、
扱
い
方
が
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し
く
不
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を
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て
い
ま
し
た
の
で
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
対
応
の
テ
レ
ビ
を
２
階
と
３
階
の
デ
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ル
ー
ム
に
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置
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た
。
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テ
レ
ビ
の
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の
使
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方
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が
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い
時
は
、
遠
慮
な
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ス
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フ
に
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だ
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。

◎
朝
食
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に
、
牛
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か
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ヨ
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グ
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ト
に
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だ
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た
が
、
ヨ

ー
グ
ル
ト
に
紙
ス
プ
ー
ン
が
付
い
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い
ま
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ん
で
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た
。

食
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係
の
人
に
尋
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ら
、「
な
い
」
と
の
返
事
で
し
た
。
仕
方
な
く
箸
を

使
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
通
常
紙
ス
プ
ー
ン
が
付
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ま
す
。
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の
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め
に
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。
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し
申
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入
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と
き
に
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の
中
に
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を
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、
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で
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に
紙
ス
プ
ー
ン
を
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る
よ
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に
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し
ま
す
。

ご
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見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
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ま
し
た
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◎
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の
と
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に
鳥
取
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部
地
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の
電
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た
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が
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思
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に
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今
後
と
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、
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に
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る
病
院
と
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ま
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よ
う
、
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一
同

が
ん
ば
り
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気
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き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
意
見
を
お
寄
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だ
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い
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点
）
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新規採用職員紹介
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松本真理子

日
野
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組
合
の
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員
と
し
て
、
心
の
こ
も
っ
た
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を
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っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
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し
く
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い
し
ま
す
。
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加藤　雅之

こ
の
度
内
科
に
赴
任
し
ま
し
た
加
藤

雅
之（
か
と
う
ま
さ
ゆ
き
）と
申
し
ま
す
。

米
子
市
出
身
で
す
が
、
長
い
間
地
元

を
離
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
懐
か
し

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
入
院
・

外
来
患
者
さ
ん
の
診
療
と
と
も
に
、
訪

問
診
療
・
内
視
鏡
検
査
・
腹
部
超
音
波

検
査
も
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
元
気
」
と
「
笑
顔
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

診療放射線技師

原田 大輝

こ
の
度
、
四
月
一
日
か
ら
日
野
病
院
で
勤
務
さ

せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
浅
学
非
才
の
身

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
常
に
初
心
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
業
務
に
励
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

介護支援専門員

桑原 理沙

四
月
よ
り
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
入
職
い
た

し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
と
の
出
会
い
を
大
切
に

し
、
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
暮
ら
し
」
を
支
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

診察日

火・金曜日

（午前中）

日野町から感謝状

看護の日イベント
　５月12日看護の日に、「顔の見える関係を作ろう」

というテーマで、日野町公民館にて看護の日イベント

を開催しました。原木シイタケ生産農家の廣瀬俊介さんを１日看護局長として任命し、公民館で開かれて

いるおしゃべりカフェのおいしいコーヒーを飲みながらの歓談、手洗い、足のチェック、白衣で写真撮影

などを行いました。手洗いチェックコーナーでは、きれいになるまで何度も手洗いをされる方や、魚の目

について相談される方、またご夫婦で医師と看護師になりきり写真を撮られる方などおられました。たく

さんの方に参加いただき、賑やかに楽しく行うことができました。

　３月31日、日野町役場において、同日付けで日野

病院組合を退職された頭本一朗医師に、日野町より

感謝状が贈呈されました。これは、永年にわたり、

主に町内の保育所、小・中学校の嘱託医として幼児

児童生徒の内科検

診健康管理に貢献

したことによるも

のです。おめでと

うございました。

全国に活動を発信
　公益社団法人全国自治体病院協議会の発行

する協議会雑誌３月号の表紙に、日野病院が

ねうまつりに参加し

た写真が掲載されま

した。以前表紙に掲

載された看護の宅配

便の様子と同様に、

職員が積極的に地域

に出掛けていく姿を

全国に発信すること

ができました。
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※医師の出張等により、診察日・担当医師が変更になる場合があります。

外来診療案内ポケット版
（受付時間は、7時30分から11時30分まで）
月

一診

岡田
朴

櫃田
（呼吸器）

熊野
二診

櫃田 櫃田 岡田

三診 加藤
朴

加藤
（脳内）

総合診療科
（大学）
藤田 藤田 藤田 藤田

大谷

佐藤

熊野
井上

田本

（大学）
（大学）

佐藤
柳樂
（大学）

稲田玉井 玉井 玉井

（受付時間は、12時から16時まで）
月

火

火

水

水

木

木

金

金
消化器内科 （大学）総合診療科 総合診療科

消化器内科
・

糖尿病外来（第2・4週）

小児科
・

心臓外科（第1・3週）
・

ペースメーカー（偶数月第3週）
・

血管外科（第2週）

呼吸器内科
・

心療内科

総合診療科

呼吸器内科
消化器内科
・

血液内科（第1・3週）
・

糖尿病外来（第2・4週）

耳鼻科
・

脳神経内科
・

泌尿器科

小児科
・

女性診療科
・
皮膚科

禁煙外来
・

泌尿器科

午前
診察科目

午後
診察科目

（H.28.４月～）

血液（第1・3週）・糖尿病（第2・4週）

内科

外 科
整形外科
眼 科

内 科

その他(大学）

そ の 他
（ 大 学 ）

日野病院 外来診療案内 最新版　H.28.4～

玉井嗣彦

藤田章啓 藤田章啓 藤田章啓

大谷史江

佐藤尚喜

玉井嗣彦※1

松本和久※3
（第2・4週）

松本和久※3
（第2・4週）

細田　譲
（第1・3週）

田本明弘 中本成紀

中本成紀田本明弘

岸　真文※3

大学医師

稲田耕大

木 金水火

岡田健作

朴　大昊 朴　大昊

朴　大昊

加藤雅之 加藤雅之

岡田健作

佐藤尚喜

大学医師

大学医師井上和興

柳樂慶太※1

大学医師

月

午後

午前

禁煙外来
櫃田　豊※4
泌尿器科
引田克弥※6

皮膚科
大学医師
小児科

大学医師※2

小児科
大学医師
女性診療科
秦　幸吉

消化器内科
田本明弘

一 診

三 診

二 診

受付

午前

午前

午後

午後

午前

午前

午前

午前

午後

午後

脳神経内科
岸　真文※3
泌尿器科
岩本秀人※6

血液内科
細田　譲
（第1・3週）

糖尿病外来
松本和久※3
（第2・4週）

ペースメーカー
西村元延

(偶数月第３週)

血管外科
藤原義和
(第２週)

糖尿病外来
松本和久※3
（第2・4週）

消化器内科
田本明弘

呼吸器内科
中本成紀
心療内科
板倉征史

熊野健太郎 熊野健太郎

午前 午後 休診

総合診療科
午前

櫃田　豊櫃田　豊

玉井嗣彦

藤田章啓

大学医師

内

　
　科

外 科

整 形 外 科

眼 科

専門診療科
(大学医師)

櫃田　豊

心臓外科
西村元延
（第1・3週）

耳鼻科
竹内裕美

呼吸器内科
中本成紀

朴　大昊

この広報誌は、患者様のご希望により、構成町
（日野町・江府町・伯耆町）の全戸に配布して
います。

（注）医師の出張等により、担当医師等が変更になる場合があります。詳しくはホームページ・正面玄関の掲示板等

　　　でご確認ください。

自動再来受付機による受付時間　●午前＝７時30分～11時30分（一部８時30分～10時30分※5）　●午後＝正午～16時

診療開始時間　●午前＝９時～　●午後＝14時～

電話による受付（内科・整形外科）　●10時～10時30分（当日の午前受付のみ）電話番号　0859－72－2733（専用）

電話による予約日の変更受付　●14時～16時の間（予約日の前日までの平日のみ)

　　　　　　　　　　　　　　　電話番号(内科）72－2721（整形外科）72－2720（外科・泌尿器科）72－2719

休診日　●土曜日・日曜日・祝日　●８月14日・15日　●12月29日～１月３日

※１　火曜日の眼科と水曜日の整形外科の受付

　　　時間は10時30分までです。

※２　午後から医師が健診のため不在になるこ

　　　とがあります。詳しくはお電話でお問い

　　　合わせください。

※３　完全予約制です。受診希望の方は、まず

　　　内科を受診して医師にご相談ください。

※４　禁煙外来（月曜日）の初診は予約が必要

　　　です。２回目からは内科受診となります。

※５　初診の方・常勤医師（内科・外科・整形外

　　　科）の診察予約日以外に受診の方

※６　初診の方、予約以外の方の受付時間は８時

　　　30分から10時30分までです。
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日野病院の基本理念日野病院の基本理念
一　地域住民のニーズにあった良質な医療、保健、福祉のサービスを行い、山間地中核
　　病院として信頼される病院を目指す
二　自治体病院の職員としての自覚と使命感をもって、より良い患者サービスに努める

基本方針基本方針
１．高齢者の疾病に対応する慢性疾患をはじめ、急性期医療にも取り組み、地域包括
　　ケアシステムの一翼を担います
２．住民が安心して地域で暮らすことができるよう、救急医療に対応します
３．安全な医療を提供するため、安全管理対策を推進します
４．小児科医療を通じ子育て支援に協力します
５．多機能に対応できるリハビリテーションを実践します
６．出かける医療、近づいていく医療と福祉に努めます
７．検診ドック事業・各種指導事業を積極的に展開します
８．職員の人材育成に努め、地域に貢献します

平成28年９月発行
題字　櫃 田   豊　病院長

No.57
日野病院組合だより 出かける医療、近づいていく医療と福祉をめざして

認定第JC1 4 8 3号

発行／日野病院組合　編集／日野病院広報委員会　〒689-4504　鳥取県日野郡日野町野田332番地　TEL0859-72-0351
日野病院ホームページ　http://www.hinohp.com/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　FAX0859-72-0089

写真：松本利秋　氏（11ぺージに関連記事）
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日野病院病院長

櫃  田  　豊

　
昼
間
の
暑
さ
は
ま
だ
続
い
て
い

ま
す
が
、
朝
夕
の
涼
し
さ
や
日
暮

れ
の
早
さ
な
ど
で
秋
の
訪
れ
を
感

じ
る
頃
に
な
り
ま
し
た
。
稲
穂
が

垂
れ
、
田
ん
ぼ
は
金
色
に
色
づ
き

始
め
て
き
ま
し
た
。
毎
年
、
通
勤

の
途
中
で
見
る
こ
の
い
つ
も
の
景
色
が
今
年
で
見
納
め
に
な
る
と
は
思
っ
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
は
平
成
17
年
４
月
１
日
に
日
野
病
院
に
赴
任
し
、
翌
年
の
平
成
18
年
７
月

１
日
よ
り
病
院
長
職
を
10
年
３
ヶ
月
に
渡
り
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
諸
般
の
事
情
で
９
月
30
日
を
も
っ
て
日
野
病
院
を
退
職
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
私
よ
り
以
前
の
歴
代
病
院
長
８
人
う
ち
10
年
以
上
在
職
さ
れ
た
方
は

お
二
人
し
か
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
長
け
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
我
な
が
ら
よ
く
続
い
た
も
の
だ
と
感
心
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
病
院
長
の
職
責
を
そ
れ
な
り
に
果
た
す
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
紛
れ
も

な
く
私
を
支
え
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
や
職
員
一
人
一
人
の
お
か
げ
で
し
た
。
広

く
地
域
の
外
科
を
支
え
、
日
野
病
院
の
戦
略
を
数
々
立
案
し
て
い
た
だ
い
た
佐

藤
尚
喜
副
病
院
長
、
様
々
な
検
査
・
治
療
手
技
を
駆
使
し
て
内
科
診
療
に
貢
献

し
、
学
生
教
育
に
も
手
腕
を
発
揮
し
て
い
た
だ
い
た
熊
野
健
太
郎
診
療
局
長
、

一
貫
し
て
病
院
経
営
改
革
に
尽
力
し
、
平
成
19
年
度
以
降
８
年
連
続
し
て
黒
字

を
計
上
す
る
と
い
う
偉
業
を
達
成
し
て
い
た
だ
い
た
生
田
哲
二
副
病
院
長
兼
事

務
局
長
、
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
管
理
能
力
で
看
護
の
質
を
高
め
、

「
看
護
の
宅
配
便
」
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
小
村
裕
美
子
看

護
局
長
、
優
秀
な
診
療
放
射
線
技
師
と
し
て
長
年
従
事
し
、
２
回
の
病
院
機
能

評
価
を
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
い
た
佐
々
木
健
二
医
療
技
術
局
長
、
そ
の
他
全
て

の
医
師
、
看
護
師
、
パ
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
特
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
私
の
在
職
期
間
を
通

し
て
日
野
病
院
組
合
管
理
者
を
務
め
ら
れ
た
景
山
享
弘
日
野
町
長
で
す
。
日
野

病
院
の
機
能
と
限
界
を
熟
知
し
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
日
野
病
院
を
ど
の
よ
う
に

利
用
す
れ
ば
よ
い
か
を
住
民
の
皆
様
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
し

ば
し
ば
鳥
取
大
学
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
対
外
交
渉
に
際
し
大
き
な
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
、
外
来
や
病
棟
で
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
お
別
れ
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
何
が
し
か
の
不
安
を
口
に
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
杞
憂
で
す
。
と
い
う
の
は
、
私
の
後
任
と
し
て
孝
田

雅
彦
副
病
院
長
が
病
院
長
に
就
任
す
る
か
ら
で
す
。
孝
田
先
生
は
消
化
器
疾
患

の
専
門
医
で
あ
り
、
特
に
肝
疾
患
診
療
に
関
し
て
は
日
本
で
指
導
的
な
立
場
に

お
ら
れ
ま
す
。
日
野
病
院
は
必
ず
や
孝
田
先
生
を
中
心
と
し
て
さ
ら
に
皆
様
に

信
頼
さ
れ
る
病
院
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
、
否
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
日
野
病
院
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
１
日
の
大
半
を
病
院
で
過
ご
す
夫
（
あ
る
い
は
父
親
）
に
我
慢
し

て
く
れ
た
家
族
に
許
し
を
請
い
な
が
ら
、
私
の
日
野
病
院
で
の
歴
史
に
幕
を
引

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
野
病
院
を
去
る
に
当
た
っ
て

き
ゆ
う
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　先制医療を考える

　　　　　　　　　　　　　　日野病院名誉病院長　玉　井　嗣　彦

　やっと秋めいてきましたが、今年の夏は例年にもない猛暑で大変でしたね。皆様、体調管理はいかがでしたか。

　さて、今回話題にした “先制医療”  とは、病気が発症する前になんらかの手段を用いてそれを高い確率で予

測し、適切な対策と介入により発症を遅らせる、あるいは疾患の重症化を抑えるような医療の概念を示した言

葉です。

　これは先に本誌上で、２回にわたって話題にした “個別化医療” などとも共通した考え方であり、治療や介

護にかかる全体的な費用を抑制する取り組みでもあるとされています。

 　現在、生産年齢人口4.7人が１人の75歳以上の高齢者を支えていますが、その比率は2025年には3.3人、

2055年には1.9人となります。しかも生産年齢人口が減るので、当然GDP（国内総生産）は減少し、医療制度、

介護制度をどう持続可能なものにしていくかが、深刻な課題となって、われわれの眼前に横たわっています。

　先制医療を実現し、健康寿命の長い社会を実現するためには、ヘルスケアのあり方を変えていかねばなりま

せん。重要な点は、治療医学から予防医学への転換です。現在の医療制度では、医師を含め医療提供者の大部

分は病院または診療所で、不調を訴えて来られる患者さんをお待ち申し上げる体制でいます。いわば、人々が

病気になるのを待って、診療行為を行っているわけです。しかしそれでは、先制医療を実現することはできな

いし、高齢者が要介護状態になるのを防ぐことはできません。医療は、受け身から能動的姿勢に転換すること

が求められています。

　それと同時に、先制医療を実現するためには、現在の個人（患者さん）と医療機関の関係のみでなく、社会

のあらゆる組織、自治体、企業、NPO法人が疾患の予防に関与するものにしていかなければなりません。政

府も段階的に、予防措置に診療報酬を配分するよう考えていかねばなりません。健康長寿社会は、社会のすべ

ての人が能動的に参加しなければ成り立たないものであるといっても過言ではありません。

　感染症、外傷、中毒以外の疾患を対象とする先制医療対象患者は、遺伝素因を背景として、環境的因子（加

齢や食生活、喫煙など）の影響を受けながら、長い経過の後に発症します。そのために｢疾患感受性遺伝子」

の検索が必須になりますが、今後遺伝子の研究がさらに進めば、遺伝子治療を含めて、個の予防、あるいは予

測診断による医療ということも夢ではありません。

　アルツハイマー病、パーキンソン病、筋萎縮性側索硬化症などの神経変性疾患、閉塞性肺疾患、腎不全に加

えて、心筋梗塞や脳血管障害は重篤な後遺症をもたらし、QOL（生活の質）の低下はまぬがれませんので、

とくに重点化が要求されます。

　眼科疾患としては、糖尿病、高血圧、動脈硬化などの全身所見に伴うものと、加齢黄斑変性、緑内障などの

眼科に特有の疾患とがありますが、別の機会に考察したいと思います。

　ダーウィンは名著「種の起源」の中で、「唯一、生き残るのは変化できるものだけである。」と述べています。

日野病院も地域住民の皆様とともに、管理者各位のご指導のもと日々向上できる病院でありたいと思います。
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日野病院組合事業決算概要
○病院事業等（日野病院、在宅介護支援事業所、黒坂・二部診療所） （単位：千円）

○介護老人保健施設事業（あやめ） （単位：千円）

平成27年度決算のご報告

　去る８月２５日に開催された日野病院組合議会において平成２７年度の決算が認定されました。その内容を

報告します。

〇 　病院事業等（日野病院、在宅介護支援事業所、黒坂・二部診療所）

　病院収益ですが、入院患者数は増加しましたが、外来患者数は減少しました。診療単価は入院が減少し、外

来は増加しました。医業収益が増加し、医業外収益は微減しました。収益全体では増収となりました。また、

在宅は、訪問看護、訪問リハビリともに減収となりましたが、居宅支援が増収でした。診療所は、患者数が減

少し減収でした。一方費用ですが、今年度は制度改正による特別損失がありませんでしたが、給与費、材料費

等の増により増加しました。決算額は、１３，１６１千円の赤字決算となりました。

〇　介護老人保健施設事業（あやめ）

　平成２７年度決算は、前年度と比べ入所利用者の増加などにより、収益が増加しました。費用は、指定管理

の最終年度ということで、特別な費用（退職手当等）が発生し、３３，８６３千円の赤字決算となりました。

（（流動負債等－控除引当金）－流動資産）/営業収益×100

マイナスとなった場合にのみ負担金(追加分)が発生

資金不足比率　※

資金不足負担金発生までの額

引当額83,896千円
退職金支払額71,359千円（8名）

退職金支払額77,166千円（24名）

（（流動負債等－控除引当金）－流動資産）/営業収益×100

年度末退職給与引当金残高 12,537276,273

介護サービス収益

1,183,632

63,262

402,818

1,649,712

1,629,376

33,497

0

1,662,873

△13,161

1,155,700

61,762

402,990

1,620,452

1,533,387

34,256

45,417

1,613,060

7,392

医業収益 27,932

1,500

△172

29,260

95,989

△759

△45,417

49,813

△20,553決算額

入院収益、外来収益、公衆衛生活動収益等

訪問看護、訪問リハビリ収益等

負担金交付金、補助金、長期前受金戻入等

　

給与費、材料費、経費、委託費、研究研修費等

企業債利息、消費税等

備　　　　　　考増　　減区　　分

費
用

収
益

2 ６年度 2７年度

医業・介護費用

費用合計

医業外費用

特別損失

収益合計

医業外収益

460,570

該当なし

263,736

492,066

該当なし

△31,496

資金不足比率　※

年度末退職給与引当金残高

0.222 0.162

介護サービス外収益

375,926

50,021

425,947

401,672

58,138

0

459,810

△33,863

介護サービス収益 29,602

49,743

79,345

44,633

12,794

△12,724

44,703

34,642決算額

介護報酬収益、利用者負担収益等

負担金交付金、主治医意見書、認定調査等

給与費、材料費、経費、委託費、研究研修費等

江府町・日野病院・尚仁福祉会への負担金等

備　　　　　　考増　　減区　　分

費
用

収
益

2 ７年度

0.060

17,362 0 △17,362

346,324

278

346,602

357,039

45,344

12,724

415,107

△68,505

2 ６年度

介護サービス費用

費用合計

特別損失

介護サービス外費用

収益合計

※地方公共団体の財政の健全化に関する法律第22条第1項（平成19年法律第94号）の規定による。
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○患者数（利用者）診療単価、及び稼働率等
１.病院事業

４.介護老人保健施設事業（あやめ）

２.在宅介護支援事業

３.診療所事業

○　部門別各種統計（抜粋）（単位：件または人）

１人１日当たり診療単価（円） 病床利用率（％）
項目

（2）外来診療

（1）入院診療

患者数（人）

利用者数（人）
項目

増減

（1）訪問看護等

27年度 27年度

１人１日当たり単価（円）

増減

653△ 163 12,208

26年度

11,5555,182

26年度

5,345

患者数（人）

（1）黒坂診療所

（2）二部診療所

項目
１人１日当たり診療単価（円）

27年度

26,122

37,292

26年度

25,373

37,851

増減

749

△ 559

27年度

29,422

8,690

26年度

29,619

8,507

増減

△ 197

183

27年度

72.1

26年度

70.2

増減

1.9

27年度

534

47

26年度

550

69

増減

△ 16

△ 22

27年度

4,038

4,969

26年度

4,284

4,576

△ 246

393

増減

27年度手術件数

外 科

差引

整 形 外 科

眼 科

52

102

111

26年度

47

102

122

5

0

△ 11

27年度内視鏡検査

胃 カ メ ラ

差引

気 管 支 鏡

大腸ファイバー

嚥 下 造 影

膀 胱 鏡

胃ろう造設術

641

93

15

6

14

20

26年度

606

106

0

9

13

29

35

△ 13

15

△ 3

1

△ 9

27年度超音波診断検査

腹 部 エ コ ー

差引

心甲乳エコー

634

244

26年度

497

281

137

△ 37

27年度薬局状況

服薬指導（人数）

差引

服薬指導（件数）

薬 剤 数

訪問服薬指導

処 方 箋 枚 数

注 射 箋 枚 数

325

509

0

9,826

30,420

13,495

26年度

385

711

21

11,340

34,085

12,966

△ 60

△ 202

△ 21

△1,514

△3,665

529

27年度栄養管理室状況

入院時延べ食数

差引

外来透析食数

栄 養 指 導

64,485

888

519

26年度

67,097

878

515

△2,612

10

4

27年度検査室状況

血 液 検 査

差引

尿 検 査

眼 底 カ メ ラ

心 電 図

呼 吸 機 能

血 圧 脈 波

脳 波

20,193

5,236

1,685

422

271

12

116

26年度

19,340

5,064

1,668

382

257

25

120

853

172

17

40

14

△ 13

△ 4

27年度訪問看護状況

実 人 員

差引

延 べ 人 員

513

1,734

26年度

451

1,815

62

△ 81

27年度居宅支援

件 数

差引

1,616

26年度

1,460 156

27年度放射線室状況

単 純 撮 影

差引

骨 塩 定 量

Ｍ Ｒ Ｉ 検 査

乳 房 撮 影

Ｃ Ｔ 検 査

6,197

565

9

1,555

563

26年度

5,821

540

15

1,554

640

376

25

△ 6

1

△ 77

理学療法状況

運動器リハ（Ⅰ）

呼吸器リハ（Ⅰ）

徒手（器具）的処置

脳血管リハ（Ⅱ）

運動器リハ（Ⅰ）

呼吸器リハ（Ⅰ）

脳血管リハ（Ⅱ）

地域包括ケア病床分

地域包括ケア病床分

退院時（前）指導

27年度

5,081

1,638

2,045

347

658

13,181

26年度

10,328

1,253

6,528

345

915

6,801

言語聴覚療法状況

脳血管リハ（Ⅱ）

摂食機能療法

地域包括ケア病床分

27年度

2,806

1,496

1,189

26年度

3,099

667

442

27年度訪問リハビリ

実 人 員

差引

延 べ 人 員

647

3,448

26年度

680

3,530

△ 33

△ 82

差引

差引

△5,247

385

△4,483

2

△ 257

6,380

△ 293

829

747

27年度人工透析状況

実 人 員

差引

延 べ 人 員

148

1,804

26年度

145

1,714

3

90

27年度検診実施状況

人 間 ド ッ ク

差引

脳 ド ッ ク

生活習慣病検診

婦人がん検診

予 防 接 種

特 定 健 診

事 業 所 健 診

199

66

119

64

1,993

13

19

26年度

191

64

122

67

1,778

12

26

8

2

△ 3

△ 3

215

1

△ 7

27年度作業療法状況 差引

2,114

200

820

1,471

26年度

1,288

77

1,953

803

826

123

△1,133

668

患者数（人）

（1）入所

（2）短期

（3）通所

項目
稼働率（％）

27年度

25,117

774

6,717

26年度

21,945

876

6,591

増減

3,172

△ 102

126

27年度

98.0

21.1

72.2

26年度

85.9

24.0

71.1

12.1

△ 2.9

1.1

増減
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＜連絡先＞
【日野病院組合＊在宅介護支援事業所】
☆　訪問看護ステーション　☆　居宅介護支援事業所

　平成28年2～3月に訪問リハビリ利用者様の満足度とサービスの質の向上を目的にアンケート調査
を行いました。アンケートの結果から、９割の利用者様から訪問リハビリを受けて身体の動きや痛み
が良くなったとの回答をいただきました

【ご意見】言語聴覚の訪問リハビリを希望します。
【回答】ご意見ありがとうございます。現在人員不足のため訪問での対応は難しく、ご要望に添えない点に
つきましては深くお詫び申し上げます。現状では、訪問リハビリに配属の3名の理学療法士と病院配属の言
語聴覚士と連携を図りながらご希望に添えるよう対応させていただきます。また、希望されるリハビリ内容
として、マッサージや痛みの緩和、筋力や体力をつける運動、歩行訓練とのご意見をいただきましたので、
参考にさせていただき、リハビリサービスの質の向上に努めていきます。

　介護保険の認定を受けられても、介護保険のサービス
がうまく利用できるようになるまで多くの方の協力と
様々な働きかけが必要です。
　現在、当居宅で各サービス事業所や地域の皆さんにお
願いしている介護保険ではない‘特注のサービス“につい
て当該事業所の関わりのなかからご紹介します。

　介護保険サービス利用開始当初はご自身の病
気(認知症)も含め、サービスの利用を受け入れ
ることの難しかったAさん。今ではたくさんの
支援に支えられながら「ぼけてもええじぇ」と
のことばを笑顔で話されることもあり、住み慣
れたご自宅で、感謝の気持ちいっぱいにお一人
での暮らしを続けておられます。
 　一人一人のオーダーメイドのサービスが実現
できるよう、今後ともご協力よろしくお願いい
たします！！

平成27年度訪問リハビリ満足度調査結果☆ご報告

ケアマネ奮闘記 ～その1～ぼけてもええじぇ・・・

　～ 研修のご報告 ～
　　◇ 28年度鳥取県認知症介護実践者研修 ◇　訪問看護師　安達節子
　　〔期日：7/19～23・於：倉吉市・地域交流センターアゼリアホール〕
　上記の研修を通して、認知症の原因疾患や容態に応じたご本人やそのご家族の生活の質の向上を図る対応
や技術を学んできました。座学だけでなく、実際の事例を用いたグループワークもあり、認知症に対する認
識を深め、実際に自分たちの看護にいかに反映させるか考える機会をいただきました。また、認知症により
生じる生活のしにくさからご本人とそのご家族は、ことばでは言い表せない不安感や負担感を抱えておられ
ることも改めて理解することができました。この研修での経験を活かして認知症の方やそのご家族に寄り添
い、在宅でその人らしい生活を送れるための支援に役立てていきたいと思います。

スタッフと関わり感じたこと
不安が減った

ストレスが減った
安心した

支えられていると感じた
悩みが解決できそうだと思った

不安になった
怒りを感じた
焦りを感じた
何も感じない

その他

13
8
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16

8
0

0 5 10 15 20

0
1
1

13
8

14
16

8

1
1

よーしてもらって

ありがとうございます。 週2回、体のケアと運動、
ストレッチをしてくださり、
またお話を聞いて下さり
とても励みになります。

　Aさんが初めて利用された介
護保険サービスが訪問看護。医療
への抵抗はなく、薬管理や病状の
観察から、時には夕食の見守りや
声かけまで…。少しずつ、サービス
　への抵抗が薄れていきました。

帰宅後に洗濯ものを
洗濯機へ、夕食の声
かけなど…。

遠隔地よりスマホで
エアコン操作！？

毎日の電話で安否
確認。Aさんの誇
り、心の支え

調子はどげな～？
煮物食べならんか

変わりないか
な～？

地　域 配食弁当

デイサービス

ヘルパー

訪問看護家　族

Aさん児童民生委員
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　今回は、｢乳和食｣について話をしたいと思います。
　みなさんは、｢乳和食｣という言葉を聞かれたことがありますか？
　｢乳和食｣とは、｢和食｣は健康食として知られる一方で、｢食塩をとりすぎる｣｢カルシウム不足にな
りやすい｣という欠点があります。乳和食は、味噌や醤油などの伝統的な調味料に｢コク｣や｢旨み｣を
持つ牛乳を組み合わせることで塩分を抑え、薄味にすることなく美味しくいただくための調理法です。

【乳和食って何？】

★日野病院　栄養管理室★

≪作り方≫

①鍋に牛乳を入れて火にかけ、鍋肌にプツプツと泡が出てくるまで温める。（約80～90℃）
②タイミングを逃さずに火をとろ火にして、酢を全体に回し入れ、木べらで静かにかき混ぜ、
　火を止める。
③すぐに牛乳が分離して、濁りの少ないきれいな乳清が出てくる。人肌になるまでそのまま冷
　やす。
④ザルにふきんまたは厚手のペーパータオルを敷いてボウルの上におき、③を流し込み、濾し
　て、チーズを取り出す。

手作りカッテージチーズ

少ない材料で簡単に作れます。
サラダなどに加えて、手軽にカルシウムを
摂ることができますよ♪

栄養ニュース栄養ニュース☆
NO.12

≪材料≫  　　　　　　　　　　　　　　≪出来上がり≫

　牛乳・・・・・・１８０ｍｌ　　　　　カッテージチーズ・・約４０ｇ
　米酢・・・・・・大さじ１弱　　　　　乳清・・・・・・・・約１５０ｍｌ

だしの全量、
または半量を
牛乳に換える

しょうゆやみそなどの
調味料を牛乳で薄める

温めた牛乳に酢を加えて
カッテージチーズと乳清（ホエー）を作る

野菜をゆでたり、
乾物のゆで戻しに
牛乳を使う

揚げ衣やルーを
作るときの粉を
牛乳で溶いて
コクをプラス

① ②

③

⑤

④

牛乳を だしにする ゆでる・ゆで戻す

溶く

酢を加える

調味料をわる・のばす

基本の配合

(一社)Ｊミルク(一社)全国牛乳流通改善協会より引用

牛乳で

牛乳に

牛乳で

牛乳で
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日野病院の地域医療総合教育研修センターだより

１．総合診療外来での学び　－医学生の外来実習―

　5月から8月にかけて、日野病院総合診療科と江尾診療所の外来で、医学生6年生の実習を行いました。医学

生が実際に外来を行う実習は日本でも始まったばかりで、先進的な試みとして、日野病院の患者さまにご協力

をしていただきました。ありがとうございました。　　

　学生たちは、「大学で習ったコミ

ュニケーションスキルでは診察がな

かなかできない！」「患者さんの想

いを考えつつ、治療方針を出す困難

さを感じた。」など、いろいろな葛

藤を感じることができたようでした。

この実習での経験が、研修医になっ

た時に活きてくれるのではないかと

楽しみにしています。また、この実

習の報告会では、「外来でもやもや

したこと」「心を動かすには」など

をテーマに発表してくれました。

　来年もこの実習を行っていく予定

にしていますので、ご協力をよろし

くお願いいたします。もし、こうい

う風にしたほうがさらに良くなるん

じゃないかなどの意見がありました

ら、ご一報ください！（井上）

２．地域で学ぶ学生たち　―黒坂　春夏秋冬セミナー―

　最近は様々な学生がどんどん日野町に繰り出して実習を行うようになってきました！黒坂を舞台に1年間継

続的に同じメンバーが実習を行う「黒坂　春夏秋冬セミナー」では鳥取大学の医学生、看護学生、そして米子

医療福祉専門学校（YMCA）の理学療法、作業療法を目指す学生が一緒になって地域を肌で感じ、調査し、

地域から学ぶ実習を行っています。5月29日に日野町のツアーを黒坂散策、8月8日には光西寺のお盆前の清掃

や鮎釣り、8月15日には黒坂の納涼祭に参加してきました。学生たちは皆、きれいな空気、豊かな自然の中で

地域で働く医療のやりがいを感じてくれているようです（朴）。

糖尿病をわかりやすく患者さんに伝えるために学生さんが書いた図
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～平成28年10月から病院長・内科常勤医師・整形外科医師が変更になります～

【病　 院　 長】櫃田　　豊病院長（転出）　→　孝田　雅彦病院長（副病院長）
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊診察日は、毎週月・火・木曜日です
【内科常勤医師】岡田　健作医師　→　泉　　大樹医師　＊診察日は、毎週月・金曜日です
【整形外科医師】藤田　章啓医師　→　山下　尚寛医師　＊診察日は、毎週月・火・木・金曜日です
　　　　　　　　　　 柳樂　慶太医師　→　山家　健作医師　＊診察日は、毎週水曜日です

やま が けんさく

やま した たかひろ

いずみ ひろ き

医師の異動についてお知らせ

　副病院長就任のご挨拶

　　　　　　　　　　　　　　　　日野病院副病院長　孝　田　雅　彦

　７月１日より副病院長として日野病院に赴任致しました。専門は消化器内科、特に肝臓病です。日野病院で

はしばらく消化器内科の常勤医が不在でしたので、今後、消化器内科を充実させたいと考えております。

　日本で死亡数の多いがんは肺がん、胃がん、大腸がん、膵臓がん、肝臓がんです。つまり、トップ５の内、

４つのがんが消化器内科の領域です。消化器内科はこの10年で大きく進歩しました。消化器がんの予防、早

期発見が可能となり、治せるがんへと変わってきました。胃がんの原因の大部分がピロリ菌であることがわか

り、たった一週間薬を飲むだけでピロリ菌を退治し、胃潰瘍や胃がんの発症を減らすことができます。また、

肝臓病ではC型肝炎ウイルスを飲み薬だけで100％治せるようになり、肝硬変への進行を抑え、肝臓がんの発

症を抑えることができるようになりました。このような医学の進歩を日野地区と周辺の皆さんに届けることが

できるように努めたいと思っています。

　生活の変化によって新しく増加している病気もあります。肝臓では肥満や糖尿病に関係した脂肪肝、脂肪肝

炎が著しく増加しています。中年以上の男性の４人に一人、閉経後の女性の５人に一人が脂肪肝です。脂肪

肝・脂肪肝炎はけっして放置していい病気ではありません。５年10年先に肝硬変や肝臓がんに進む病気です。

　また、胸焼けや夜間の咳の原因である逆流性食道炎、下痢や血便を認める潰瘍性大腸炎も増えています。こ

れらの病気は、生活習慣の改善を含めて、適切な治療が必要です。消化器疾患で心配なことがありましたら､

気軽にご相談下さい。

資 　格：　消化器病学会専門医　消化器内視鏡学会専門医　肝臓学会専門医　超音波医学会専門医（総合）

　　　　　内科学会認定専門医

̶ 消化器・肝臓内科の充実を目指して ̶

病院長の就任あいさつ、医師の着任及び退任のあいさつにつきましては、１０月２０日発行予定のせせらぎ臨時号に掲載します。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
患
者
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
（
お
褒
め
や
お
礼
の
言
葉
・

苦
情
・
提
案
等
）
の
中
か
ら
提
案
や
改
善
項
目
に
対
す
る
回
答
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
）

　
患
者
様
の
声
を
受
け
、
様
々
な
点
で
改
善
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（
院
内
に
は

患
者
様
の
声
を
い
た
だ
く
箱
を
、
外
来
・
２
階
病
棟
・
３
階
病
棟
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
）

　
ま
た
、
日
野
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ご
意
見
箱
」
か
ら
も
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す
。

【
時
間
予
約
制
度
に
つ
い
て
】

◎
既
に
予
約
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
順
番
待
ち
で
早
朝
か
ら
何
時

間
も
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
体
調
が
悪
い
方
に
と
っ
て
は
大
き

な
負
担
で
す
。

何
と
か
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
様
、
改
善
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
願
い
し
ま
す
。

　医
大
の
よ
う
に
予
約
時
間
設
定
が
し
て
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
意
見
の
と
お
り
、
現
在
当
院
が
行
っ
て
い
る
予
約
は
、
診
察
日
を
予
約

す
る
も
の
で
、
診
察
時
間
を
予
約
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
以
前
に
、
診
察
時
間
の
予
約
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
予
約
患
者
さ
ん
・
予
約

外
患
者
さ
ん
共
に
待
ち
時
間
が
延
び
て
し
ま
い
ま
し
た
。

①
交
通
の
便
と
検
査
（
朝
食
絶
食
）
の
関
係
に
よ
り
、
予
約
時
間
が
午
前
中

に
集
中
し
た
た
め
、
午
前
中
の
予
約
が
取
れ
な
く
な
り
、
結
果
、
患
者
さ
ん

か
ら
時
間
予
約
に
つ
い
て
の
苦
情
が
多
く
よ
せ
ら
れ
た
こ
と
。

②
現
在
の
常
勤
医
師
数
で
は
、
予
約
外
（
新
患
を
含
め
）
専
用
の
診
察
日
を

設
け
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
予
約
外
の
患
者
さ
ん
の
診
察
を
並
行
し
て
行

う
こ
と
と
な
り
、
時
間
予
約
ど
お
り
に
診
察
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

の
理
由
に
よ
り
、
時
間
予
約
制
度
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
当
院
で
は
、
内
科
・
整
形
外
科
常
勤
医
師
に
つ
い
て
、
検
査
の
な
い
再

来
患
者
さ
ん
に
限
り
、
下
記
の
と
お
り
電
話
で
の
当
日
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　・
対

象

者

　
　内
科
ま
た
は
整
形
外
科
の
再
診
（
検
査
等
な
し
）

　・
受

付

日

　
　開
院
日
の
月
〜
金
曜
日
（
土
曜
日
は
行
い
ま
せ
ん
）

　・
受
付
時
間

　
　午
前
10
時
〜
午
前
10
時
30
分
（
30
分
間
）

　・
電
話
番
号

　
　0
8
5
9
（
7
2
）
2
7
3
3
（
専
用
）

　・
申
し
込
み
の
流
れ

　①
電
話
で
下
記
の
情
報
を
お
伝
え
く
だ
さ
い

　
　
　住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日

　
　
　患
者
番
号
（
診
察
券
に
表
示
）

　
　
　希
望
診
療
科
（
内
科
ま
た
は
整
形
外
科
）

　
　
　希
望
医
師
（
内
科
の
み
）

　②
受
付
番
号
と
診
察
予
想
時
間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　③
時
間
ま
で
に
来
院
い
た
だ
き
直
接
外
来
で
お
待
ち
く
だ
さ
い

ま
た
、
検
査
の
あ
る
患
者
さ
ん
は
、
一
旦
検
査
を
済
ま
せ
て
診
察
予
想
時
間

（
院
内
に
掲
示
）
に
、
再
度
来
院
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
（
来
院
時

に
番
号
が
経
過
し
て
い
た
場
合
は
、
看
護
師
に
声
を
お
掛
け
く
だ
さ
い
。
）

　
さ
ら
に
、
外
来
に
設
置
し
て
い
る
番
号
表
示
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
一

部
の
携
帯
電
話
か
ら
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
診
察
の

進
行
状
況
を
確
認
い
た
だ
き
来
院
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
（
詳

し
く
は
受
付
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

な
お
、
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
「
時
間
予
約
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
院
内
で

再
度
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
以
上
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
患
者
様
に
喜
ば
れ
る
病
院
と
な
り
ま
す
よ
う
、
職
員
一
同
が
ん
ば

り
ま
す
。
お
気
付
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

日野病院
鳥取県日野郡日野町野田332番地
ＴＥＬ　0859-72-0351
ＦＡＸ　0859-72-0089

黒坂診療所
鳥取県日野郡日野町黒坂1243-1番地
ＴＥＬ　0859-74-0351
ＦＡＸ　0859-74-0351

二部診療所
西伯郡伯耆町二部1554番地4
ＴＥＬ　0859-62-0351
ＦＡＸ　0859-62-0351

〈
編
集
後
記
〉

　リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終
わ
り

日
本
人
の
活
躍
目
覚
ま
し
く
、
過

去
最
大
の
41
個
の
メ
ダ
ル
獲
得
。

4
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
、
日
本
の
底
力
に
期
待
が

深
ま
り
ま
し
た
。

　や
っ
と
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ

る
こ
の
頃
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん

夜
が
長
く
な
り
ま
す
。
ポ
ケ
モ
ン

G
O
に
の
め
り
込
む
こ
と
な
く
、

台
風
時
の
備
え
な
ど
万
全
の
対
策

に
努
め
た
い
も
の
で
す
。
（
池
）

再就業支援研修「日野病院　
再チャレンジ教室」
のご案内

伊関友伸氏講演会

　育児から少し手が離れたので働きたいと思っている方、医療現場を
離れ再就業に不安を感じているあなたへ！！

　「日野病院　再チャレンジ教室」へ、お気軽に声をかけて下さい

研修目的：看護の仕事から一時離れている看護師の再就業の支援を行う
研 修 日：随時、相談に応じます
服　　装：軽装
参  加 費：無料
研修内容：日野病院における看護の概要説明・看護記録について・感染防止対策・医療安全対策
　　　　　看護技術（医療機器操作・気管内吸引手技・スキンケアなど）・施設見学

連 絡 先：日野病院　看護局　小村裕美子（☎0859－72－0351）

　８月１日、日野病院新公立病院改革プラン策定の一環として、当院の改革プランアドバイザー
で、全国の数多くの病院のアドバイザーとしても活躍されている 伊関 友伸（いせき ともとし）先
生（城西大学経営学部マネジメント総合学科教授）に「まちの病院をなくさないために必要なこ
と」と題して講演していただきました。
地域をあげて医師の負担軽減に努めることが重要であることや、
過疎化、少子高齢化が進む地域における病院は、まちづくり
（地域振興）の役割りも持っていること等を話されました。
　講演には、医療機関の職員をはじめ行政職員、議会議員、地
域住民など町内外から総勢８０名の方に出席いただき、大盛況
のうちに終了しました。

納  涼  祭
　７月22日に恒例となっている納涼祭を開催しました。一昨年の納涼祭で好評でした大下様親子
に今年も余興メドレーを披露していただきました。当時２歳だった息子さんは４歳となり、可愛
らしくも切れのある動きに観客全員が魅了されました。縁日部門では、例年の輪投げコーナーな
どに加え、射的を新たに取り入れたところ、大好評で
した。歓声とともに手作りの的に向け狙いを定める姿
は真剣そのもの、お目当てのおもちゃを手に笑顔であ
ふれていました。

心も踊るねうまつり
　７月16日に開催された「ねうまつり」に今年
も日野病院組合職員互助会として参加しました。
精一杯踊る姿を見て声をかけていただく度に、地域とのつながりを感じることができました。
　たくさんのご声援と拍手、またご祝儀を頂きましたことに厚くお礼を申し上げます。

患
者
様
の

声
（
改
善
点
）
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（切り取って財布等に入れご利用ください）
※医師の出張等により、診察日・担当医師が変更になる場合があります。

外来診療案内ポケット版
（受付時間は、7時30分から11時30分まで）
月

一診

泉
朴

孝田雅彦
（呼吸器）

熊野
二診

孝田雅彦 孝田雅彦 泉

三診 加藤
朴

加藤
（脳内）

総合診療科
（大学）
山下 山下 山下 山下

大谷

佐藤

熊野
井上

孝田博輝

（大学）
（大学）

佐藤
山家
（大学）

稲田玉井 玉井 玉井

（受付時間は、12時から16時まで）
月

火

火

水

水

木

木

金

金
消化器内科 （大学）総合診療科 総合診療科

消化器内科
・

糖尿病外来（第2・4週）

小児科
・

心臓外科（第1・3週）
・

ペースメーカー（偶数月第3週）
・

血管外科（第2週）

呼吸器内科
・

心療内科

総合診療科

呼吸器内科
消化器内科
・

禁煙外来
・

血液内科（第1・3週）
・

糖尿病外来（第2・4週）

耳鼻科
・

脳神経内科
・

泌尿器科

小児科
・

女性診療科
・
皮膚科

肝臓内科
・

泌尿器科

午前
診察科目

午後
診察科目

（H.28.10月～）

血液（第1・3週）・糖尿病（第2・4週）
内科

外 科
整形外科
眼 科

内 科

その他(大学）

そ の 他
（ 大 学 ）

日野病院 外来診療案内 最新版　H.28.10～

玉井嗣彦

山下尚寛 山下尚寛 山下尚寛

大谷史江

佐藤尚喜

玉井嗣彦※1

松本和久※3
（第2・4週）

松本和久※3
（第2・4週）

細田　譲
（第1・3週）

孝田博輝 中本成紀

中本成紀孝田博輝

岸　真文※3

大学医師

稲田耕大

木 金水火

泉　大樹

朴　大昊 朴　大昊

朴　大昊

加藤雅之 加藤雅之

泉　大樹

佐藤尚喜

大学医師

大学医師井上和興

山家健作※1

大学医師

月

午後

午前

肝臓内科
孝田雅彦
泌尿器科
引田克弥※6

皮膚科
大学医師

小児科
大学医師※2

小児科
大学医師
女性診療科
秦　幸吉

消化器内科
孝田博輝

禁煙外来
熊野健太郎※4

一 診

三 診

二 診

受付

午前

午前

午後

午後

午前

午前

午前

午前

午後

午後

脳神経内科
岸　真文※3
泌尿器科
岩本秀人※6

血液内科
細田　譲
（第1・3週）

糖尿病外来
松本和久※3
（第2・4週）

ペースメーカー
西村元延

(偶数月第３週)
血管外科
藤原義和
(第２週)

糖尿病外来
松本和久※3
（第2・4週）

消化器内科
孝田博輝

呼吸器内科
中本成紀
心療内科
板倉征史

熊野健太郎 熊野健太郎

午前 午後 休診

総合診療科
午前

孝田雅彦孝田雅彦

玉井嗣彦

山下尚寛

大学医師

内

　
　科

外 科

整 形 外 科

眼 科

専門診療科
(大学医師)

孝田雅彦

心臓外科
西村元延
（第1・3週）

耳鼻科
竹内裕美

呼吸器内科
中本成紀

朴　大昊

この広報誌は、患者様のご希望により、構成町
（日野町・江府町・伯耆町）の全戸に配布して
います。

（注）医師の出張等により、担当医師等が変更になる場合があります。詳しくはホームページ・正面玄関の掲示板等

　　　でご確認ください。

自動再来受付機による受付時間　●午前＝７時30分～11時30分（一部８時30分～10時30分※5）　●午後＝正午～16時

診療開始時間　●午前＝９時～　●午後＝14時～

電話による受付（内科・整形外科）　●10時～10時30分（当日の午前受付のみ）電話番号　0859－72－2733（専用）

電話による予約日の変更受付　●14時～16時の間（予約日の前日までの平日のみ)

　　　　　　　　　　　　　　　電話番号(内科）72－2721（整形外科）72－2720（外科・泌尿器科）72－2719

休診日　●土曜日・日曜日・祝日　●８月14日・15日　●12月29日～１月３日

※１　火曜日の眼科と水曜日の整形外科の受付

　　　時間は10時30分までです。

※２　午後から医師が健診のため不在になるこ

　　　とがあります。詳しくはお電話でお問い

　　　合わせください。

※３　完全予約制です。受診希望の方は、まず

　　　内科を受診して医師にご相談ください。

※４　禁煙外来（水曜日）の初診は予約が必要

　　　です。２回目からは内科受診となります。

※５　初診の方・常勤医師（内科・外科・整形外

　　　科）の診察予約日以外に受診の方

※６　初診の方、予約以外の方の受付時間は８時

　　　30分から10時30分までです。
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日野病院組合管理者

景 山 享 弘

（日野町のおしどり）

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
日
野
病
院
も
大
き
な
節

目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
三
月

三
十
一
日
付
で
江
府
町
か
ら
受

託
し
て
い
た
「
老
健
施
設
あ
や

め
」
の
指
定
管
理
を
終
了
す
る

こ
と
と
な
り
、
多
く
の
関
係
者

に
ご
心
配
を
お
か
け
し
た
こ
と

を
お
わ
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
そ

し
て
十
月
一
日
に
は
日
野
病
院

長
の
交
替
が
あ
り
、
十
一
年
間

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
櫃
田
豊

先
生
が
博
愛
病
院
長
へ
転
出
さ

れ
た
た
め
、
新
た
に
鳥
取
大
学

か
ら
孝
田
雅
彦
先
生
に
着
任
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　十
二
月
に
は
日
野
病
院
新
改

革
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
向
う
五

年
間
の
病
院
運
営
の
方
向
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
人
口
減
少
が
進

む
地
域
の
医
療
を
支
え
る
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
、

そ
し
て
魅
力
あ
る
病
院
と
な

る
に
は
何
が
必
要
な
の
か
、

又
安
定
し
継
続
す
る
経
営
を

目
指
す
指
針
と
な
る
も
の
を

示
し
た
も
の
で
す
。
地
域
の

日
南
病
院
、
江
尾
診
療
所
と

の
連
携
が
大
切
な
も
の
と
な

り
ま
す
。
そ
し
て
一
部
事
務

組
合
の
構
成
三
町
と
の
福
祉
、

保
健
行
政
と
の
調
整
を
計
り

な
が
ら
、
住
民
さ
ん
の
安
心
、

安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め

の
努
力
を
重
ね
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　そ
し
て
皆
様
の
掛
か
り
つ

け
医
と
し
て
の
日
野
病
院
を

指
定
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら

な
る
ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。
結
び
に
平
成
二

十
九
年
が
穏
や
か
な
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
、
新

春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

酉
年
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日野病院病院長

孝田雅 彦

〜
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

　今
年
は
酉
年
、
「
お
し
ど
り
」
の

町
、
日
野
町
の
年
で
す
。
鳥
の
よ
う

に
飛
翔
す
る
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

日
野
病
院
も
新
し
い
年
を
迎
え
、
更

に
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
新
た
な

一
歩
を
踏
み
だ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　前
回
の
せ
せ
ら
ぎ
で
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
日
野
病
院
は
中
山
間
地
の
病

院
と
し
て
す
ば
ら
し
い
病
院
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
は
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
今
年
は
三
つ
の
こ
と
を
目
標
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　第
一
は
、
私
が
こ
の
病
院
に
来
て
最
も
問
題
だ
と
思
っ
た
外
来
の
待
ち

時
間
の
長
さ
で
す
。
早
朝
に
少
し
で
も
早
く
予
約
を
取
る
た
め
に
多
く
の

患
者
さ
ん
が
訪
れ
、
僅
か
の
時
間
差
で
診
察
が
大
変
遅
く
な
る
こ
と
が
よ

く
見
ら
れ
ま
す
。
一
人
の
医
師
が
1
時
間
で
診
る
こ
と
の
で
き
る
患
者
さ

ん
の
数
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
多
く
の
患
者
さ
ん
が
同
じ
時
間

に
来
院
し
て
も
診
察
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
長
時
間
待
つ
と
い
う
の
が
現

状
で
し
た
。
そ
こ
で
、
2
月
か
ら
時
間
予
約
を
常
勤
医
師
の
外
来
か
ら
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
は
予
約
時
間
の
少
し
前
に
来
れ
ば
良
い

の
で
、
順
番
を
取
る
た
め
に
早
く
来
院
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
待
ち

時
間
が
少
な
く
な
り
、
余
っ
た
時
間
を
有
効
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
が
朝
早
く
の
時
間
を
希
望
し
て
も
予
約
を

入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
通
院
の
都
合
や
交
通
の
便
の
た
め
決
ま
っ

た
時
間
に
し
か
来
院
で
き
な
い
患
者
さ
ん
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
時
間
の

都
合
が
つ
く
患
者
さ
ん
は
で
き
る
だ
け
空
い
た
時
間
に
予
約
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
し
ば
ら
く
は
少
し
混
乱
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
徐
々
に
慣
れ
て
う
ま
く
い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　第
二
は
、
日
野
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
病
院
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

改
訂
で
す
。
日
野
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
情
報
量
が
少
な
か
っ
た
の
で
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
こ
と
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
れ
ば
日
野
病
院
の
こ
と
は
分
か
る
よ
う
に
し
ま
す
。
わ
か
り
に
く

い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
修
正
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
古
く
な
っ
た
の
で
作
り
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今

回
は
職
員
の
中
か
ら
公
募
に
よ
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、

作
成
に
あ
た
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
や
る
気
の
あ
る
若
い
チ
ー
ム
員
の

新
鮮
な
ア
イ
デ
ア
で
斬
新
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て

く
だ
さ
い
。

　第
三
は
、
講
演
会
や
町
報
、
せ
せ
ら
ぎ
を
通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ん
に
健

康
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
病
気
の
話
や
食

事
療
法
、
運
動
療
法
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
実
際
に
役
立
つ
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
地
域
の
健
康
増
進
は
皆
さ
ん
自
身
と
病
院
が
協
力
す
る
こ
と
が

最
も
近
道
で
す
。

　今
年
の
三
大
目
標
が
達
成
さ
れ
、

日
野
病
院
が
地
域
の
皆
さ
ん
に
信
頼

さ
れ
る
1
年
に
な
る
よ
う
に
職
員
一

同
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も

良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
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3

̶日野病院での白内障手術̶

　新春所感

　　　　　　　　　　　　　　日野病院名誉病院長　玉　井　嗣　彦

　新年早々、うれしい便りを受け取りました。

　「オシドリの里、日野町の病院で白内障の手術をしてもらった。２週間入院したが、万事順調に運び、街並

み、山並みがくっきりと見え、明るい春を迎えることができた。術後の痛みもなく、翌日、眼帯が外された時

に目にした爽やかな青い空の色、眼鏡なしで読めた細かい文字に感激したことを今でも忘れられない」と。

　これは、白内障による高度な視力障害のため数年前、車椅子に乗った状態で入院された当時84歳のKさんか

らの便りでしたが、退院後は一人で通院され、今ではすっかり社会復帰しておられます。

　本院での白内障入院手術患者第２号であった義母が、退院時にいみじくも私に語った「こんなにのんびりさ

せてもらったことはない」との一言が忘れられません。白内障入院患者さんに、開眼の喜びとともに「人生の

安息日(？)」を体験していただけるのも、私を含めスタッフ一同にとって、とてもうれしいことなのです。

　平成28年12月末で手術開始丸15年３カ月が経過した今日、その間手術室では、1434名（男性540名、女性

894名、比率にして男性37.7％、女性62.3％）の主として加齢に伴う白内障手術、延べ2257件を施行しまし

た。年齢は43歳から102歳の平均77.3歳でした。80歳以上の方は551名（全体の38.4％）で、性別では男性が

185名の33.6％、女性が366名の66.4％を占めており、今回の女性優位の高齢化社会を反映する結果でした。

ちなみに、当院での最高齢白内障手術患者は、男性で98歳、女性で102歳でした。

　外来での白内障術後に発生する後発白内障手術件数242と合わせ、上記手術開始後の白内障関連手術件数

は、合計2499件でした。

　手術室使用の白内障手術は原則として、小切開超音波白内障手術＋眼内レンズ挿入術を施行していますが、

高齢過疎化の進む山間地域の中核病院としては、交通の面も含めて、手術翌日からの通院を強制することがで

きない諸般の事情があります。術後の合併症の一つである眼内炎の予防には、術前後を通じてしっかりとした

抗生物質の点眼加療が一定期間必要ですが、脳卒中後遺症で手が不自由な方や高度の認知症のある方などで

は、自己点眼ができないことがあります。しっかりした介護者がおられたとしても、家庭では24時間のケア

が無理な場合もあり、高齢化社会を反映しての独居や老老介護の場合には、通院を含めて術前術後のケアには

限界があります。

　そこで、あえて日帰りないし短期滞在手術をお勧めせずに、白内障手術希望患者の全ての皆様に、片眼で

１週間、両眼で２週間前後の入院手術をお願いしています。

　入院期間中には、病院敷地内は全面禁煙ですから、希望者には禁煙外来受診をすすめたり、糖尿病や高血圧

などのある方には、栄養管理や運動療法の具体的な指導を受けてもらったりもしています。さらに、リハビリ

継続が必要な方には、入院中症状に応じて対処していますので、ご安心下さい。

　鳥取大学眼科の井上幸次教授はじめ多くの医局の先生方の絶大なご支援を得て、近代設備のもとに、最新のテ

クニックを駆使して各種の白内障手術を施行していますので、今後ともよろしくお願い申し上げるしだいです。

　新春にあたり、日野病院での白内障手術の現況を述べさせていただきました。
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＜連絡先＞
☆訪問看護ステーション
　　0859－72－2706

【日野病院組合＊在宅介護支援事業所】

～第55回全国自治体病院学会☆ご報告～

◇アンケート内容ご紹介◇
　問　『訪問看護を引き続き利用したいですか？』
ご回答　とても思う、やや思う　　　　　９７％
→ご意見より：｢訪問看護を利用することで安心、安全が得られる。｣
　　　　　　　  ｢何かあってもすぐ病院に行けないので相談できる看護はとて
　　　　　　　も必要です。｣
　問　『安心して介護ができるようになりましたか？』
ご回答　とても思う、やや思う　　　　　８０％　
→ご意見より：訪問看護師からの適切な指導と助言が役にたった。何かあって
　　　　　　　もすぐに相談できるという安心感がある。

【ご意見】介護する者にとって、いつも気にかけて頂きすぐ相談ができます。対応していただける所が
　　　　　なかったら在宅は難しいのではと思います。介護を受ける本人も安心かと思います。

　ご利用者さまが住み慣れたご自宅で自分らしく過ごされるために、訪問看護に対する様々な期待やご意見
を受け止め、ニーズにあった看護を提供できるよう今後も日々、研鑚していきたいと思います。
　今年もどうぞ宜しくお願い致します。

☆居宅介護支援事業所
　　0859－72－2723

本
年
も
た
く
さ
ん
の
す
ま
い
る

　
　お
届
け
し
ま
す
♪

　ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　ス
タ
ッ
フ
一
同

自由回答より
～抜粋～

アンケート集計結果

・回収率７1％（4９件配布）

　たくさんのご回答

　　ありがとうございます！！

　日野町では、高齢者が地域で健康で安心して暮らすことができる町作りを
目的に、町内の保健・介護・医療職員で多職種協働推進委員会を構成し、見
える事例検討を毎月１回行っています。今回、自治体病院学会にて、この取
り組みの成果と今後の課題について、発表させていただく機会を頂きまし
た。日頃の業務とは違い、緊張する場面もありましたが、日野町の地域包括
ケアシステム構築に向けて一生懸命取り組まれている仲間の代表として精一
杯頑張ってきました。今後も日野町の保健・介護・医療を支える一員として
努力していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　平成28年10月1日より在宅介護支援事業所の所長を務めさせていただ
いております泉大樹と申します。訪問診療・看護・リハビリなどを地域
の方々が親しみやすく、頼っていただける地域医療を提供できればと思
っております。
　利用される方やご家族さん、関係者の方々には今後ともご指導・ご鞭
撻いただければ幸いです。なにとぞよろしくお願い申し上げます。

在宅介護支援事業所・所長　泉　大樹

～ご利用者満足度アンケートご報告～
日野病院訪問看護をご利用いただいている方を対象に、満足度調査を実施いたしました。

訪問看護ステーション・理学療法士　田中武志

平成28年10月20～21日
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　前回は、｢乳和食｣について話をしました。
　｢乳和食｣とは、味噌や醤油などの伝統的な調味料に｢コク｣や｢旨み｣を持つ牛乳を組み合わせることで
塩分を抑え、薄味にすることなく美味しくいただくための調理法です。日本人が好んで食べる伝統的な
食事である｢和食｣は健康食として知られる一方で、｢食塩をとりすぎる｣｢カルシウム不足になりやすい｣
という欠点があります。

★日野病院　栄養管理室★

【乳和食って何?】栄養ニュース栄養ニュース☆
NO.13

　乳和食の良さは、特別な食材の準備がいらないこと。いつもの食卓のメニューにミルクをプラス
してみてください。

ミルク納豆 ミルクめんつゆ

栄養士のつぶやき

（一社）Jミルク（一社）全国牛乳流通改善協会より引用

付属のたれを
減らして牛乳を
少々プラスするだけ
(納豆1パックに小さじ2)

めんつゆを水の代わり
に牛乳で割る（牛乳200mlに
めんつゆ（3倍希釈）大さじ1）

食べている食事の写真を持ってきて頂くと管理栄養士が栄養計算や
バランス指導等提案をし、食事の改善策を指導します。
どうぞ、ご気軽にお越しください。
（写真は、携帯、スマホ、デジカメ何でも構いません）

平均食塩摂取量　　　　　　　食塩摂取の目標量
成人男性　11.1ｇ　　　⇒　　　　８.0ｇ未満
成人女性　　  9.4ｇ　　　⇒　　  　　７.0ｇ未満

出典：厚生労働省｢平成25年国民健康・栄養調査｣｢日本人の食事摂取基準(2015年度)版｣

どうして減塩が必要なの？

減塩
①

減塩
②

生活習慣病の中でも最も多い疾患である高血圧。推計では我が国の約4,300万人、人口の
約3分の1が高血圧と言われています。50歳以上ではなんと2人に1人以上が高血圧です。

高血圧が続くと動脈硬化となり、高血圧がさらに悪化します。また、硬く厚くなった血管
壁の一部がはがれて、心臓の血管でつまれば心筋梗塞を、脳なら脳梗塞を引き起こします。
実際に、血圧が高くなると循環器疾患になり、死亡率も高くなることがわかっています

日本人の1日あたり平均食塩摂取量は年々減少傾向にありますが、目標量までは
約3ｇ減らさなければなりません。減塩すると実際に血圧が下がることは、多く
の研究で証明されています。乳和食でおいしく減塩を身につけ、目標量を身につ
け、目標量を達成しましょう。

日本人の３分の1が高血圧！

高血圧は動脈硬化につながり心筋梗塞や
脳梗塞などの原因に
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鳥取大学地域医療総合教育研修センターでの
取り組みについて

地域医療総合教育研修センターについて

　平成26年６月に設立された鳥取大学地域医療総合教育研修センターは、地域医療を現場で学ぶため
の教育サテライトとして機能しています。センター設立後、地域医療学講座スタッフが月―木の間、
総合診療外来で患者をみながら医学生に外来教育をおこなう、日野町行政と連携した保健介護の連携
研究事業、保健学科学生と合同でのオータムセミナー、くろさか地区での地域体験ツアーなど、地域
医療教育の拠点として多くの実績を残しています。特に注目すべきは、医学生だけでなく保健学科や
YMCAの学生も含めた合同教育が部分的にはじまっている点です。これは医学部内ではまったく実現
できなかった取り組みです。さらに、地域へ出かけ住民さんの活動（防災訓練、公民館祭り、夏休み
子供教室など）に関わることで、住民さんに地域で学生を受け入れる素地が徐々に育っていることは、

うれしい限りです。そして、日野病院内でも「学生が
来て学ぶ病院」という意識が少しずつ広がり、「ちゃ
んと教えてあげなくちゃ」という気持ちがでてきてい
るのを、とても心強く感じています。これからの日野
病院は、地域へ出かけていく医療に加え、地域医療教
育の拠点としてたいへん期待できるフィールドになる
と思います。それは、すなわち他の施設にはない日野
病院独自の魅力となっていくものです。これからも、
スタッフの皆さん・住民の皆さんに、益々のご指導ご
協力をお願いできればと考えております。

　　　　　　　　鳥取大学医学部地域医療学講座

　　　　　　　　　　　　教授　谷　口　晋　一

今年も「日野町健康講座」で各地区にお邪魔しています！

　昨年度から引き続き、日野町各地区の公民館・集会所にお邪魔して、ぽかぽか教室をはじめとする
健康講座をおこなっています。その中で、11月上旬、鳥取大学で家庭医療研修中の紙本美菜子先生が
「もしものときの医療の話」という話題で黒坂３区の住民さんと交流した場面を紹介します。
この日は、将来もし自分から意思を伝えられなくなっても、医師や看護師などがもっともふさわしい
と思われる医療を提供できるように、あらかじめ本人や家族が考えたり話し合ったりしておこうとい
う提案を行いました。最初は「なかなか難しいテーマですなあ…」と言われていた方もおられました
ので、紙本先生は参加者の自己紹介の時からご家族を看取ったお話、ご自分の病気のこと、こんな風
に死にたいなあとか、自然に話題になるよう、自身の体験を交えながら上手に導いていました。こう
して、お互いの経験を共有することで、参加者の方から「ピンピンコロリがいいけど、それでは家族
に迷惑をかけるから、準備せんといけんなあ！」という発言も出ました。
　このように、健康に関する情報を一方的にお伝えするだけではなく、お茶を飲みながら、近所の
人々のお話しからも自然と何か学びが得られるよう
な集まりにしていきたいな～と思っています。

（補足）　自分の療養、医療、介護への希望を事前
に考えていただけるよう、鳥取県西部医師会が「も
しもの時のあんしん手帳」という冊子を発行しまし
た。役場、インターネットなどから無料で入手でき
ますので、ご活用ください！

　　　　　　　鳥取大学医学部地域医療学講座

　　　　　　　　　　准教授　浜　田　紀　宏

秋のオータムセミナーでの発表準備
（医学生・看護学生が、日野病院の地域医療総合教育研修センターにて）

あなたがもしもの時を迎えたとしたら、その前に・・・
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胃がんの予防と検診

胃がんの95％はピロリ菌が原因

除菌した後も毎年胃カメラで早期発見

ピロリ菌の除菌:　1週間の内服治療

皆さんは胃がんが予防できることをご存じですか？
　胃がんは日本人の癌死亡の第二位で、毎年5万人が亡くなっているにも関わらず、実は予防ができます。さ
らに、早期発見方法も確立しています。つまり、予防を行って毎年検診を受けていれば、胃がんで死ぬことの
方が難しいのです。では、どうして毎年こんなに多くの人が亡くなるのでしょうか？それは予防を行わず、検
診も受けないからです。また、そのことを知らないからかもしれません。ここでは胃がんの予防と検診につい
てお話しします。

胃がんの原因̶ピロリ菌
　日本人の胃がんは95％以上ピロリ菌（図）という細菌によって引き起こされます。ピロリ菌は1979年に発
見され、胃潰瘍や十二指腸潰瘍を起こす菌であることが分かりましたが、日本人の研究者によって胃がんも起
こすことが明らかとなりました。さらに、ピロリ菌を薬で除菌（菌を取り除く）することで胃がんの発生が減
ることも分かりました。表のように40歳までに除菌をすればほぼ予防が可能ですし、それ以降でも胃がんの
発生を大きく減らすことができます。除菌をするのが若ければ若いほど効果は高くなります。また、一度胃が
んに罹り、治療した後でも残った胃から新しく胃がんが発生するのを減らすこともできます。つまり、ほとん
どの患者さんにとって除菌治療は価値があります。
　では、除菌とはどのようにするのでしょうか。きっと苦しい治療だろうと思っていませんか？とんでもな
い。風邪薬や便秘薬を飲むよりも楽です。たった1週間薬を飲むだけです。それで90％の患者さんのピロリ菌
は消えてしまいます。ではどうして皆さん受けないのでしょうか？その原因は、おそらくピロリ菌がいるかど
うかを調べるために、まず胃カメラを受けないといけないからです。皆さん胃カメラをするのがいやなので
す。でも、まず1回だけ受けて下さい。胃カメラも口からが苦手な人は鼻からのカメラもあります。このよう
に偉そうにいっている私も除菌したのは実は5年前でした。除菌すれば良いことはもっと前から知っていたの
ですが、「ついつい」引き延ばしてしまっていました。症状がないと、この「ついつい」がくせ者です。多く
の病気を手遅れにするのがこの「ついつい」です。面倒がらずに一度受けて下さい。
　では、ピロリ菌を除菌すればそれで安心でしょうか？残念ながらそうはいきません。除菌してもこれまでピ
ロリ菌によって傷ついた胃は元に戻ったわけではありません。子供の時に感染したピロリ菌が何十年もかけて
痛め続けた胃です。治すには10年15年が必要です。その間は年一回の胃カメラを受けて下さい。そうすれば
必ずカメラで治療できる早期の癌で発見でき、確実に治療が可能です。毎年胃カメラするのは大変と思われる
かもしれませんが、10分がんばれば1年安心して暮らすことができます。まずは一度胃カメラを受けてくださ
い。ピロリ菌の有無を調べ、ピロリ菌を除菌し、毎年胃カメラを受ければ、胃がんで死ぬことはないのです。
自分だけでなく、家族の人にも勧めて下さい。

40歳
50歳
60歳
70歳

ほぼ０％
70％減
50％減
30％減

たった

年齢 胃がんになる率

ピロリ菌

　このコーナーでは、当院医師がみなさんに知ってもらいたい病気についての様々な情報について
お知らせします。

この
　　 知っておきたいこんな

病 気
こ と

第１回
病院長　孝　田　雅　彦
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　当院は、平成29年２月から「時間予約制度」を導入します。
　予約日や予約時間の受付と変更を、下記のとおり行っています
　のでご利用ください。

・予約時間はあくまで目安です。患者さんの状況によりに予約時間内に診察を行
　うことができない場合があります。（体調の悪い方は、看護師に申し出くださ
　い。）
・検査のある方は検査結果が出てからの診察となります。予約時間までに検査を
　済ませてお待ちください。
・時間予約の方を優先しますので受付番号どおりに診察を行いません。ご了承く
　ださい。
・インフォメーション（番号表示）は、次にお呼びする受付番号を表示します。
　（全科）
・時間予約がないと、待ち時間が長くなる場合があります。できるだけ時間予約
　をしてから来院ください。受診希望日の前日（平日のみ）まで予約できます。
　（救急患者を除く）

※時間予約制度の開始に伴い、自動再来受付機による受付時間が変更となります。
　（予約のない場合も午前７時30分から受付ができます。）
　詳しくは、12ページをご覧ください。

－内科（常勤医師のみ)・外科・整形外科―

時間予約を始めます

電話による予約日・予約時間の受付
　　　　　　　　　　　　　　（受診希望日の前日まで予約できます）

　　　　１４時～１６時（平日のみ）
新患登録・新規予約　（代　　表）７２―０３５１
予約日（時間）変更　（内　　科）７２―２７２１（常勤医師のみ）
　　　　　　　　　　（外　　科）７２―２７１９
　　　　　　　　　　（整形外科）７２―２７２０

《時間予約制度について》―ご注意ください―
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日野病院組合職員の給与等の状況（平成28年4月1日現在）

● 職員の平均給料月額、平均年齢及び職員数（28年度当初予算より）

区 　 　 分 一般行政職

282,781円

314,803円

44.1歳

13人

現 業 職

267,567円

289,958円

51.7歳

3人

医 療 職

448,654円

1,070,542円

41.5歳

6人

医 療技術職

253,626円

290,588円

39.0歳

29人

看 護 職

287,637円

336,506円

45.1歳

56人

平均給料月額

平均給与月額

平 均 年 齢

職 員 数

平均給料月額：職員の基本給の平均

平均給与月額：給料月額と毎月支払われる諸手当の額を合計したものの平均（期末勤勉手当は除く）

　日野病院組合では、平成29年度の看護師育成奨学金の貸付けを希望される看護学生又は看護学生を

目指している方を募集します。

　将来、日野病院組合に就職した場合には奨学金の返還を免除する規定もあります。

　関心のある方は、まずはお気軽にお問い合わせください。

　　　　○ 募集期間：平成29年２月１日（水）から２月28日（火）まで

　　　　○ 応募・問合せ先：〒689-4504　鳥取県日野郡日野町野田332

　　　　　　　　　　　　　日野病院組合　事務局総務課　頭本（かしらもと）

　　　　　　　　　　　　　TEL　0859－72－0351　FAX　0859－72－0089

平成29年度　日野病院組合看護師育成奨学金 奨学生募集！！

資 格

返還の免除

募 集 人 数

貸 与 額

貸 与 期 間

期 間

金 額

奨学金

の返還

看護を履修する学校等に在籍（応募時点では、入学見込で可）し、卒業後に看護
師として日野病院組合に勤務する意思を有すること。ただし、高等学校及びその
高等学校の専攻科において看護師を養成する課程を設ける学校等に在学する者に
あっては、その学校等の専攻科に在籍する者に限る。

若干名

月額５０，０００円以内（無利子）

貸付けを受けた月から卒業する月まで

貸付けを受けた期間の倍の期間

月賦の均等払方法により、貸付けを受けた金額（月額）の半分の金額ずつを返還

貸付けを受けた金額の返還義務期間に日野病院組合に勤務した場合には、その勤
務した期間について返還を免除します。
※この奨学金の貸与が日野病院組合への採用を約束するものではありません。
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日野病院
鳥取県日野郡日野町野田332番地
ＴＥＬ　0859-72-0351
ＦＡＸ　0859-72-0089

黒坂診療所
鳥取県日野郡日野町黒坂1243-1番地
ＴＥＬ　0859-74-0351
ＦＡＸ　0859-74-0351

二部診療所
西伯郡伯耆町二部1554番地4
ＴＥＬ　0859-62-0351
ＦＡＸ　0859-62-0351

〈
編
集
後
記
〉

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
年
々
月
日
が
経
つ
の
が
早
く

感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　皆
様
、
年
末
年
始
は
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　忘
新
年
会
で
、
家
族
で
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

　寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
風
邪
な

ど
ひ
か
ず
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
2
0
1
7
年
が
皆
様
に

と
っ
て
す
ば
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　（
國
）

また春にあおうね
　１１月８日、チューリップの球根植えをひのっ
こ保育所の園児たちと行いました。正面玄関前の
ロータリーや診療所前に置くプランターにひとつひとつ丁寧に、春にきれいな花が咲くことを思
いながら植えてくれました。球根植えの後は、小村看護局長による紙芝居で風邪の予防について
楽しく学んでもらいました。

おしどり学園で講演
　11月18日、日野町おしどり学園において
孝田病院長が「健康寿命をのばすための３つ
の方法教えます」と題して講演しました。が
んを中心とした豊富なデータや自らの体験談
を交えた内容で、学園生の方々から、「わか
りやすい説明でよかった」といった声が寄せ
られました。

クリスマス音楽会を
行いました

病室でBS放送を
ご覧いただけるようになりました

　12月15日、外来待合ロビーにおいて、地域の方や
子供たち、入院患者さまにも参加いただき、恒例のト
ーンチャイムから静かに音楽会がスタートしました。
　サンタに扮した孝田病院長と小村看護局長からの
ささやかなクリスマスプレゼントや、職員のエビカニ
クスに子供たちはとても楽しそうにしていました。
一緒に踊る子供たちに入院患者さまもニコニコと楽し
そうでした。
　その後は、自称「家庭内シンガーソングライター」
の高松さんのギター演奏とやさしい歌声にみなさん
ゆったりと聞き惚れていました。
　雪がちらちら降り始め、冬も本格的になり始めた
時期でしたが、みんなの気持ちがほっこりした夜とな
りました。

被災地支援体験記

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
患
者
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
（
お
褒
め

や
お
礼
の
言
葉
・
苦
情
・
提
案
等
）
の
中
か
ら
提
案
や
改
善
項
目
に
対

す
る
回
答
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
）

　
患
者
様
の
声
を
受
け
、
様
々
な
点
で
改
善
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
（
院
内
に
は
患
者
様
の
声
を
い
た
だ
く
箱
を
、
外

来
・
２
階
病
棟
・
３
階
病
棟
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
）

　
ま
た
、
日
野
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ご
意
見
箱
」
か
ら
も

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
朝
食
の
「
梅
」
と
か
「
た
い
み
そ
」
の
袋
で
す
が
、
朝
は
特
に
何
か

一
品
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
は
、
食
事
に
関
し
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

「
梅
」
と
「
た
い
み
そ
」
等
に
つ
い
て
で
す
が
、
入
院
中
は
症
状
に
よ

り
食
欲
の
低
下
し
た
患
者
さ
ん
も
あ
り
、
食
欲
増
進
の
観
点
や
主
菜
と

の
バ
ラ
ン
ス
、
１
日
の
塩
分
等
を
調
整
し
な
が
ら
、
週
に
１
〜
２
回
提

供
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
栄
養
管
理
室
で
も
検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
の
で
、
こ
の
度
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
今
後
の
献
立
作
り
の
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
部
屋
と
ト
イ
レ
の
清
掃
に
来
ら
れ
ま
す
が
、
中
に
は
す
ご
く
い
い
加

減
な
人
が
い
ま
す
。
清
掃
の
後
に
は
見
え
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、
不
快
な
思
い
を
さ
れ
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
清
掃
に
つ
い
て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
作
業
を
行
う
よ
う
、
業
者

に
委
託
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
様
に
感
じ
ら
れ
る
方
が
あ
っ
た
こ
と
を

清
掃
業
者
に
伝
え
、
再
度
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
徹
底
・
確
認
し
て
作
業
を
行

う
よ
う
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

◎
病
衣
の
襟
元
が
シ
ワ
シ
ワ
で
気
持
ち
が
悪
く
、
以
前
に
入
院
し
た
時

は
病
衣
を
交
換
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
今
回
の
入
院
は
ア
イ

ロ
ン
持
参
で
来
ま
し
た
。

他
の
病
院
の
病
衣
は
き
ち
ん
と
し
て
い
て
気
持
ち
が
良
か
っ
た
の
に
・・・

　
シ
ワ
の
原
因
に
つ
い
て
業
者
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
病

衣
は
長
年
使
用
し
て
い
る
た
め
折
り
癖
が
つ
い
て
お
り
、
洗
濯
や
ア
イ

ロ
ン
等
を
行
っ
て
も
、
襟
に
シ
ワ
が
で
き
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
病
衣
を
新
し
い
も
の
と
交
換
し
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　今
後
と
も
、
患
者
様
に
喜
ば
れ
る
病
院
と
な
り
ま
す
よ
う
、
職
員
一

同
が
ん
ば
り
ま
す
。
お
気
付
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

患
者
様
の

声
（
改
善
点
）

　以前から、「患者様の声」でもご意
見をいただいていましたが、この度、
病室、透析室のテレビで、ＢＳ放送を
ご覧いただけるようになりました。入
院患者のみなさまに少しでも快適な入
院生活をお過ごしいただけるよう改善
いたしました。ぜひご利用ください。
　なお、病棟デイルーム及び外来待合
ロビーにおいては、ＢＳ放送をご覧い
ただけませんのでご了承ください。

　昨年発生した鳥取県中部地震の被災地支援
に、日野病院からも２名の看護師を派遣しま
した。ここでは、被災地支援にあたった影山
光恵看護師長の体験記を綴りました。
　平成28年10月21日14：07発生した鳥取
県中部地震（最大震度6弱）に於いては
2000年の西部地震の記憶が蘇った方が多
かったのではないでしょうか。
　鳥取県看護協会より派遣要請を受け、倉
吉市を中心に県内6施設、2泊3日、延べ62
名の看護師が看護の専門性を活かし、災害
支援活動を行いました。
　日野病院からは、災害支援ナースとして
登録していた、森川実保(派遣先：北栄町健
康福祉ｾﾝﾀｰ)・影山光恵(派遣先：倉吉市高齢
者生活福祉ｾﾝﾀｰ)が活動に参加しました。
　福祉避難所として開設された場所であり、
震災で発災した非日常では、生活や健康問
題等色々な困難事象が不安となって表れて
いました。日中は屋根のブルーシートを張
りに出かけられる人、避難所からの通学・
通勤、通所サービスを利用される方、病院
への通院等先の見えない不安の中、行政・
福祉・医療等の連携で対応されていました。
支援活動として参加した倉吉市の災害時の
緊急避難所の体制は、温泉を活かしたデイ
サービス施設であり、設備・体制が素晴らし
く充実していました。
　地域の中核施設として常日頃より活動さ
れ、緊急時にも即対応できる能力には感銘
を受けました。緊急時福祉避難所として困
らない対応について、地域・行政でまとま
る必要を感じつつ任務を終えました。
　一日も早い復興をお祈りします。

福祉避難所の様子
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（切り取って財布等に入れご利用ください）
※医師の出張等により、診察日・担当医師が変更になる場合があります。

外来診療案内ポケット版
（受付時間は、7時30分から10時30分まで）
月

一診

泉
朴

孝田雅彦
（呼吸器）

熊野
二診

孝田雅彦 孝田雅彦 泉

三診 加藤
朴

加藤
（脳内）

総合診療科
（大学）
山下 山下 山下 山下

大谷

佐藤

熊野
井上

孝田博輝

（大学）
（大学）

佐藤
山家
（大学）

稲田玉井 玉井 玉井

（受付時間は、12時から16時まで ただし、※は15時まで）
月

火

火

水

水

木

木

金

金
消化器内科 呼吸器内科総合診療科 総合診療科

消化器内科
・

糖尿病外来（第2・4週）

小児科
・

心臓外科（第1・3週）※
・

ペースメーカー（偶数月第3週）※
・

血管外科（第2週）※

呼吸器内科
・

心療内科※

総合診療科

呼吸器内科
消化器内科
・

禁煙外来
・

血液内科（第1・3週）
・

糖尿病外来（第2・4週）

耳鼻科
・

脳神経内科
・

泌尿器科

小児科
・

女性診療科
・
皮膚科

肝臓内科
・

泌尿器科

午前
診察科目

午後
診察科目

（H.29.2月～）

血液（第1・3週）・糖尿病（第2・4週）
内科

外 科
整形外科
眼 科

内 科

その他(大学）

そ の 他
（ 大 学 ）

日野病院 外来診療案内 最新版　H.29.2～

玉井嗣彦

山下尚寛 山下尚寛 山下尚寛

大谷史江

佐藤尚喜

玉井嗣彦

松本和久※2
（第2・4週）

松本和久※2
（第2・4週）

細田　譲
（第1・3週）

孝田博輝 中本成紀

中本成紀※4孝田博輝

岸　真文※2

大学医師

稲田耕大

木 金水火

泉　大樹

朴　大昊 朴　大昊

朴　大昊

加藤雅之 加藤雅之

泉　大樹

佐藤尚喜

大学医師

大学医師井上和興

山家健作

大学医師

月

午後

午前

肝臓内科
孝田雅彦
泌尿器科
引田克弥

皮膚科
大学医師

小児科
大学医師※1

小児科
大学医師
女性診療科
秦　幸吉

消化器内科
孝田博輝

禁煙外来
熊野健太郎※3

一 診

三 診

二 診

受付

午前

午前

午後

午後

午前

午前

午前

午前

午後

午後

脳神経内科
岸　真文※2
泌尿器科
木村有佑

血液内科
細田　譲
（第1・3週）

糖尿病外来
松本和久※2
（第2・4週）

ペースメーカー
西村元延

(偶数月第３週)
血管外科
藤原義和
(第２週)

糖尿病外来
松本和久※2
（第2・4週）

消化器内科
孝田博輝

呼吸器内科
中本成紀※4
心療内科
板倉征史

熊野健太郎 熊野健太郎

午前 午後 休診

総合診療科
午前

孝田雅彦孝田雅彦

玉井嗣彦

山下尚寛

大学医師

内

　
　科

外 科

整 形 外 科

眼 科

専門診療科
(大学医師)

孝田雅彦

心臓外科
西村元延
（第1・3週）

耳鼻科
竹内裕美

呼吸器内科
中本成紀

朴　大昊

この広報誌は、患者様のご希望により、構成町
（日野町・江府町・伯耆町）の全戸に配布して
います。

（注）医師の出張等により、担当医師等が変更になる場合があります。詳しくはホームページ・正面玄関の掲示板等でご確認ください。

自動再来受付機による受付　●午前＝７時30分～10時30分

　　　　　　　　　　　　　●午後＝正午～15時（第2・4週の呼吸器内科・心臓外科・ペースメーカー・血管外科・心療内科)

　　　　　　　　　　　　　●午後＝正午～16時（消化器内科・第1・3・5週の呼吸器内科・総合診療科・小児科)

診療開始時間　　　　　　　●午前＝９時～　●午後＝14時～

休　診　日　　　　　　　●土曜日・日曜日・祝日　●８月14日・15日　●12月29日～１月３日

電話による予約日・予約時間の受付　●14時～16時（受診希望日の前日(平日のみ)まで予約できます)

　新患登録・新規予約＜代表＞72－0351　予約日(時間)変更＜内科＞72－2721(常勤医師のみ）＜外科＞72－2719　＜整形外科＞72－2720

※１　午後から医師が健診のため不在になるこ

　　　とがあります。詳しくはお電話でお問い

　　　合わせください。

※２　完全予約制です。受診希望の方は、まず

　　　内科を受診して医師にご相談ください。

※３　禁煙外来（水曜日）の初診は予約が必要

　　　です。２回目からは内科受診となります。

※４　呼吸器内科の第２・４週の受付時間は、

　　　午後３時までです。

　　　

(時間予約を除く)
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平成１７年４月に副病院長として赴任、平成１８年７月からは病院長として通算１１

年６ヶ月に渡り日野病院を支えていただいた櫃田豊病院長が、博愛病院の病院長として

就任されることとなり、平成２８年９月日野病院を退職されました。

櫃田病院長はこの間、前任の濱副（はまぞえ）病院長が掲げられた「出かける医療、

近づいていく医療」を実践され、加えて日野病院の地域における役割である「出かける

医療、近づいていく医療と福祉」の姿を確立していただきました。

また、病院長としての職務はもとより、内科診察や訪問診察にも出かけていただき、

２４時間３６５日昼夜を問わず日野病院の発展にご尽力いただきました。

櫃田病院長のおかげで、地域住民の日野病院に対する信頼は確かなものとなったと確

信しています。

経営面においても、院長就任翌年度の平成１９年度から連続８年間黒字決算を続け、

平成１８年度末で約６億円あった累積欠損金が、平成２４年度には剰余金に転じました。 
平成２７年度こそ赤字決算となってしまいましたが、平成２８年度は９６，５３３千

円の黒字を計上し、累積剰余金は約２億８千６百万円となっています。

まさに、現在の日野病院を物心両面から盤石のものとしていただきました。

そして、平成１７年４月から勤務いただき、２年間の勤務延長をお願いしていました、

小村裕美子看護局長も３月末をもって退職されました。

小村看護局長はこの１２年間、「看護の宅配便」や病院機能評価の受審等、日野病院

看護局の資質向上に努力されました。

現在の日野病院看護局の充実は、小村看護局長あってのものと深く感謝しています。 

加えて、同じく２年間の勤務延長をお願いしておりました、佐々木健二医療技術局長

も３月末をもって退職となりました。

佐々木医療技術局長は、日野病院が厚生連であった昭和５８年７月から３３年９ヶ月

の間勤務いただき、診療放射線部門を支えていただきました。

平成１５年４月からは医療技術局長として、平成２０年４月に初めて受審した病院機

能評価には、自ら先頭に立ち病院全体を引っ張っていただき認定病院としていただきま

した。また、平成２４年１１月に稼働した電子カルテの導入においても尽力いただいて

おります。本当にありがとうございました。

思えば、櫃田病院長と小村看護局長、そして佐々木医療技術局長と共に過ごしてきた

この間は、日野病院にとって大きな変革の１２年間だったように思います。

日野病院は、平成２８年度に「新日野病院改革プラン」を策定し、そのプランをより

具体的に行動に移すための中長期計画を策定しました。
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これからの５年間は、この２つの計画に基づき日野病院第１０代病院長の孝田雅彦先

生とともに、さらに地域住民から信頼される病院となるよう職員一同頑張っていくこと

となります。まさに、日野病院の新たなスタートとなります。

来年はどのような年報となるのか、皆さんにどのようなご報告ができるのか、楽しみ

にしています。

日頃から日野病院を支えていただいている皆さんに心から感謝し、最後にこの年報の

編集にあたり資料の提供等協力いただいた関係者の皆さんにお礼申しあげます。

日野病院事務局長  生田 哲二

――― 発 行 ―――

日野病院組合 日野病院広報委員会

〒689-4504 鳥取県日野郡日野町野田 332 番地 
Tel：0859-72-0351 Fax：0859-72-0089 

URL：http://www.hinohp.com/ 
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